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呼吸器内科学教室  

講  演  

1. 石井晴之 :間質性肺炎を考える～肺癌診療からの視

方～ .多摩  Lung Cancer  Online Symposium．オン
ライン． 2021年 4月 16日 .

2. 三倉直，皿谷健，小田未来，石田学，本多紘二郎，

中本啓太郎，田村仁樹，高田佐織，石井晴之：横隔
膜 超 音 波 検 査 や 胸 郭 運 動 の 視 診 に よ る COPD重 症

度評価．第 61回日本呼吸器学会学術講演会．東京．
2021年 4月 23日 -24日 .

3. 吉田悠貴，渡辺雅人，平田彩，中本啓太郎，宮岡智

花，麻生純平，三倉直，石田学，小田未来，本多紘
二郎，田村仁樹，高田佐織，皿谷健，石井晴之：iNKT
細胞は好中 救性の喘 息様気 道炎症に関 与する．第

61回日本呼吸器学会学術講演会．東京．2021年 4月
23日 -24日 .

4. 宮岡智花，渡辺雅人，中本啓太郎，吉田悠貴，平田

彩，麻生純平，三倉直，石田学，小田未来，本多紘
二郎，田村仁樹，高田佐織，皿谷健，石井晴之：マ
ウスの膵臓 エラスタ ーゼ肺 気腫モデル では肺内の

IL-33発現が亢進する．第 61回日本呼吸器学会学術
講演会．東京． 2021年 4月 23日 -25日 .

5. 本多紘二郎，中本啓太郎，三倉直，石田学，小田未

来，田村仁樹，高田佐織，皿谷健，石井晴之：抗線
維化薬長期 投与が可 能であ った特発性 肺線維症の
予後解析．第 61回日本呼吸器学会学術講演会．東

京． 2021年 4月 23日 -25日．

6. 野田晃成，皿谷健，土井和之，森田喜久子，石川周

成，福田のぞみ，佐久間翔，三倉直，小田未来，本

多紘二郎，中本啓太郎，高田佐織：新たな聴診器と
遠 隔 シ ス テ ム を 用 い た COVID-19肺 炎 の 肺 音 の 経
時的変化の検討．第 61回日本呼吸器学会学術講演

会．東京． 2021年 4月 23日 -25日．

7. 石田学，皿谷健，黒川のぞみ，麻生純平，北村信隆，

中田光，石井晴之：デジタル顕微鏡を用いたサルコ

イ ド ー シ ス に お け る BALF中 肺 胞 マ ク ロ フ ァ ー ジ
のサイズと細胞形態の関係性．第 61回日本呼吸器
学会学術講演会．オンライン． 2021年 4月 23日 -25
日 .

8. 石田学，皿谷健，黒川のぞみ，麻生純平，北村信隆，

中田光，石井晴之：デジタル顕微鏡を用いた健常者

に お け る BALF中 肺 胞 マ ク ロ フ ァ ー ジ の 多 角 的 計
測．第 61回日本呼吸器学会学術講演会．オンライ
ン． 2021年 4月 23日 -25日 .

9. 皿 谷 健 ： コ ロ ナ 禍 の 間 質 性 肺 疾 患 診 療 に お け る

科々連携の重要性～ IIPｓに潜む膠原病肺～． PF-
ILDオンラインセミナー．オンライン．2021年 5月
12日．

10. 石井晴之： 気管支喘 息にお ける治療指 針の変遷～

CAPTAIN 試 験 か ら 学 べ る も の ～ ． GSK
Respiratory Meet ing  in武蔵野．オンライン．2021
年 5月 18日．

11. 皿谷健：COVID-19とマイコプラズマ感染症．第 48
回日本マイコプラズマ学会学術集会．東京． 2021
年 5月 22日．

12. 石田学：実臨床における気管支肺胞洗浄 (BAL)の速

攻 性 ～ COPDを 含 め て ～ ． 第 92回 多 摩 呼 吸 器 懇 話
会．三鷹・オンライン． 2021年 6月 10日．

13. 皿谷健：COVID-19禍における気管支喘息治療を再

考する．Asthma Forum～喘息治療の再考～．東京．
2021年 6月 17日．

14. 古野肇，中本啓太郎，宮岡智花，吉田悠貴，秋澤孝

虎，春日啓介，斎藤正興，石川周成，野田晃成，麻
生純平，麻生かおり，小林史，三倉直，小田未来，
石田学，本多紘二郎，田村仁樹，高田佐織，皿谷健，

石 井 晴 之 ： Schizophyllumcommuneに よ る ア レ ル
ギー性気管支肺真菌症の 1例．第 177回日本呼吸器
内視鏡学会関東支部会．オンライン．2021年 6月 19
日．

15. 小林史，中嶋啓，村上涼，阿部太郎，長谷見次郎，

斎藤正興，石川周成，春日啓介，麻生かおり，野田

晃成，佐久間翔，麻生純平，石田学，小田未来，本
多紘二郎，中本啓太郎，皿谷健，石井晴之：EBUS-
GS併用経気管支生検における咳嗽の診断率へ与え

る影響．第 44回日本呼吸器内視鏡学会学術集会．名
古屋． 2021年 6月 24日 -25日 .

16 . 中嶋啓，小林史，長谷見次郎，村上涼，阿部太郎，

石川周成，斎藤正興，春日啓介，麻生かおり，野田
晃成，佐久間翔，麻生純平，石田学，小田未来，本
多紘二郎，中本啓太郎，皿谷健，石井晴之：EBUS-
TBNAが 診 断 に 有 用 で あ っ た 偽 中 皮 腫 型 の 扁 平 上
皮肺癌の一例．第 44回日本呼吸器内視鏡学会学術
集会．名古屋． 2021年 6月 24日 -25日．

17. 小林史，中嶋啓，村上涼，阿部太郎，長谷見次郎，

斎藤正興，春日啓介，石川周成，麻生かおり，野田
晃成，佐久間翔，麻生純平，小田未来，石田学，中

本啓太郎，本多紘二郎，皿谷健，石井晴之：気管支
鏡による肺 癌生検検 体の腫 瘍細胞含有 率に影響を
与える因子の検討．第 44回日本呼吸器内視鏡学会

学術集会．名古屋． 2021年 6月 24日 -25日 .
18 . 石井晴之 :今まさに問われるもの～間質性肺炎診療

から～． IPF Scient i fic  Exchange Meet ing in 九
州．オンライン． 2021年 7月 3日．

19. 皿 谷 健 ： 呼 吸 器 疾 患 の 身 体 所 見 の 取 り 方

Overview～コロナ禍の間質性肺炎治療を踏まえて

～ ． 第 2回 画 像 で 学 ぶ ！ ！ び ま ん 性 肺 疾 患  web
seminar．オンライン． 2021年 7月 13日．

20. 石井晴之：間質性肺炎を考える -これだけ変わった

診療指針 -．専門医に聞く間質性肺炎 Seminar．オ
ンライン． 2021年 7月 20日．

21. 石井晴之： 高齢者の 肺がん の機能予後 を改善する

試み～がん悪液質の視点から～． Live Webinar－
高齢者肺がん編－．オンライン． 2021年 8月 18日． 

22 . 石井晴之：難治性肺疾患への光－抗線維化薬－．呼

吸 器  サ マ ーセ ミ ナ ー in多摩 -専 門 医 に 聞 く 、呼 吸
器疾患のポイント -．オンライン．2021年 8月 21日．

23. 皿谷健： -専門医に聞く、呼吸器疾患のポイント -胸
水 ． 呼吸 器サ マー セミ ナー in多 摩 ． オン ライ ン ．
2021年 8月 21日．

24. 皿谷健：喘 息治療に おける トリプル療 法のポテン

シャルを見極める． GSK Asthma Conference．東
京． 2021年 8月 25日．

25. 石田学：当院における全肺洗浄について．Tama呼
吸器エキスパート  オンラインセミナー．オンライ
ン． 2021年 8月 26日．

26. 皿谷健：日常診療における慢性便秘症治療．便秘攻

略セミナー．三鷹． 2021年９月７日．

27. 皿谷健：聴診所見を臨床に役立てるために．第 182
回城西画像研究会．三鷹． 2021年 9月 29日．

28. 石 井 晴 之 ： PF-ILDに お け る 抗 線 維 化薬 へ の 期待 ．

弘前  ILD Seminar．オンライン．2021年 10月 4日．

29. 皿谷健： COVID-19禍にお ける PF-ILDの診断 及び

診療．オフェブ ILD web academy．東京． 2021年
10月 6日．

30. 皿谷健： “息切れ ”に潜む呼吸器疾患  ～無線聴診器
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の可能性～ ．これか らの病 診連携を考 える～息切
れの原因を 多方面か らアプ ローチする ～．東京．
2021年 10月７日．  

31 .  細矢慶，小町太郎，洲崎勲夫，中本啓太郎，正木克

宜，上出庸介，荻野枝里子，松脇由典，小林良樹，
朝子幹也，野崎誠，車川寿一，佐伯秀久，神田奈緒

子，臼倉典宏，大久保公裕：デュピルマブのアドヒ
アランスに関するアンケート調査．第 70回日本ア
レルギー学会学術大会．横浜． 2021年 10月 8日 -10
日．  

32 .  中本啓太郎，宮岡智花，吉田悠貴，平田彩，三倉直，

小田未来，石田学，渡辺雅人，本多紘二郎，田村仁

樹，高田佐織，皿谷健，石井晴之：気管支喘息にお
ける酸化ストレス測定の意義．第 70回日本アレル
ギー学会学術大会．横浜． 2021年 10月 8日 -10日．  

33 .  石井晴之：IPFにおける治療変遷～明るい未来につ

なげるためには～．中庄  ILD Conference .岡山．
2021年 10月 13日．  

34 .  皿谷健：呼吸器疾患での身体所見の診方．中庄 ILD 
conference．岡山． 2021年 10月 13日．  

35 .  石井晴之：PF-ILDの最新知見．間質性肺疾患治療

を考える会．埼玉． 2021年 10月 18日．  
36 .  中本啓太郎，皿谷健，嶋崎鉄兵，倉井大輔，石井晴

之 ： 紫 外 線 照 射 し た N95マ ス ク の 再 利 用 に お け る

効果と安全性について．第 70回日本感染症学会東
日本地方会学術集会第 68回日本化学療法学会東日
本支部総会合同学会．東京．2021年 10月 27日 -29日． 

37 .  石井晴之：胸部画像所見から見えるもの～肺気腫、

間質性肺疾患を中心に～．第 18回さがみ呼吸器疾
患研究会．厚木． 2021年 10月 29日 .  

38 .  石井晴之：抗線維化薬継続のための IC～Ｉ PFの知

見 を ふ ま え て ～ ． Informwd Consent （ IC ）
conference．オンライン． 2021年 11月 3日 .  

39 .  石井晴之：難治性呼吸器疾患における取り組み．第

5回杏林大学医学部付属病院  医療連携フォーラム．
三鷹． 2021年 11月 18日 .  

40 .  田中悠，泉大樹，松本慎吾，中村敦，齋藤春洋，久

山彰一，西野和美，古屋直樹，高田佐織，原聡志，
田幡江利子，井谷英敏，宮本信吾，飛野和則，酒井

徹也，柴田祐司，野崎要，善家義貴，葉清隆，後藤
功一： 80歳以上の非小細胞肺癌のゲノムプロファ
イルと薬物治療効果．第 62回肺癌学会学術集会．横

浜・オンライン． 2021年 11月 26日．  
41 .  高田佐織，森川慶，田中寿志，井谷英敏，堀内一哉，

大熊裕介，副島研造，中川英之，中原善朗，関好孝，

別所昭宏，高橋伸政，林健太郎，遠藤健夫，武山廉，
前倉俊也，瀧川奈義夫，川瀬晃和，岡野哲也，塩野
知志，根本健司，岸一馬，堀本勝，松谷哲行，関順

彦：EGFR mt（ +）NSCLCに対する afat inibの多施
設共同前向きバイオマーカー探索研究（ EXTRA試
験）：臨床パート報告．第 62回肺癌学会学術集会．

横浜・オンライン． 2021年 11月 27日．  
42 .  香川洋輔，松本慎吾，近藤哲郎，西野和美，高田佐

織，中村敦，仲地一郎，原聡志，宮本信吾，田村朋

季，中谷有貴，酒井徹也，柴田祐司，泉大樹，野崎
要 ， 宇 田 川 響 ， 善 家 義 貴 ， 葉 清 隆 ， 後 藤 功 一 ：
PIK3CA/PTEN遺 伝 子 異 常 を 有 す る 肺 扁 平 上 皮 癌

の特徴と予後の検討．第 62回肺癌学会学術集会．横
浜・オンライン． 2021年 11月 27日．  

43 .  森川慶，田中寿志，高田佐織，渡部聡，岸一馬，副

島研造，解良恭一，各務博，吉村健一，松谷哲行，
関順彦：進行 EGFR変異患者対象の afat inibまたは
osimertinibを 一 次 治 療 と し た 無 作 為 化 非 盲 検 第 2
相試験（ Heat on Beat）．第 62回肺癌学会学術集

会．横浜・オンライン． 2021年 11月 27日 .  
44 .  皿 谷 健 ： 呼 吸 器 専 門 医 が 診る “息 切 れ ”に つ い て ～

COPDを含めて～．東京息切れ会議．三鷹．2021年
12月 1日．  

45 .  石井晴之：間質性肺炎を考える -これだけ変わった

診療指針 -．オフェブ ILD WEB Academy．大阪．

2021年 12月 3日．  
46 .  石井晴之： 新型コロ ナウイ ルス感染症 の治療と予

後．新型コロナウイルス感染症の現状・予防・治療

の 最 前 線 シ ン ポ ジ ウ ム ． 群馬 ． 2021年 12月 12日 ． 
47 .  皿谷健：『肺音聴診  聴診ポイントから診断アプロ

ーチまで』．医療技術スキルアップセミナー．東京．

2021年 12月 12日．  
48 .  皿谷健：COPD治療について．武蔵野市・三鷹市  呼

吸器疾患パートナリングの会  2nd．三鷹． 2021年
12月 14日．  

49 .  本多紘二郎：「間質性肺疾患治療について」．武蔵

野市・三鷹市パートナーリングの会．三鷹． 2021
年 12月 14日．  

50 .  石 井 晴 之 ： 気 管 支 喘 息 治 療 の 変 遷 ． Trelegy 
Cl inical  Experience Seminar．オンライン． 2021
年 12月 15日．  

51 .  皿谷健：コ ロナ禍に おける 呼吸器感染 症診療につ

いて．TAMA Web Seminar．東京．2021年 12月 21
日．  

52 .  石井晴之：抗線維化薬継続のための IC～Ｉ PFの知

見をふまえて～．浦安呼吸器 Forum．オンライン．

2022年 1月 26日．  
53 .  石井晴之：間質性肺炎疾患治療の展望．第 16回福島

県北 COPD研究会．オンライン． 2022年 2月 8日 .  
54 .  皿谷健：呼吸器「空洞性病変鑑別におけるピットフ

ォール」．第 41回日本画像医学会．東京． 2022年
2月 18日．  

55 .  石井晴之： びまん性 肺疾患 における画 像診断の新

たな有用性－抗線維化薬をどのように使うか -．第
41回日本画像医学会ランチョンセミナー．オンラ

イン． 2022年 2月 19日 .  
56 .  皿谷健：コモンデイジーズの基本画像と診断 /治療

～身体所見 の実際を 踏まえ て～．中小 病院実務研

究会．東京． 2022年 3月 5日 .  
57 .  Saraya T:  Diagnost ic  method for  mal ignant 

pleural e f fus ion distinguishing mal ignant 
mesothe lioma from lung cancer us ing pleural  
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Musculoske letal  Manifestations:  a Cluster  
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Onl ine .Jun 2-5,  2021.  

8.  Kishimoto M: Group for  Research and 
Assessment o f Psor iasis and Psor iatic  Arthrit is  
(GRAPPA) workshop in  preworkshop . the 23r d  



5 
 

Asia Paci f ic  League of Assoc iations for  
Rheumatology.  Online.  Aug 28,  2021.  

9.  Kishimoto M:  What  is  “beyond remiss ion” in  RA 
management and how should rheumatologists 
approach this?  In cl in ical  pract ice  for  beyond 
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19.  Van der hej ide ,  Deodhar A,  Maksymowych WP,  
Sieper  J ,  Van den Bosch F,  Kim TH,  Kishimoto 
M, Ostor A,  Combe B,  Sui  Y,  Duan Y,  Chu AD,  
Song IH:  Efficacy  and safety o f  upadacitinib  in 
pat ients with act ive ankylos ing spondyl it is :  2 -

year  results  from a randomized,  double -bl ind,  
placebo -contro lled study with  open-label  
extension.  the ACR Convergence.Online.  Nov1-
10,  2021.  

20.  Sawada H,  Kishimoto M, Tada K,  Deshpande GA,  
Ono K,  Taniguchi Y,  Hirata A,  Kameda H,  Tsuj i  
S,  Kaneko Y,  Dobashi H,  Okano T,  Haj i  Y,  Morita 
A,  Asahina A,  Okada M, Tomita T,  Benavent D,  
Plasenc ia-Rodr iguez C,  Navarro -Compán V,  
López Medina C,  Molto  A,  van der Heijde Désirée,  
Dougados M, Tamura N:  Regional di f ferences in  
cl inical  character ist ics  and treatment o f  
psoriat ic  arthr it is  with  axial  involvement :  
results from the cross sectional international 
ASAS PerSpA Study.  Poster presentat ion at  the 
ACR Convergence.Online.  Nov1-10,  2021.  

21.  Ono K,  Kishimoto M, Deshpande GA, Fukui S,  
Kawaai S,  Sawada H,  Matsuura M, Rodr iguez VR, 
Proft  F,  Tada K,  Tamura N,  Taniguchi Y,  Hirata 
A,  Kameda H,  Tsuji  S,  Kaneko Y,  Dobashi  H,  
Okano T,  Haji  Y,  Morita A,  Asahina A,  Okada M,  
Komagata Y,  López Medina C,  Molto  A,  van der 
Heijde Désirée,  Dougados M,  Hisamatsu T,  
Tomita T,  Kaname S:  Clinical  character istics o f  
pat ients  with SpA and concomitant  IBD: results 
from the ASAS PerSpA study.  Poster 
presentation at the ACR Convergence.Onl ine.  
Nov1-10,  2021.  

22.  Mcinnes I,  Kato  K,  Magrey M,  Mero la JF,  Liu Y,  
Kishimoto M, Pacheco -Tena CF,  Haaland D,  
Chen L,  Duan Y,  Zueger  P,  L iu J,  Lippe  R,  
Pangan A,  Behrens F:  Long-term ef f icacy  and 
safety o f  upadacitinib  in pat ients  with psoriatic  
arthr it is :  results at 56 weeks from the SELECT-
PsA 1 study.  Poster presentat ion at the ACR 
Convergence.Onl ine.  Nov1-10,  2021.  

23.  Smolen JS,  Lubrano E,  Kishimoto M, Bălănescu 
A, Strand V,  Gao T ,  Vranich N,  Lippe R,  T il le tt  
W: Comparison of composite  indices for  disease  
act ivi ty in patients with psor iat ic  arthr it is  
treated with  upadac itinib :  A post-hoc analysis 
from SELECT-PsA 1.  Poster presentation at the 
ACR Convergence.Onl ine .Onl ine .  Nov1-10,  2021.  

（国内）  

1.  池谷紀子，駒形嘉紀，久木元光，佐藤由利子，竹森

愛，内田裕子，小澤祐子，國沢恭平，川嶋聡子，川
上貴久，福岡利仁，岸本暢将，要伸也：当院におけ

る成人 Sti l l病の臨床経過の検討．第 65回日本リウ
マチ学会総会・学術集会．オンライン．2021年 4月
26-28日 .  

2.  小野慶介，岸本暢将，川嶋聡子，池谷紀子，川上貴

久，福岡利仁，駒形嘉紀，要伸也：当院における抗
MDA5抗 体 陽 性 皮 膚  筋 炎 患 者 の 臨 床 的 特 徴 と 予

後．第 65回日本リウマチ学会総会・学術集会．オン
ライン． 2021年 4月 26-28日 .  

3.  小野慶介，岸本暢将，川嶋聡子，池谷紀子，川上貴

久，福岡利仁，駒形嘉紀，要伸也：COVID-19感染
後に反応性関節炎を発症した世界で 1例目の報告．
第 65回日本リウマチ学会総会・学術集会．オンライ

ン． 2021年 4月 26-28日 .  
4.  軽部美穂，内田裕子，川上貴久，福岡利仁，岸本暢

将，駒形嘉紀，要伸也：腎機能障害を有する SLEに

おけるベリムマブの治療効果．第 65回日本リウマ
チ学会総会・学術集会．オンライン．2021年 4月 26-
28日 .  
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5.  川 嶋 聡 子 ， 岸 本 暢 将 ， 駒 形 嘉 紀 ， 要 伸 也 ： MPO-
ANCA陽 性 の 好 酸 球 性 多 発 血 管 炎 性 肉 芽 腫 症 に お
ける再燃の臨床解析．第 65回日本リウマチ学会総

会・学術集会．オンライン． 2021年 4月 26-28日 .  
6.  川嶋聡子，李恵怜，佐藤由利子，池谷紀子，川上貴

久，福岡利仁，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：MPO-
ANCA陽 性 好 酸 球 性 多 発 血 管 炎 性 肉 芽 腫 症 (MPO-
EGPA)における再燃の臨床解析．第 65回日本リウ
マチ学会総会・学術集会．オンライン．2021年 4月
26-28日 .  

7.  岸本暢将， Deodhar A,  van der Hej ide D,  Sieper  
J,  van den Bosch F,  Maksymowych WP, Kim TH,  
Kishimoto M, Ostor A,  Combe B,  Sui Y,  Wang X,  
Chu AD, Song IH ： 活 動 性 強 直 性 脊 椎 炎
(Ankylosing Spondyli tis  (AS))患 者 に お け る ウ パ

ダ シ チ ニ ブ (Upadac itinib (UPA))の 有 効 性 及 び 安
全 性  1年 間の 無作 為化 二重盲 検 プラ セボ (Placebo  
(PBO))対 照 オ ー プ ン ラ ベ ル 継 続 投 与 試 験 (Open-
Label Extension (OLE))．第 65回日本リウマチ学
会総会・学術集会．オンライン． 2021年 4月 26-28
日 .  

8.  岸本暢将 ,  Anderson A， Mcinnes IB， Magrey M，

Merola  JF,  L iu  Y,  Jeka S,  Pacheco -tena C，Wang 
X，  Chen L， Zueger P ，  Behrens F：非生物学

的 DMARDで 効 果 不 十 分 な 活 動 性 乾 癬 性 関 節 炎 患
者 を 対 象 と し た ウ パ ダ シ チ ニ ブ の 第 3 相 試 験
(SELECT-PsA1)における全体及び日本人集団の有

効性及び安全性．第 65回日本リウマチ学会総会・学
術集会．オンライン． 2021年 4月 26-28日 .  

9.  岸 本 暢 將 ： 関 節 リ ウ マ チ 治 療 に お け る Bone 
Management．第 65回日本リウマチ学会総会・学術
集会．オンライン． 2021年 4月 26日．  

10 .  岸本暢将：PsA最新情報と IL23阻害薬への期待．第

65回日本リウマチ学会総会・学術集会．オンライ
ン． 2021年 4月 27日．  

11 .  岸本暢將：リウマチ性多発筋痛症（ PMR）とその

周辺疾患．第 65回日本リウマチ学会総会・学術集
会．オンライン． 2021年 4月 28日．  

12 .  田巻弘道，福井翔，岸本暢将，岡田正人：関節リウ

マチに対するサリルマブの使用経験．第 65回日本
リウマチ学会総会・学術集会．オンライン． 2021
年 4月 26-28日 .  

13 .  中井健宏，伊藤孝典，木戸口元気，福井翔，小澤廣

記，川合聡史，池田行彦，北田彩子，大原由利，清
水久徳，野村篤史，田巻弘道，山口賢一，岸本暢将，

岡田正人： 抗核抗体 陽性の 挙児可能年 齢女性にお
ける抗核抗 体疾患罹 患率と 予後規定因 子について
の解析．第 65回日本リウマチ学会総会・学術集会．

オンライン． 2021年 4月 26-28日 .  
14 .  福岡利仁，薄井晃一，佐藤良輔，李恵怜，宮本彩子，

小澤祐子，川上貴久，岸本暢将，駒形嘉紀，要伸也：

NOD2変 異 の 関 与 が 示 唆 さ れ た 遷 延 す る 発 熱 を 呈
した一例．第 65回日本リウマチ学会総会・学術集
会．オンライン． 2021年 4月 26-28日 .  

15 .  要 伸 也 ： 腎 臓 内 科 医 か ら み る DKD 対 策 ． TAMA 
Diabetes  ＆  Kidney Conference． オ ン ラ イ ン ．
2021年 5月 10日 .  

16 .  要伸也：腎臓内科医からみた ANCA関連血管炎．キ

ッセイ薬品工業株式会社講演会．オンライン．2021
年 5月 13日 .  

17 .  要伸也：腎代替療法療養指導士の今後の展開：腎臓

病療養指導士の概要と今後の展開～日本腎臓学会 /
日本腎臓病 協会の立 場から ～．日本医 工学治療学

会 第 37回 学 術 大 会 ． オ ン ライ ン ． 2021年 5月 1日 ． 

18 .  川崎路浩，安藤亮一，花房規男，菊地勘，酒井謙，

尾田高志，要伸也，安部貴之，岡本裕美，山家敏彦：
透析医療に おける災 害対策 ～情報技術 による革新

～災害時の 情報機能 するた めの準備と 災害時の伝
達方法．日本医工学治療学会第 37回学術大会．オン
ライン． 2021年 5月 1-2日．  

19 .  安藤亮一，花房規男，菊地勘，酒井謙，尾田高志，

要伸也，安部貴之，岡本裕美，川崎路浩：透析医療
に お け る 災 害 対 策 ～ 情 報 技 術 に よ る 革 新 ～  過 密

地 域 に お け る 情 報 伝 達 の 重 要 さ  首 都 に お け る 災
害対策．日本医工学治療学会第 37回学術大会．オン
ライン． 2021年 5月 1-2日 .  

20 .  川上貴久：保存期腎性貧血の治療．調布医師会学術

講演会．調布市． 2021年 5月 25日．  
21 .  岸本暢将：乾癬性関節炎治療の推奨と現状．第 120

回日本皮膚科学会総会．横浜市． 2021年 6月 12日． 
22 .  日比野智，川嶋聡子，李恵令，佐藤由利子，池谷紀

子，川上貴久，福岡利仁，岸本暢將，駒形嘉紀，要

伸也：COVID-19後、MPO-ANCA陽性顕微鏡的多発
血管炎を発症した一例．第 67回多摩リウマチ研究
会．オンライン． 2021年 6月 12日 .  

23 .  岸 本 暢 將： 高 齢 SLE患 者 での 注 意 点～ ス テロ イ ド

早期減量の重要性～．第 64回日本腎臓学会学術総
会．横浜市・オンライン． 2021年 6月 19日．  

24 .  要伸也：腎 臓病療養 指導士 活動の今後 の展開と評

価 .第 64回日本腎臓学会学術総会．横浜市・オンラ
イン． 2021年 6月 20日．  

25 .  有川滋久，福岡利仁，國友理恵，松野裕樹，川上貴

久，駒形嘉紀，要伸也：血液透析患者における中和
抗体カクテルの有効性．REGN-COV2投与群と非投

与群の 20例のケースシリーズ．第 64回日本腎臓学
会学術総会．横浜市・オンライン． 2021年 6月 18 -
20日．  

26 .  川嶋聡子，川上貴久，福岡利仁，岸本暢將，駒形嘉

紀，要伸也：当院における ANCA関連腎炎に対する
リツキシマブ療法の臨床像の解析．第 64回日本腎

臓学会学術総会．横浜市・オンライン．2021年 6月
18-20日 .  

27 .  久木元光，福岡利仁，川嶋聡子，池谷紀子，川上貴

久，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：透析導 ⼊ 予測因
⼦ としての補正 AGの有 ⽤ 性に関する検討．第 64回
日本腎臓学会学術総会．横浜市・オンライン．2021
年 6月 20日．  

28 .  丸山彰一，池田洋一郎，要伸也，加藤規利，松本雅

則，石川由美子，下野明彦，宮川義隆，南学正臣，

柴垣有吾，岡田浩一：成人 aHUS患者に対するエク
リズマブ市販後調査の解析．第 64回日本腎臓学会
学術総会．横浜市・オンライン． 2021年 6月 18-20
日 .  

29 .  宮本彩子，川上貴久，川嶋聡子，池谷紀子，福岡利

仁，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：マクロファージ

特異的 PHDノック アウト は LPSによる 全身性 炎症
を改善する．第 64回日本腎臓学会学術総会．横浜
市・オンライン． 2021年 6月 18-20日 .  

30 .  松野裕樹，清水英樹，要伸也，寺脇博之，窪田沙也

花，宮嶋明子：超高齢・低心機能合併例への PD導
入を介し構築した腎不全・PD診療 .日本透析医学会

2021年 6月 18日 -20日 .  
31 .  駒形嘉紀：関節リウマチ治療の課題と今後の展望．

リウマチエリア WEBセミナー．オンライン．2021
年 6月 23日 .  

32 .  駒形嘉紀：EGPA最新の話題．大阪 EGPA Expertフ
ォーラム．オンライン． 2021年 6月 25日 .  
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33.  岸本暢将： 乾癬性関 節炎最 新情報～診 断から治療

まで～．第 470回日本皮膚科学会北陸地方会．オン
ライン． 2021年 6月 27日 .  

34 .  内田裕子，福岡利仁，前田啓造，李恵怜，佐藤由利

子，國沢恭平，正路久美，川嶋聡子，池谷紀子，軽
部美穂，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：当院におけ

るベリムバ ム導入 SLE65症 例の疾患活 動性の 検討．
第 61回関東リウマチ研究会．オンライン． 2020年
7月 3日 .  

35 .  要伸也：<CKD診療 up to  date-カリウム管理を中心

に ->． Science Exchange  Meeting Tokyo．オンラ
イン． 2021年 7月 15日．  

36 .  要伸也： CKD重症化予防を考える～新規高カリウ

ム 血 症 改 善 剤 へ の 期待 を 踏ま え て ～ ． LOKELMA 
Online  Symposium．オンライン．2021年 7月 19日． 

37 .  駒形嘉紀：リウマチ膠原病に伴う間質性肺炎．調布

市医師会学術講演会．東京・オンライン．2021年 9
月 8日 .  

38 .  岸本暢将： PsA治療 Update～最適な治療選択肢を

考える～．日本脊椎関節炎学会第 31回学術集会．東
京． 2021年 9月 11日 .  

39 .  岸本暢将， Deodhar A,  van der Hej ide D,  Sieper  
J,  van den Bosch F,  Maksymowych WP, Kim TH,  
Ostor A,  Combe B,  Sui Y,  Wang X,  Chu AD,  Song 
IH：活動性強直性脊椎炎 (Ankylos ing  Spondyli tis  
(AS))患 者 に お け る ウ パ ダ シ チ ニ ブ (Upadacitinib  
(UPA))の有効性及び安全性  1年間の無作為化二重

盲検プラセボ (Placebo (PBO))対照オープンラベル
継続投与試験 (Open-Labe l Extension (OLE))．日
本脊椎関節炎学会第 31回学術集会．東京． 2021年
9月 11日 .  

40 .  岸本暢将： SpA/PsA診療 Update．第 62回九州リウ

マチ学会．オンライン． 2021年 9月 12日．  
41 .  要伸也：臨 床腎臓病 学の進 歩と未来～ 私と腎臓病

学～．第 51回日本腎臓学会東部学術大会．東京・オ
ンライン． 2021年 9月 26日 .  

42 .  川嶋聡子：MPA, GPAの治療の最前線．．第 51回日

本腎臓学会東部学術大会．東京・オンライン．2021
年 9月 25-26日 .  

43 .  有川滋久，鈴切恒平，銭谷慕子，須藤裕嗣，根岸康

介，林松彦，岡井隆広，要伸也：SLEとの鑑別に苦
慮したが、 腎病理が 血栓性 微小血管症 様を呈し診

断に至った TAFRO症候群の一例．第 51回日本腎臓
学会東部学術大会．オンライン． 2021年 9月 25-26
日 .  

44 .  井上望帆，川嶋聡子，小澤祐子，池谷紀子，川上貴

久，福岡利仁，岸本暢将，駒形嘉紀，要伸也：亜急
性に腎障害が進行した全身性強皮症の一例．第 51
回日本腎臓学会東部学術大会．オンライン． 2021
年 9月 25-26日 .  

45 .  内田裕子，川上貴久，佐藤良輔，伊達友香，竹森愛，

長濱清隆，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也： C3腎症
として施行 した免疫 抑制療 法が奏功し たが電顕所
見を契機に フィブロ ネクチ ン腎症の診 断に至った

1例．第 51回日本腎臓学会学術大会．オンライン．
2021年 9月 25-26日 .  

46 .  小野慶介，軽部美穂，柿沼恵，早川哲，國沢恭平，

川上貴久，福岡利仁，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：
免疫抑制治 療により 尿異常 が消失した 単クローン
性ガンマグロブリン血症合併 C3腎症の一例．第 51
回日本腎臓学会東部学術大会．オンライン． 2021
年 9月 25-26日 .  

47 .  國友理恵，川上貴久，長濱清隆，日比野智，磯村杏

耶，福岡利仁，岸本暢将，駒形嘉紀，要伸也：フィ
ブロネクチ ン腎症の 確定診 断に質量分 析法を要し
たネフローゼ症候群の一例．第 51回日本腎臓東部

学術大会．オンライン． 2021年 9月 25-26日．  
48 .  佐藤良輔，福岡利仁，日比野智，竹森愛，内田裕子，

川上貴久，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：左心室内

に巨大血栓 を認めた 微小変 化型ネフロ ーゼ症候群
(MCD)の一例．第 51回日本腎臓学会学術大会．オン
ライン． 2021年 9月 25-26日 .  

49 .  戸瀬颯斗，川嶋聡子，前田啓造，岸本暢將，駒形嘉

紀，長濱清隆，要伸也：好中球減少症の経過中に全
身性エリテ マトーデ ス・ル ープス腎炎 を発症した

一例．第 51回日本腎臓学会東部学術大会．オンライ
ン． 2021年 9月 25-26日．  

50 .  日比野智，川嶋聡子，李恵怜，佐藤由利子，池谷紀

子，川上貴久，福岡利仁，岸本暢將，駒形嘉紀，要
伸也：COVID-19後、MPO-ANCA陽性顕微鏡的多発
血管炎を発症した一例．第 51回日本腎臓学会東部

学術大会．オンライン． 2021年 9月 25-26日．  
51 .  前田啓造，川嶋聡子，國沢恭平，池谷紀子，川上貴

久，福岡利仁，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：摂食

障害によっ て急性腎 障害を 繰り返し末 期腎不全に
至った一例．第 51回日本腎臓学会東部学術大会．オ
ンライン． 2021年 9月 25-26日．  

52 .  松野裕樹，松原秀史，國友理恵，小野慶介，國沢恭

平，長濱清隆，駒形嘉紀，要伸也： C3腎症との鑑
別 を 要 し た MPGN-l ike glomerulopathy with  
masked IgG-κ depositsの 1例．第 51回日本腎臓学
会東部学術大会．オンライン．2021年 9月 25-26日．  

53 .  松原秀史，長濱清隆，駒形嘉紀，要伸也：シェーグ

レ ン 症 候 群 の 患 者 に 発 症 し た membranous 
nephropathy with  masked po lyclonal IgG 
depositsの 一 例 ． 第 51回 日 本 腎 臓 学 会 東 部 学 術 大

会．オンライン． 2021年 9月 25-26日．  
54 .  宮本彩子，川上貴久，川嶋聡子，池谷紀子，福岡利

仁，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：肺癌の広範な両

腎転移によ り急性腎 障害を 呈し血液透 析導入に至
った一例．第 51回日本腎臓学会東部学術大会．オン
ライン． 2021年 9月 25-26日 .  

55 .  山下優衣，川上貴久，竹森愛，内田裕子，長濱清隆，

岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：免疫抑制療法開始直
後に急激な病勢悪化を認めた IgA腎症の一例．第 51
回日本腎臓学会東部学術大会．オンライン． 2021
年 9月 25-26日 .  

56 .  李恵怜，福岡利仁，佐藤良輔，佐藤由利子，川嶋聡

子，川上貴久，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：末期
腎 不 全 を 呈 し た 全 身 性 エ リ テ マ ト ー デ ス (SLE)に
合 併 した 非典 型溶 血性 尿毒症 症 候群 (aHUS)の 2例 ．

第 51回日本腎臓学会東部学術大会．オンライン．
2021年 9月 25-26日 .  

57 .  横田理代，福岡利仁，前田啓造，小澤祐子，岸本暢

將，川上貴久，駒形嘉紀，要伸也：肺高血圧症を合
併 し た SLE発 症 を 契機 に 歌舞 伎 症 候群 と 診断 さ れ
た 1例．日本内科学会関東地方会 .オンライン．2021
年 9月 12日 .  

58 .  駒形嘉紀：遺伝性血管浮腫 (HAE)とは？ -多摩エリ

アでの診療体制の歴史 -． Common Diseaseに潜む

希少疾患．オンライン． 2021年 9月 30日 .  
59 .  要伸也：多職種連携による CKD対策の現状と課題

～腎臓病療養指導士を含めて～．第 12回倉敷 CKD
医療連携ネットワーク．オンライン． 2021年 10月
19日．  

60 .  要伸也： CKDの病態と新たな治療戦略～腎専門医

が考える Dapagli f ioz inのポジショニング～．CKD
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重 症 化予 防と 医療 連携 を考え る 会 in城東 ．オ ン ラ
イン． 2021年 10月 20日．  

61 .  要伸也：今後の CKD治療と残された課題を考える．

Scient i fi c  Exchange Meet ing Tokyo 〈 CKD診 療  
up to  date〉．オンライン． 2021年 10月 25日．  

62 .  要伸也：ANCA関連血管炎・腎炎の最新の話題．第

7回 KIDNEY RELATED DISEASE SYMPOSIUM 
in KYOTO．オンライン． 2021年 10月 28日．  

63 .  駒形嘉紀：EGPA最新の話題．第 87回呼吸器合同北

陸地方会アフタヌーンセミナー．オンライン．2021
年 10月 31日 .  

64 .  岸 本 暢 将 ： 関 節 リ ウ マ チ 薬 部 療 法 bDMARDs と
tsDMARDsについて．第 36回日本整形外科学会認
定リウマチ医研修会．オンライン．2021年 11月 7日． 

65 .  要伸也：多職種チームによる CKD診療の現状と課

題～腎臓病療養指導士を含めて～．第 24回日本腎
不全看護学会学術集会・総会ランチョンセミナー．
オンライン． 2021年 11月 14日．  

66 .  要 伸 也 ： 高 血 圧 症 を 考 え る ～ 腎 臓 の 立 場 か ら ～ .  
三鷹市内科 医会学術 講演会 ～高血圧症 を心臓と腎
臓の立場から考える～．オンライン． 2021年 11月
16日 .   

67 .  駒 形 嘉 紀： ベ リム マ ブに よる SLEの 臓 器 障 害 抑 制

と治療マネージメント．SLE講演会．オンライン．

2021年 11月 16日 .  
68 .  日比野智，川嶋聡子，川上貴久，福岡利仁，岸本暢

將，駒形嘉紀，要伸也：COVID-19後，MPO-ANCA
陽性顕微鏡的多発血管炎を発症した一例．第 50回
杏林医学会総会．オンライン． 2021年 11月 20日 .  

69 .  早川怜那，佐藤洋平，川上貴久，大山学：ネフロー

ゼ症候群を合併した蜂窩織炎の 1例．第 50回杏林医
学会総会．オンライン． 2021年 11月 20日．  

70 .  要 伸 也 ： 腎 臓 病 重 症 化 予 防 の 現 状 と 展 望 ． Kowa 
Web Conference．オンライン． 2021年 11月 30日． 

71 .  岸 本 暢 将 ： 関 節 リ ウ マ チ に お け る Whole-Pat ient 
Careを考える．第 31回日本リウマチ学会関東支部・

学術集会．東京． 2021年 12月 11日．  
72 .  圓谷和輝，軽部美穂，小野慶介，早川哲，宇高哲，

岸本暢将，駒形嘉紀，要伸也：限局性関節病変と呈

し、関節リウマチとの鑑別に苦慮した IgG4関連滑
膜炎の 1例．第 31回日本リウマチ学会関東支部・学
術集会．東京． 2021年 12月 11日．  

73 .  川上貴久：腎性貧血の治療．三鷹医師会内科医会学

術講演会．三鷹市． 2021年 12月 14日．  
74 .  駒形嘉紀：血管炎症候群 2（ ANCA関連血管炎）．

第 36回日本臨床リウマチ学会．オンライン． 2021
年 12月 18日 .  

75 .  岸本暢将： ベーチェ ット診 療～アプレ ミラストの

有用性を含めて～．第 36回日本臨床リウマチ学会．
富山． 2021年 12月 18日．  

76 .  岸本暢将：乾癬性関節炎の治療  脊椎関節炎の診断

と治療．第 36回日本臨床リウマチ学会．富山．2021
年 12月 18日．  

77 .  要伸也：多職種連携による CKD対策の現状と課題

～腎臓病療養指導士を含めて～． CKD地域連携セ
ミナー  IN HYOGO．オンライン．2022年 2月 5日．  

78 .  要伸也：東 京都透析 医会と 三多摩災害 時透析ネッ

トワークに関する紹介．令和 3年度北多摩南部ブロ
ック災害時透析医療研修会．オンライン．2022年 2
月 10日 .  

79 .  要伸也：腎臓病療養指導士の役割と今後の展望．第

21回茨城 CKD研究会．オンライン．2022年 3月 10日 .  

80 .  要伸也： CKD対策の最新情報～人材育成を含めて

～．第 20回白河地区透析医療勉強会．オンライン．
2022年 3月 24日．  

論  文  

（英文）  
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Katsumata Y,  Komagata Y,  Sada KE, Tanaka E,  
Tamura N,  Dobashi H,  Nanki T,  Harabuchi  Y,  
Bando M, Homma S,  Wada T,  Harigai M: Nation-
wide survey o f the treatment trend o f 
microscopic  po lyangi it is  and granulomatosis 
with po lyangi it is  in Japan using the Japanese 
Ministry o f  Health,  Labour  and Welfare  
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Taniguchi Y,  Tsuj i  S,  Okada M, Kobayashi S,  
Komagata Y,  Clementina López Medina,  Anna 
Molto ,  Désirée van der Heijde,  Maxime 
Dougados,  Tomita T,  Kaname S:  Clinical  
character istics o f  non-radiographic vs.  
radiographic axial  spondyloarthr it is  in Asia  and 
non-radiographic  axial  spondyloarthritis  in  
other regions:  results o f  the  crosssect ional  
ASAS-COMOSPA study.  RMD Open.  7(3).  
e001752.  2021.  

9.  Shigemori K,  Higashihara E,  I toh M, Yoshida H,  
Yamamoto  K,  Nutahara K,  Shiokawa Y,  Kaname 
S,  Tambo M,  Yamaguchi T ,  Taguchi  S,  Yoshioka 
T,  Yokoyama K,  Fukuhara H:  PKD1-Assoc iated 
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Polycystic  Kidney Disease.  J Stroke Cerebrovasc 
Dis.   30(9).  105943.  2021.  
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hal f  nail .  Cl in  Exp Nephrol .  25(8) .  911-912.  2021.  

11.  Endo A,  Komagata Y,  Yamagishi K,  Kawashima 
S,  Arimura Y,  Kaname S:  Two dist inct subsets 
of  LDGs ( low density granulocytes) in  ANCA-
associated vasculi t is .  Mod Rheumato l.   32(2).  
396-405.  2022.  

12.  Urushihara M, Sato H,  Shimizu A,  Sugiyama H,  
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Shima Y,  Yamamura T,  Kitamoto K,  Ishihara M,  
Konomoto  T,  Hattori  M; the Committee for  Renal  
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Socie ty  of  Nephrology:  Cl inical  and histological  
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analys is o f  the Japan Renal Biopsy Registry (J-
RBR).  Cl in Exp Nephrol .   25(9).  1018-1026.  
2021.  

13.  Ochi S 1,  Murakami M 2,  Hasegawa T 3,  Komagata 
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2Osaka Universi ty,  3 Research Inst i tute  of  
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guide l ines  for  Nursing Homes by  Japan 
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14.  Fukui S,  Suda M, Furukawa S,  Tamaki S,  Ikeda 
Y,  Suyama Y,  Tamaki H,  Kishimoto M, et al :  
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disease -modi fying antirheumatic  drugs.  Int J 
Rheum Dis.  24(5).  647-653.  2021.  

15.  McInnes IB,  Anderson JK,  Magrey M, Mero la JF,  
Liu Y,  Kishimoto M, Jeka S,  Pacheco-Tena C,  
Wang X,  Chen L,  Zueger P,  Liu J,  Pangan AL,  
Behrens F:  Tr ial  o f  upadac it in ib and 
adal imumab for  psor iat ic  arthr itis .  N Engl J 
Med.  384(13).  1227-1239.  2021.  

16.  Wei JC,  Kim TH, Kishimoto M, Ogusu N,  Jeong 
H,  Kobayashi  S;  4827-006 study group:  Eff icacy  
and safety o f  brodalumab,  an anti -IL17RA 
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randomised,  placebo -controlled,  phase 3 tr ial .  
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Sobue Y,  Nishida K,  Matsushita I,  Murashima A,  
Mori  M, Tanaka E,  Hirata S,  Kishimoto  M,  
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review for the treatment  of o lder rheumato id 
arthr it is  patients informing the 2020 update o f  
the Japan col lege o f rheumatology c l inical  
practice  guide lines  for  the management  of  
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313-322.  2022.  
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7(3).e001728.  2021.  

25.  Strand V,  Mease PJ,  Sor iano ER,  Kishimoto M, 
Salvarani C,  Saf fore CD, Zueger P,  McDearmon-
Blondel l  E,  Kato  K,  Gladman DD: Improvement 
in patient-reported outcomes in pat ients  with 
psoriat ic  arthr it is  treated with upadac it in ib 
versus placebo  or adal imumab:  results from 
SELECT-PsA 1.  Rheumato l  Ther.  8(4).1789-1808.  
2021.  

26.  Matsubara Y,  Nakamura Y,  Tamura N,  Kameda 
H,  Otomo K,  Kishimoto M, Kadono Y,  Tsuji  S ,  
Atsumi T,  Matsuno  H,  Takagi M, Kobayashi S ,  
Fujio  K,  Nishimoto N,  Okamoto N,  Nakajima A,  
Matsui K,  Yamamura M, Nakashima Y,  
Kawakami A,  Mori M, Tomita T:  A nat ionwide  
quest ionnaire survey on the prevalence of  
ankylosing spondyl it is  and non-radiographic 
axial  spondyloarthr it is  in Japan.  Mod 
Rheumatol.  2021.  doi :  10.1093/mr/roab096.  
Epub.  

27.  Deodhar A,  van der  Hei jde  D,  Sieper  J,  Van den 
Bosch F,  Maksymowych WP, Kim TH, Kishimoto  
M, Ostor A,  Combe B,  Sui  Y,  Chu AD, Song IH:  
Safety and Eff icacy  of  Upadacitinib in  Pat ients 
With Act ive Ankylos ing  Spondyli t is  and an 
Inadequate Response  to  Nonstero idal 
Anti inf lammatory Drug Therapy:  One-Year 
Results o f  a Double -Bl ind,  P lacebo-Contro lled 
Study and Open-Labe l Extension.  Arthr it is  
Rheumatol.  74(1).  70-80.  2022.  

28.  Takeno M, Dobashi  H,  Tanaka Y,  Kono H,  Sugii  
S,  Kishimoto  M, Cheng S,  McCue S,  Paris M,  
Chen M, Ishigatsubo Y:  Apremilast in a 
Japanese subgroup with  Behçet ’s  syndrome:  
Results from a Phase 3,  randomised,  double-
bl ind,  placebo -control led study.  Modern 
Rheumatol.  32(2).  413-421.  2022.  

29.  Saraya T,  Kasuga K,  Kishimoto M, Ishi i  H:  
Hiker ' s  Feet :  Hidden Warning Skin Sign.  Intern 
Med.  2022.  do i :  10.2169/ internalmedic ine.8999-
21.  Epub.  

30.  Kawashima S,  Kishimoto M, Hibino T ,  Lee H,  
Sato Y,  Komagata Y,  Kaname S:  MPO-ANCA-
positive microscopic  po lyangi it is  fo l lowing 
COVID-19 infection .  Intern Med.  61(4).  567-570.  
2022.  

31.  Kawahito  Y,  Morinobu A,  Kaneko Y,  Kohno M, 
Hirata S,  Kishimoto M, Seto Y,  Sugihara T ,  
Tanaka E,  Ito  H,  Ko jima T,  Matsushita I,  
Nishida K,  Mori M,  Murashima A,  Yamanaka H,  
Nakayama T,  Koj ima M, Harigai M: Drug 
Treatment Algor i thm and Recommendations 
from the 2020 update o f  the Japan Col lege o f  
Rheumatology  Cl inical  Pract ice  Guide lines  for  
the Management o f Rheumatoid Arthrit is -
Secondary Publ icat ion.  Mod Rheumato l.  2022.  
doi :  10.1093/mr/roac017.  Onl ine  ahead o f pr int.  

32.  Ito  H,  Nishida K,  Ko jima T,  Matsushita I,  

Kojima M, Hirata S,  Kaneko Y,  Kishimoto M,  
Kohno  M,  Mori  M, Morinobu A,  Murashima A,  
Seto Y,  Sugihara T,  Tanaka E,  Nakayama T,  
Yamanaka H,  Kawahito  Y,  Harigai M: Non-Drug 
and Surgical  Treatment Algor ithm and 
Recommendations for  the  2020 Update of  the  
Japan College of  Rheumato logy Clinical  Pract ice  
Guide l ines for  the Management of Rheumatoid 
Arthr it is  -  Secondary  Publication.  Mod 
Rheumatol.  2022.  do i :  
10.1093/mr/roac019.  Onl ine ahead o f pr int .  

33.  Kameda H,  Kishimoto  M,  Kobayashi S,  Tomita T ,  
Morita A,  Yamamura M: Axial  spondyloarthr it is  
in Japan.  Curr Rheumato l  Rep.  24(5).  149-155.  
2022.  

34.  Fukuoka K,  Kishimoto  M, Kawakami T,  
Komagata Y,  Kaname S:  Plasmapheresis  for  
systemic vascul it is .  Ther  Apher  Dial.  26(3).  493-
506.  2022.  Epub.  

(和文 ) 

1.  李恵怜，福岡利仁，國友理恵，下田佐知子，兵動智

夏，久木元光，小林知志，佐藤由利子，竹森愛，宮
本彩子，小澤祐子，磯村杏耶，川上貴久，駒形嘉紀，
要伸也：透 析困難症 の原因 として心ア ミロイドー

シス合併が考えられた 1例 ．日本透析医学会雑誌．
55(3)． 193-200． 2022．  

2.  要伸也：腎臓医が診る指定難病：指定難病各論  膠
原病関連腎疾患  ANCA関連 3疾患 (顕微鏡的多発血
管炎・多発血管炎性肉芽腫症・好酸球性多発血管炎
性肉芽腫 症 )． 腎と透 析． 91(1)． 136-142． 2021． 

3.  要伸也：腎疾患患者への薬の使い方  ANCA関連腎

炎  リツキシマブ．腎と透析．91．116-120．2021．  
4.  福岡利仁，要伸也： HUSと atypical  HUS．腎臓内

科． 14(6)． 780-790． 2021．  
5.  要伸也：栄養指導  腎臓病療養指導士による栄養指

導への期待．臨牀透析．37(12)．1341-1344．2021．  
6.  要伸也：CKD保存期ケアガイド．週刊医学会新聞．

3442． 7． 2021．  
7.  要伸也：腎 性貧血治 療にお ける多職種 連携－医師

の立場から－． CKD Next  Strategy-シームレスマ
ネジメント．メジカルレビュー 10月号．p5-6．2021． 

8.  要伸也：腎臓病療養指導士への期待．特集：慢性腎

臓病－臨床の最新動向－．日本臨床．79(12)．1950-
1954． 2021.  

9.  要伸也：治 療法の再 整理と アップデー トのために  
専 門 家に よる 私の 治療  膠原 病 に伴 う腎 症 (ルー プ
ス腎炎 )．日本医事新報．5071号．Page35-36．2021． 

10 .  川嶋聡子，要伸也：RPGNの定義と RPGNの鑑別診

断  AKD,  CKDとの臨床鑑別．腎と透析． 91． 333-
340． 2021．  

11 .  松原秀史，要伸也：小型血管炎・ANCA関連血管炎  
顕微鏡的多発血管炎．血管炎症候群のすべて．臨床
放射線． 66巻 10号． Page1151-1161． 2021．  

12 .  駒形嘉紀： ANCA関連血管炎．東京都医師会雑誌．

74(10)． 1022-1025． 2021．  
13 .  駒形嘉紀：ANCA関連血管炎の分類基準・診断基準．

リウマチ科． 67(3)． 324-331． 2022．  
14 .  川嶋聡子，駒形嘉紀：AAVの腎病変．臨床免疫・ア

レルギー科． 76(4)． 351-358． 2021．  
15 .  岸本暢将，駒形嘉紀，要伸也：脊椎関節炎における

分子標的治 療薬の位 置づけ ．日本内科 学会雑誌．
110(10)． p.2173-2180． 2021．  
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16.  川嶋聡子，駒形嘉紀： ANCA関連血管炎  AAVの腎

病変．臨床免疫・アレルギー科．76(4)．351-358．
2021．  

17 .  岸本暢将：体軸性脊椎関節炎の治療  ：脊椎関節炎

の診療の進歩．リウマチ科．65(2)．174-177．2021．  
18 .  岸 本 暢将 ：膠 原病  見逃 しや す い SAPHO症 候 群 の

診 断 と 最 新 治 療 に つ い て 教 え て く だ さ い ．
Medic ina． 58(10)． p.1556-1559． 2021．  

19 .  岸本暢将： 関節リウ マチお よび脊椎関 節炎の病態

と 治 療 概 要  乾 癬 性 関 節 炎 の 病 態 と 治 療 戦 略 :  一
般内科医に 役立つ抗 リウマ チ薬の最新 知識．診断
と治療． 109(12)． p1627-1632． 2021．  

20 .  小林知志，岸本暢将：乾癬の Overview リウマチ科

医から：全身疾患としての乾癬．内科．129(1)．p.17-
20． 2022．  

21 .  岸本暢将：乾癬性関節炎の診断と治療：乾癬・掌蹠

膿疱症の基礎と臨床．皮 膚 科． 1(2)． P198-203．
2022．  

令和 2年度追加分  

(英文 ) 

1.  Monti  S,  Craven A,  Klersy C,  Montecucco  C,  
Caporal i  R,  Watts R,  Merkel PA,  Luqmani R;  
DCVAS Col laborators:  Associat ion between age 
at disease onset o f  anti -neutrophi l  cytoplasmic  
antibody-assoc iated vascul it is  and c linical  
presentation and short -term outcomes.  
Rheumatology (Oxford).  60(2) .  617-628.  2021.  

著  書  

1.  要伸也（分担執筆）：14-6-3膠原病・血管炎の腎障

害：4）関節リウマチ，5）全身性強皮症，6）Sjogren
症候群，7）IgG4関連腎臓病．内科学Ⅳ（第 12版）．
朝倉書店． 2022年Ⅳ 92-101.  

2.  要伸也（分担執筆）：結節性多発動脈炎．抗リン脂

質抗体症候群・好酸球性多発血管炎性肉芽腫症・結
節性多発動 脈炎・リ ウマト イド血管炎 の治療の手
引き 2020．針谷正祥編集．診断と治療社．2021年．

p51-63．  
3.  駒形嘉紀（分担執筆）：好酸球性多発血管炎性肉芽

腫症（ EGPA）．抗リン脂質抗体症候群・好酸球性

多発血管炎性肉芽腫症・結節性多発動脈炎・リウマ
トイド血管炎の治療の手引き 2020．針谷正祥編集．
診断と治療社． 2021年． p39-50．  

4.  駒形嘉紀（分担執筆）： B細胞阻害薬・ ANCA関連

血管炎．生物製剤適正使用ガイド．藤尾圭志編集．
クリニコ出版． 2021年． p170-176．  

5.  駒形嘉紀（分担執筆）：MTXを含む csDMARDs．A
免 疫 調 節 薬 a ． bucil lamine （ BUC ） b ．
salazosulfapyridine（ SASP）c．igurat imod．関節

リウマチ治療実践バイブル（改訂第 2版）．竹内勤
編集．南江堂． 2021年． p107-110．  

6.  駒形嘉紀（翻訳）：第 25章  関節炎とリウマチ性疾

患．ワシントンマニュアル第 14版．高久史麿，苅尾
七臣監訳．メディカル・サイエンス・インターナシ
ョナル． 2021． 987-1020．  

7.  川嶋聡子： 急速進行 性糸球 体腎炎の鑑 別にはどの

よ う な 腎 疾 患 が あ り ま す か ？ ． 腎 臓 病 診 療 Q&A-
AKI～ CKD～腎難病まで．  2021年． p190-191．  

8.  岸本暢将（分担執筆）：4．IL12/IL-23阻害薬  乾癬

性関節炎．生物学的製剤適正使用ガイド．藤尾圭志
編．クリニコ出版． 2021年． p.154-157．  

9.  岸本暢将（分担執筆）：診察ガイドライン（ CPG）

作 成 グ ル ー プ ． 関 節 リ ウ マ チ 診 療 ガ イ ド ラ イ ン

2020．一般社団法人日本リウマチ学会編．．診断
と治療社． 2021年 .  

10 .  岸本暢将（分担執筆）：強直性脊椎炎．今日の整形

外科治療指針第 8版．土屋弘行，紺野愼一，田中康
仁，田中栄，松田秀一編．医学書院．2021．p217-
219.  

11.  岸本暢将（分担執筆）：乾癬性関節炎．今日の整形

外科治療指針第 8版．土屋弘行，紺野愼一，田中康
仁，田中栄，松田秀一編．医学書院．2021．p219-
221．  

12 .  岸本暢将（分担執筆）：Part2 ご自身の病気につい

てさらに詳 しく知り たいか たへ乾癬性 関節炎を伴

う脊椎関節炎， Part3 すべ てのみなさまへ～病気
の周辺知識 ～そのた ．患者 さんのため の脊椎関節
炎診療 Q&A．日本脊椎関節炎学会編．羊土社．2021
年． 58-62， p118．  

13 .  岸本暢将（分担執筆）：新しいバイオ医薬品：IL23
阻害薬について． What`s New in 皮膚科学 2022-
2023．常深祐一郎，鶴田大輔編．メディカルレビ
ュー社． 2022． p.64-65．  

報告書  

1.  要伸也：厚生労働科学研究費補助金事業令和 3年度

研究報告書：研究課題「慢性腎臓病 (CKD)患者に特
有の健康課 題に適合 した多 職種連携に よる生活・

食事指導等の実証研究」 (研究代表者：要伸也 )．  
その他  

1.  要伸也：第 51回日本腎臓学会東部学術大会主催．東

京． 2021年 9月 25日 -26日 .  
2.  要伸也：研究班紹介  CKD診療における多職種連携

のエビデンス構築を目指して．JKA News le tter第
9号．日本腎臓病協会． 2021年 11月．  

3.  要伸也： CKD保存期ケアガイド書評．エビデンス

をふまえた初の看護指導用 CKDガイド．医学書院．

2021年 5月．  
4.  駒形嘉紀：この難病希少疾患に注目！．診療科の横

連携で ANCA関連血管炎発見へ．Medical  Tr ibune．
2022年 2月 .  

5.  岸本暢将：乾癬性関節炎～内科の立場から～．シリ

ーズ：脊椎関節炎の診断・治療のポイント．日本リ

ウマチ財団ニュース．日本リウマチ財団．2022年 1
月号．  

 
 

脳神経内科学教室  

 
講  演  

1.  徳重真一，松田俊一，大山彦光，下泰司，梅村淳，

濱田雅，宇川義一，辻省次，服部信孝，寺尾安生：

脳 深 部 刺 激 療 法 が saccadeの 加 減 速 時 間 に 及 ぼ す
影響．第 62回日本神経学会学術大会．京都・オンラ
イン． 2021年 5月 19日．  

2.  寺田さとみ，徳重真一，市川弥生子，宮崎泰，内堀

歩，富樫尚彦，長谷川一子，高橋祐二，松田俊一，
濱田雅，千葉厚郎，宇川義一，辻省次，寺尾安生：

Eye-hand coupl ing in reaching tasks is  impaired 
in  spinocerebe llar  ataxia．第 62回日本神経学会学
術大会．京都・オンライン． 2021年 5月 19日．  

3.  中島昌典，内堀歩，行田敦子，千葉厚郎：合成 HNK-
1化合物を用いた新たな MAG抗体測定系の作製．第
62回  日本神経学会学術大会．京都・オンライン．

2021年 05月 21日．  
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4.  大石知瑞子，千葉隆司，千葉厚郎，園生雅弘：脛骨

神経刺激で 得られる 近接電 場電位複合 筋活動電位
振幅の個人差の理由．第 62回日本神経学会総会．京

都・オンライン． 2021年 5月 21日．  
5.  寺尾安生，浅原有揮，宮崎泰，徳重真一，寺田さと

み，内堀歩，市川弥生子，千葉厚郎，宇川義一，須

田真千子，向井泰司，宮川晋治，鈴木正彦：パーキ
ンソニズム患者では表情は乏しいか？．第 62回日
本神経学会学術大会．京都・オンライン．2021年 5
月 21日．  

6.  張香理，石浦浩之，後藤順，西垣昌和，市川弥生子，

織田克利，辻省次，戸田達史：当院でハンチントン

病の遺伝カ ウンセリ ングを 受診したク ライエント
の特徴．第 62回日本神経学会学術大会．京都・オン
ライン． 2021年 5月 22日．  

7.  白鳥嵩之，中島昌典，小林英資，下田由莉江，澁谷

裕彦，内堀歩，大石知瑞子，市川弥生子，千葉厚郎：
アセチルコ リン性節 後線維 が選択的に 障害された

急性自律神経ニューロパチーの 28歳男性例．第 75
回三鷹ニューロ研究会．三鷹・オンライン． 2021
年 6月 5日．  

8.  千葉厚郎：神経内科疾患と免疫グロブリン製剤（シ

ンポジウム：血液製剤及び血漿分画製剤の局面）．
第 69回日本輸血・細胞治療学会学術総会．東京．

2021年 6月 6日 .  
9.  中島昌典：Parkinson病の運動症状をどうケアする

か．パーキンソン病 WEBセミナー．東京・オンラ

イン． 2021年 06月 25日．  
10 .  大石知瑞子 ：神経伝 導検査 の基本と神 経筋疾患へ

の応用．神経難病 WEB講演会．オンライン． 2021
年 9月 2日．  

11 .  北尾英毅，中島昌典，白鳥嵩之，永井健太郎，徳重

真一，大石知瑞子，市川弥生子，千葉厚郎：髄膜炎

尿 閉 症 候 群 と し て 対 応 し 、 経 過 か ら GFAP 
astrocytopathyと診断した 28歳男性例．第 238回日
本神経学会関東・甲信越地方会．東京・オンライン．

2021年 09月 04日．  
12 .  大石知瑞子，濱田雄一，向井泰司，高橋和沙，千葉

厚郎，園生雅弘：三角筋の複合筋活動電位記録時の

基準電極はどこに設置すべきか？．第 32回日本末
梢神経学会学術集会．和歌山・オンライン． 2021
年 9月 11日．  

13 .  中島昌典，内堀歩，行田敦子，千葉厚郎：合成 HNK-
1化合物を用いた新たな MAG抗体測定系の作製．第
32回日本末梢神経学会学術集会．和歌山・オンライ

ン． 2021年 09月 11日．  
14 .  徳重真一：ジスキネジア発症後約 1年で DBSを導入

し た パ ー キ ン ソ ン 病 の 一 例 ． 第 4 回 DAT Next  
Generat ion Meet ing．東京・オンライン． 2021年
9月 15日．  

15 .  劉景晨，進村光規，篠田紘司，貞島祥子，園田啓太，

内堀歩，千葉厚郎，高瀬敬一郎：COVID-19感染後
にギラン・バレー症候群を発症した 1例．第 233回
日本神経学会九州地方会．熊本・オンライン．2021
年 9月 18日．  

16 .  内堀歩，千葉厚郎：Fisher症候群関連病態における

Ca 2 + 依 存 性 GQ1b 抗 体 陽 性 症 例 と Ca 2 + 非 依 存 性

GQ1b抗体陽性症例の差異の検討．第 33回日本神経
免疫学会学術集会．福岡・オンライン． 2021年 10
月 21日．  

17 .  中島昌典，内堀歩，行田敦子，千葉厚郎：合成糖鎖

化合物を用いた MAG抗体のエピトープ解析．第 33
回日本神経免疫学会学術集会．福岡・オンライン．

2021年 10月 21日．  

18 .  中島昌典，吉﨑彩織，上月直樹，澁谷裕彦，岡田啓，

中冨浩文，市川弥生子，千葉厚郎：齲歯を契機とし、
経過中に脳 動脈瘤が 顕在化 した海綿静 脈洞症候群

の 42歳男性例．第 76回三鷹ニューロ研究会．三鷹．
2021年 11月 25日．  

19 .  吉﨑彩織，中島昌典，上月直樹，澁谷裕彦，岡田啓，

中冨浩文，市川弥生子，千葉厚郎：齲歯を契機とし、
経過中に脳 動脈瘤が 顕在化 した海綿静 脈洞症候群
の 42歳男性例．第 239回日本神経学会関東・甲信越

地方会．東京・オンライン． 2021年 12月 04日．  
20 .  中 島 昌 典 ： Parkinson病 に お け る MAOBiの 使 い 分

け ~Safinamideの使用経験 ~．Parkinson’s  Disease 
Web Seminar．東京・オンライン． 2021年 12月 08
日．  

21 .  大石知瑞子：しびれの鑑別 ~NCSを用いて ~．主訴

から原疾患 を考える 会〜し びれを主訴 とする患者
さん編〜．オンライン． 2021年 12月 14日．  

22 .  大石知瑞子，園生雅弘：上腕の絞扼性神経障害をど

う診る？〜各科の自己主張をすべて〜．第 51回日
本臨床神経生理学会学術大会．仙台・オンライン．
2021年 12月 16日．  

23 .  大石知瑞子，園生雅弘： NCS pit fal l．第 51回日本

臨床神経生 理学会学 術大会 ．仙台・オ ンライン．
2021年 12月 18日．  

24 .  徳重真一，松田俊一，大山彦光，下泰司，梅村淳，

濱田雅，宇川義一，辻省次，服部信孝，寺尾安生：
視 床 下 核 に 対 す る 脳 深 部 刺 激 療 法 は saccadeの 加

減速時間を短縮する．第 51回日本臨床神経生理学
会学術大会．仙台・オンライン．2021年 12月 18日．  

25 .  寺田さとみ，徳重真一，市川弥生子，宮崎泰，内堀

歩，冨樫尚彦，高橋祐二，松田俊一，濱田雅，千葉
厚郎，長谷川一子，宇川義一，辻省次，寺尾安生：
純 粋 小 脳 型 脊 髄 小 脳 変 性 症 に お け る 眼 -指 運 動 協

調の時間空間的特徴．第 51回日本臨床神経生理学
会学術大会．仙台・オンライン．2021年 12月 18日．  

26 .  中島昌典，内堀歩，行田敦子，千葉厚郎：特異的吸

着剤の作製を目的とした MAG抗体が認識するエピ
トープの解析．令和 3年度「神経免疫疾患のエビデ
ンスに基づく診断基準・重症度分類・ガイドライン

の妥当性と患者 QOLの検証」研究班（神経免疫班）
合 同 会 議 ． 東 京 ・ オ ン ラ イン ． 2022年 01月 14日 ． 

27 .  大石知瑞子，濱田雄一，向井泰司，高橋和沙，千葉

厚郎，園生雅弘：三角筋の複合筋活動電位記録時の
基準電極はどこに設置すべきか？．第 43回脊髄機
能診断学会．オンライン． 2022年 2月 5日．  

28 .  神林隆道，北國圭一，伊藤達哉，小川剛，大石知瑞

子，畑中裕己，園生雅弘：視神経脊髄炎と多発性硬
化 症 にお ける 脛 骨神 経 SEPの 中 枢伝 導時 間 の検 討．

第 43回脊髄機能診断学会．オンライン．2022年 2月
5日．  

29 .  高橋和沙，濱田雄一，大石知瑞子，西山和利，園生

雅弘：脛骨神経 SEPに おけ る Cc電極 の左右つけ間
違いの影響．第 43回脊髄機能診断学会．オンライ
ン． 2022年 2月 5日．  

30 .  高橋沙里，雪野満，仁木啓史，安井利夫，内堀歩，

千葉厚郎，安富大祐：開鼻声・複視で発症した咽頭・
頸部・上腕型 Guillain-Barre症候群の 36歳男性例．

第 675回 日 本 内 科 学 会 関 東 地 方 会 ． オ ン ラ イ ン ．
2022年 2月 12日．  

31 .  北尾英毅，所澤任修，白鳥嵩之，澁谷裕彦，中島昌

典，内堀歩，市川弥生子，千葉厚郎：髄液 MOG抗
体 陽 性 に よ り MOG抗 体 関 連 疾 患 と 診 断 に 至 っ た
29歳女性例．第 77回三鷹ニューロ研究会．三鷹．

2022年 03月 03日．  

https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%8A%89%E6%99%AF%E6%99%A8%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E9%80%B2%E6%9D%91%E5%85%89%E8%A6%8F%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E7%AF%A0%E7%94%B0%E7%B4%98%E5%8F%B8%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E8%B2%9E%E5%B3%B6%E7%A5%A5%E5%AD%90%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%9C%92%E7%94%B0%E5%95%93%E5%A4%AA%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%8D%83%E8%91%89%E5%8E%9A%E9%83%8E%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E9%AB%98%E7%80%AC%E6%95%AC%E4%B8%80%E9%83%8E%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E9%AB%98%E6%A9%8B%E6%B2%99%E9%87%8C%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E9%9B%AA%E9%87%8E%E6%BA%80%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E4%BB%81%E6%9C%A8%E5%95%93%E5%8F%B2%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%AE%89%E4%BA%95%E5%88%A9%E5%A4%AB%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%86%85%E5%A0%80%E6%AD%A9%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%8D%83%E8%91%89%E5%8E%9A%E9%83%8E%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%E5%AE%89%E5%AF%8C%E5%A4%A7%E7%A5%90%5d/AU
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32.  北尾英毅，所澤任修，白鳥嵩之，澁谷裕彦，中島昌

典，内堀歩，市川弥生子，千葉厚郎：髄液 MOG抗
体 陽 性 に よ り MOG抗 体 関 連 疾 患 と 診 断 に 至 っ た

29歳女性例．第 240回日本神経学会関東・甲信越地
方会．東京・オンライン． 2022年 03月 05日．  

33 .  中島昌典：糖尿病と脳神経疾患 ~末梢神経障害と脳

卒中を中心に ~．第 3回あすなろ Webinar．東京・オ
ンライン． 2022年 03月 07日．  

論  文  

1.  千葉厚郎：「末梢神経障害と自己抗体： up date」
特集にあたって．末梢神経． 32(1)． 7． 2021．  

2.  Chiba A:  Editor ial ;  Emerging Topics in Guil lain-
Barré syndrome.  Clinical  and Experimental 
Neuroimmunology 12(3).  144-145.  2021.  

3.  Koike H1 ,  Chiba A,  Katsuno M 1 (1 Department o f  
Neurology,  Nagoya Univers ity, ) .  Emerging 
Infection,  Vaccination,  and Gui lla in–Barre 
Syndrome:  A Review.  Neurol Ther.  10(2).  523–
537.  2021.  

4.  Takahashi K 1 , 2 ,  Oishi C,  Hamada Y 1,  Nishiyama 
K2,  Sonoo M 1 ( 1 Department  of Neuro logy,  Teikyo 
Univers ity School o f  Medicine,  2Department o f  
Neurology,  Kitasato  Univers ity Schoo l o f  
Medic ine ):  The inf luence of r ight-le ft  error in 
the placement o f the Cc e lectrode in t ib ial  nerve 
somatosensory evoked potent ials (SEPs).  Cl in  
Neurophysio l  Pract.  6.  215-218.  2021.  

5.  内堀歩，行田敦子，海田賢一，千葉厚郎：Ca 2 +依存

性 GQ1b抗体陽性症例の臨床像．末梢神経．32(1)．
125-130． 2021．  

6.  Uchibor i  A:  Anti -GQ1b antibody:  Recent topics.  
Cl inical  & Exper imental  Neuroimmunology.  12.  
158-164.  2021.  

7.  徳重真一：神経科学の素朴な疑問  3秒ルールは本

当ですか？． Clinical  Neuroscience． 39(4)． 508-
9． 2021．  

8.  徳重真一，寺尾安生 1  ( 1杏林大・医・病態生理学 )：
診断・症状  パーキンソン病の眼球運動．医学のあ
ゆみ． 278(10)． 852-858． 2021．  

9.  Honma M 1,  Saito  S 1,  Atsumi T 1,  Tokushige SI,  
Inomata-Terada S 1,  Chiba A,  Terao Y 1  
( 1Department  o f Medical  Physiology,  Kyorin 
Univers ity Schoo l o f  Medicine)  :  Inducing 
Cortical  Plast ici ty to  Manipulate and 
Consol idate Subjective  Time Interval 
Product ion.  Neuromodulat ion.  2021.  DOI:  
10.1111/ner.13413.  Epub.  

10.  中島昌典，千葉厚郎：特集「末梢神経障害と自己抗

体 ： updates 」  M 蛋 白 関 連 ニ ュ ー ロ パ チ ー ．
Peripheral Nerve 末梢神経．32(1)．22-30．2021．  

著  書  

1.  大石知瑞子（分担執筆）：第 VI章  膠原病と関係し

やすい各科との連携ポイント．5脳神経内科との連
携  ここが知りたい  膠原病ハンドブック．岸本暢

將監修 /清水英樹編著．中外医学社．2021．363-367． 
 
 

循環器内科学教室  

 
講  演  

学会 (国内 ) 

1.  吉野優一，竹内真介，竹内かおり，菊池華子，伊波

巧，合田あゆみ，金剛寺謙，河野隆志，坂田好美，
副島京子： IgG4関連冠動脈周囲炎による心筋障害

が示唆された 1例．第 118回日本内科学会．医学生・
研修医生内科学会ことはじめ 2021．オンライン．
2021年 4月 10日  

2.  坂田好美： 肺高血圧 症の早 期診断する ために心エ

コー検査の有用性．Janssen Japan社外勉強会．東
京． 2021年 4月 15日 .  

3.  新屋貴章，木村舞，川上崇史，平出貴裕，守山英則，

片岡雅晴，遠藤仁，板橋裕史，村田光繁，河野隆志，
福田恵一：高齢 CTEPH患者に対する BPAの有用性

と安全性．第 6回日本肺高血圧・肺循環学会学術集
会．東京・オンライン． 2021年 5月 7日．  

4.  竹内かおり，伊波巧，菊池華子，合田あゆみ，河野

隆志，副島京子，佐藤徹：初期併用療法時代におけ
るセレキシパグ追加投与の効果．第 6回日本肺高血
圧・肺循環学会学術集会．東京． 2021年 5月 8日．  

5.  菊池華子，伊波巧，竹内かおり，合田あゆみ，河野

隆志，副島京子，佐藤徹：セレキシパグを含めた経
口３剤初期併用療法追加の効果．第 6回日本肺高血

圧・肺循環学会学術集会．東京． 2021年 5月 8日．  
6.  泉圭一，伊波巧，竹内かおり，菊池華子，合田あゆ

み，河野隆志，副島京子，佐藤徹：多因子による PH
を合併した JAK2遺伝子異常を伴う真性多血症．第
6回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会． 2021年 5
月 8日．  

7.  泉圭一，伊波巧，竹内かおり，菊池華子，合田あゆ

み，河野隆志，副島京子，佐藤徹：初期併用療法が
奏功した末期腎疾患による肺高血圧症の 2例．第 6
回日本肺高血圧・肺循環学会学術集会．2021年 5月
8日．  

8.  坂田好美：当院の治療経験から考える -心アミロイ

ドーシスの 早期治療 介入に 向けて．多 科多施設連
携の重要性．ファイザー Web講演会．オンライン．
2021年 5月 18日．  

9.  坂 田 好 美 ： 心 エ コ ー を 用 い た 心 不 全 評 価 ．

Angiotensin Receptor /Nepr ilys in Inhibitor 
(ARNI) によるリバースリモディングの評価．大塚

製薬講演会．東京． 2021年 5月 26日．  
10 .  副島京子：デジタル医療への期待：不整脈医の立場

から．第 57回日本循環器病予防学会学術集会．オン

ライン． 2021年 6月 6日．  
11 .  副島京子：心房細動早期発見、早期治療の重要性．

第 260回日本循環器学会関東甲信越地方会．オンラ

イン． 2021年 6月 19日．  
12 .  河野隆志：心不全診療と意思決定支援 ―アドバンス

ケアプラニングも踏まえて ―．第 260回日本循環器

学会関東甲信越地方会  心不全診療 -Up To  Date．
オンライン． 2021年 6月 19日．  

13 .  弓田悠介，長友祐司，足立健，合田あゆみ，河野隆

志，武井眞，西畑庸介，佐地真育，吉川勉，豊﨑雄
一，池上幸憲，庄司聡，白石泰之，香坂俊：至適拡
張時間を考 慮し設定 した目 標心拍数が 急性心不全

入院患者の 長期予後 予測に 与える影響 についての
検討．第 260回日本循環器学会関東甲信越地方会．
東京・オンライン． 2021年 6月 19日．  

14 .  岩住衣里子，岡本陽，菊池華子，渡邊貴之，竹内真

介，竹内かおり，伊波巧，合田あゆみ，副島京子，
尾崎峰，黒木一典，小野澤志郎，横山健一：左下肢

の多発動静脈奇形（クリッペル・トレノネー・ウェ
ーバー症候群）により高心拍出性心不全を来した．
第 260回日本循環器学会関東甲信越地方会．東京・

オンライン． 2021年 6月 19日．  
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15.  阿部晃子，小林雅斗，竹内麻理，河野隆志，橋口さ

おり，三村將，藤澤大介：終末期 (EOL)告知に用い
られる表現および関連要因の検討．第 26回日本緩

和医療学会学術大会．横浜・オンライン．2021年 6
月 18-19日．  

16 .  副島京子： カテーテ ルアブ レーション 施術前後の

抗凝固療法の実態．第 67回日本不整脈心電学会学
術大会．オンライン． 2021年 7月 2日．  

17 .  高聖淵，白石泰之，板橋裕史，林田哲，高橋麻衣子，

関朋子，永山愛子，北川雄光，河野隆志，福田恵一，
片岡雅晴：  高感度トロポニン Tによるアンスラサ
イクリン系 抗腫瘍薬 の薬剤 性心筋傷害 の評価．第

29回日本乳癌学会総会．横浜・オンライン． 2021
年 7月 3日．  

18 .  川村陽大，三浦陽平，永松佑基，三浦佑介，新名良

広，福士圭，田島幸佳，若林典弘，山崎博之，斉藤
竜平，小山幸平，金剛寺謙，副島京子：救命し得た
冠動脈解離 を合併し た急性 大動脈解離 の一例．第

261回日本循環器学会関東甲信越地方会．オンライ
ン． 2021年 9月 12日．  

19 .  副島京子： 本邦にお けるリ ードレスペ ースメーカ

の現状．第 69回日本心臓病学会学術集会．オンライ
ン． 2021年 9月 17日．  

20 .  圷宏一，吉野秀朗，高橋寿由樹，薄井宙男，渡辺和

宏，清水渉，下川智樹，荻野均，國原孝，藤井毅郎，
山崎学，山本剛，長尾建，高山守正：緊急症として
の非解離性大動脈瘤 1287例の超急性期の病態・治

療・予後  東京都大動脈スーパーネットワークの解
析から．第 69回日本心臓病学会学術集会．オンライ
ン． 2021年 9月 17日．  

21 .  副島京子：心外膜アブレーションの実際．日本不整

脈 心 電 学 会  カ テ ー テ ル ア ブ レ ー シ ョ ン 関 連 秋 季
大会 2021．オンライン． 2021年 9月 25日．  

22 .  Yanagisawa Y， Goda A， Naka Y， Takeuchi K，

Kikuchi H ， Inami T ， Kohno T ， Soej ima K：
Successful Management o f  Pregnancy in  stable  
pat ient with  idiopathic  pulmonary arter ial  
hypertension treated with parenteral  prostanoid．
第 25回日本心不全学会学術集会．岡山・オンライ

ン． 2021年 10月 1日．  
23 .  Goda A， Takeuchi S， Takeuchi  K， Kikuchi H，

Inami T， Kohno T， Soejima K： Evaluat ion o f  
factors contr ibut ing to  exercise  into lerance  
using cardiopulmoarny exercise  test ing with 
hemodynamic monitoring;  Detect ion o f occult  
lef t  ventr icular diasto l ic  dysfunct ion．第 25回日
本心不全学会学術集会．岡山・オンライン． 2021
年 10月 1日．  

24 .  栁澤良晃，合田あゆみ，竹内真介，竹内かおり，菊

池華子，伊波巧，河野隆志，副島京子：治療により
血行動態が 安定し計 画的に 妊娠出産に 至った特発

性肺動脈性肺高血圧症の 1例．第 25回日本心不全学
会学術集会．岡山・オンライン． 2021年 10月 1日． 

25 .  千木良寛子，河野隆志，合田あゆみ：体重測定に対

する心不全入院症例の視点．第 25回日本心不全学
会学術集会．岡山・オンライン． 2021年 10月 1日． 

26 .  河野隆志，香坂俊，白石泰之，福岡良磨，合田あゆ

み，長友祐司，吉川勉：統計的リスクモデルによる
心 不 全 患 者 突 然 死 の 予 測 と そ の 精 度 ―WET -HFレ
ジストリによる実臨床の場での検証 ―．第 25回日本

心不全学会学術集会．岡山・オンライン． 2021年
10月 2日．  

27 .  中野直美，志村千尋，北方博規，白石泰之，香坂俊，

河野隆志，福田恵一：心不全患者の視点と推定され

る予後を多 職種チー ムで共 有してアド バンスケア
プラニングを実践する．第 25回日本心不全学会学
術集会．岡山・オンライン． 2021年 10月 2日．  

28 .  仲悠太郎，竹内真介，竹内かおり，菊池華子，伊波

巧，合田あゆみ，河野隆志，坂田好美，副島京子：
ワルファリ ンが有効 であっ た本態性血 小板血症を

伴う慢性血栓閉塞性肺高血圧症の一例．第 31回日
本心血管インターベンション治療学会  九州・沖縄
地方会．北九州・オンライン． 2021年 10月 2日．   

29 .  斉藤竜平，三浦佑介，新名良広，三浦陽平，福士圭，

田島幸佳，若林典弘，山崎博之，小山幸平，金剛寺
謙，副島京子：2枝同時閉塞が疑われた急性心筋梗

塞に対し、PCI中に Impella  CPを挿入し、比較的良
好な転帰を辿った一例．第 58回日本心血管インタ
ーベンション治療学会  関東甲信越地方会．東京・

オンライン． 2021年 10月 16日．  
30 .  坂田好美：心エコーでみる肺高血圧 /肺動脈性肺高

血圧症．心 エコー図 学会秋 期講習会ラ ンチョンセ

ミナー．オンライン． 2021年 10月 31日 .  
31 .  岡本陽，南島俊徳，新名良広，舟橋紗耶華，福士圭，

斎藤竜平，河野隆志，坂田好美，副島京子，稲葉雄

亮，遠藤英仁，窪田博：下壁心筋梗塞に真性瘤，心
室中隔穿孔を合併した一例．第 262回日本循環器学
会関東甲信越地方会．東京・オンライン． 2021年
12月 4日．  

32 .  百瀬利一，竹内かおり，泉圭一，仲悠太郎，竹内真

介，菊池華子，合田あゆみ，伊波巧，河野隆志，副

島京子：下壁心筋梗塞に真性瘤，肺高血圧症を呈し
た JAK 2遺 伝 子 異 常を 伴う真 性多 血症 に対 する 多
剤併用治療が奏功した１例．第 262回日本循環器学

会関東甲信越地方会．東京・オンライン． 2021年
12月 4日．  

33 .  雪野碧，長友祐司，足立健，合田あゆみ，河野隆志，

武井眞，西畑庸介，佐地真育，吉川勉，豊崎雄一，
中埜信太郎，池上幸憲，白石泰之，香坂俊：急性心
不 全 に お け る NPPV使 用 と 短 期 ア ウ ト カ ム の 関 連

についての多施 設レジスト リデータを用い た検討．
第 262回日本循環器学会関東甲信越地方会．東京・
オンライン． 2021年 12月 4日．  

34 .  副島京子： リードレ スペー スメーカの 今後の可能

性．第 1回日本不整脈心電学会  近畿支部地方会．
オンライン． 2021年 12月 18日．  

35 .  秋葉隆介，毛利崇人，舟橋紗耶華，南島俊徳，新名

良広，福士圭，斉藤竜平，合田あゆみ，上田明子，
河野隆志，坂田好美，副島京子：心電図同期造影 CT
により診断 に至った 肺動脈 弁位感染性 心内膜炎の
1例．第 263回日本循環器学会関東甲信越地方会．
オンライン． 2022年 2月 26日．  

36 .  坂田好美：肥大心に潜むファブリ病の診断と治療．

第 263回日本循環器学会関東甲信越地方会．東京．
022年 2月 26日．  

37 .  伊波巧：Balloon Pulmonary Angioplastyにおける

Functional Assessment の 有 用 性 ． Tokyo 
Physio logy  2022 by  FREIENDS LIVE．オンライ

ン． 2022年 3月 4日．  
38 .  伊波巧： PAH治療の新たな選択肢〜 R E P L  A C E

試験を紐解く〜．第 86回日本循環器学会学術集会．

神戸・オンライン． 2022年 3月 11日．  
39 .  Shiraishi Y， Goto  S， Niimi N， Katsumata Y，

Goda A，Take M，Saji  M，Nishihata Y，Sano M，  
Fukuda K，Kohno T，Yoshikawa T，Kohsaka S：
Electrocardiography-Based Predict ion o f Sudden 
Cardiac Death in Heart  Failure Patients ：

Appl icat ion of  Art i fi c ia l  Inte ll igence．第 86回日
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本循環器学会総会．神戸・オンライン．2022年 3月
11日．  

40 .  副島京子： Autonomic  Nervous Modulat ion Using 
Low-leve l  Laser to  Control  Electr ical  Storm．
Real -World Character istics,  Util ization,  and 
Outcomes for  Radiofrequency Catheter  Ablat ion 
in Ventr icular Tachycardia:  A Retrospect ive  
Database Analys is in Japan．本邦におけるリー
ドレスペー スメーカ の現状 ．心室不整 脈アブレー

ションの最前線．第 86回日本循環器学会学術集会．
神戸・オンライン． 2022年 3月 12日．  

41 .  菊池華子，竹内かおり，飛田和基，仲悠太郎，伊波

巧，合田あゆみ，河野隆志，坂田好美，佐藤徹，副
島 京 子 ： Novel Strategies  to  Improve Patient-
Centered Outcomes for  Pulmonary Arter ial  
Hypertension Using Cardiopulmonary Exercise  
Test ing with a Right Heart Catheter．第 86回日
本循環器学会総会．神戸・オンライン．2022年 3月
12日．  

42 .  窪田博，遠藤英仁，峯岸祥人，稲葉雄亮，大塚俊哉，

野中隆広，久木基至，冨樫郁子，上田明子，三輪陽

介，佐藤俊明，河野隆志，松尾征一郎，星田京子，
勝目有美，副島京子： Epicardial Ablat ion Using 
an Infrared Coagulator “Kyo-co” to  Treat Atr ial  
Fibri l lation on The Beat ing/Arrested Heart．第
86回日本循環器学会総会．神戸・オンライン．2022
年 3月 11日．  

43 .  野々口紀子，河野隆志，福嶋真由美，舟橋紗耶華，

勝目有美，田代身佳，竹内かおり，西智子，菊池華
子，星田京子，冨樫郁子，合田あゆみ，上田明子，

坂 田 好 美 ， 副 島 京 子 ： Support ing the Career  
Advancement o f Women Childbearing 
Cardio logists  in  Universi ty Hospital．第 86回日

本循環器学会総会．神戸・オンライン．2022年 3月
12日．  

44 .  Niimi N， Kohsaka S， Shiraishi Y， Fukuda K，

Kohno T， Saj i  M， Nagatomo Y， Tanaka D T，
Takei M，Nakano  S，Yoshikawa T：Phenotype  of  
Pattern of Congest ion Signs on Physical  
Examination in Pat ients with Acute 
Decompensated Heart Fai lure．第 86回日本循環
器学会総会．神戸・オンライン． 2022年 3月 12日． 

45 .  Mitsuyama Y， Goda A， Naka Y， Takeuchi  K，

Kikuchi H ， Inami T ， Kohno T ， Soej ima K：
Prevalence and Cl inical  Character istics o f  
Depress ion and Anxiety  in Patients with 
Chronic  Thromboembol ic  Pulmonary 
Hypertension and Pulmonary Arter ial  
Hypertension．第 86回日本循環器学会総会．神戸・
オンライン． 2022年 3月 12日．  

46 .  Yanagisawa Y， Goda A， Naka Y， Takeuchi K，

Kikuchi H ， Inami T ， ohno T ，  Soej ima ：
Corre lat ion between Lung Dif fusion Capacity in 
Lung Function Test and Parameters from 
Cardiopulmonary Exerc ise  Test ing in Pat ients  
with  Pulmonary Hypertension．第 86回日本循環
器学会総会．神戸・オンライン． 2022年 3月 12日． 

47 .  Izumi K，Kohno  T，Goda A，Takeuchi  S，Shiraishi  
Y，Saji  M，Nagatomo Y，Tanaka D T，Takei  M，
Nakano S， Soej ima K， Kohsaka S， Yoshikawa 
T： Clinical  Signi f icance  of Guidel ine -Directed 
Medical  Therapy in  Heart Fai lure Patients with  
Low Blood Pressure．第 86回日本循環器学会総会．

神戸・オンライン． 2022年 3月 12日．  
48 .  Ito  J， Sakata K， Isaka A， Nishi  T， Fukushima 

M，Minamishima T，Goda A，Kohno  T，Soe jima 
K： Evaluat ion o f Exerc ise-induced Pulmonary 
Hypertension and Prognosis Using Ergometer 
Stress  Echocardiography in Patients with 
HFrEF and HFpEF．第 586日本循環器学会総会．
神戸・オンライン． 2022年 3月 12日．  

49 .  Isaka A ，  Sakata K ，  I to  J ，  Nishi  T ，  
Fukushima M， Goda A， Kohno  T， Soe j ima K.：
Evaluat ion o f  Left  Ventr icular Diasto lic  
Dysfunction Using Diasto l ic  Stress 
Echocardiography and Cardiopulmonary 
Exercise  Testing in Pat ients with Heart Failure．
第 86回日本循環器学会総会．神戸・オンライン．
2022年 3月 12日．  

50 .  Takeuchi  S，KohnoT，Goda A，Shiraishi Y，Saji  
M，Nagatomo Y，Tanaka D T，Takei M，Nakano 
S ， Soej ima K ， Kohsaka S ， Yoshikawa T ：
Prevalence and Prognost ic  Impact o f  
Malnutr i tion  among Heart Failure Patients 
El ig ible  for  EMPEROR-Preserved Tr ial．第 86回
日本循環器学会総会．神戸・オンライン．2022年 3
月 13日．  

学会 (国際 ) 

1.  Yumita Y，Nagatomo Y，Takei  M，Saji  M，Goda 
A， Kohno T， Nakano S， Nishihata Y， Ikegami 
Y，Shirais i  Y，Kohsaka S，Yoshikawa T："Target  
Heart Rate"  calculated aiming at zero over lap o f 
mitral  E and A waves  is  useful  for  predict ion o f  
long-term outcome for  pat ients with heart 
fai lure  and reduced e ject ion fract ion． European 
Socie ty  o f  Cardiology  Congress  2021．the  Degital  
Exper ienceオンライン． Aug 27-30t h， 2021．  

2.  Nonoguchi N： Finding the asymptomatic  atr ial  
f ibr i l lation .  14 t h  Asia Pac if ic  Heart Rhythm 
Socie ty  Scient i fi c  Session.  China・オンライン．
November 12t h， 2022．  

3.  Nakamaru R，Shiraishi  Y，Kohsaka S，Kohno T，

Goda A， Takei M， Nagatomo Y， Tanaka T，  
Nakano S， Fukuda K， Yoshikawa T： Mode o f 
Death After  Heart Failure Hospital izat ion in 
Elder ly Patients． American Heart Assoc iat ion 
Scient i fi c  Sess ions 2021 ． USA・ オ ン ラ イ ン ．

Nov13-15 t h， 2021．  
4.  Nakamaru R，Shiraishi  Y，Kohsaka S，Kohno T，

Goda A， Takei M， Nagatomo Y， Tanaka T，  
Nakano S， Fukuda K， Yoshikawa T： Outcomes 
in Elder ly Pat ients with  Hospitalized Heart  
Fai lure Strat i fied by Left  Ventricular Eject ion  
Fraction．American Heart  Assoc iation Sc ienti f ic  
Sessions 2021． USA・オ ンライン． Nov13-15t h，
2021．  

5.  Shoj i  S， Kohsaka S， Shiraishi S， Sawano M，

Ikemura N，Niimi  N，Kohno T，Goda A，Nagatomo 
Y， Saj i  M， Takei M， Nakano S， Fukuda K，

Yoshikawa T：Under-Util izat ion o f Conventional 
Guide l ine -Directed Medical  Therapy Among 
Pat ients Eligible  for  the  Recent Large -Scale  
Cl inical  Tr ials o f  Heart Fai lure With Reduced 
Ejection Fract ion． American Heart Assoc iation 
Scient i fi c  Sess ions 2021 ． USA・ オ ン ラ イ ン ．

Nov13-15t h， 2021．  
研究会・講演会  

1.  副島京子：不整脈学の魅力とキャリア形成．第 2回
不整脈領域の未来を育む会．オンライン．2021年 4
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月 2日．  
2.  河野隆志：実地医家の先生と息切れを考える．北多

摩循環器 Webセミナー  Ver1．オンライン．2021年
4月 19日．  

3.  河野隆志： 心不全進 展ステ ージ別に薬 剤治療を考

える－心不全予防・高血圧管理から緩和ケア－．三

鷹市薬剤師会．オンライン． 2021年 4月 21日．  
4.  副島京子：Micraの適応及び安全な植込みのために．

Micra京滋 Web Seminar．オンライン．2021年 4月
28日．  

5.  河 野 隆 志 ： 3D-Circulation 交 感 神 経 系 と 糖 尿 病 ．

3D Circulat ion．オンライン． 2021年 4月 28日．  
6.  副島京子：最新の不整脈治療；その魅力．循環器内

科 Webinar〜 循 環 器 内 科 を 知 っ て 、 好 き に な る 会
〜．オンライン． 2021年 5月 14日．  

7.  野々口紀子：不整脈学の魅力．循環器内科 Webinar
〜循環器内科を知って、好きになる会〜．オンライ
ン． 2021年 5月 14日．  

8.  河野隆志： 最新のエ ビデン スに基づい た最適な心

不全治療を考える．第 6回埼玉心臓集談会．オンラ
イン． 2021年 5月 21日．  

9.  副島京子：不整脈治療の魅力．若手医師のための循

環器内科セミナー 2021．東京． 2021年 5月 22日．  
10 .  小 山 幸 平 ： NIRS-IVUS い ま と こ れ か ら ． NIRS-

IVUSセミナー．オンライン． 2021年 6月 2日．  
11 .  菊 池 華 子 ： Pract ice  of  portopulmonary 

hypertension in  one Japanese  center – an 
emphasis on cases with pulmonary hypertension 
preceding l iver  disease．ヤンセンファーマ株式会
社社内勉強会．オンライン． 2021年 6月 3日．  

12 .  竹内真介：当院におけるエンレストの使用経験．多

摩地区講演会．オンライン． 2022年 6月 3日．  
13 .  伊波巧：当院の肺動脈性肺高血圧症の治療戦略．膠

原 病 内科 医の ため の肺 高血圧 症 セミ ナー in多 摩 ．
オンライン． 2021年 6月 8日．  

14 .  副島京子： テーラー メイド の心房細動 診療〜より

良い地域連携のコツ〜．プラザキサ・プリズバイン
ド Web講演会．東京． 2021年 6月 9日．  

15 .  坂田好美：左室肥大を起こす二次性心筋症の鑑別 .
心アミロイ ドーシス とファ ブリー病「 症例を考え
る」．サノフィ講演会．オンライン．2021年 6月 10
日．  

16 .  伊波巧：当 院の肺動 脈性肺 高血圧症の 治療戦略〜

オ プ スミ ッ ト錠 の位 置 付け〜 ． オプ ス ミッ ト Web
セミナー． 2021年 6月 11日．  

17 .  副島京子：心室頻拍アブレーションの変遷と将来．

第 5回中国四国アブレーション研究会．オンライン．
2021年 6月 12日．  

18 .  副島京子：不整脈診断と治療の進歩．眉山循環器カ

ンファレンス．オンライン． 2021年 6月 14日．  
19 .  副島京子：心房細動の早期発見と早期治療．心房細

動 WEBセミナー in草加．オンライン．2021年 6月 16
日．  

20 .  副 島 京 子 ： 不 整 脈 診 断 と 治 療 の 進 歩 ． Meet the 
Expert in名古屋．オンライン． 2021年 6月 18日．  

21 .  伊波巧：当院の肺動脈性肺高血圧症の治療戦略．肺

循 環 フ ロ ン テ ィ ア TOKYO〜 目 で 診 る 肺 循 環 〜 ．

2021年 6月 18日．  
22 .  小山幸平：実地医科の先生と胸痛を考える．北多摩

循環器 webセミナー．オンライン．2021年 6月 21日． 
23 .  副島京子： 心房細動 の早期 発見と早期 治療の重要

性．これからの不整脈治療を考える会．オンライン．
2021年 6月 22日．  

24 .  伊 波 巧 ： PAH expert academy;  Sess ion2,  Case  
discussion．（パネリスト）． 2021年 6月 22日．  

25 .  副 島 京 子 ： 不 整 脈 治 療 の 進 歩 ． 内 灘 Net Work 
Meet ing  2021．オンライン． 2021年 6月 24日．  

26 .  河野隆志：心不全専門医の立場から CKDを考える．

CKD Management Conference．東京． 2021年 6月
24日．  

27 .  伊波巧：当 院の肺動 脈性肺 高血圧症の 治療戦略．

PAH and RA Bridging Seminer in 東京多摩．オ
ンライン． 2021年 6月 28日  

28 .  河野隆志： 最善の心 不全治 療を追求す る－心房細

動の最近の 話題も踏 まえて －．会津医 学会学術講
演会．会津若松・オンライン． 2021年 6月 29日．  

29 .  小山幸平：虚血性心疾患．アムジェン株式会社社内

勉強会．オンライン． 2021年 6月 29日．  
30 .  河野隆志：心不全薬物治療の最適化を追求する．北

多摩 ARNI Web seminar．オンライン．  2021年 6
月 30日．  

31 .  副島京子：不整脈診断・治療の進歩．日本内科学会

北海道支部主催  第 65回生涯教育講演会．オンライ
ン． 2021年 7月 4日．  

32 .  伊波巧：肺動脈性肺高血圧症の治療戦略〜 naive症
例 に お け る 単 剤 / 併 用 療 法 の 位 置 付 け 〜 ． 2021 
Next Japan PH Symposium ~ Improving long-
term outcome~．（パネリスト）オンライン．2021
年 7月 4日．  

33 .  伊波巧：初 期併用療 法にお けるリオシ グアトのポ

ジショニング．アデムパス錠 Web Conference．オ

ンライン． 2021年 7月 27日．  
34 .  菊池華子：当院での IPAH治療戦略における内服薬

選択について．バイエル講演会．オンライン．2021
年 7月 30日．  

35 .  副島京子：心房細動の早期発見と早期治療．いわき

循環器疾患 最前線を 知る〜 ウェアラブ ルデバイス

編〜．オンライン． 2021年 8月 4日．  
36 .  副島京子：不整脈治療の最前線．不整脈 WEBセミ

ナー in信州．オンライン． 2021年 8月 20日．  
37 .  小山幸平：スキルアップ研修．興和株式会社社内研

修会．オンライン． 2021年 8月 23日．  
38 .  副島京子：国内 Micraレジストリーのアップデート．

Micra Anniversary Seminar〜国内 12,000症 例を
振り返って〜．オンライン． 2021年 8月 24日．  

39 .  副島京子：不整脈治療 update．第 7回埼玉ハートリ

ズムカンファランス．オンライン．2021年 8月 27日． 
40 .  伊波巧：当院の肺動脈性肺高血圧の治療戦略．PH 

Virtual Meet ing ~ Beyond the fie ld~ :  Part 1．オ

ンライン． 2021年 8月 31日．  
41 .  伊波巧：息切れ症状を診たら、これを疑って．山梨

心血管画像診療勉強会．オンライン． 2021年 9月 1
日．  

42 .  伊波巧：当院の肺動脈性肺高血圧症の治療戦略．奈

良循環器肺高血圧症フォーラム． 2021年 9月 3日．  
43 .  河野隆志：心不全薬物治療を考える -最新の EBMを

踏まえて -．エン レスト錠  発売一周年 記念  ARNI 
WEEK．オンライン． 2021年 9月 6日．  

44 .  副島京子：不整脈診断と治療の進歩．茨城県心房細

動 WEB講演会．オンライン． 2021年 9月 7日．  
45 .  河野隆志：より良い心不全緩和ケアを追求する．多

職種連携臨床セミナー  In Ibaraki．オンライン．
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2021年 9月 7日．  
46 .  副島京子： 不整脈診 断と治 療の進歩． 抗凝固療法  

Web Seminar in 浦安．オンライン． 2021年 9月 8
日．  

47 .  坂 田 好美 ：肺 高 血圧 の心 エコ ー 評価  -肺 高 血 圧 に

お け る三 尖弁 逆流 と右 室 機能 -． 第 3回多 摩 コレ ギ

ウム・心エコー．オンライン． 2021年 9月 10日．  
48 .  副島京子：心室頻拍治療のこつ．次世代不整脈エキ

スパート講座 in山陰．オンライン．2021年 9月 11日． 
49 .  副島京子：心房細動診断と治療の進歩．プラザキサ

10周年講演会 in宇都宮．オンライン．2021年 9月 14
日．  

50 .  河野隆志： 最新のエ ビデン スに基づい た最適な心

不全治療を追求する．第 2回 CVD・CKDトータルマ
ネジメントセミナー．弘前・オンライン．2021年 9
月 15日．  

51 .  坂田好美：実地医家の先生と「エコー所見」を考え

る．北多摩循環器 Webセミナー．オンライン．2021
年 9月 21日．  

52 .  小川和雅，富田康弘，瀬谷彰，吉野秀朗，野村幸史：

適正睡眠時 間の確保 と規則 的な就寝時 刻は糖尿病

と心血管イベントの新規発症を強く抑制する 8124
名、4年間の追跡調査の解析より．日本睡眠学会第
46回定期学術集会． 2021年 9月 23-24日．  

53 .  副島京子： Micra VR Clinical  Evidence Update．
Micra Expert Meet ing．オンライン．2021年 9月 27
日．  

54 .  河野隆志： 心不全薬 物治療 の現状と問 題点を考え

る．プライマリ・ケア診療の新たな戦略．オンライ
ン． 2021年 9月 27日．  

55 .  副島京子：リー ドレスペー スメーカ 12,000例の振

り返りと Micra AVの可能性．MICRA SUMMIT IN 
YOKOHAMA．オンライン． 2021年 9月 29日．  

56 .  伊波巧：肺動脈性肺高血圧症の治療戦略．多摩地区

で診る肺高 血圧症〜 患者さ んを見逃さ ず、確実に
救う事を目指す病診連携の会〜．オンライン．2021
年 9月 29日．  

57 .  副島京子： 心房細動 アブレ ーションに おいて注意

すべき合併症．Ablat ion Summit  in Shizuoka．オ

ンライン． 2021年 10月 2日．  
58 .  副島京子：不整脈治療の魅力．Beyond 8th Stage．

オンライン． 2021年 10月 4日．  
59 .  河野隆志：心不全治療の新しい選択肢．循環器医の

ための慢性便秘症セミナー．オンライン． 2021年
10月 6日．  

60 .  副島京子： 当院にお ける心 房細動アブ レーション

後 の 予 後 に つ い て の 検 討 ． 第 6 回 南 阪 和
Arrhythmia Conference．オンライン． 2021年 10
月 8日．  

61 .  河野隆志：心不全薬物治療  up to  date -心房細動の

最 近 の話 題も 踏ま えて -．第 3回 薬 剤師 のた めの 病

院 管 理 セ ミ ナ ー ． オ ン ラ イン ． 2021年 10月 13日 ． 
62 .  副島京子：VTアブレーション  UPDATE．第 50回仙

台臨床心臓電気生理研究会．オンライン． 2021年
10月 15日．  

63 .  小山幸平： 冠動脈疾 患にお ける脂質の 至適管理の

ために～当 院におけ る脂質 管理プロト コールを踏

まえて～．第 58回日本心血管インターベンション
治療学会．東京． 2021年 10月 16日．  

64 .  河野隆志：心不全増悪に立ち向かう /いざという時

に備える．第 17回 BBQの会．オンライン． 2021年
10月 21日．  

65 .  副島京子：不整脈診断と治療の進歩．地域連携 Web
講演会．オンライン． 2021年 10月 22日．  

66 .  河野隆志：心不全薬物治療の進歩．ベリキューボ新

発売記念講演会＠船橋．船橋・オンライン． 2021
年 10月 25日．  

67 .  河野隆志：より良い心不全薬物治療を考える．北多

摩北部 Risk Managementセミナー．オンライン．
2021年 10月 27日．  

68 .  河野隆志： 科学的根 拠に基 づいた最善 の心不全薬

物治療を考える．練馬心疾患連携の会．オンライン．
2021年 11月 2日．  

69 .  副島京子：薬剤師の為の不整脈治療 Update．第 12
回 Kita Tama Pharmaceutical  Care Conference．
オンライン． 2021年 11月 5日．  

70 .  副島京子：より良い不整脈・心不全デバイス治療を

求めて．福井県内科医会学術講演会．オンライン．
2021年 11月 6日．  

71 .  伊波巧：進化し続ける CTEPH治療．ストラクチャ

ー ク ラ ブ ジ ャ パ ン ラ イ ブ デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン
2021．東京． 2021年 11月 6日．  

72 .  河野隆志： 地域連携 でより 良い心不全 診療を提供

する． Sea Side Seminar  2021．横須賀・オンライ
ン． 2021年 11月 8日．  

73 .  副島京子：高齢者心房細動の診断と治療．高齢者心

房細動 Web Seminar．オンライン． 2021年 11月 10
日．  

74 .  副島京子：リードレスペースメーカ：新たな Step．
不 整 脈エ キス パー トカ ンファ レ ンス in北 日本 ． オ
ンライン． 2021年 11月 12日．  

75 .  副島京子：心房細動早期発見と治療．Web Seminar
〜人生 100年時代の抗凝固療法を考える〜．オンラ
イン． 2021年 11月 15日．  

76 .  伊波巧：実地医家の先生と肺高血圧症を考える．北

多摩循環器 Webセミナー．オンライン． 2021年 11
月 15日．  

77 .  河野隆志：高血圧症を考える ~心臓の立場から ~．

三鷹市内科 医会学術 講演会 ．東京・オ ンライン．
2021年 11月 16日．  

78 .  副島京子：心房細動診断と治療： Update．久慈医

師会薬剤師会学術講演会．オンライン． 2021年 11
月 17日．  

79 .  副 島 京 子 ： Shock作 動 が メ ン タ ル に 与 え る 影 響 ．

Cobalt発売 1周年記念講演会  Pain Reduct ion〜痛
み か ら の 解 放 〜 ． オ ン ラ イン ． 2021年 11月 19日 ． 

80 .  伊波巧：CTEPH治療における新たな選択肢〜ウプ

ト ラ ビの 適 応追 加を 受 けて〜 ． ウプ ト ラビ Webカ
ンファレンス．オンライン． 2021年 11月 19日．  

81 .  伊波巧：バルーン肺動脈形成術の奥義．ARIA2021．
オンライン． 2021年 11月 21日．  

82 .  河野隆志：心不全薬物治療の最前線．日比谷 Heart  
Conference in  Autumn．東京・オンライン． 2021
年 11月 25日．  

83 .  河野隆志： 最新のエ ビデン スに基づく 心不全薬物

治療．多摩 ファーマ シーセ ミナー．オ ンライン．

2021年 11月 26日．  
84 .  伊波巧：肺高血圧症  Up-to-Date．多摩肺高血圧症

を考える会．オンライン． 2021年 11月 29日．  
85 .  河野隆志： 最新のエ ビデン スに基づい た心不全薬

物 治 療 ～ 心 房 細 動 の 最 近 の 話 題 も 踏 ま え て ～ ．
Meet the Expert 2021．オンライン． 2021年 11月
30日．  
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86.  小山幸平：トーアエイヨー株式会社 web外部講師招

聘社内研修会．オンライン． 2021年 11月 30日  
87 .  河野隆志：東京息切れ会議． 循環器専門医が診る ”

息切れ ”について～心不全を含めて～．東京・オン
ライン． 2021年 12月 1日．  

88 .  河野隆志： 糖尿病診 療のエ ビデンスを 踏まえ最善

の心不全診療を再考する．循環器・糖尿病専門医か
ら見た心不 全合併糖 尿病治 療を考える 会．オンラ
イン． 2021年 12月 2日．  

89 .  河野隆志：より良い心不全治療を追求する．ベリキ

ューボ新発売記念講演会＠多摩． 2021年 12月 6日． 
90 .  伊波巧： Optimizing the Safety  and Eff icacy o f 

BPA． Expert  Meet ing  on Cardio logy 2021．オン
ライン． 2021年 12月 6日．  

91 .  小 山幸 平： ACSに お け る積極 的脂 質低 下療 法の 重

要 性 ． TAMA Intervent ional  Cardiology  
Workshop．オンライン． 2021年 12月 7日．  

92 .  副島京子：救急現場でのチームワーク．「減らせ、

突然死」． AED推進フォーラム 2021 5周年記念：
AEDを活かすためのチームワーク．東京． 2021年
12月 8日．  

93 .  副島京子：本邦における Micra植込みの現状と今後

の展望．Micra Webセミナー in神戸．神戸・オンラ
イン． 2021年 12月 8日．  

94 .  河野隆志：心不全診療  up to  dateの要点．循環器

医療連携 WEBセミナー．オンライン．2021年 12月
14日．  

95 .  伊波巧：慢 性血栓塞 栓性肺 高血圧症の 治療戦略〜

PTPAと 新 た な 治療 薬 の位置 付 け〜 ． CTEPH適 応
追加記念講演会 in北九州．オンライン． 2021年 12
月 15日．  

96 .  竹内かおり：当院における肺高血圧症の診療経験．

第 4回北多摩肺高血圧症研究会．オンライン．2021
年 12月 16日．  

97 .  副島京子： Micra AVへの期待． Micra AV TOKAI 
Summit．オンライン． 2021年 12月 17日．  

98 .  河野隆志：新薬登場後の心不全予防・治療を考える．

Heart Failure Treatment -地域医療ネットワーク
-．オンライン． 2021年 12月 17日．  

99 .  副島京子：不整脈診断と治療の進歩．凄腕  不整脈

セミナー．オンライン． 2021年 12月 22日．  
100.  副島京子：Micra AVに関する OverView．Micra AV

発売記念講演会．オンライン． 2022年 1月 12日．  
101.  河野隆志：実地医家の先生と ”心不全薬物治療 ”を考

える．北多摩循環器 Webセミナー Ver.  10．オンラ

イン． 2022年 1月 17日．  
102.  坂田好美： 多摩エリ アで診 よう！心エ コー図検査

スキルアップセミナー．「心エコーによる肺高血圧

診断」．ヤンセンファーマ株式会社肺高血圧心エコ
ー講習会．東京． 2022年 1月 24日．  

103.  副島京子： Micra AVの新展望．リードレスペース

メーカの新しい世界．オンライン．2022年 1月 26日． 
104.  河野隆志： 最新のエ ビデン スから心不 全薬物治療

を再考する． Expert Meeting fromTACHIKAWA．

オンライン． 2021年 1月 21日．  
105.  副島京子： BIO|SELECT Pilo t 研究結果と新たな

CRT評価指標．第 14回植込 みデバイス関連冬季大

会．オンライン． 2022年 2月 11日 -13日．  
106.  副島京子： 心房細動 早期発 見と治療． 循環器疾患

Web Seminar．オンライン． 2022年 2月 17日．  
107.  副島京子：VT ablation update．アブレーション特

別講演〜最 新アブレ ーショ ン治療と止 血ディバイ
スの有効性〜．オンライン． 2022年 2月 22日．  

108.  坂 田 好美 ：目 で 診る 肺高 血圧 症 診療  -診 療 連 携 と

早期診断の重要性 -．肺高血圧症セミナー in桜山．
オンライン． 2022年 2月 24日．  

109.  副島京子：国内 Leadlessの現状と Micra AVを含め

たデバイス選択．広島エリア Micra講演会．オンラ
イン． 2022年 2月 25日．  

110.  菊池華子：右心カテ併用運動負荷試験の意義と PH
治療の Goal．第 27回関東ハートセミナー． 2022年
2月 25日．  

111.  野 々 口 紀 子 ： 心 房 細 動 を 早 期 発 見 す る た め に ．

Cardio logy Meeting in MITAKA． オ ン ラ イ ン ．
2021年 3月 1日．  

112.  竹内真介： CKD患者の CVD発症予防を考える〜そ

れぞれの立場から〜．世多摩地区講演会．オンライ
ン． 2022年 3月 10日．  

113.  伊波巧：CTEPH治療における新たな選択肢〜ウプ

トラビの適応追加を受けて〜．CTEPH治療を考え
る会 in甲信． 2022年 3月 14日 ,  

114.  副島京子： Micra AVへの新展望．第 20回循環器疾

患に関する医療連携の会．オンライン．2022年 3月
25日．  

115.  副島京子： 心房細動 アブレ ーションの 適応を考え

る〜心不全 パンデミ ックを 見据えて〜 ．プラザキ
サ・プリズバインド Web講演会．オンライン．2022
年 3月 30日．  

論  文  

（英文）  

1.  Kiani S 1，Wallace  K 2，Stromberg  K２ ，Piccini  JP 3，

Roberts PR4，El-Chami MF 5，Soe jima K，Garweg 
C 6， Fagan DH2， Lloyd MS 3（ 1Emory Univers ity 
Schoo l o f  Medicine ， 2 Medtronic  PL ， 3Duke 
Univers ity Medical  Center and Duke Clinical  
Research Inst itute,  4 Southampton General 
Hospital -Univers ity Hospital  Southampton 
National  Health Service  Foundation Trust ，
5 Emory Univers ity School of  Medic ine ，
6Universi ty  o f  Leuven）： A Predictive Model  for  
the Long-Term Electrical  Per formance  of  a  
Leadless Transcatheter Pacemaker． JACC Cl in 
Electrophysio l .  7 (4).  502-512.  2021.  

2.  eKitakata H 1，KatsumataY 1，Kohsaka S 1，Sekine  
O1 ， Kohno T ， Sano  M 1 ， Fukuda K1 （ 1Keio  
Univers ity School o f  Medicine ） ： Patient 
Perspect ives in the Era of Remote Medical  Vis its 
During the Coronavirus  Disease  (COVID-19) 
Pandemic -  Ins ights From Outpatient Care o f 
Cardiovascular Disease.  Circ  Rep.  3(5).  300-303．
2021.  

3.  Miyama H1，Shiraishi Y 1，Kohsaka S 1，Goda A，

Nishihata Y2， Nagatomo Y 3， Takei  M 4， Fukuda 
K1， Kohno  T， Yoshikawa T5（ 1Keio  Univers ity 
Schoo l o f  Medic ine,  2 St.  Luke 's  International  
Hospital ,  3National Defense Medical  Col lege,  
Saise ikai Central Hospital ,  5Sakakibara Heart  
Inst itute）： Abnormal Liver Funct ion Tests and 
Long-Term Outcomes in  Pat ients Discharged 
after Acute Heart Failure.  J Clin Med.  10(8).  
1730.  2021.  

4.  Yamasaki M 1 , 2 ,  Y ,oshino  H1 , ,  Kunihara T 1 , ,  
Akutsu K 1 , ,  Shimokawa T 1 , ,  Ogino  H 1 , ,  Kawata 
M1 , ,  Takahashi T 1 , ,  Usui  M1 , ,  Watanabe K 1 , ,  
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K1 5， Hagiwara N 1 5， Harada M 1 6，  Sonoda K 1 7，
Inoue M 1 8， Kumagai K1 9， Hayashi H 2 0， Yazaki  
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Hospital ,  1 1 St.  Marianna Univers ity Schoo l o f  
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Hospital ,  1 3The  Jike i  Univers ity Schoo l o f  
Medic ine,  1 4National Hospital  Organizat ion 
Tokyo Medical  Center ,  1 5Tokyo Women's Medical  
Univers ity Hospital ,  1 6Fuj ita Health Univers ity 
Hospital ,  1 7Tokyo Rinkai Hospital ,  1 8Kanazawa 
Medical  Center ,  1 9Tohoku Medical and 
Pharmaceutical  Universi ty,  2 0  Juntendo 
Univers ity School o f  Medicine,  2 1Tokyo Medical  
Univers ity Hospital ,  2 2Teikyo Univers ity School  
of  Medicine ： AF Ablat ion Front ier Registry 
Investigators）： Different  Determinants  of  the  
Recurrence o f Atrial  F ibr il lat ion and Adverse 
Cl inical  Events in the  Mid-Term Per iod After  
Atrial  F ibri l lation Ablation.  Circ  J.  86(2).233-
242． 2022.  

34.  Picc ini  JP 1， Cunnane R 2， Ste f fel  J 3， El-Chami 
MF 4， Reynolds  D 5， Roberts  PR 6， Soe jima K，
Ste inwender  C 7 , 8，Garweg C9，Chinitz  L 1 0，Ellis  
CR1 1 ， Stromberg  K 1 2 ， Fagan DH1 3 ， Mont L 1 4

（ 1Duke Univers ity Medical  Center,  2Univers ity 
of  Michigan,  3Universi ty  Heart Center Zur ich,  
3 Emory Universi ty  Hospital ,  5Univers ity o f  
Oklahoma Health Sc iences Center,  6Universi ty  
Hospital  Southampton NHS Foundation Trust,  
7Kepler Universi ty Hospital ,  8Parace lsus  
Medical  Univers i ty Salzburg ， 9Univers ity 
Hospitals Leuven,  1 0NYU Langone Medical  
Center,  1 1  Vanderbi lt  Universi ty Medical  Center,  
1 2Medtronic ,  1 3 Inc,  Inst i tut Cl inic  
Cardiovascular ( ICCV),  1 4Centro de 
Investigación Biomédica en Red de 
Enfermedades Cardiovasculares  (CIBERCV) ：
Development and validat ion of a r isk score for  
predict ing per icardial  e f fus ion in patients 
undergo ing leadless pacemaker implantation:  
exper ience with the Micra transcatheter  
pacemaker ． Europace ． 2022 ．  
DOI :10.1093/europace/euab315.  Epub ahead o f 
pr int.  

35.  Jono Y 1， Kohno T 1， Kohsaka S 1， Kitakata H 1，

Shiraishi Y 1 ， Katsumata Y1 ， Hayashida K 1 ，
Yuasa S1 ， Takatsuki S 1 ， Fukuda K 1 (1 Keio  
Univers ity School o f  Medic ine )： Sex di f ferences 
in s leep and psychological  disturbances among 
pat ients admitted for  cardiovascular diseases．
Sleep Breath． 2022． DOI :10.1007/s11325-021-
02544-4.  Online ahead of  pr int．  

36 .  Yumita Y 1， Nagatomo Y２ ， Takei  M3， Saj i  M 2，

Goda A， Kohno T， Nakano A4， Nishihata Y5，
Ikegami Y 1 ,  6，Shiraishi  Y7，Kohsaka S 7，Adachi  
T1， Yoshikawa T 2（ 1National Defense Medical  
Col lege,  2 Sakakibara Heart Inst itute,  3 Saiseikai 
Central Hospital ,  4  Internat ional Medical  
Center,  5  Saitama Medical  Univers ity,  6 St.  
Luke 's  Internat ional  Hospital ,  7Ke io  Univers i ty  
Schoo l o f  Medic ine）：Personalized Target  Heart 

Rate for  Patients with  Heart Fai lure and 
Reduced Eject ion  Fract ion． J Pers Med． 12(1).  
50． 2022.  

37.  Ogawa S 1，2，Nagatomo Y 1，3，Takei M 4，Saji  M 1，

Goda A， Kohno T， Nakano A5，  Nishihata Y 6，
Ikegami Y 3 . 7， Shoj i  S 8， Shiraishi Y 8， Kohsaka 
S8，Yoshikawa T 1（ 1  Sakakibara Heart  Inst i tut,  
2Osaka Universi ty  Graduate Schoo l o f  Medic ine,  
3  National  Defense Medical  Col lege,  4Saise ikai  
Central  Hospital）： Impact o f  Le ft  Ventricular 
Chamber Size on Outcome in Heart Fai lure with 
Preserved Ejection Fract ion．Int  Heart  J．63(1).  
62-72.  2022.  

38.  Siont is KC 1 ， Santangel i  P 2 ， Muser D 2 ，

Marchlinski FE 2， Zeppenfeld K 3， Hoogendoorn 
JC 3， Narasimhan C4， Sauer WH5， Zipse MM 6，
Kapa S 1 ， Vedantham V 7 ， Rosenthal DG7 ，
Robinson MR 8， Patton KK 8， Murgatroyd F 9，

Chicos  AB 1 0 ， Soe jima K， Roukoz H 1 1， Sacher 
F1 2， Bhan A 1 3， Appelbaum J 1 4， Dickfeld T1 4，
Mankad P 1 5， Ellenbogen KA 1 5， Kron J 1 5， Kim 
HM 1 6，Froehl ich  J 1 6，Eagle KA1 6，Bogun FM 1 6，
Crawford TC 1 6（ 1 Mayo Cl inic ,  2Hospital  o f  the 
Univers ity of  Pennsylvania,  3Leiden Univers i ty 
Medical  Center,  4 Care Hospitals ,  5 Br igham and 
Women's Hospital ,  6Univers ity of  Colorado,  
7Universi ty  of  Cali fornia,  8Univers i ty o f  
Washington,  9King's  Col lege Hospital  National 
Health  Service  Foundation Trust,  
1 0Northwestern Univers ity Fe inberg  Schoo l o f  
Medic ine,  1 1Univers i ty  of  Minnesota,  
1 2Universi ty o f  Bordeaux,  1 3 Advocate Christ 
Medical  Center ,  1 4Univers i ty o f  Maryland Schoo l 
of  Medicine,  1 5 Virginia Commonwealth 
Univers ity,  1 6Univers ity o f  Michigan）：Outcomes 
Assoc iated With Catheter Ablat ion o f 
Ventricular Tachycardia  in Patients With 
Cardiac Sarco idos is． JAMA Cardio l． 7(2).  175-
183． 2022.  

39.  Mohri T，Goda A，Takeuchi K，Kikuchi H，Inami 
T， Kohno  T， Sakata K， Soejima K，  Satoh T：
High prevalence o f occult  le f t  ventr icular  
diasto lic  dysfunction detected by exercise  stress 
test in systemic sc lerosis.  Sci  Rep.12(1).  2423.  
2022.  

（和文）  

1.  副島京子：【画像診断・画像下治療の最前線】循環

器医療の現状と若手医師の育成（座談会）．杏林医
学会雑誌． 52(3)． P163-166． 2021年．  

2.  河野隆志：【地域で診る高齢者心不全診療】高齢者

心不全の急 性増悪に 対する 対応と再入 院予防．老
年内科． 4（ 1）． 11-19． 2021年．  

3.  河野隆志：【診る】心不全療養指導に必要な身体所

見． Heart  View． 25（ 10）． 918-922． 2021年．  
4.  合田あゆみ：Round Table  Discussion 運動と肺高

血圧症．Pulmonary Hypertension Update．7（ 1）．
14-21． 2021年．  

5.  合田あゆみ： State  of  the  Art 運動と肺高血圧症  
運動時肺高血症 ―慢性血栓塞栓性  肺高血圧症診断

の一助として．Pulmonary Hypertension Update．
7（ 1）． 26-31． 2021年．  

6.  野々口紀子：心房細動の早期発見．杏林医学会雑誌．

52（ 2）． 81-85． 2021年．  

https://search.jamas.or.jp/search/do/detail/sidx/0/sid/1073741836
https://search.jamas.or.jp/search/do/detail/sidx/0/sid/1073741836
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7.  野々口紀子 ：植込み 型心臓 デバイス植 込み後の患

者 に MRIを 施 行す るこ とは可 能だ が、 種々 の条 件
を確認する必要がある．臨床雑誌内科．128（ 3）．

410-413． 2021年．  
8.  吉 野 秀 朗 ： 医 療 事 故 に 遭 遇 す る と き 2021 ． One 

Point Advice．Medical Practice．38．1601．2021
年 .  

著  書  

1.  副島京子，上田明子（分担著書）：虚血性心疾患に

伴う心室頻 拍．格段 にうま くいくカテ ーテルアブ
レーションの基本とコツ（改訂版）．高橋淳編集．
羊土社． 2022年． P356-364．  

2.  河野隆志（分担執筆）：心不全療養指導士  認定試

験  ガイドブック 2022年． 4.  心臓の基礎疾患の特
徴 ， 5.  心 不 全 の 身 体所 見． 日 本 循環 器 学会 編 集 ．

南江堂． 2022． 40-60．  
3.  小山幸平（分担執筆）：IXイメージングモダリティ

も 上 手 に 使 え る ！ OCTガ イ ド 活 用 : IVUSに 勝 る 活

用法  新 PCI・カテーテル室のピンチからの脱出法．
村松俊哉編集．南江堂． 2021年． 382-385．  

4.  星田京子（分担執筆）：第１章  心電図の種類と見

方の基本のキをおさえる .今さら聞けない心電図．
池田隆徳編集．メジカルビュー社． 2022． 22-29． 

5.  南島俊徳（分担執筆）：Case Study 2.  急に生じた

夜間の発作 性呼吸困 難．シ ンプルにわ かる循環器
内科研修ハ ンドブッ ク．池 田隆徳編集 ．羊土社．
2021年． 250-254．  

6.  堀川宗之，吉野秀朗（共編）：臨床工学に必要な医

学的基礎．臨床工学技士標準テキスト第 4版．金原
出版． 2022年 .  19-25．  

7.  吉野秀朗（共編）：内科学総論 .  臨床工学技士標準

テキスト第 4版．金原出版． 2022年． 619-645.  
報告書  

1.  巽浩一郎，田邉信宏，阿部弘太郎，伊波巧，大郷剛，

荻野均，辻野一三，鈴木拓児，山本慶子，内藤亮，
鈴木淳夫，松原広己，稲垣武，吉田雅博，村上紀子：

慢 性 血 栓 塞 栓 性 肺 高 血 圧 症  診 療 ガ イ ド ラ イ ン
2022．日本肺高血圧・肺循環学会．厚生労働科学
研究費補助 金難治性 疾患政 策研究事業 『難治性呼

吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究』班．2022
年  

その他  

1.  副 島 京 子 ： 最 新 の ア ブ レ ー シ ョ ン 治 療 ． ラ ジ オ

NIKKEI「ドクターサロン」番組出演． 2021年 5月
20日放送．  

2.  副島京子：不整脈について．杏林大学 ×J:COM武蔵

野・三鷹  テレビ市民講座「学びの杜」． 2021年 7
月から放送．  

3.  副島京子：「最新治療データで探す  名医のいる病

院 2021」掲載． 2021年． P44．  
4.  副島京子：人生 100年時代に知っておきたい  患者

が増えている「心不全」．読売新聞朝刊．2021年 11
月 21日掲載．  

5.  副島京子：活気ある国家：生きがいの創出  第 5回
シンポジウ ムにて基 調講演 およびパネ ル討議．オ
ンライン． 2021年 12月 6日．  

6.  副島京子：救急現場でのチームワーク．「減らせ、

突 然 死 」 AED推 進 フ ォ ー ラ ム 2021 5周 年 記 念 ：
AEDを活かすためのチームワークにて講演．東京．
2021年 12月 8日．  

7.  副島京子： 心室性不 整脈に 対するカテ ーテルアブ

レーション． LiSA【リサ】周術期管理を核とした

総合誌， Vol.29 No.2．周術期管理を核とした総合
誌． 2022年． P170-174 

8.  波多野将，佐藤直樹，河野隆志，渡邉雅貴：増え続

ける心不全 患者にど う対峙 するか．心 不全のすべ
て臨床雑誌内科．Vol.128 No.1．2021年 7月号  (座
談会 )．  

9.  河 野 隆 志 ： 202European Journal o f  
Cardiovascular Nursing 2020-2021 TOP 
ALTMETRIC PAPER AWARD．  

10 .  伊波巧：慢 性血栓塞 栓性肺 高血圧症に 対する経皮

的肺動脈形成術の刷新と発展． 2021年度日本肺高
血圧・肺循環学会『八巻賞』． 2021年 5月 8日．  

 
 

不整脈先進治療学研究講座  

 
講  演  

1.  上 田 明 子 ： EPS ・ 3D mapping の Pitfall ．

Intervent ional  EP Curr iculum SVT module 2021．
オンライン． 2021年 4月 17日．  

2.  Ueda A ： Fluoro -reduct ion approach in SVT― 
Japan exper ience ―Aphrs IEPC Course Adv.  EP 
Module．オンライン． 2021年 6月 5日．  

3.  Sato T： His-Purkinje  Conduct ion System Pac ing 
in Heart Fai lure Pat ients with Indicat ion o f 
Cardiac Resynchronizat ion Therapy.  
Symposium: Advanced Device Management for  
Heart Failure Patients．日本不整脈心電学会ウェ
ビナー．オンライン． 2021年 7月 1日．  

4.  冨 樫 郁 子 ： Stabi l ity and safety o f  le f t  bundle 
branch area pac ing in pat ients  with 
atr ioventricular block．第 66回日本不整脈心電学
会学術総会．オンライン． 2021年 7月 1日 .  

5.  佐藤俊明： Protagonist,  Debate Sess ion：ヒス -プ
ルキンエ刺激伝 導系ペーシ ングは果たして 有用か．
日本不整脈心電学会ウェビナー．オンライン．2021
年 7月 2日．  

6.  Ueda A： Functional substrate ablat ion in Scar-
related ventricular  tachycardia.  JHRS2021．オ

ンライン． 2021年 7月 2日．  
7.  Ueda A： Efficacy o f Pacemap Strategy Focusing 

on Conduct ion Slowing Area.  JHRS2021.  オンラ

イン． 2021年 7月 3日．  
8.  SatoT，K Soejima，Maeda KA， Mohri  T，Nagaoka 

M，Momose  Y，Nonoguchi  N，Hoshida K，Miwa 
Y，Ueda A，Togashi  I：Distal  His-bundle Pac ing 
From Right Ventr icular Side Of Atr ioventricular  
Septum， From The Viewpoint Of Backup Right  
Ventricular Capture ． Heart  Rhythm Soc ie ty 
Scient i fi c  Conference．Online．USA．July 14 th，
2021．  

9.  Togashi I：Fluoroscopic  Predictors  Of Acceptable  
Capture Thresho ld At Implantat ion Of  Micra-
transcatheter Pac ing System.  Heart  Rhythm 
2021 in Boston． Boston・オンライン． July  28-
31th,  2021．  

10 .  Ueda A ： Mapping and Ablat ion Strategy o f 
Idiopathic  Outf low Tract Ventr icular 
Tachycardia.  APHRS IEPC Course Adv.  EP 
Module.  オンライン． 2021年 8月 28日．  
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11.  上田明子： 実地医家 の先生 と心電図の 読み方を考

える．北多摩循環器病セミナー．オンライン．2021
年 8月 24日．  

12 .  Ueda A： VT ablat ion using EnSite  X． Abbott  
Technology  Exce l lence  Course  2021 Session 2．
オンライン． 2021年 10月 28日．  

13 .  上田明子： 知ってお くと心 室期外収縮 アブレーシ

ョンが好きになる基本とこつ． Meet  the Experts．
オンライン． 2021年 11月 9日．  

14 .  上田明子：心室性不整脈に対する  EnSite  X 使用

経 験 ． Complex Ablat ion Therapeutics  
Symposium．東京． 2021年 12月 4日．  

15 .  上 田 明 子 ： 心 不 全 を 有 す る 心 房 細 動 治 療 ． 第 4回  
El iquis  web seminar．オンライン． 2021年 12月 8
日．  

16 .  Sato T ： Prospect ive Evaluation of Feasibi l ity 
and Safety o f  His-Purkinje  Conduction System 
Pac ing．5th Symposium HPCSP．オンライン．中

華人民共和国． 2021年 12月 18日．  
17 .  上田明子： 心房細動 治療の トータルマ ネージメン

ト．Webセミナー～抗凝固療法を再考する～．オン

ライン． 2022年 2月 9日．  
18 .  上 田 明 子 ： 器 質 的 心 疾 患 に 伴 う 心 室 性 不 整 脈 ：

Conduct ion s lowing areaに対するアブレーション．

第 86回日本循環器学会学術集会．事前収録オンデ
マンド． 2022年 3月 11日．  

19 .  佐藤俊明：生理的ペーシング  (ヒス -プルキンエ刺

激伝導系ペーシング )．FUKUI Circulat ion Forum 
2022．オンライン． 2022年 3月 24日．  

20 .  上田明子：不整脈診療における薬の使い方．北多摩

循環器病セミナー．オンライン． 2022年 3月 22日． 
論  文  

(英文 ) 

1.  Sato T，Soe jima K 1，Maeda A1，Mohri  T 1，Natsume 
Y 1， Tashiro M 1， Momose  Y 1， Nonoguchi N 1，
Hoshida K 1 ， Miwa Y 1 ， Ueda A ， Togashi I 1

（ 1Department o f  Cardiovascular  Medic ine,  
Kyor in Univers ity Schoo l of  Medic ine）： Safety 
of  Distal  His Bundle Pac ing Via the Right 
Ventricle  Backed Up by  
Adjacent  Ventr icular  Capture.  JACC Clin 
Electrophysio l .  7 (4).  513-521.  2021.   

（和文）  

1.  佐藤俊明： ヒス束ペ ーシン グと左脚領 域ペーシン

グ．医学と薬学 78（ 5）． 543-548． 2021年 5月．  
2.  佐藤俊明：より生理的なペーシング -恒久ヒス束ペ

ーシング．-左脚領域ペーシング -．特集「不整脈診
断・治療の進歩」.杏林医学会．52(2)．97-100．2021
年．  

3.  上田明子：カテーテルアブレーション・心臓植込み

デバイスの被曝低減への努力．特集「不整脈診断・

治療の進歩」．杏林医学会．52(2)．101-106．2021
年．  

4.  冨樫郁子：ペースメーカの新たな選択肢：リードな

いペースメーカ『リードレスペースメーカ』．特集
「不整脈診断・治療の進歩」．杏林医学会．52(2)．
93-96． 2021年．  

5.  佐藤俊明：心室ペーシングと心機能．【ペースメー

カ外来よろづ相談】．Heart View．25（ 9）．813-
817． 2021年．  

6.  佐藤俊明：生理的ペーシング：ヒス -プルキンエ刺

激伝導系ペ ーシング の徐脈 性不整脈お よび心不全

症例における有効性．【特集 /不整脈診療・治療の
最新のトピックス】．循環器内科．90（ 4）．414-
419． 2021年．  

著  書  

1.  佐藤俊明（分担執筆）：III .治療法  -  治療手技 6)植
込み型ペースメーカ — (一 時的ペーシング， ICD，

CRTを含む )．シンプルにわかる循環器内科研修ハ
ンドブック．池田隆徳  編集．羊土社．2021年．228-
232．   

 
 

血液内科学教室  

 
講  演  

1. 高 山 信 之 ： DLBCL 治 療 に お け る 最 近 の 話 題 ．

Hematology Forum 2021．オンライン．2021 年 4 月 16
日．  

2.  高山信之： 一般内科 医のた めの血算の 異常値から

考える鑑別 診断の進 め方． 日本内科学 会関東支部
主催  第 64回生涯教育講演会．東京．2021年 7月 11
日．  

3.  Suzuki T,  Maruyama D,  Machida R,  Kataoka T,  
Fukushima N,  Takayama N, Ohba R,  Omachi  K,  
Imaizumi Y,  Tokunaga M, Katsuya H,  Yoshida I,  
Sunami K,  Kurosawa M,  Kubota N,  Morimoto  H,  
Kobayashi M, Yamamoto K,  Kameoka Y,  Kagami 
Y,  Tabayashi  T,  Maruta M, Kobayashi  T,  I ida S,  
Nagai  H:  The  prognostic  impact o f  the  UK 
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1例．第 15回  日本カプセル内視鏡学会学術集会．

東京・オンライン． 2022年 2月 13日．  
3.  齋藤大祐，松浦稔，藤麻武志，荻原良太，森久保拓，

尾崎良，徳永創太郎，箕輪慎太郎，三井達也，三浦

みき，櫻庭彰人，林田真理，三好潤，久松理一：潰
瘍 性 大 腸 炎 に お け る Vedol izumab投 与 6週 後 の 臨
床的有効性は 24週後の内視鏡寛解を予測する．第

18回日本消化管学会総会学術集会．東京・オンライ
ン． 2022年 2月 11-13日．  

4.  三好潤，前田翼，松岡克善，齋藤大祐，三好佐和子，

松浦稔，岡本晋，田村哲嗣，久松理一：潰瘍性大腸
炎患者にお けるベド リズマ ブによる臨 床的寛解達
成の予測： 投与開始 時臨床 データを用 いた機械学

習の有用性．第 18回日本消化管学会総会学術集会．
東京・オンライン． 2022年 2月 11-13日．  

5.  原田耕佑，關里和，加藤敦士，箕輪慎太郎，三井達

也，三浦みき，川村直弘，河合桐男，磯村杏耶，林
玲，藤原正親，柴原純二，古瀬純司，森秀明，久松
理一：平滑筋腫術後 10年後に多発肝転移として指

摘された平滑筋肉腫の一例．第 368回日本消化器病
学会関東支部例会．東京・オンライン．2022年 2月
5日．  

6.  松岡克善，松浦稔，加藤順，水島恒和，熊谷秀規，

村上義孝，朝倉敬子，久松理一，西脇祐司：新規診
断炎症性腸 疾患患者 を対象 とした全国 規模レジス

トリ構築． 厚生労働 科学研 究費難治性 疾患等政策
研究事業「 難治性炎 症性腸 管障害に関 する調査研
究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．2022年 1月
27日．  

7.  仲瀬裕志，松本主之，松浦稔，飯島英樹，松岡克善，

大宮直木，石原俊治，平井郁仁，久松理一：JAPAN 
IBD-COVID 19 Taskforce の 活 動 報 告 (J-
DESIRE/J-COSMOSの登録内容結果を含む )．厚生
労働科学研 究費難治 性疾患 等政策研究 事業「難治

性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和 3年度第
2回総会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

8.  渡辺憲治，久松理一，仲瀬裕志，松浦稔，横山佳浩，

高橋  憲一郎，藤谷幹浩，前本篤男，田中浩紀，櫻
庭裕丈，橋本悠，浦岡俊夫，鈴木英雄，土屋  輝一
郎，松岡克善，加藤真吾，長堀正和，吉村直樹，豊

永貴彦，猿田雅之，大森鉄平，佐上晋太郎，小林拓，
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横山薫，南條宗八，北村和哉，杉本健，大宮直木，
中村正直，谷田諭史，土田研司，横山正，山本修司，
守屋圭，深田憲将，長沼誠，新崎  信一郎，西下正

和，青山伸郎，小島健太郎，佐藤寿行，河合幹夫，
上小鶴孝二，横山陽子，平岡佐規子，半田修，塩谷
昭子，三島義之，石原俊治，船越禎広，平井郁仁，

武富啓展，江﨑幹宏，高津典孝，梅野淳嗣，野島正
寛 ，  安 藤 朗 ： 日 本 人 炎 症 性 腸 疾 患 患 者 に お け る
COVID-19ワ ク チ ン 接 種 に 対 す る 免 疫 応 答 と 安 全

性の検討に よるワク チン接 種の適正化 ：多施設共
同前向き研究（ J-COMBAT）．厚生労働科学研究費
難治性疾患 等政策研 究事業 「難治性炎 症性腸管障

害に関する調査研究」令和 3年度第 2回総会．オン
ライン． 2022年 1月 27日．  

9.  松岡克善，小林拓，新崎信一郎，高津典孝，藤井俊

光，三好潤，河口貴昭，山崎大，内野基，岩間達，
岩田直美，野島正寛，長沼誠，久松理一：炎症性腸
疾患に対す る分子標 的薬レ ジストリの 構築．厚生

労働科学研 究費難治 性疾患 等政策研究 事業「難治
性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和 3年度第
2回総会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

10 .  松本主之，梁井俊一，久部高司，川崎啓祐，江﨑幹

宏，志賀永嗣，前田康晴，吉田直，岡志郎，斎藤豊，
渡辺憲治，浦岡俊夫，国崎玲子，石原聡一郎，緒方

晴彦，久松理一：潰瘍性大腸炎関連腫瘍性病変に対
する内視鏡 的切除術 の有効 性に関する 登録研究．
厚 生 労 働 科 学 研 究 費 難 治 性 疾 患 等 政 策 研 究 事 業

「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和 3
年度第 2回総会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

11 .  小林拓，松岡克善，藤谷幹浩，竹内健，東山正明，

新崎信一郎，藤井俊光，三好潤，山崎大，内野基，
野島正寛，久松理一：高齢者 IBD患者データベース
（レジストリ）作成．厚生労働科学研究費難治性疾

患等政策研 究事業「 難治性 炎症性腸管 障害に関す
る調査研究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．
2022年 1月 27日．  

12 .  梅野淳嗣，冬野雄太，鳥巣剛弘，江﨑幹宏，梁井俊

一，大宮直木，久松理一，渡辺憲治，細江直樹，緒
方晴彦，内田恵一，平井郁仁，久部高司，松敏幸，

八尾恒良，松本主之，CEAS study group 非特異性
多発性小腸 潰瘍症の 臨床徴 候の調査． 厚生労働科
学研究費難 治性疾患 等政策 研究事業「 難治性炎症

性腸管障害に関する調査研究」令和 3年度第 2回総
会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

13 .  長沼誠，長堀正和，井上詠，桐野洋平，田中良哉，

久松理一： 腸管ベー チェッ ト病におけ る重症度基
準作成  （厚生労働省ベーチェット病に関する研究
（岳野班）との連携）．厚生労働科学研究費難治性

疾患等政策 研究事業 「難治 性炎症性腸 管障害に関
する調査研究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．
2022年 1月 27日．  

14 .  冬野雄太，平野敦士，梅野淳嗣，江﨑幹宏，角田洋

一，仲瀬裕志，久松理一，櫻庭裕丈，国崎玲子，平
井郁仁，猿田雅之，松本主之：腸管ベーチェット病

お よ び 単 純 性 潰 瘍 に お け る Genome Wide  
Assoc iation Study (GWAS) ．厚生労働科学研究費
難治性疾患 等政策研 究事業 「難治性炎 症性腸管障

害に関する調査研究」令和 3年度第 2回総会．オン
ライン． 2022年 1月 27日．  

15 .  渡辺憲冶，松本主之，仲瀬裕志，久松理一，平井郁

仁，小林清典，国崎玲子，長堀正和，竹内  健，大
藤さとこ，福島若葉，梁井俊一，林田真理，稲場勇
平，藤谷幹浩，櫻庭裕丈，角田洋一，勝野達郎，大

森鉄平，小林拓，秋山純一，本田  穣，佐藤公，佐々
木誠人，谷田諭史，加賀谷尚史，馬場重樹，安藤  朗，

深田憲将，長沼誠，細見周平，鎌田紀子，山本修司，
平田  敬，石田哲也，松本吏弘，金城福則，金城徹，
上野義隆，田中信治，穂苅量太，高橋索真，進士明

宏，北村和哉，山下真幸，金井隆典，櫻井俊之，猿
田雅之，本谷聡，邉見慎一郎，安川重義，高津典孝，
宮川一平，田中良哉，日暮琢磨，中島淳，桐野洋平，

水木信久，山田哲弘，松岡克善，鈴木康夫，上野文
昭，日比紀文，渡辺守：特殊型炎症性腸疾患におけ
るアダリム マブとス テロイ ドの前向き 無作為化比

較試験 Cast le  Study：国内多施設共同試験．厚生労
働科学研究 費難治性 疾患等 政策研究事 業「難治性
炎症性腸管障害に関する調査研究」令和 3年度第 2
回総会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

16 .  仲瀬裕志，平山大輔，櫻井晃弘，松本主之，江崎幹

宏，国崎玲子，松浦稔，大宮美香，荒木寛司，渡辺

憲治，本谷聡，小林拓，日比紀文，竹内健，松岡克
善，上野伸展，大井秀久，柿本一城，細見周平，新
崎信一郎，横山薫，吉野琢哉，松野雄一，大井充，

新井勝大，都築義和，安藤朗，石川大，長末智寛，
櫻井俊之，白木学，酒見亮介，松田耕一郎，南條宗
八，吉川周作，中村正直，小山文一，横山純二，後

藤田卓志，櫻庭裕丈，武田輝之，大宮直木，穂苅量
太，吉田雄一朗，杉田昭，久松理一：家族性地中海
熱関連腸炎の診断法確立・機序解明．厚生労働科学

研究費難治 性疾患等 政策研 究事業「難 治性炎症性
腸管障害に関する調査研究」令和 3年度第 2回総会．
オンライン． 2022年 1月 27日．  

17 .  江﨑幹宏，松本主之，鳥巣剛弘，梅野淳嗣，冬野雄

太，平井郁仁，武田輝之，二見喜太郎，中村志郎，
池内浩基，渡辺憲治，大宮直木，中村正直，仲瀬裕

志，山本修司，藤谷幹浩，志賀永嗣，大森鉄平，飯
島英樹，平岡佐規子，蔵原晃一，金城  徹，金城福
則，芦塚伸也，山本章二朗，光山慶一，猿田雅之，

桜庭裕丈，小山文一，細江直樹，緒方晴彦，金井隆
典，小林拓，日比紀文，長堀正和，渡辺守，竹内健，
杉田昭，松岡克善，鈴木康夫，久松理一：クローン

病術後再発 評価に関 するカ プセル内視 鏡評価の意
義 ―多施設前向きコホート研究 ―．厚生労働科学研
究費難治性 疾患等政 策研究 事業「難治 性炎症性腸

管障害に関する調査研究」令和 3年度第 2回総会．
オンライン． 2022年 1月 27日．  

18 .  中村志郎，渡辺憲治，江崎幹宏，柿本一城，竹内健，

長堀正和，馬場重樹，平井郁仁，平岡佐規子，穂苅
量太，三上洋平，内野基，小金井一隆，東大二郎，
新井勝大，清水泰岳，長沼誠，仲瀬裕志，久松理一：

治療の標準 化を目指 したク ローン病治 療指針の改
訂．厚生労 働科学研 究費難 治性疾患等 政策研究事
業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和

3年度第 2回総会．オンライン． 2022年 1月 27日．  
19 .  長沼誠，中村志郎，松岡克善，小林拓，松浦稔，猿

田雅之，加藤真吾，加藤順，横山薫，石原俊治，小

金井一隆，内野基，水落建輝，虻川大樹，渡辺憲治，
仲瀬裕志，久松理一：潰瘍性大腸炎治療指針改訂．
厚 生 労 働 科 学 研 究 費 難 治 性 疾 患 等 政 策 研 究 事 業

「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和 3
年度第 2回総会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

20 .  長沼誠，中村志郎，宮嵜孝子，松岡克善，吉岡慎一

郎，光山慶一，阿部貴行，小林拓，斎藤大祐，猿田
雅之，国崎玲子，志賀永嗣，横山薫，石原俊治，南
條宗八，佐々木誠人，中澤敦，中里圭宏，守屋圭，

高橋憲一郎，藤谷幹浩，櫻庭裕丈，高木智久，林亮
平，田中信治，長堀正和，南木康作，金井隆典，仲
瀬裕志，我妻康平，穂苅量大，坂田資尚，江崎幹宏，

大宮直木，村杉瞬，大森鉄平，竹内健，吉村直樹，
渡辺憲治，田原利行，北村和哉，加藤順，安富絵里
子，平岡佐規子，梁井俊一，松本主之，山本章二朗，
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橋本真一，都築義和，大井充，日浅陽一，細見周平，
久松理一： 治療指針 に反映 させるため のエビデン
スに基づい た難治性 炎症性 腸疾患に対 する治療ポ

ジショニングの構築（日本医療研究開発機構  難治
性疾患実用化研究事業との共同研究）．厚生労働科
学研究費難 治性疾患 等政策 研究事業「 難治性炎症

性腸管障害に関する調査研究」令和 3年度第 2回総
会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

21 .  松浦稔，長沼誠，松岡克善，小林拓，猿田雅之，藤

井俊光，加藤順，加藤真吾，平井郁仁，渡辺憲治，
内野基，新崎信一郎，高木智久，新井勝大，虻川大
樹，中村志郎，久松理一：IBD腸管外合併症治療指

針の改訂． 厚生労働 科学研 究費難治性 疾患等政策
研究事業「 難治性炎 症性腸 管障害に関 する調査研
究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．2022年 1月
27日．  

22 .  松本主之，江﨑幹宏，大森鉄平，櫻庭裕丈，新崎新

一郎，杉本健，竹中健人，大塚和朗，長沼誠，馬場

重樹，久部高司，平岡佐規子，藤谷幹浩，松浦稔，
梁井俊一，渡辺憲治，仲瀬裕志，平井郁仁，緒方晴
彦，久松理一：炎症性腸疾患内視鏡診療ガイドライ

ン作成にむ けて．厚 生労働 科学研究費 難治性疾患
等政策研究 事業「難 治性炎 症性腸管障 害に関する
調査研究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．2022
年 1月 27日．  

23 .  杉田昭，二見喜太郎，池内浩基，根津理一郎，高橋

賢一，舟山裕士，板橋道朗，福島浩平，藤井久雄，

小金井一隆，東大二郎，小山文一，水島恒和，松岡
克善  ，平井郁仁，長堀正和，中村志郎，安藤朗，
久松理一，橋本秀樹：潰瘍性大腸炎治療例の予後  -
QOLの観点から -（ prospect ive  study）：横断研究
中間解析 ―．厚生労働科学研究費難治性疾患等政策
研究事業「 難治性炎 症性腸 管障害に関 する調査研

究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．2022年 1月
27日．  

24 .  石原聡一郎，味岡洋一，池内浩基，板橋道朗，内野

基，浦岡俊夫，大北喜基，岡林剛史，河内洋，小金
井一隆，斎藤豊，下田将之，杉田昭，菅井有，高橋
賢一，高丸博之，田中信治，仲瀬裕志，長沼誠，畑

啓介，東大二郎，藤井俊光，二見喜太郎，松浦稔，
松田圭二，松本主之，水島恒和，渡辺憲治，渡谷祐
介，山口直比古，吉田雅博，杉原健一，久松理一：

「炎症性腸 疾患関連 癌診療 ガイドライ ン」の作成
について． 厚生労働 科学研 究費難治性 疾患等政策
研究事業「 難治性炎 症性腸 管障害に関 する調査研

究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．2022年 1月
27日．  

25 .  清水俊明，水落建輝，清水泰岳，虻川大樹，新井勝

大，熊谷秀規，内田恵一，井上幹大，工藤孝広，石
毛崇，岩間達，国崎玲子，渡辺憲治，長沼誠，中村
志郎，久松理一：小児潰瘍性大腸炎・小児クローン

病治療指針 の改訂． 厚生労 働科学研究 費難治性疾
患等政策研 究事業「 難治性 炎症性腸管 障害に関す
る調査研究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．

2022年 1月 27日．  
26 .  清水俊明，熊谷秀規，  岩間達，  萩原真一郎，  工

藤孝広，高橋美智子，齋藤武，国崎玲子，内野基，

平岡佐規子，長沼誠，杉本健，三好潤，澁谷智義，
久松理一： トランジ ション のコンセン サス形成に
関するプロ ジェクト ．厚生 労働科学研 究費難治性

疾患等政策 研究事業 「難治 性炎症性腸 管障害に関
する調査研究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．
2022年 1月 27日．  

27 .  石毛崇，久松理一，清水俊明，渡辺憲治，新井勝大，

亀井宏一，工藤孝広，国崎玲子，徳原大介，長沼誠，

水落建輝，村島温子，猪野木雄太，岩田直美，岩間
達，肥沼幸，清水泰岳，神保圭佑，髙木祐吾，高橋
昌兵，趙有季，南部隆亮，西田大恭，萩原真一郎，

匹田典克，藤川皓基，細井賢二，細見周平，三上洋
平，三好潤，八木隆介，横山陽子： IBD患者に対す
る予防接種 に関する エキス パートコン センサス．

厚 生 労 働 科 学 研 究 費 難 治 性 疾 患 等 政 策 研 究 事 業
「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和 3
年度第 2回総会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

28 .  藤谷幹浩，安藤勝祥，稲場勇平，野村好紀，上野伸

展，盛一健太郎，前本篤男，蘆田知史，高後裕，仲
瀬裕志，山田聡，田中一之，櫻井俊之，猿田雅之，

八月朔日秀明，穂苅量太，岡昌平，平岡佐規子，加
賀谷尚史，田中敏宏，福井寿朗，鳥巣剛弘，齋藤大
祐，久松理一，長堀正和，加藤真吾，志賀永嗣，角

田洋一，渡辺憲治，中村志郎，池内浩基，林亮平，
田中信治，虻川大樹，佐々木誠人，飯塚政弘，飯島
英樹，水島恒和，小林清典，小林拓，内山和彦，長

沼誠，金井隆典，江崎幹宏，飯田智哉，田中浩紀，
馬場重樹，安藤朗，清水俊明，福田勝之，鈴木英雄，
大北喜基，松岡克善：炎症性腸疾患関連血栓症の全

国集計－最 終報告． 厚生労 働科学研究 費難治性疾
患等政策研 究事業「 難治性 炎症性腸管 障害に関す
る調査研究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．

2022年 1月 27日．  
29 .  板橋道朗，池内浩基，木村英明，福島浩平，藤井久

男，根津理一郎，二見喜太郎，杉田昭，鈴木康男，

久松理一： 潰瘍性大 腸炎周 術期の血栓 塞栓症に関
す る 多 施 設 前 向 き 研 究 Perioperat ive venous 
thromboembolism in  ulcerative co l it is :  a 
mult icenter  prospect ive  study in  Japan．厚生労
働科学研究 費難治性 疾患等 政策研究事 業「難治性
炎症性腸管障害に関する調査研究」令和 3年度第 2
回総会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

30 .  角田洋一，梅野淳嗣，河原真大，高川哲也，渡辺憲

治，中村志郎，仲瀬裕志，佐々木誠人，花井洋行，

冬野雄太，平野敦士，松本主之，久松理一，安藤朗，
木内喜孝，正宗淳：日本人炎症性腸疾患患者におけ
る染色体異 常モザイ クにつ いての検討 ．厚生労働

科学研究費 難治性疾 患等政 策研究事業 「難治性炎
症性腸管障害に関する調査研究」令和 3年度第 2回
総会．オンライン． 2022年 1月 27日．  

31 .  久松理一，三浦みき，清水泰岳，新井勝大，清水俊

明，岩間達，仲瀬裕志：本邦の炎症性腸疾患患者に
お け る EBウ ィ ル ス 感 染 状 況 に 関 す る 多 施 設 共 同

研究．厚生 労働科学 研究費 難治性疾患 等政策研究
事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」令
和 3年度第 2回総会．オンライン．2022年 1月 27日．  

32 .  竹中健人，大塚和朗，土屋輝一郎，渡辺守，安藤朗，

馬場重樹，大宮直木，小林拓，猿田雅之，櫻井俊之，
田中信治，林亮平，久松理一，松浦稔，平井郁仁，

松岡克善，松本主之，梁井俊一，山本博徳，矢野智
則，長沼誠，今枝博之，渡辺憲治：クローン病に対
す る 生 物 学 的 製 剤 に よ る 小 腸 粘 膜 治 癒 検 討  
(SEBIO study)．厚生労働科学研究費難治性疾患等
政策研究事 業「難治 性炎症 性腸管障害 に関する調
査研究」令和 3年度第 2回総会．オンライン． 2022
年 1月 27日．  

33 .  山田貴大，徳永創太郎，齋藤大祐，藤麻武志，荻原

良太，森久保拓，尾崎良，箕輪慎太郎，三井達也，

三浦みき，櫻庭彰人，林田真理，三好潤，松浦稔，
吉池信哉，久松理一：出血性痔核の経過観察中に出
現した特発性腸管嚢胞様気腫症の 1例．第 367回日

本消化器病学会関東支部例会．オンライン． 2021
年 12月 11日．  
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34.  西田晨也，國分茂博，土井弘義，廣石和正，井廻道

夫，川村直弘，清水孝夫，關里和：肝細胞癌ラジオ
波 治 療 に お け る 国 産 Thermo monitor下 電 極 長 可

変式 al faの有用性．第 44回日本肝臓学会西部会．岡
山． 2021年 12月 10日 .  

35 .  麻生喜祥，大塚弘毅，小島洋平，鶴見賢直，橋本佳

和，大木亜津子，竹内弘久，鈴木裕，大野亜希子，
久松理一，阪本良弘，柴原純二，大西宏明，阿部展
次：病期分 類別にみ た十二 指腸腺癌に おけるマイ

クロサテライト不安定性も検討．第 113回日本消化
器内視鏡学会関東支部例会．オンライン． 2021年
12月 4-5日．  

36 .  三好潤，尾崎良，米澤広美，松浦稔，久松理一：潰

瘍性大腸炎 の内視鏡 的活動 性を推定す る新たな腸
管超音波検 査指標の 開発： 腸管壁に占 める粘膜下

層の比率．第 113回日本消化器内視鏡学会関東支部
例会．オンライン． 2021年 12月 4-5日．  

37 .  神保陽子，大野亜希子，楠原光謹，柴原純二，久松

理一：生検組織診断分類 Group2病変における NBI
併用拡大観察による再検の有用性．第 113回日本消
化器内視鏡学会関東支部例会．オンライン． 2021
年 12月 4-5日．  

38 .  権藤興一，土岐真朗，落合一成，渡邉俊介，久松理

一：中等症 急性胆管 炎にお ける緊急内 視鏡治療の

検討．第 113回日本消化器内視鏡学会関東支部例会．
オンライン． 2021年 12月 4-5日．  

39 .  荻原良太，齋藤大祐，和田晴香，藤麻武志，森久拓 ,  
尾崎良，徳永創太郎 ,  箕輪  慎太郎，三井達也，三
浦みき，櫻庭彰人，林田真理，三好潤，松浦稔，久
松 理 一 ： MEFV遺 伝 子 変 異 を 伴 う 小 腸 病 変 を 有 す

る IBD unclass if iedの 2例．日本小腸学会．東京・
オンライン． 2021年 11月 27日．  

40 .  我妻康平，松本主之，江崎幹宏，国崎玲子，松浦稔，

大宮美香，荒木憲司，渡辺憲治，本谷聡，小林拓，
上野伸展，細見周平，横山薫，松野雄一，大井充，
新井勝大，石川大，酒見亮介，吉川周作，中村正直，

小山文一，横山純二，櫻庭裕丈，武田輝之，吉田雄
一朗，山本真義，細矢匡，久松理一，仲瀬裕志：内
視鏡所見を 中心とし た家族 性地中海熱 関連腸炎の

臨床像．第 12回日本炎症性腸疾患学会．東京・オン
ライン． 2021年 11月 26-27日．  

41 .  三浦みき，齋藤大祐，清水泰岳，三好潤，松浦稔，

工藤孝広，平山大輔，吉田正司，新井勝大，岩間達，
仲瀬裕志，清水俊明，久松理一：本邦の小児・成人
炎 症 性 腸 疾 患 患 者 に お け る Epstein-Barr  v irus感
染状況と関連因子の検討．第 12回日本炎症性腸疾
患学会．東京・オンライン． 2021年 11月 26-27日． 

42 .  松岡克善，久松理一，岩切龍一，西村邦彦，梶田美

香， Fernandez JL：中等症又は重症の潰瘍性大腸
炎患者にお けるベド リズマ ブの安全性 と有効性：
国内製造販売後調査（特定使用成績調査）の中間解

析．第 12回日本炎症性腸疾患学会．東京・オンライ
ン． 2021年 11月 26-27日．  

43 .  日比紀文，本谷聡，久松理一，平井郁仁，渡辺憲治，

松岡克善，猿田雅之，小林拓，Feagan BG，Tasset  
C，Besuyen R，Yun C，Crans G，Zhang J，近藤
陽，渡辺守：中等症～重症活動期 UC患者の寛解導

入療法としての f i lgotinibの有効性と安全性（日本
登録集団）．第 12回日本炎症性腸疾患学会．東京・
オンライン． 2021年 11月 26-27日．  

44 .  松岡克善，本谷聡，山本隆行，松浦稔，藤井俊光，

新崎信一郎，三上洋平，新井祥子，大島純一，遠藤
穣，湯浅博俊，星雅人，久松理一：瘍性大腸炎患者

を対象とし たトファ シチニ ブ特定使用 成績調査．

第 12回日本炎症性腸疾患学会．東京・オンライン．
2021年 11月 26-27日．  

45 .  久松理一， Annabel le  Yoon：新規クローン病の治

療選択およ び生物学 的製剤 使用に関わ る背景因子  
～データベース研究からの報告～．第 12回日本炎
症性腸疾患学会．東京・オンライン． 2021年 11月
26-27日．  

46 .  Abreu MT, Danese S,  Sandborn WJ,  Miao  Y,  
Zhang H,  Tikhonov I,  Panacc ione R,  Hisamatsu 
T,  Scherl  EJ,  Leong RW, Rowbotham DS, 
Arasaradnam RP, Af if  W, Peyr in-Biroulet L,  
Sands BE, Marano C：潰瘍性大腸炎に対する 3年
間のウステ キヌマブ 治療に よるの有効 性および安
全性：UNIFI長期投与試験．第 12回日本炎症性腸疾
患学会．東京・オンライン． 2021年 11月 26-27日． 

47 .  久 松 理 一 ： IBD 診 断 治 療 の 最 前 線 ：  Treat to  
Target  (T2T) の意義．JDDW 2021教育講演．神戸・
オンライン． 2021年 11月 7日．  

48 .  久松理一：ランチョンセミナー 59：潰瘍性大腸炎の

治 療 実 態 を 見 直 す −レ セ プ ト デ ー タ ベ ー ス 研 究 か
ら −．JDDW 2021．神戸・オンライン．  2021年 11
月 4-6日．  

49 .  久 松 理 一 ： Observation o f  ulcerat ive co l it is  by 
Linked Color Imaging (Linked Color Imagingに
よる潰瘍性大腸炎の観察 )  ． JDDW 2021．神戸・
オンライン．  2021年 11月 4-6日．  

50 .  三好潤，松岡克善，久松理一：機械学習を用いた潰

瘍性大腸炎におけるベドリズマブ  の有効性予測．
JDDW 2021．神戸・オンライン．  2021年 11月 4-6
日．  

51 .  小島洋平，橋本佳和，大木亜津子，竹内弘久，鈴木

裕，大野亜希子，久松理一，柴原純二，村本喬，大
圃研，香田弘知，森川鉄平，阪本良弘，阿部展次：

十二指腸腫 瘍におけ る粘液 形質別の臨 床病理学的
特徴の検討．JDDW 2021．神戸・オンライン． 2021
年 11月 4-6日．  

52 .  楠原光謹，大野亜希子，加藤敦士，宮本尚彦，八谷

隆仁，羽田裕，神保陽子，木下美咲，大山  学，菅
間博，久松理一：ヒトパピローマウイルスの感染に

より発症し た肛門 上皮内腫 瘍に対し ESDを施行し
た 2例．JDDW 2021．神戸・オンライン．  2021年
11月 4-6日．  

53 .  麻生喜祥，小島洋平，橋本佳和，大木亜津子，竹内

弘久，鈴木裕，大野亜希子，久松理一， 柴原純二，
村元喬，大圃研，香田弘知，森川鉄平，阪本良弘，

阿部展次： 十二指腸 腫瘍に おける粘液 形質別の臨
床病理学的特徴の検討． JDDW 2021．神戸・オン
ライン． 2021年 11月 4-6日．  

54 .  關里和，川村直弘，加藤敦士，北濱圭一郎，三浦み

き，下山田博明，黒木一典，柴原純二，森秀明，久
松理一：診断に苦慮した肝内胆管癌の 1例．日本超

音波医学会第 33回関東甲信越地方会学術集会．松
本・オンライン・ 2021年 10月 16-17日．  

55 .  神林孔明，渡邉俊介，土岐真朗，北田修一，野坂岳

志，後藤知之，落合一成，権藤興一，松木亮太，小
暮正晴，鈴木裕，阪本良弘，久松理一：高齢者総胆
管結石症内 視鏡治療 例にお ける入院前 居住環境へ

の退院困難因子の検討．第 57回日本胆道学会学術
集会．横浜． 2021年 10月 7-8日．  

56 .  野坂岳志，渡邉俊介，神林孔明，北田修一，後藤知

之，落合一成，権藤興一，松木亮太，小暮正晴，中
村健二，土岐真朗，鈴木裕，阪本良弘，森秀明，久
松理一：副 乳頭切開 術が再 発性膵炎の 予防に有用

であった不完全型膵管癒合不全の１例．第 52回日
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本膵臓学会大会．東京・オンライン．2021年 9月 23
日．  

57 .  松木亮太，岡野尚弘，吉田智幸，新井孝明，権藤興

一，渡邉俊介，小暮正晴，土岐真朗，鈴木裕，古瀬
純司，阪本良弘：局所進行膵癌に対する化学療法後
の外科的切除は積極的に導入すべきか？第 52回日

本膵臓学会大会．東京・オンライン．2021年 9月 23
日．  

58 .  荻本直尭，権藤興一，山田貴大，川本翔，小松悠香，

神林孔明，野坂岳志，落合一成，渡邊俊介，松木亮
太，小暮正晴，土岐真朗，鈴木裕，萬昂士，下山田
博明，藤原正親，柴原純二，阪本良弘，久松理一：

胆管内への 膨張性発 育を呈 した肝外胆 管神経内分
泌癌の 1例．日本消化器病学会関東支部第 366回例
会．オンライン． 2021年 9月 18日．  

59 .  平塚智也，楠原光謹，宮本尚彦，羽田裕，神保陽子，

大野亜希子，久松理一，新倉保，三戸部次郎：ミト
コンドリア 遺伝子解 析で診 断された日 本海裂頭条

虫の一例．第 366回日本消化器病学会関東支部例会．
オンライン． 2021年 9月 18日．  

60 .  加藤敦士，川村直弘，荻原良太，箕輪慎太郎，三井

達也，三浦みき，關里和，田中利明，北濱圭一郎，
下山田博明，柴原純二，森秀明，久松理一：Basedow
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査の有用性 ・安全性 に関す る多施設共 同前向き研
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平岡佐規子，梁井俊一，松本主之，山本章二朗，橋
本真一，都築義和，大井充，日浅陽一，細見周平，

久松理一： 治療指針 に反映 させるため のエビデン
スに基づい た難治性 炎症性 腸疾患に対 する治療ポ
ジショニングの構築 (AMED長沼班との連携プロジ

ェクト )．厚生労働科学研究費難治性疾患等政策研
究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」
令和 3年度第 1回総会．オンライン．2021年 7月 15日． 

84 .  松浦稔，長沼誠，松岡克善，小林拓，猿田雅之，藤

井俊光，加藤順，加藤真吾，平井郁仁，渡辺憲治，
内野基，新崎信一郎，高木智久，新井勝大，虻川大

樹，中村志郎，久松理一：IBD腸管外合併症治療指
針の改訂． 厚生労働 科学研 究費難治性 疾患等政策
研究事業「 難治性炎 症性腸 管障害に関 する調査研

究」令和 3年度第 1回総会．オンライン．2021年 7月
15日．  

85 .  杉田昭，二見喜太郎，池内浩基，根津理一郎，高橋

賢一，舟山裕士，板橋道朗，水島恒和，篠崎大，畑
啓介，福島浩平，藤井久雄，小金井一隆，東大二郎，
小山文一，松岡克善  ，平井郁仁，長堀正和，中村
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志郎，安藤朗，久松理一，橋本秀樹：潰瘍性大腸炎
治 療 例 の 予 後  -QOL の 観 点 か ら - （ prospect ive  
study）：横断研究中間解析 ―．厚生労働科学研究

費難治性疾 患等政策 研究事 業「難治性 炎症性腸管
障害に関する調査研究」令和 3年度第 1回総会．オ
ンライン． 2021年 7月 15日．  

86 .  石原聡一郎，味岡洋一，池内浩基，板橋道朗，内野

基，浦岡俊夫，大北喜基，岡林剛史，河内洋，小金
井一隆，斎藤豊，下田将之，杉田昭，菅井有，高橋

賢一，高丸博之，田中信治，仲瀬裕志，長沼誠，畑
啓介，東大二郎，藤井俊光，二見喜太郎，松浦稔，
松田圭二，松本主之，水島恒和，渡辺憲治，渡谷祐

介，山口直比古，吉田雅博，杉原健一，久松理一：
「炎症性腸 疾患関連 癌診療 ガイドライ ン」の作成
について． 厚生労働 科学研 究費難治性 疾患等政策

研究事業「 難治性炎 症性腸 管障害に関 する調査研
究」令和 3年度第 1回総会．オンライン．2021年 7月
15日．  

87 .  清水俊明，水落建輝，清水泰岳，虻川大樹，新井勝

大，熊谷秀規，内田恵一，井上幹大，工藤孝広，石
毛崇，岩間達，国崎玲子，渡辺憲治，長沼誠，中村

志郎，久松理一：小児潰瘍性大腸炎・小児クローン
病治療指針 の改訂． 厚生労 働科学研究 費難治性疾
患等政策研 究事業「 難治性 炎症性腸管 障害に関す

る調査研究」令和 3年度第 1回総会．オンライン．
2021年 7月 15日．  

88 .  清水俊明，熊谷秀規，岩間達，萩原真一郎，工藤孝

広，高橋美智子，齋藤武，国崎玲子，内野基，平岡
佐規子，長沼誠，杉本健，三好潤，澁谷智義，久松
理一：トラ ンジショ ンのコ ンセンサス 形成に関す

るプロジェ クト．厚 生労働 科学研究費 難治性疾患
等政策研究 事業「難 治性炎 症性腸管障 害に関する
調査研究」令和 3年度第 1回総会．オンライン．2021
年 7月 15日．  

89 .  小林拓，本谷聡，中村志郎，山本隆行，長堀正和，

田中信治，久松理一，平井郁仁，仲瀬裕志，渡辺憲

治，松本主之，田中正則，阿部貴行，鈴木康夫，渡
辺守，日比紀文，加藤真吾，前本篤男，松浦稔，酒
見亮介，佐々木誠人，辻川知之，江崎幹宏，深田憲

将，北村和哉，平岡佐規子，穂刈量太，石原俊治，
溝下勤，内藤裕二，小俣富美雄，猿田雅之，吉野琢
哉：インフ リキシマ ブ治療 によって寛 解維持され

た潰瘍性大 腸炎患者 に対す るインフリ キシマブ治
療 の 中 止 お よ び 継 続 群 の 寛 解 維 持 率 比 較 研 究
（ HAYABUSA試験）結果報告．厚生労働科学研究

費難治性疾 患等政策 研究事 業「難治性 炎症性腸管
障害に関する調査研究」令和 3年度第 1回総会．オ
ンライン． 2021年 7月 15日．  

90 .  角田洋一，志賀永嗣，木内喜孝，河原真大，安藤  朗，

高川哲也，渡辺憲治，遠藤克哉，新堀哲也，久松  理
一，正宗  淳：NUDT15遺伝子型に基づき最適化さ

れた安全か つ有効的 なチオ プリンによ る免疫調節
療法の開発（ pre/post MENDEL study）．厚生労働
科学研究費 難治性疾 患等政 策研究事業 「難治性炎

症性腸管障害に関する調査研究」令和 3年度第 1回
総会．オンライン． 2021年 7月 15日．  

91 .  藤谷幹浩，安藤勝祥，稲場勇平，野村好紀，上野伸

展，盛一健太郎，前本篤男，蘆田知史，高後裕，仲
瀬裕志，山田聡，田中一之，櫻井俊之，猿田雅之，
八月朔日秀明，穂苅量太，岡昌平，平岡佐規子，加

賀谷尚史，田中敏宏，福井寿朗，鳥巣剛弘，齋藤大
祐，久松理一，長堀正和，加藤真吾，志賀永嗣，角
田洋一，渡辺憲治，中村志郎，池内浩基，林亮平，

田中信治，虻川大樹，佐々木誠人，飯塚政弘，飯島
英樹，水島恒和，小林清典，小林拓，内山和彦，長
沼誠，金井隆典，江崎幹宏，飯田智哉，田中浩紀，

馬場重樹，安藤朗，清水  俊明，福田勝之，鈴木英
雄，大北喜基，松岡克善：炎症性腸疾患関連血栓症
の予防的抗血栓 療法の有効 性に関する前向 き試験．

厚 生 労 働 科 学 研 究 費 難 治 性 疾 患 等 政 策 研 究 事 業
「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和 3
年度第 1回総会．オンライン． 2021年 7月 15日．  

92 .  松本主之，江﨑幹宏，緒方晴彦，久松理一：炎症性

腸疾患内視 鏡診療ガ イドラ イン作成に むけて．厚
生労働科学 研究費難 治性疾 患等政策研 究事業「難

治性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和 3年度
第 1回総会．オンライン． 2021年 7月 15日．  

93 .  竹中健人，大塚和朗，土屋輝一郎，渡辺守，安藤朗，

馬場重樹，大宮直木，小林拓，猿田雅之，櫻井俊之，
田中信治，林亮平，久松理一，松浦稔，平井郁仁，
松岡克善，松本主之，梁井俊一，山本博徳，矢野智

則，長沼誠，今枝博之，渡辺憲治：クローン病に対
す る 生 物 学 的 製 剤 に よ る 小 腸 粘 膜 治 癒 検 討  
(SEBIO study)．厚生労働科学研究費難治性疾患等

政策研究事 業「難治 性炎症 性腸管障害 に関する調
査研究」令和 3年度第 1回総会．オンライン． 2021
年 7月 15日．  

94 .  三浦みき，久松理一，清水泰岳，新井勝大，清水俊

明，岩間達，仲瀬裕志：本邦の炎症性腸疾患患者に
お け る EBウ ィ ル ス 感 染 状 況 に 関 す る 多 施 設 共 同

研究．厚生 労働科学 研究費 難治性疾患 等政策研究
事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」令
和 3年度第 1回総会．オンライン．2021年 7月 15日．  

95 .  平塚智也，藤川やすえ，大島康太，宮本尚彦，羽田

裕，楠原光謹，大野亜希子，岡部直太，柴原純二，
久松理一：剖検によって診断した血管内大細胞型 B
細胞リンパ腫の 1例．第 365回日本消化器病学会関
東支部例会．オンライン． 2021年 7月 10日．  

96 .  久松理一：ランチョセミナー 1： IBD治療における

抗 TNFα抗体製剤の位置づけを整理する．第 58回日
本消化器免疫学会総会．京都・オンライン． 2021
年 7月 2-3日．  

97 .  久松理一： COVID-19と IBD診療  ～今わ かってい

ることとこれからの課題～（基調講演）．第 58回日
本消化器免疫学会総会．京都・オンライン． 2021
年 7月 2-3日．  

98 .  小栗典明，松浦稔，和田晴香，森久保拓，尾崎良，

徳永創太郎，箕輪慎太郎，三井達也，三浦みき，斎

藤大祐，櫻庭彰人，林田真理，三好潤，久松理一：
当 院 に お け る COVID-19に 罹 患 し た 炎 症 性 腸 疾 患
患者についての検討．第 58回日本消化器免疫学会

総会．京都・オンライン． 2021年 7月 2-3日．  
99 .  日比則孝，小林拓，黒沼智，竹内修，久松理一，日

比紀文：腸管マクロファー ジの IL-1Rを介した IL-
10産生について．第 58回日本消化器免疫学会総会．
京都・オンライン． 2021年 7月 2-3日．  

100.  松浦稔，本澤有介，山本修司，仲瀬裕志：潰瘍性大

腸炎とサイトメガロウイルス感染．第 58回日本消
化器免疫学会総会．京都・オンライン．2021年 7月
2-3日．  

101.  徳永創太郎，齋藤大祐，三好潤，松浦稔，久松理一： 
家族性地中 海熱関連 腸炎に おける小腸 および大腸
内視鏡所見に関する検討．第 112回日本消化器内視

鏡学会関東支部例会．オンライン． 2021年 6月 13-
14日．  

102.  羽田裕，大野亜希子，加藤敦士，宮本尚彦，八谷隆

仁，楠原光謹，神保陽子，吉敷智和，須並英二，藤
原正親，柴原純二，久松理一：ESDから移行した外
科的切除に より病理 学的に 偽浸潤が明 らかになっ
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た早期大腸癌の 1例．第 112回日本消化器内視鏡学
会関東支部例会．オンライン．2021年 6月 13-14日．  

103.  麻生喜祥，小島洋平，鶴見賢直，橋本佳和，大木亜

津子，竹内弘久，鈴木裕，大野亜希子，久松理一，
柴原純二，村元喬，大圃研，香田弘知，森川鉄平，
阪本良弘，阿部展次：十二指腸腺腫および腺癌の臨

床病理学的検討．第 112回日本消化器内視鏡学会関
東支部例会．オンライン． 2021年 6月 13-14日．  

104.  久松理一： さまざま な疾患 領域の分子 標的療法か

ら ヒ ト 免 疫 を 横 断 的 に 理 解 す る -TNF阻 害 療 法 と
JAK阻害療法はなぜ効くのか -消化器内科領域．日
本臨床免疫 学会免疫 疾患横 断セミナー シリーズ：

Human Immunology Networking Seminar．オン
ライン． 2021年 5月 29日．  

105.  芝﨑翔平，岸野智則，砂原さくら，横山智美，原島

敬一郎，中島哲，川村直弘，森秀明，大西宏明，渡
邊卓：健常 若年女性 におけ る夕方の生 理的下腿浮
腫について．日本超音波医学会第 94回学術集会．神

戸・オンライン． 2021年 5月 21-23日 .  
106.  森秀明：クイズ討論会・解説．肝腫瘤の 1例．日本

超音波医学会第 94回学術集会．神戸・オンライン．

2021年 5月 21-23日．  
107.  久 松 理 一 ： JSGE Core Sess ion 2 ： Advanced 

Diagnostic  Endoscopy：大腸腫瘍 IEEの課題と将来

展望（特別発言）．第 101回 日本消化器内視鏡学会
総会．広島・オンライン． 2021年 5月 14-16日．  

108.  尾崎良，齋藤大祐，徳永創太郎：Deep remissionが

得られた潰 瘍性大腸 炎患者 における再 燃予測に関
する探索的研究．第 101回日本消化器内視鏡学会総
会．広島・オンライン． 2021年 5月 14-16日．  

109.  権藤興一，土岐真朗，久松理一，神林孔明，野坂岳

志，北田修一，後藤知之，落合一成，渡邉俊介：当
院における 中等症急 性胆管 炎に対する 緊急内視鏡

治療の検討．第 101回日本消化器内視鏡学会総会．
広島・オンライン． 2021年 5月 14-16日．  

110.  久松理一： 腸管ベー チェッ ト病の自然 史と類縁疾

患を含めた鑑別診断．第 65回日本リウマチ学会総
会．オンライン． 2021年 4月 27日．  

111.  芳鐘一，権藤興一，神林孔明，北田修一，野坂岳志，

後藤知之，落合一成，渡邉俊介，土岐真朗，磯谷一
暢，岡部直太，大森嘉彦，藤原正親，柴原純二，久
松理一：EUS-FNAで診断し得た膵悪性リンパ腫の

1例．第 364回日本消化器病学会関東支部例会．オ
ンライン． 2021年 4月 24日．  

112.  關里和，櫻井裕之，久松理一：Chronic  enteropathy 
associated with SLCO2A1(CEAS) に お け る
SLCO2A1トラン スポー タ ーの機能 解析．第 107回
日本消化器病学会総会．東京・オンライン． 2021
年 4月 15-17日．  

113.  久松理一：ランチョンセミナー 4：国内エビデンス

を活かした IBD治療の最適化 “クローン病 ”．第 107
回日本消化器病学会総会．東京・オンライン．2021
年 4月 15-17日．  

114.  久松理一：分子標的治療薬全盛時代を迎えた IBD治

療の課題（基調講演）．第 107回日本消化器病学会
総会．東京・オンライン． 2021年 4月 15-17日．  

研究会等発表  

1.  久松理一： 潰瘍性大 腸炎診 療の現状と 治療最適化

をあらためて考える．南大阪 IBD病診連携セミナー．
オンライン． 2022年 3月 31日  ．  

2.  権藤興一，山田貴大，川本翔，神林孔明，野坂岳志，

落合一成，渡邉俊介，土岐真朗：閉塞性黄疸を伴っ
た膵頭部領域の腫瘤性病変．肝胆膵外科・消化器内

科合同カンファレンス．オンライン．2022年 3月 24
日．  

3.  久松理一：潰瘍性大腸炎の診断と治療について．レ

クチャーミ ーティン グ～潰 瘍性大腸炎 を考える～
オンライン． 2022年 3月 11日  ．  

4.  松浦稔：潰瘍性大腸炎の診断と治療． EAファーマ  
MR研修会．オンライン． 2022年 3月 8日．  

5.  三好潤： IBD腸管エコーの 始め方 -どう活かすか -．
IBD Modal i ty  Web Seminar．オンライン．2022年
3月 3日．  

6.  久松理一：クローン病マネジメントの Up To  Date．
IBD治療フォーラム in水戸．オンライン．2022年 3
月 2日．  

7.  久松理一：ライフステージに沿った IBD診療を考え

る（総合討論・司会）．IBD web forum．オンライ

ン． 2022年 2月 26日．  
8.  渡邉俊介： 集学的な 治療を 行うも究明 し得なかっ

た ERCP後重症急性膵炎の 1例．第 2回重症急性膵炎

合併症を考える会．オンライン． 2022年 2月 22日． 
9.  三好潤：症 例から学 ぶ炎症 性腸疾患に おける腸管

エコー．ちば IBDゼミ．オンライン．2022年 2月 10
日．  

10 .  森秀明：腹部エコーマスター講座（ STEP2：アドバ

ンスドセミナー）．アスリードセミナー．オンライ

ン． 2022年 2月 9日 -3月 2日．  
11 .  大 野 亜 希 子 ： 第 5回 大 腸 ESDト レ ー ニ ン グ コ ー ス

（遠隔スタイル）講師．東京． 2022年 2月 6日．  
12 .  森秀明：胆 道．超音 波スク リーニング 研修講演会

2021．オンライン． 2021年 12月 18日 -2022年 1月 1
日  

13 .  三好潤：炎症性腸疾患診療における腸管エコー．ヤ

ンセンファーマ社内講演会．オンライン． 2021年
12月 16日．  

14 .  久松理一： Biologics時代のクローン病治療～栄養

療法の意義も含めて～．福岡消化管懇話会．オンラ
イン． 2021年 12月 10日  ．  

15 .  土岐真朗：膵癌早期発見に向けて．西東京市消化器

科医会学術講演会．オンライン． 2021年 12月 1日． 
16 .  土 岐 真 朗 ： 胆 管 用 ガ イ ド ワ イ ヤ ー 第 1弾 ． COOK 

Medical Japan & SOLVE 社内講演会．オンライ
ン． 2021年 11月 25日 .  

17 .  三好潤：幼 少期腸内 微生物 叢の発達と 宿主への影

響．滋賀県産婦人科・小児科合同 web講演会．オン
ライン． 2021年 11月 19日．  

18 .  久松理一：潰瘍性大腸炎治療戦略  長期試験結果か

らみたステラーラ ®への期待． Stelara Ulcerat ive  
Col i tis  Web Seminar．オンライン． 2021年 11月 2
日．  

19 .  大野亜希子 ：稀な偶 発症に 学ぶ内視鏡 関連のリス

クマネジメント．大腸内視鏡検査 WEBセミナー．
オンライン． 2021年 10月 27日．  

20 .  松浦稔：IBD治療における免疫調節薬．ヤンセンフ

ァーマ Web社内勉強会．オンライン． 2021年 10月
26日．  

21 .  久松理一： HUMIRA IBD Forum 2021 in Tokyo．
オンライン． 2021年 10月 23日．  

22 .  土岐真朗：膵疾患と糖尿病．Digestive Disease Web 
Seminar．オンライン． 2021年 10月 15日．  

23 .  松浦稔： IBD診療における基本と注意点  ～治療指

針の改訂点を含めて～．北多摩 IBD医療連携講演会．

オンライン． 2021年 10月 7日．  



35 
 

24.  三好潤：幼少期腸内微生物叢と炎症性腸疾患．腸内

微生物叢研究の最前線シリーズ．オンライン．2021
年 9月 30日．  

25 .  久松理一：COVID-19下の潰瘍性大腸炎に対する治

療 戦 略 ～ ウ ス テ キ ヌ マ ブ に 期 待 さ れ る 役 割 ～ ．
STG-IBDミーティング．オンライン．2021年 9月 24
日．  

26 .  久松理一： 接着分子 を標的 とした炎症 性腸疾患治

療薬 Vedol izumabの安全性・有効性について．GI-
Forum．オンライン． 2021年 9月 14日．  

27 .  森秀明：腹部エコーマスター講座（ STEP１：ビギ

ナー向けセミナー）．アスリードセミナー．オンラ

イン． 2021年 8月 18日 -年 9月 8日配信．  
28 .  久 松 理 一 ： 潰 瘍 性 大 腸 炎 の Up To Date． 消 化 器

WEBセミナー．オンライン． 2021年 9月 10日．  
29 .  土岐真朗：HILZOstent．第 1回胆膵ゲシュタルト研

究会．オンライン． 2021年 9月 4日．  
30 .  土 岐 真 朗 ： 内 視 鏡 的 結 石 除 去 術 に よ る suction 

methodの有用性．第 1回胆膵ゲシュタルト研究会．
オンライン． 2021年 9月 4日．  

31 .  久松理一： 令和２年 度治療 指針改定の ポイントと

COVID-19への対応．長野県  IBD Expert seminar．
オンライン． 2021年 7月 21日．  

32 .  久松理一： 最新の潰 瘍性大 腸炎治療に おけるゼル

ヤンツの位置づけ～ with コロナ時代を迎えて～．
第 2回 ゼルヤンツ潰 瘍大腸 炎適正使用講演 会 in  群
馬．オンライン． 2021年 7月 20日．  

33 .  大野亜希子 ：上部消 化管出 血に対する 緊急内視鏡

の変遷．消化器・循環器領域 Web Seminar-地域を
見据えた医療を考える -．オンライン． 2021年 7月
16日．  

34 .  大野亜希子：クリニカルセッション「大腸内視鏡検

査の pros  and cons」―RDI―．第 23回首都消化器内

視鏡懇談会．オンライン． 2021年 7月 15日．  
35 .  久松理一：本邦における IBD治療の変遷～過去・現

在・未来～．ペンタサ発売 25周年記念 WEB講演会．

オンライン． 2021年 6月 23日．  
36 .  三好潤：潰 瘍性大腸 炎診療 における腸 管エコーの

実際． GIUS Seminar 〜 Virtual L ive ,  IBDを腸管

エコーで診るコツ〜．オンライン．2021年 6月 21日． 
37 .  松浦稔：IBDにおける免疫調節薬の役割．武田薬品

工業医学教育会．オンライン． 2021年 6月 17日．  
38 .  久 松 理 一 ： 令 和 2 年 度 治 療 指 針 改 定 の ポ イ ン ト

COVID-19 へ の 対 応 ． ヒ ュ ミ ラ  Internet Live  
Seminar．オンライン． 2021年 6月 9日．  

39 .  久 松 理 一 ： ク ロ ー ン 病 に お け る Vedol izumabの 安

全性・有用性について．Takeda IBD Webセミナー．
オンライン． 2021年 5月 26日．  

40 .  久松理一： IBDの最新トピックス．サザン IBDカン

ファレンス．オンライン． 2021年 5月 19日．  
41 .  土岐真朗，松浦稔，渡邉俊介，大野亜希子，齋藤大

祐，倉井大輔，古瀬純司，久松理一，春木真由美，
池田優子，菅野彩，種岡貴子：内視鏡診療の運営と
感染防護対策について．院内感染対策講演会．三鷹

市． 2021年 5月 19日．  
42 .  久松理一：炎症性腸疾患のトピックス～ PPIと腸内

細菌の関係も含めて～．武蔵野消化器・肝疾患医療

連携懇談会．オンライン． 2021年 5月 18日．  
43 .  久松理一：IBDのマネジメント〜腸管外合併症を含

めて〜．炎症性腸疾患セミナー．オンライン．2021
年 4月 7日．  

44 .  久 松 理 一 ： IBD治 療 に お け る T2T戦 略 （ Treat to  
Target  strategy）．Kyorin WEBサロン．オンライ
ン． 2021年 4-5月配信．  

45 .  松浦稔： IBDに対する内科的治療  －薬剤特性から

みた適応選択－． JIMRO Web社内招聘研修会．オ
ンライン． 2021年 4月 1日．  

公開講座等  

1.  久松理一：新型コロナウイルスと  IBD 診療  ー患

者さんの行 動変容を 含めて ー．日本炎 症性腸疾患

学会主催市民公開講座．オンライン． 2021年 11月
29日 -2022年 1月 10日配信．  
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f i lgot inib  as induct ion and maintenance therapy 
for  Japanese  patients with moderately to  
severe ly act ive ulcerat ive col it is :  a post -hoc  
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2.  久松理一（監修）：ウルトラ図解  潰瘍性大腸炎・

クローン病．法研． 2021.  
3.  久 松 理 一 （ 分 担 執 筆 ） ： 潰 瘍 性 大 腸 炎 ulcerat ive  

coli t is．専門医のための消化器病学第 3版．下瀬川

徹，渡辺守  監修．木下芳一，金子周一，樫田博史，
村 上 和 成 ， 安 藤 朗 ， 糸 井 隆 夫  編 集 ． 医 学 書 院 ．
2021.p189．  

4.  久松理一（分担執筆）：IV-10 潰瘍性大腸炎．門脇

孝，小室一成，宮地良樹  監修．日常診療に活かす
診療ガイドライン UP-TO-DATE 2022-2023．メデ

ィカルレビュー社． 2021． P284-292．  
5.  久松理一（分担執筆）： I 総論  クローン病および

潰瘍性大腸炎．生物学的製剤適正使用ガイド．藤尾

圭志  編集．合同会社クリニコ出版．2021．42-52．  
報告書  

1.  久松理一：厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患

政策研究事 業）難治 性炎症 性腸管障害 に関する調

https://search.jamas.or.jp/search/do/detail/sidx/0
https://search.jamas.or.jp/search/do/detail/sidx/0
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査研究（令和 3年度）総括 /分担研究報告書  ：総括
研究報告．  

2.  久松理一：AMED難治性疾患実用化研究事業  ベー

チェット病 の病態解 明およ び治療法開 発を目的と
した全国レジストリの構築（令和 3年度）  分担研
究報告書．  

その他  

受  賞  

1.  三 好 潤 ： 2021 年 度 Award for  Outstanding 
Reviewers（ Internal  Medicine誌）．  

2.  三好潤：2021年度日本消化器関連学会週間（ JDDW）

若手奨励賞  
3.  三好潤：第 10回杏林医学会研究奨励賞．  
4.  林田真理： 2021年度杏林大学医学部研究奨励賞．  
学会主催  

1.  久松理一：日本消化器病学会関東支部第 366回例会  
学会主催． 2021年 9月 18日．  

厚生労働省班会議主催  
1.  久松理一： 厚生労働 科学研 究費難治性 疾患等政策

研究事業「 難治性炎 症性腸 管障害に関 する調査研
究」令和 3年度第 1回総会．オンライン．2021年 7月
15日．  

2.  久松理一： 厚生労働 科学研 究費難治性 疾患等政策

研究事業「 難治性炎 症性腸 管障害に関 する調査研

究」令和 3年度第 2回総会．オンライン．2022年 1月
27日．  

 
 

糖尿病・内分泌・代謝内科学教室  

 
講  演  

1.  近藤琢磨：肝疾患を意識した 2型糖尿病治療の実践．

糖尿病と脂 肪肝につ いて考 える会．オ ンライン．

2021年 4月 9日．  
2.  近藤健，近藤琢磨，北原敦子，澤井梓，石本麻衣，

炭谷由計，高橋和人，田中利明，三好秀明，安田和

基：膵 β細胞における Nrf2のインスリン転写への影
響に関する検討．第 64回日本糖尿病学会年次学術
集会．オンライン． 2021年 5月 20-22日．  

3.  竹脇史絵，中島華子，竹脇大貴，橋本善隆，田中良

紀，中島淳二，大野裕史，安田和基，福井道明： 2
型糖尿病患 者におけ るアカ ルボース投 与前後の腸

内細菌叢の変化．第 64回日本糖尿病学会年次学術
集会．オンライン． 2021年 5月 20-22日．  

4.  七条裕孝，近藤琢磨，高木祐司，樂得隆之，勝又明

彦，佐々木有紀，箕輪久美，炭谷由計，田中利明，
安田和基：1型糖尿病合併妊娠におけるインスリン
投与量の検討．第 64回日本糖尿病学会年次学術集

会．オンライン． 2021年 5月 20-22日．  
5.  北原敦子，高橋和人，近藤健，近藤琢磨，安田和基：

MIN6細 胞 か ら の MCP-1と VEGF120分 泌 に 対 す る

アシル化グレリンの影響の検討．第 64回日本糖尿
病学会年次学術集会．オンライン． 2021年 5月 20-
22日．  

6.  宇田川陽秀，舟橋伸昭，中野堅太，柳田圭介，岡村

匡史，添田光太郎，南茂隆生，平本正樹，西村渉，
進藤英雄，今泉美佳，植木浩二郎，安田和基：内臓

脂肪組織の 脂肪細胞 と中皮 細胞におけ る転写因子
Gata5の 機 能 解 析 ． 第 64回 日 本 糖 尿 病 学 会 年 次 学
術集会．オンライン． 2021年 5月 20-22日．  

7.  南茂隆生，福井健司，小澤純二，下村伊一郎，安田

和基：自然発症 2型糖尿病モデルマウスの環境因子
による膵島 エピゲノ ム変化 とゲノム多 型に関する
網羅的検討．第 64回日本糖尿病学会年次学術集会．

オンライン． 2021年 5月 20-22日．  
8.  南塚拓也，前澤善朗，宇田川陽秀，馬場雄介，遠藤

裕介，安田和基，横手幸太郎：内臓脂肪前駆細胞に

発 現 す る 転 写 因 子 Tcf21は 脂 肪 分 化 を 抑 制 し 炎 症
保護的に機能する．第 64回日本糖尿病学会年次学
術集会．オンライン． 2021年 5月 20-22日．  

9.  川﨑英二，島田朗，今川彰久，阿比留教生，粟田卓

也，及川洋一，大澤春彦，梶尾裕，川畑由美子，小
澤純二，小林哲郎，高橋和眞，中條大輔，福井智康，

三浦順之助，安田和基，安田尚史，花房俊昭，池上
博司： 1型糖尿病における IA-2抗体 RIA法と ELISA
法の比較検討  1型糖尿病の成因・病態に関する調

査研究委員会報告．第 64回日本糖尿病学会年次学
術集会．オンライン． 2021年 5月 20-22日．  

10 .  梶尾裕，中條大輔，今川彰久，安田和基，霜田雅之，

小谷紀子，阿比留教生，粟田卓也，池上博司，及川
洋一，大澤春彦，香月健志，川﨑英二，小澤純二，
島田朗，高橋和眞，土屋恭一郎，長澤幹，福井智康，

安田尚史，春日雅人，小林哲郎，花房俊昭：日本人
1型 糖 尿 病 の 包 括 的 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 と 臨 床 研
究への展開 (TIDE-J) (第 9報 )．第 64回日本糖尿病学

会年次学術集会．オンライン．2021年 5月 20-22日．  
11 .  梶尾裕，中條大輔，今川彰久，安田和基，霜田雅之，

小谷紀子，阿比留教生，粟田卓也，池上博司，及川

洋一，大澤春彦，香月健志，川﨑英二，小澤純二，
島田朗，高橋和眞，土屋恭一郎，長澤幹，福井智康，
安田尚史，春日雅人，小林哲郎，花房俊昭： 1型糖

尿病の病態研究フロントライン  日本人 1型糖尿病
の包括的デ ータベー スの構 築と臨床研 究への展開
(TIDE-J)．第 64回日本糖尿病学会年次学術集会．

オンライン． 2021年 5月 20-22日．  
12 .  安田和基：糖尿病遺伝因子から見た膵 β細胞．Is le t 

Bio logy研 究 会 21． オ ン ラ イ ン ． 2021年 6月 12日 ． 
13 .  近 藤 琢 磨 ： 新 しい GLP-1受 容 体 作 動 薬 を 活か し た

糖尿病治療．GLP-1 Web講演会，オンライン．2021
年 6月 22日．  

14 .  安田和基  ：インスリン発見 100周年にみる、糖尿

病診療の現在と未来．武蔵野市医師会学術講演会．
オンライン． 2021年 6月 23日．  

15 .  安田和基：糖尿病とミトコンドリアについて．大日

本住友社内研修会．オンライン． 2021年 6月 29日． 
16 .  近藤琢磨： 2030年、糖尿病治療はどうなっている

か 〜 DPP-4 阻 害 薬 の 立 ち 位 置 を 含 め て 〜 ．
Diabetes  Expert  Workshop．オンライン． 2021年
6月 30日．  

17 .  安田和基：糖尿病の遺伝的背景 ―何がわかってきた

のかー．第 23回愛媛糖尿病懇話会．オンライン．
2021年 7月 2日．  

18 .  近藤琢磨：在宅支援を含めた高齢者の糖尿病治療．

第 9回老年疾患セミナー．オンライン． 2021年 7月
8日．  

19 .  安田和基：糖尿病治療における最近の進歩と展望．

東大和市医師会学術講演会．オンライン．2021年 7
月 9日．  

20 .  近 藤 琢 磨 ： 新 しい GLP-1受 容 体 作 動 薬 を 用い た 糖

尿病治療の実践．Diabetes UpDate Meet ing～多摩
地区病院連携の会～．オンライン．2021年 8月 26日． 

21 .  安田和基： AGPレポートを 活用した診療における

療養指導 につい て．第 １回 FreeStyleリ ブレ  療養
指導士  次世代育成プログラム．オンライン．2021
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年 8月 26日．  
22 .  近藤琢磨：妊娠・周術期症例からみた CSII/SAP療

法の有用性．多摩・糖尿病最新デバイス講演会．オ

ンライン． 2021年 9月 2日．  
23 .  近藤琢磨：「持効型溶解インスリンアナログ／ヒト

GLP-1アナログ配合注」を活用した 2型糖尿病治療．

Microso ft  Teams Web講演会．オンライン． 2021
年 9月 3日．  

24 .  穴水理加，仁科善雄，高木祐司，北濱圭一郎，炭谷

由計，田中利明，下山田博明，近藤琢磨，柴原純二，
安田和基： 自己免疫 性肝炎 を合併した バセドウ病
の 1例．日本内科学会第 671回関東地方会．オンラ

イン． 2021年 9月 12日．  
25 .  安田和基： ２型糖尿 病の遺 伝因子研究 から見えて

きたもの．TIHW DM Meeting．オンライン．2021
年 9月 15日．  

26 .  加藤敦士，川村直弘，荻原良太，箕輪慎太郎，三井

達也，三浦みき，關里和，田中利明，北濱圭一郎，

下山田博明，柴原純二，森秀明，久松理一：Basedow
病 と 同 時 発 症 し た 急 性 肝 炎 様 自 己 免 疫 性 肝 炎 の 1
例．日本消化器病学会関東支部第 366回例会．オン

ライン． 2021年 9月 18日  
27 .  近 藤 琢 磨 ： 2 型 糖 尿 病 update ． DiaMond Web 

Seminar in 北多摩北部．オンライン． 2021年 9月
27日．  

28 .  近藤琢磨先生：2型糖尿病治療薬「持効型溶解イン

ス リ ン ア ナ ロ グ／ ヒ ト GLP-1ア ナ ロ グ 配 合 注 」 の

効果的な活用法．糖尿病治療薬 Up Date  Meeting．
オンライン． 2021年 10月 25日．  

29 .  安田和基先生： AGPレポー トを活用した診療にお

け る 療 養 指 導 に つ い て ． 第 ２ 回 FreeStyleリ ブ レ  
療養指導士  次世代育成プログラム．オンライン．
2021年 10月 26日．  

30 .  三ツ間智也，中里陽子，石本麻衣，田中利明，平野

浩一：当院で経験した甲状腺悪性リンパ腫 11症例
の検討．第 54回日本内分泌外科学会学術大会．オン

ライン． 2021年 10月 28-29日．  
31 .  近藤琢磨： 糖尿病治 療が抱 えるリアル な問題とそ

の対策．町田市医師会講演会．オンライン． 2021
年 10月 29日．  

32 .  安田和基：「糖尿病とミトコンドリアの関係〜最近

の話題〜」三鷹市医師会学術講演会．オンライン．

2021年 11月 10日．  
33 .  安田和基： 糖尿病治 療にお けるミトコ ンドリアの

役割～最新 の治療薬 に対す る期待～． ツイミーグ

発 売 記 念 講 演 会 ． オ ン ラ イン ． 2021年 11月 22日 ． 
34 .  島矢沙規子，七条裕孝，高木裕司，勝又明彦，炭谷

由計，田中利明，近藤琢磨，安田和基：乳癌の両側

副腎転移で Addison病を呈した 1例．第 31回臨床内
分泌代謝 Update．大阪・オンライン．2021年 11月
26-27日．  

35 .  高木祐司，竹脇史絵，樂得隆之，澤井梓，炭谷由計，

田中利明，近藤琢磨，安田和基：周期性四肢麻痺か
ら診断し得た 1型糖尿病の一例．第 31回臨床内分泌

代謝 Update．大阪・オンライン．2021年 11月 26-27
日．  

36 .  近藤琢磨：外来インスリン治療の “これから ”を考え

る．スペシ ャリスト のため のインスリ ンオンライ
ンセミナー．オンライン． 2021年 12月 1日．  

37 .  近藤琢磨： 病診連携 の実際 〜課題とそ の解決に向

けて〜．第 2回あんず糖尿病  病診連携講演会．オ
ンライン． 2021年 12月 3日．  

38 .  近藤琢磨： CGMを上手に活用した糖尿病治療を目

指して．今 だから考 えよう ！血糖トレ ンドと療養
指導（ Web研修）．オンライン． 2021年 12月 7日． 

39 .  安田和基先生： AGPレポー トを活用した診療にお

ける療養指導について．第 3回 FreeStyleリブレ  療
養 指 導 士  次 世 代 育 成 プ ロ グ ラ ム ． オ ン ラ イ ン ．

2021年 12月 14日．  
40 .  近藤琢磨：J-BRAND試験からみえてきた糖尿病治

療戦略．北多摩南部糖尿病 WEBセミナー．オンラ

イン． 2021年 12月 16日．  
41 .  藤井隆史郎，七条裕孝，織田麻衣，近藤健，炭谷由

計，田中利明，近藤琢磨，谷垣伸治，高山信之，安

田和基：妊娠糖尿病と縦隔原発大細胞型  B 細胞性
リンパ腫を合併した一例．第 59回日本糖尿病学会
関東甲信越地方会．オンライン． 2022年 1月 22日． 

42 .  小和田敬子，鶴久大介，久場赳志，山﨑宰，炭谷由

計，田中利明，近藤琢磨，舛田一樹，安田和基：長
期間高用量 ステロイ ド投与 され血糖管 理不良な糖

尿病に合併した後腹膜膿瘍の一例．第 59回日本糖
尿病学会関東甲信越地方会．オンライン．2022年 1
月 22日．  

43 .  和田祥佳，鶴久大介，久場赳志，山﨑宰，仁科善雄，

近藤健，石本麻衣，炭谷由計，田中利明，近藤琢磨，
安田和基：89歳で発症した劇症１型糖尿病の一例．

第 59回日本糖尿病学会関東甲信越地方会．オンラ
イン． 2022年 1月 22日．  

44 .  北原敦子，高橋和人，近藤健，近藤琢磨，安田和基：

膵 β細胞株 MIN6細胞におけるオートファジー不全
化でのアス タキサン チンの 抗炎症作用 の検討．第
24・ 25回日本病態栄養学会年次学術集会．京都・

オンライン． 2022年 1月 28-30日．  
45 .  織田麻衣，炭谷由計，恩田智子，七条裕孝，田中利

明，近藤琢磨，百村麻衣，増田正次，安田和基：先

天性難聴を伴った Kallmann症候群の一例．第 83回
多摩内分泌代謝研究会．立川・オンライン． 2022
年 2月 2日．  

46 .  近藤琢磨： 2型糖尿病治療〜最近の話題〜． DUAL 
Seminar  in Tokyo 2022．オンライン． 2022年 2月
4日．  

47 .  近藤琢磨：妊娠時の糖代謝異常とその対策．セミオ

ープンシステム連絡会．オンライン．2022年 2月 14
日．  

48 .  田中利明，板垣英二，佐々木有紀，鶴久大介，七条

裕孝，澤井梓，炭谷由計，近藤琢磨，西岡宏，安田
和基：薬物治療 5年経過ののち、増悪と出血により

手術に至った嚢胞性プロラクチノーマの 1例．第 32
回一般社団 法人日本 間脳下 垂体腫瘍学 会．東京．
2022年 2月 18日．  

49 .  安田和基：糖尿病の Precision medicineを目指して

～オーバービュー～．第 56回糖尿病学の進歩．オン
ライン． 2021年 2月 25-26日．  

50 .  東海俊史，江角仁志，若山真理子，池田和穂，三橋

順子，村嶋俊隆，田中利明，安田和基：イレウスで
絶食中に糖尿病ケトアシドーシス（ DKA）を発症

した 1型糖尿病の 1例．日本内科学会第 676回関東地
方会．東京・オンライン． 2022年 3月 19日．  

51 .  近藤琢磨：医師の立場から（オーバービュー）．高

齢 者 糖 尿 病 対 策 の 最 前 線 〜 With コ ロ ナ の 時 代 に
～．北多摩南部医療圏糖尿病医療連携事業・医療従
事者向け講演会．オンライン． 2022年 3月 19日．  

52 .  南塚拓也，前澤善朗，宇田川陽秀，馬場雄介，遠藤

裕介，安田和基，横手幸太郎：血管壁の脂肪前駆細
胞 に 発 現 す る 転 写 因 子 Tcf21は 脂 肪 分 化 と 炎 症 を
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抑制する．第 42回日本肥満学会・第 39回日本肥満
症治療学会学術集会．横浜・オンライン．2022年 3
月 26-27日．  

53 .  近藤琢磨：2型糖尿病治療における 1日 1回注射の上

手な活用法．GLP-1/ Insul in配合剤  Web講演会．オ
ンライン． 2022年 3月 28日．  

54 .  安田和基先生： AGPレポー トを活用した診療にお

ける療養指導について．第 4回 FreeStyleリブレ  療
養 指 導 士  次 世 代 育 成 プ ロ グ ラ ム ． オ ン ラ イ ン ．

2022年 3月 29日．  
論  文  

1.  Chujo D 1 ,  2  ,  Imagawa A3,  Yasuda K,  Abiru N 4,  
Awata T 5,  Fukui T 6,  Ikegami H 7,  Kawasaki E8 ,  
Katsuki  T 9,  Kobayashi  T1 0,  Kozawa J 1 1,  
Nagasawa K 1 2 ,  Ohtsu H 1,  Oikawa Y 1 3 ,  Osawa H 1 4 ,  
Shimada A1 5 ,  Shimoda M1,  Takahashi K1 5,  
Tsuchiya K 1 6,  Tsujimoto T1 7,  Yasuda H 1 8,  
Hanafusa T3 ,  1 9 ,  Kajio  H 1 ( 1National Center for  
Global  Health  and Medic ine,  2Toyama 
Univers ity Hospital ,  3 Osaka Medical  and 
Pharmaceutical  Universi ty,  4Nagasaki 
Univers ity Hospital ,  5 Saitama Prefectural 
Univers ity,  6Showa Universi ty  School o f  
Medic ine,  7 Kindai Univers ity,  8 Shin-Koga 
Hospital ,  9Tokyo  Saise ikai  Central  Hospital ,  
1 0Okinaka Memorial  Inst itute for  Medical  
Research,  1 1Osaka Universi ty,  1 2 Iwate Medical  
Univers ity,  1 3Saitama Medical  Univers ity,  
1 4Ehime Univers i ty Graduate School o f  Medicine,  
1 5Iwate Prefectural Universi ty,  1 6Univers i ty o f  
Yamanashi Hospital ,  1 7 Toranomon Hospital  
Kajigaya,  1 8 Kobe Univers i ty Graduate School o f  
Health  Sc iences,  1 9 Sakai City  Medical  Center ):  
Japanese Type  1 Diabetes Database Study 
(TIDE-J):  Rat ionale  and Study Design.  Diabetol  
Int.  13(1).  288-294.  2022.   

2.  Seki  H 1,  Kuratani N 2,  Shiga T 3 ,  Iwasaki  Y 4,  
Kar ita  K 5,  Yasuda K,  Yorozu T6 ( 1 Anesthesiology,  
Kyor in Univers ity,  2Saitama Chi ldren 's Medical  
Center,  3 Internat ional Univers ity o f  Health and 
Welfare  Ichikawa Hospital ,  4  Tohoku Univers i ty,  
5Hygiene and Public  Health,  Kyor in  Universi ty ,  
6 Anesthesio logy,  Kyorin Univers ity ):  
Mult icentre prospective observat ional  study o f 
sodium-glucose co transporter -2 inhibitor -
associated postoperat ive  ketoac idosis:  the  
SAPKA study protoco l .  BMJ Open.  11(11) .  
e049593.  2021.   

3.  Kariyasu T 1,  Machida H 1,  Nishina Y,  Tambo M 2,  
Miyagawa S 2,  Rakue  T 2,  Sumitani  Y,  Yasuda K,  
Shibahara J 3,  Yokoyama K 1 (1 Department o f  
Radio logy ,  Faculty of  Medic ine,  Kyor in  
Univers ity,  2Department o f Uro logy ,  Faculty of  
Medic ine,  Kyorin Universi ty,  3 Department o f  
Pathology,  Faculty o f  Medic ine,  Kyor in  
Univers ity) :Emergent transcatheter arterial  
embol ization to  control  cr it ical  blood pressure  
fluctuat ion associated with  
hypercatecholaminemic cr is is  in a pat ient with  
an unruptured retroper i toneal paraganglioma.  
Radio logy  Case Reports.  16(8).  2065-2071.  2021.   

4.  安田和基：【内科疾患の診断基準・病型分類・重症

度】代謝・内分泌  診断メモ  特定の機序・遺伝子異

常による糖尿病．内科  増大号． 127(4）． 1010．
2021．  

 
 

腫瘍内科学教室  

 
講  演  

1.  古瀬純司： 肝内胆管 癌に対 する個別化 治療のアプ

ローチ．インサイト・バイオサイエンシズ・ジャパ
ン主催．オンライン． 2021年 4月 8日．  

2.  古瀬純司：多様化・高齢化を迎えた肝細胞癌の薬物

治療戦略．オンライン．日本イーライリリー主催．
2021年 5月 10日．  

3.  古瀬純司： 実臨床で のエド ルミズ適正 使用を考え

る．－膵がん治療医の立場から．小野薬品主催．オ
ンライン． 2021年 5月 17日 .  

4.  古瀬純司： がん悪液 質を取 り巻くエビ デンス－が

ん患者のベ ストサポ ートを 目指して－ ．アナモレ
リ ン 適 正 使 用 セ ミ ナ ー  in Osaka． オ ン ラ イ ン ．
2021年 5月 27日．  

5.  古瀬純司： 肝胆膵領 域にお けるがんゲ ノム医療の

現状と展望．第 33回日本肝胆膵外科学会学術集会．
大阪・オンライン． 2021年 6月 2日．  

6.  古瀬純司： がん悪液 質を取 り巻くエビ デンス－が

ん 患 者 の ベ ス ト サ ポ ー ト を 目 指 し て － ． Cancer  
Supportive Care Web Seminar．オンライン．2021
年 6月 3日．  

7.  Valle  JW, Hol lebecque A,  Furuse J,  Goyal L,  
Meric-Bernstam F,  Epstein RS,  Salimi T,  
Wacheck V,  L iu M, Benhadj i  KA, Bridgewater  
JA :  FOENIX-CCA2 qual ity o f  l i fe  data for  
futibat inib-treated intrahepatic  
cholangiocarcinoma (iCCA) pat ients with FGFR2 
fusions/rearrangements.  2021 ASCO Annual 
Meet ing .  USA・ Online .  June4th-10th.  2021.  

8.  Kobayashi S,  Suzuki M,  Ueno M, Maruki Y,  
Furuse J,  Todaka A,  Ozaka M, Tsuj i  K,  Shioj i  K,  
Doi K,  Ko jima Y,  Tsumura H,  Tanaka K,  Higuchi 
H,  Kawabe K,  Yamanaka T ,  Ishi i  H:  Gemcitabine 
plus nab-pacl i taxel  versus  gemcitabine alone in  
elderly pat ients  aged 76 years  or  o lder  with 
unresectable  pancreat ic  cancer:  A propensity  
score -matched mult icenter prospective 
observat ional study.  2021 ASCO Annual Meeting.  
2021 ASCO Annual Meeting.  USA ・ Online.  
June4th-10th.  2021.  

9.  Ozaka M, Ueno M, Ishi i  H,  Mizusawa J,  
Katayama H, Kataoka T,  Okusaka T ,  Ikeda M,  
Miwa H, Kaneko S,  Maesono T,  Mizuno N,  
Yamamoto  T,  Kawamoto  Y,  Todaka A,  Kamata K,  
Hisano  T,  Fuj imori  N,  Furuse J :  Randomized 
phase  II  s tudy o f modi f ied FOLFIRINOX versus 
gemcitabine plus  nab-pacli taxe l  combination 
therapy for  locally advanced pancreat ic  cancer 
(JCOG1407).  2021 ASCO Annual Meet ing.  2021 
ASCO Annual  Meet ing.  USA・ Online.  June4th-
10th.  2021.   

10.  古瀬純司：がん悪液質とアナモレリン（エドルミズ

錠 ®）のエビデンス．医療研究会．オンライン．2021
年 6月 18日 .  

11 .  古瀬純司： がん悪液 質を取 り巻くエビ デンス－が

ん患者のベストサポ－トを目指して－．第 1回がん

悪液質セミナ－ in多摩．オンライン．2021年 6月 24
日 .  

12 .  古瀬純司： がん悪液 質の新 たな展開－ アナモレリ
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ンのエビデ ンスから プラク ティスへ－ ．エドルミ
ズ適正使用セミナー．オンライン．2021年 6月 28日． 

13 .  古瀬純司： がん悪液 質を取 り巻くエビ デンス－が

ん患者のベストサポートを目指して－． Cachexia  
Web Live  Seminar．オンライン．2021年 6月 30日．  

14 .  古瀬純司： がん悪液 質を取 り巻くエビ デンス－が

ん患者のベ ストサポ ートを 目指して－ ．がん悪液
質治療セミナー in北海道．オンライン．2021年 7月
5日．  

15 .  Furuse  J :  Sponsored Seminar.  Optimis ing  the 
treatment o f  metastatic  pancreat ic  cancer 
pat ients:  From scient i fic  evidence to  c l in ical  
practice .  6 t h  Annual Scienti f ic  Meeting o f 
Singapore Socie ty o f  Onco logy.  Onl ine .  July 10th.  
2021.  

16.  岡野尚弘： 大腸癌の 治療の 変遷～レジ メンから知

ろう！初級編～．Southern Kitatama Cancer  Care  
Management  Seminar．オンライン．2021年 7月 15
日．  

17 .  古瀬純司：膵癌治療の最前線 -がんゲノム医療の動

向．第 21回臨床腫瘍夏期セミナー．オンライン．

2021年 7月 16日．  
18 .  古瀬純司： がん悪液 質の新 たな展開－ アナモレリ

ンのエビデ ンスから プラク ティスへ－ ．エドルミ

ズ適正使用セミナー．オンライン．2021年 7月 29日． 
19 .  古瀬純司： がん悪液 質の新 たな展開－ アナモレリ

ンのエビデ ンスから プラク ティスへ－ ．エドルミ

ズ適正使用セミナー．オンライン．2021年 8月 6日．  
20 .  古瀬純司，上野誠，木村綾，福田治彦：臨床試験と

患者市民参画．2021 Japan Cancer  Forum.  Cancer  
Net Japan．オンライン． 2021年 8月 21日 .  

21 .  古瀬純司： 多様化す る肝細 胞癌の薬物 治療～最適

な 治 療 選 択 を 目 指 し て ～ ． Lilly HCC Web 
Conference．オンライン． 2021年 9月 1日．  

22 .  古瀬純司： がん悪液 質を取 り巻くエビ デンス－が

ん患者のベ ストサポ ートを 目指して－ ．エドルミ

ズ錠適正使用セミナー in県北エリア．オンライン．
2021年 9月 3日．  

23 .  古瀬純司：がん治療の全体像．第 3回 JCOG患者・

市民セミナー．オンライン． 2021年 9月 4日．  
24 .  古瀬純司： 肝胆膵が んに対 する薬物療 法－最新の

話題と今後 の展望． 中外製 薬主催．オ ンライン．

2021年 9月 4日．  
25 .  古瀬純司： 肝胆膵領 域にお けるがんゲ ノム医療の

現状と展望．遺伝子パネル検査 WEBセミナー～肝

胆膵～．オンライン． 021年 9月 8日．  
26 .  古瀬純司： 肝細胞が んの薬 物療法－新 たな治療戦

略の時代に－．東大和市医師会学術講演会．オンラ

イン． 2021年 9月 10日．  
27 .  古瀬純司： がん悪液 質を取 り巻くエビ デンス－が

ん患者のベ ストサポ ートを 目指して－ ．がん悪液

質  Discussion Meeting  in NAGANO．オンライン．
2021年 9月 13日．  

28 .  古瀬純司： がん悪液 質の新 たな展開－ アナモレリ

ンのエビデ ンスから プラク ティスへ－ ．がん悪液
質治療セミナー．オンライン． 2021年 9月 16日．  

29 .  矢那瀬拓哉，片岡功，吉敷智和，小嶋幸一郎，飯岡

愛子，麻生喜洋，若松喬，金翔哲，石井俊，磯部聡
史，岡野尚弘，古瀬純司，川村直弘，森秀明，久松
理一，小野澤志郎，黒木一典，阪本良弘，阿部展次，

須並英二： 結腸人工 肛門に 発症した出 血性人工肛
門静脈瘤に 対して経 皮的静 脈瘤硬化療 法が奏功し

た１例．日本消化器病学会関東支部例．オンライン．
2021年 9月 18日．  

30 .  丸木雄太，髙見澤重賢，森実千種，池田公史，上野

誠，古瀬純司，奥坂拓志：膵悪性腫瘍における Lynch
症候群例の臨床的特徴．シンポジウム 4・膵癌のゲ
ノム医療の現状と展望．第 52回日本膵臓学会大会．

東京・オンライン． 2021年 9月 23日．  
31 .  松木亮太，岡野尚弘，吉田智幸，新井孝明，権藤興

一，渡邉俊介，小暮正晴，土岐真朗，鈴木裕，古瀬

純司，阪本良弘：局所進行膵癌に対する化学療法後
の外科的切 除は積極 的に導 入すべきか ？膵癌治療
のパタダイムシフトに向けた展望．第 52回日本膵

臓学会大会．東京・オンライン． 2021年 9月 23日． 
32 .  古瀬純司： がん悪液 質を取 り巻くエビ デンス－が

ん患者のベ ストサポ ートを 目指して－ ．エドルミ

ズ膵癌 WEB講演会．オンライン．2021年 9月 30日．  
33 .  古 瀬 純 司 ： 肝 細 胞 が ん の 薬 物 療 法 － Atezo+Bevの

特徴とガイドラインでの位置づけ－．第 62回三多

摩肝臓談話会．オンライン． 2021年 10月 1日．  
34 .  古瀬純司： がん悪液 質の新 たな展開－ アナモレリ

ンのエビデ ンスから プラク ティスへ－ ．オンライ

ン． 2021年 10月 8日．  
35 .  古瀬純司：胆道癌に対する化学療法の最前線．胆道

癌化学療法の歴史と現状．第 57回日本胆道学会学

術集会．東京・オンライン． 2021年 10月 8日．  
36 .  古瀬純司： がん悪液 質に対 するアナモ レリン治療

の意義について．エドルミズ ®錠  適正使用セミナ

ー～がん悪 液質治療 のベス トプラクテ ィス～．オ
ンライン． 2021年 10月 11日．  

37 .  古瀬純司： 肝癌に対 する薬 物療法ー肝 細胞癌と肝

内胆管癌の動向．第 41回千葉癌化学療法研究会．オ
ンライン． 2021年 10月 15日．  

38 .  仲雅弘，喜多村憲章，眞島喜幸，白川玲子，渡辺安

李，福井澄恵，古瀬純司：膵臓がん患者を対象とし
た患者報告アウトカムに関する観察研究：治療、副
作用・症状に関する患者評価と認知度．第 59回日本

癌治療学会学術集会．横浜・オンライン． 2021年
10月 21日 -23日．  

39 .  Uchino J,  Naito  T,  Koj ima T,  Matano Y,  Minato  
K,  Yoshimasa S,  Mizukami T,  Atagi S,  
Higashiguchi  T,  Muro K,  Takayama K,  Furuse J,  
Morishima E,  Takiguchi T ,  Tamura K:  Efficacy 
and safety of  anamorel in in low body mass index,  
cachect ic  patients with  advanced non-smal l -ce ll  
lung cancer and gastrointest inal cancer.  第 59回
日本癌治療学会学術集会．横浜・オンライン．2021
年 10月 23日 .  

40 .  Okano  N,  Kawai  M,  Ueno  M, Yamanaka T,  
Yamaue  H,  Furuse  J :  Cohort study of  pat ients  
with in itia lly unresectable  pancreat ic  cancer in  
whom convers ion surgery is  planned after 
FOLFIRINOX or gemcitabine plus nab-
pacl i taxel  therapy (PC-CURE-1).  9th 
Internat ional Conference of Federat ion of  Asian 
Cl inical  Oncology (FACO 2021).  横浜・オンライ
ン． 2021年 10月 23日．  

41 .  古瀬純司： 肝細胞が んの薬 物療法－新 たな治療戦

略の時代に－．鹿児島肝癌フォーラム．オンライン．
2021年 10月 28日．  

42 .  古瀬純司：膵がん薬物療法の解説～再発と転移、ど

う治療する？．パンキャンジャパン  クリスマス勉
強会．オンライン． 2021年 12月 25日 .  

43 .  Abou-Alfa GK, Chan SL,  Kudo M, Lau G,  Kelley 
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RK,  Furuse J,  Sukeepaisarnjaroen W,  Kang YK, 
Dao TV,  Toni END, Rimassa L,  Breder VV, 
Vasilyev A,  Heurgue A,  Tam V,  Mody K,  
Thungappa SC,  He P,  Negro A,  Sangro B:  Phase 
3 randomized,  open- labe l,  multicenter study of  
tremel imumab (T) and durvalumab (D) as f irst -
l ine therapy in pat ients (pts ) with unresectable  
hepatocel lu lar carcinoma (uHCC):  HIMALAYA. 
2022 ASCO Gastro intest inal Cancers 
Symposium. USA・ Online.  January 21st.  2022.   

44.  Ikeda M, Nakachi K,  Konishi M, Nomura S,  
Katayama H, Kataoka T,  Uesaka K,  Yanagimoto  
H,  Morinaga S,  Wada H,  Shimada K,  Takahashi  
Y,  Nakagohri  T,  Gotoh K,  Kamata K,  Shimizu Y,  
Ueno M, Ishii  H,  Okusaka T,  Furuse J:  Adjuvant 
S-1 versus observation in curat ive ly resected 
bi l iary tract  cancer:  A phase  III tr ial  
(JCOG1202:  ASCOT).  Rapid Abstract  Sess ion.  
2022 ASCO Gastro intest inal Cancers 
Symposium. USA・ Online.  January 21st.  2022.  

45.  Kobayashi  S,  Nakachi  K,  Ikeda M, Konishi  M, 
Ogawa G,  Uesaka K,  Yanagimoto H,  Morinaga S,  
Wada H,  Shimada K,  Takahashi Y,  Nakagohri T,  
Gotoh K,  Kamata K,  Shimizu Y,  Aj iki  T,  
Kawamoto Y,  Ueno M, Okusaka T,  Furuse  J :  
Feasibi l i ty  o f  adjuvant  S-1 chemotherapy after  
major hepatectomy for bi l iary tract cancers:  An 
exploratory  subset  analys is  of  JCOG1202.  
Poster Session.  2022 ASCO Gastro intestinal  
Cancers Symposium. USA・Online .  January 21st.  
2022.  

46.  Okuno  T,  Morizane C,  Okusaka T,  Mizusawa J,  
Kataoka T,  Ikeda M, Ozaka M,  Sugimori K,  
Todaka A,  Shimizu S,  Mizuno  N,  Sekimoto  M, 
Sano K,  Tobimatsu K,  Katanuma A,  Gotoh K,  
Yamaguchi H,  Ishii  H,  Ueno M, Furuse J:  The 
influence  o f major  hepatectomy on gemcitabine -
based chemotherapy for  advanced bi l iary tract 
cancer:  An exploratory  subset analysis o f  
JCOG1113.  Poster Session.  2022 ASCO 
Gastro intest inal  Cancers  Symposium. USA ・
Online .  January 21st.  2022.  

47.  Morizane  C,  Nozomu Machida,  Yoshitaka Honma, 
Okusaka T,  Boku N,  Kato K,  Nomura S,  Hiraoka 
N,  Sekine S,  Taniguchi H,  Okano N,  Yamaguchi 
K,  Sato T,  Ikeda M,  Mizuno N,  Ozaka M,  
Kataoka T,  Kitagawa Y,  Terashima M, Furuse J:  
Randomized phase III study of e toposide plus  
cisplat inversus ir inotecan plus c isplat in in  
advanced neuroendocr ine  carc inoma of the  
digest ive system:  A Japan Clinical  Onco logy 
Group study (JCOG1213).  Rapid Abstract  
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東京・オンライン． 2021年 11月 13日．  

16 .  佐藤俊，長田正史，伊藤瑛祐，遠藤麻央，井上慎一

郎，神崎恒一：中心静脈カテーテル迷入後、超音波
ガイド下で位置調整した 1例．第 73回日本老年医学

会関東甲信越地方会．東京・オンライン． 2021年
11月 13日．  

17 .  神﨑恒一： 元気に長 生き－ 認知症や血 管の老化を

防ぐために－．千葉県生涯大学校卒業生学習会．千
葉． 2022年 1月 18日．  

18 .  海老原孝枝：杏林大学病院高齢診療科 /物忘れセン

ターの近況．7th Geriatric  Innovat ion Forum．オ
ンライン． 2022年 1月 22日．  

19 .  海老原孝枝： (特別講演 )  認知症と栄養．東京都認

知症疾患医 療センタ ー東京 さくら病院 ．オンライ
ン． 2022年 2月 1日．  

20 .  海老原孝枝：杏林大学病院物忘れセンターの近況．

第 9回北多摩南部認知症を 考える会．オンライン．
2022年 2月 16日．  

21 .  神﨑恒一：加齢に伴う認知機能低下と認知症．第 24
回北海道老年期認知症研究会．オンライン .  2022年
3月 26日．  

論  文  

1.  神﨑恒一： 高齢者の 包括的 医療として の認知症．

Precision Medic ine． 4(5)． 407-410． 2021年．  
2.  神﨑恒一：COVID-19による認知的フレイルへの対

応．日本サルコペニア・フレイル学会誌．5(1)．55-
59． 2021年．  

3.  神﨑恒一： 実地医家 が認知 症をよりよ く知るため

に  コ グ ニ テ ィ ブ ・ フ レ イ ル  最 近 の 話 題 ．
Medical Practice． 38(8)． 1154-1158． 2021年．  

4.  神﨑恒一：高齢者の多様な認知症．医学のあゆみ．

279(5)． 380-383． 2021年．  
5.  Okazaki  T 1 . 2 ,  Suzukamo Y 1,  Miyatake M 1,  

Komatsu R 3,  Yaekashiwa M4,  Nihe i M 4,  Izumi 
S1 . 2 ,  Ebihara T. (  1Department o f Physical  

https://search.jamas.or.jp/search/do/detail/sidx/0
https://search.jamas.or.jp/search/do/detail/sidx/0
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Medic ine and Rehabi li tat ion ,Tohoku Univers ity,  
2 Center for  Dysphagia of Tohoku Universi ty  
Hospital ,  3 Department  of  Respiratory 
Medic ine  ,Hiraka General  Hospital ,  
4Department  o f Respiratory Medic ine,Sendai  
City hospital ,Medic ine )Respiratory Musc le  
Weakness as a Risk Factor for  Pneumonia in 
Older People .  Gerontology .  67(5).  581-590.2021.   

6.  海老原覚，新井義朗，杉澤樹，岩波裕治，小椋涼治，

鈴木孝彦，入部春介，黒田悠加，中尾馨子，佐藤直
文，竹村あやめ，大国生幸，伊豆蔵英明，宮城翠，
大坪優太，海老原孝枝：誤嚥性肺炎と咳反射をめぐ

るあらたな展開．呼吸器内科．39(6)．513-517．2021． 
7.  海老原孝枝：高齢者の呼吸器疾患 -病態時間軸で考

える高齢者 誤嚥性肺 炎・摂 食嚥下障害 予防戦略．

Aging & Health． 30(2)． 6-9． 2021年．  
8.  海 老 原 覚 ， 海 老 原 孝 枝 ： 高 齢 者 診 療 Up To 

Date (No.3) 高齢者の咳嗽診療．新薬と臨牀 70(8)．
937-941． 2021年．  

9.  海老原孝枝 ：内科医 が知っ ておきたい 栄養食事療

法 -栄養状態の最適化が治療効果・QOLを向上させ

る -入 院 か ら 在 宅 ま で シ ー ム レ ス な 栄 養 状 態 の 最
適化に向けて -内科医が知っておきたい摂食・嚥下
機能評価と 誤嚥性肺 炎患者 の栄養摂取 に対する包

括的アプローチ．Medical Practice．38(9)．1349-
1354． 2021年．  

10.  海老原孝枝：超高齢社会を支える医学・医療の提案．

高 齢 者 疾 患 の 包 括 的 管 理  高 齢 者 総 合 機 能 評 価 ア
ッ プ デ ー ト -老 年病 専 門医に よ る 臨 床的 観 点か ら ．
医学のあゆみ． 279（ 5）． 462-468． 2021年 .  

11.  海老原孝枝：社会に寄り添う香り～ QOLの向上を

めざして～香りと老年症候群． Aroma Research．
22(4)． 306-311． 2021年 .  

12.  海老原覚，宮城翠，鶴岡広，原田孝，海老原孝枝：

高齢者リハビリテーションの羅針盤 -治し、支える
医療の実践 -科学的介護情報システム「 LIFE(ライ

フ )」．Journal  o f  Clinical  Rehabi l itat ion．30(13)．
1294-1300． 2021年 .  

13.  海老原孝枝：誤嚥性肺炎の新しい展望．老年内科．

4(6)． 602-609． 2021年 .  
14.  神﨑恒一： 認知機能 低下と フレイルお よび認知症

と転倒． Aging&Health． 30(4)． 10-13． 2022年． 
15.  Yamamoto K 1,  Akasaka H1,  Yasunobe Y 1,  

Shimizu A3 ,  Nomoto K 2,  Nagai K,  Umegaki H 3,   
Akasaki Y 4,  Koj ima T 5,  Kozaki K,  Kuzuya M 4,  
Ohishi M 4,  Akishita M 5,  Takami Y 1,  Rakugi H 1,  
Cherry study group （ 1  Osaka Universi ty ，
2National Center for  Ger iatrics and Gerontology，
3  Nagoya Univers i ty， 4Kagoshima Univers ity，
5The Universi ty o f  Tokyo ） ： Clinical  
character istics  o f  o lder  adults  with 
hypertension and unrecognized cognit ive  
impairment.  Hypertension research ．  2022.  
DOI:10.1038/s41440-022-00861-z.  Epub．  

16.  海老原孝枝 ：高齢者 の補完 代替医療最 前線  老年

症候群に対するアロマテラピー総論 .  老年科．5(1)．
7-13． 2022年．  

報告書  

1.  神﨑恒一： フレイル 高齢者 のレジスト リ研究及び

ロコモ、サ ルコペニ アを含 めた病態解 明及び予防

介入法の確 立を目指 した臨 床ならびに 関連研究．
長寿医療研究開発費  2021年度  分担研究報告書．  

2.  神﨑恒一： コグニテ ィブフ レイルの臨 床的意義解

明のための総合研究．科学研究費補助金（基盤研究
（ C）） 2021年度  実施状況報告書．  

3.  海老原孝枝：高齢者肺炎における、DPP-IV阻害剤

の pros  and cons．科学研究費補助金（基盤研究（ C））
2021年度  実施状況報告書．  

4.  海老原孝枝 ：併存疾 患に注 目した認知 症重症化予

防のための研究．厚生労働科学研究費補助金（認知
症政策研究事業） 2021年度  分担研究報告書．  

その他  

1.  神﨑恒一：サルコペニア肥満とは？．えがおで元気．
172． 8-13． 2022年．  
 
 

精神神経科学教室  

 
講  演  

1.  渡邊衡一郎：教育講演「精神症状及び向精神薬の副

作用としての眼症状」．第 11回東京多摩眼科連携セ

ミナー．オンライン． 2021年 5月 15日．  
2.  今 村 弥 生 ： 医 学 生 の コ ロ ナ 禍 の 過 ご し 方  Social  

Ski l ls  Trainingからの応援．自治医科大学医学部 1
年生「思考のプロセス」．栃木・オンライン．2021
年 5月 28日．  

3.  坪井貴嗣：難治性うつ病の診療．令和 3年度獨協医

科大学精神医学講座ミニレクチャー．オンライン．
2021年 5月 31日．  

4.  今村弥生：「精神医学」．日本社会事業大学通信教

育学科  講義．清瀬市・オンライン． 2021年 6月 13
日．  

5.  坪井貴嗣： 維持期を 見据え た統合失調 症治療はど

うあるべきか．令和 3年度広島市精神科医会学術講
演会．オンライン． 2021年 6月 22日．  

6.  渡邊衡一郎： MD/CT合同企画会長講演「なかなか

治らないうつにあきらめずに取り組む」．第 18回日
本うつ病学会総会  第 21回日本認知療法・認知行動
療法学会．横浜・オンライン． 2021年 7月 8日．  

7.  坪井貴嗣 ほか： ECTはう つ 病入院患 者の薬 物療法

を ど のよ うに 変化 させ るか： EGUIDEデ ー タ を 用
いて．第 18回日本うつ病学会総会  第 21回日本認知

療法・認知行動療法学会．横浜・オンライン．2021
年 7月 8日．  

8.  坪井貴嗣ほか：うつ病の当事者・家族における治療

意思決定の 現状と希 望を含 めた質問紙 調査の結果
報告．第 18回日本うつ病学会総会  第 21回日本認知
療法・認知行動療法学会．横浜・オンライン．2021
年 7月 8日 .  

9.  坪井貴嗣：難治性うつ病の診断・治療上の問題点．

第 18回日本うつ病学会総会  第 21回日本認知療法・

認知行動療法学会．横浜・オンライン．2021年 7月
9日．  

10 .  櫻井準：治療抵抗性うつ病への新たな薬剤治療．第

18回日本うつ病学会  第 21回日本認知療法・認知行
動療法学会．横浜・オンライン． 2021年 7月 9日．  

11 .  櫻井準，Borbour T，Uribe  S，Cir il lo  P，Fuertes-
Saiz A， Camprodon J：反復性経頭蓋磁気刺激法
で寛解した うつ病患 者にお ける症状推 移と残存症
状．第 18回日本うつ病学会  第 21回日本認知療法・

認知行動療法学会．横浜・オンライン．2021年 7月
9日  

12 .  坪井貴嗣： 多職種で 行う維 持期を見据 えた統合失

調症治療とは．第 41回日本生物学的精神医学会・第
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51回日本神経精神薬理学会合同年会．京都・オンラ
イン． 2021年 7月 14日．  

13 .  坪井貴嗣 ほか： ECTは統 合 失調症入 院患者 の薬物

療 法 をど のよ うに 変化 させる か ： EGUIDEデ ー タ
を用いて．第 41回日本生物学的精神医学会・第 51
回日本神経精神薬理学会合同年会．京都・オンライ

ン． 2021年 7月 14-16日．  
14 .  今村弥生：総合医のための精神科診療．全日本病院

協会総合医 育成プロ グラム ．茨城・オ ンライン．

2021年 7月 18日．  
15 .  坪井貴嗣： 維持期を 見据え た統合失調 症薬物療法  

-副作用を如何に最小化するか -．第 57回新潟精神医

学懇話会．オンライン． 2021年 7月 27日．  
16 .  坪井貴嗣： 双極性障 害治療 の理想と現 実をともに

考える．第 10回日本精神科医学会学術大会．横浜・

オンライン． 2021年 9月 8日．  
17 .  渡邊衡一郎：委員会シンポジウム「精神疾患の薬物

療法 up to  date－気分障害における薬物治療 up to  
date」．第 117回日本精神神経学会学術総会．京都．
2021年 9月 19日．  

18 .  今村弥生：プライマリケア医に必要なうつと不安・

不眠の診察．プライマリ・ケア連合学会秋季生涯教
育セミナー．オンライン． 2021年 9月 19日 -11月 30
日．  

19 .  大江悠樹，栗原真理子：大学病院における公認心理

師の役割．第 117回日本精神神経学会学術総会．京
都・オンライン． 2021年 9月 19日．  

20 .  渡邊衡一郎：シンポジウム「社会実装化や当事者の

視 点 な ど を 踏 ま え た Shared dec ision  
Making(SDM)の今後の可能性：精神科領域におけ

る Shared Decis ion Makingの こ れ ま で と こ れ か
ら」．第 117回日本精神神経学会学術総会．京都．
2021年 9月 20日．  

21 .  渡邊衡一郎：シンポジウム「パーソナルリカバリー

に向けて薬 物療法に 出来る こと：双極 性障害にお
け る パ ー ソ ナ ル recoveryの た め に 、 薬 物 療 法 で 出

来ること」．第 31回日本臨床精神神経薬理学会．東
京． 2021年 10月 7日．  

22 .  坪井貴嗣ほ か：双極 Ⅰ型障 害患者の抑 うつ症状に

対するルラ シドン単 剤療法 の持続的寛 解誘導：二
重盲検プラセボ対照試験（ ELEVATE検証試験）の
事後解析．第 31回日本臨床精神神経薬理学会．東

京・オンライン． 2021年 10月 7日．  
23 .  坪井貴嗣ほ か：ルラ シドン で治療され た双極Ⅰ型

障害患者の抑うつ症状における症状的・臨床的・機

能 的 寛 解 誘 導 ： 二 重 盲 検 プ ラ セ ボ 対 照 試 験
（ ELEVATE検証試験）の事後解析．第 31回日本臨
床精神神経薬理学会．東京・オンライン． 2021年
10月 7日．  

24 .  坪井貴嗣： 当事者が 求める うつ病から の回復を共

に目指す上で医療者にできること．第 31回日本臨

床精神神経薬理学会．東京・オンライン． 2021年
10月 8日．  

25 .  坪井貴嗣： 多職種で 行う維 持期を見据 えた統合失

調症治療とは．令和 3年度精神科認定看護師の会研
修会．オンライン． 2021年 10月 15日．  

26 .  坪井貴嗣： 双極性障 害治療 の理想と現 実をともに

考える．令和 3年度四国精神神経科診療所協会定例
会．オンライン． 2021年 10月 16日．  

27 .  坪井貴嗣：精神科領域における禁煙治療．第 15回日

本禁煙学会学術総会．大分・オンライン． 2021年
10月 16日．  

28 .  Tsuboi  T,  et  a l . :  Sustained Remiss ion with  
Lurasidone in the Treatment o f Bipo lar I  
Depress ion:  A Post -Hoc Analys is o f  Double Bl ind,  
Placebo-Contro lled Tr ial .  the 7th Congress of  
AsCNP the  Asian Col lege o f  
Neuropsychopharmacology .  Online.  Oct 22nd-
23rd.  2021.  

29.  Tsuboi  T,  et  al . :  Symptomatic ,  Cl inical ,  and 
Functional Remiss ion in  Lurasidone-Treated 
Pat ients with Bipolar I  Depress ion:  A Post -Hoc  
Analys is  of  Double Bl ind,  P lacebo-Contro lled 
Trial .  the 7th Congress of  AsCNP the Asian 
Col lege o f Neuropsychopharmaco logy.  Onl ine.  
Oct 22nd-23rd.  2021.  

30.  山田恒，山内常生，吉村知穂，今村弥生，宮本沙緒

里，原田朋子：摂食障害患者をどう外来で治療する
のか  神経性やせ症患者の初期対応．第 24回日本摂
食障害学会．オンライン． 2021年 10月 30日．  

31 .  坪井貴嗣： 当事者の 望むう つ病治療を 実現するた

めに．第 34回日本総合病院精神医学会総会．福井・
オンライン． 2021年 11月 20日．  

32 .  渡邊衡一郎：シンポジウム「うつ病、双極性障害の

再 発 を 予 防 す る 様 々 な ア プ ロ ー チ  ―効 果 と 実 現
可能性 ―：気分障害に対する薬物療法の再発予防効

果」．第 24回日本精神保健・予防学会学術集会．オ
ンライン． 2021年 11月 27日．  

33 .  今村弥生，田中伸一郎：漫画「進撃の巨人」の病跡  
人食いから検討する迷走する欲動．第 68回日本病
跡学会学術集会．大分． 2021年 12月 26日．   

34 .  今村弥生： 薬物療法 以外の 精神科治療 〜心理療法

を中心に．プライマリ・ケア認定薬剤師研修会．オ
ンライン． 2022年 1月 10日．  

35 .  今村弥生：楽しく学び、精神医学への理解を深める

基本の精神医学．山口県福祉サービス協議会令和 3
年 度 第 5回 研 修 会 ． オ ンライ ン ． 2022年 1月 22日 ． 

36 .  坪井貴嗣：統合失調症の新たな選択肢．第 45回多摩

精神科臨床研究会．東京． 2022年 2月 16日．  
37 .  今村弥生：睡眠と癒し．第 2回杏林大学附属病院緩

和ケア研修会．三鷹市・オンライン．2022年 2月 26
日．  

38 .  大原光人，今村弥生，村尾昌美，櫻井準，坪井貴嗣，

宮崎泰，岩下覚，渡邊衡一郎：幻視を主訴に発症し

認 知 機 能 低 下 が 遷 延 し た LGI-1抗 体 陽 性 脳 炎 の １
例．東京精神医学会第 124回学術集会プログラム．
東京． 2022年 3月 12日．  

論  文  

1.  Katagiri  T,  Takaesu Y,  Kurihara M, Oe Y,  Ishii  
M, Onoda N,  Hayasaka T 1,  Kanda Y,  Imamura Y,  
Watanabe K ( 1Department o f  Occupat ional  
Therapy,  Faculty  o f  Health Sc iences,  Kyor in  
Univers ity) :  Improving Employment  Through 
Interpersonal  Psychotherapy:  A Case  Ser ies  o f  
Pat ients With Treatment-Refractory Depress ion.   
Front Psychiatry .  12.  617305.  2021.  

2.  Ayani N 1,  Morimoto T 2,  Sakuma M 2,  Kikuchi T 3,  
Watanabe K,  Narumoto  J 1( 1 Kyoto Pre fectural 
Univers ity o f  Medicine ,  2 Hyogo  Col lege  of  
Medic ine,  3 Keio  Universi ty ):  Antipsychot ic  
Polypharmacy Is Assoc iated With Adverse Drug 
Events in Psychiatr ic  inpat ients ： The Japan 
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本プライマリケア連合学会編．南山堂． 2021年．
236-239．  

その他  

1.  坪井貴嗣：令和 3年度杏林 大学医学部研究奨励賞． 
2.  今村弥生：書評「精神科症例報告の上手な書きかた  

第 2版」 日本精神神経学会雑誌． Vo l．123 No.4．
232-232． 2021．  

3.  今村弥生：ルフィのレジリエンス  マンガから精神

病理学を学 ぶ．特集 メンタ ルヘルス時 代の総合診
療外来  スペシャルアーティクル．総合診療．Vol．
31 No8． 1012-1015． 2021．  

4.  今村弥生：「精神科論文 collect ion」．日経メディ

カルオンライン版． 2021年 1月から連載中．  
 
 

小児科学教室  

 
講  演  

学会・研究会  

1.  黒川安裕，細井健一郎，濱野翔，小澤悠里，楊國昌：

胎児胸水を合併した環状 13番染色体の一例．第 124
回日本小児科学会学術集会．京都市．2021年 4月 16
日．  

2.  成田雅美： 腸内細菌 叢とア トピー性皮 膚炎の不思

議な関係．第 37回日本臨床皮膚科医会総会．オンラ
イン． 2021年 4月 24日．  

3.  宮田世羽： トークン エコノ ミー法が著 効した反芻

症の 1例．第 124回日本小児科学会学術集会．オン
ライン． 2021年 4月 16日 -5月 31日．  

4.  細井健一郎，那須ゆかり，小澤悠里，鴇田雅俊，本

田聖子，野村優子，楠田聡，楊國昌：当院で動脈管
結紮術のた め搬送し た超低 出生体重児 の入院経過

の検討．第 65回日本新生児成育医学会・学術集会．
札幌市． 2021年 5月 7日．  

5.  井上三奈枝 1，吉田幸一 1，山野織江 1，成田雅美 ( 1東

京都立小児総合医療センター )：自己効力感を高め
る思春期患 者のデュ ピルマ ブ在宅自己 注射指導の
一例．第 37回日本小児臨床アレルギー学会．オンラ

イン． 2021年 5月 31日 -6月 23日．  
6.  宮田世羽： グアニジ ノ酢酸 メチル基転 移酵素欠損

症に対するクレアチン・オルニチン補充の効果．第

63回日本小児神経学会学術集会．オンライン．2021
年 5月 28日．  

7.  山野織江 1，井上三奈枝 1，益子育代 2，成田雅美（ 1

東京都立小児総合医療センター， 2なすのがはらク
リニック）：食物アレルギー講習会の講師育成プロ
グラムの効果．第 37回日本小児臨床アレルギー学

会．オンライン． 2021年 5月 31日 -6月 23日．  
8.  梶田直樹 1，吉田幸一 1，内田美穂 2，萩原祐亮 1，山
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本櫻子 1，赤星祥吾 1，幡谷浩史 1，横山晶子 1，平尾
恵子 1，森川恵美 1，成田雅美（ 1東京都立小児総合医
療センター， 2太陽こども病院）：経口負荷試験に

よ っ て 診 断 し た エ リ ス リ ト ー ル ア レ ル ギ ー の 3小
児例．第 37回日本小児臨床アレルギー学会．オンラ
イン． 2021年 5月 31日 -6月 23日．  

9.  末崎めぐみ 1，山野織江 1，成田雅美，吉田幸一 1，稗

田那津希 1，鈴木千鶴 2，三浦克志 2，伊藤浩明 3，足
立雄一 4，足立陽子 4，平瀬敏志 5，景山桂子 6，平谷

絵里 6，金子恵美 7，池田奈央 7（ 1東京都立小児総合
医療センター，2宮城県立こども病院，3あいち小児
保健医療総合センター，4富山大学付属病院，5甲南

医療センター，6山口県立総合医療センター，7国立
病院機構福岡病院）：食物アレルギーの児をもつ家
族の災害時の備えに関する実態．第 37回日本臨床

アレルギー学会．オンライン．2021年 5月 31日 -6月
23日．  

10 .  成田雅美： 実習「絶 対役立 つ！！吸入 指導の要点

（小児）」．日本アレルギー学会第７回総合アレル
ギー講習会．神戸． 2021年 6月 6日．  

11 .  飯尾美沙 1，佐藤未織 2，成田雅美，山本貴和子 2，永

田真弓 1，大石拓 3，川口隆弘 4，岸野愛 5，西凛 6，大
矢幸弘 2（ 1関東学院大学， 2国立成育医療研究セン
ター，3高知大学，4公立昭和病院，5東京ベイ・浦安

市 川 医 療 セ ン タ ー ， 6祐 天 寺 フ ァ ミ リ ー ク リ ニ ッ
ク）：乳幼児期の子どもと保護者を対象とした小児
喘息テイラー化アプリのプロセス評価．第 68回日

本小児保健協会学術集会．オンライン．2021年 6月
18日 -20日．  

12 .  荻原瑛由実，小谷昌史，花井彩江，麓聖子，細井健

一郎：妊娠中に母体 ALLを発症した早産児の一例．
第 129回多摩新生児懇話会．武蔵野市． 2021年 6月
8日．  

13 .  成田雅美： 小児アレ ルギー 疾患の日常 診療に役立

つ新たなエ ビデンス ～スキ ンケア、ア トピー性皮
膚炎への早期治療、食物アレルギー～．第 131回多

摩小児科臨床懇話会．オンライン．2021年 7月 2日．  
14 .  阿部真麻，宮田世羽，大熊こずえ，成田雅美：抗 MOG

抗体関連疾患（ MOGAD）の１例．第 131回多摩小

児科臨床懇話会．オンライン． 2021年 7月 2日．  
15 .  成田雅美： 腸内細菌 叢をは じめとする ヒトマイク

ロバイオームとアレルギー疾患．第 45回日本小児

皮膚科学会学術大会．オンライン．2021年７月 3日． 
16 .  成田雅美： 食物アレ ルギー 発症予防の 観点から見

た乳児期の栄養・離乳食の進め方．第 45回日本小児

皮膚科学会学術大会．オンライン．2021年７月 4日． 
17 .  成田雅美： アレルギ ーマー チの進展を とめる！食

物アレルギーの発症予防を目指して．第 9回小児科

診療連携セミナー．オンライン． 2021年７月 8日． 
18 .  木内善 太郎： 偽性副 甲状 腺 機能低 下症 Ib型 の遺伝

子型と表現型の相関性．第 56回日本小児腎臓病学

会学術集会．高知市・オンライン．2021年 7月 9-10
日．  

19 .  成田雅美：アレルギー疾患の発症予防  早期介入は

有効か．第 17回ふくしま小児アレルギー・喘息治療
懇話会．オンライン． 2021年 9月 4日．  

20 .  成田雅美： 小児アト ピー性 皮膚炎の病 態をふまえ

た治療戦略  かゆみのない子供本来の肌へ．第 37回
城西ブロック勉強会．オンライン．2021年 9月 7日．  

21 .  成田雅美：食物アレルギーの保健指導．乳幼児健診

を中心とする小児科医のための研修会  Part  V．オ
ンライン． 2021年 9月 11日．  

22 .  宮田世羽： 当院にお ける小 児てんかん に対するラ

コサミドの使用経験．第 54回日本てんかん学会学
術集会．名古屋・オンライン． 2021年 8月 6日 -8月
31日．  

23 .  Kiuchi Z ,  Monica Reyes,  Arnold S Brickman,  
Harald Jüppner, :A dist inct var iant o f  
pseudohypoparathyro idism (PHP) fi rst  
character ized some 41 years ago is  caused by  the 
3-kb STX16 de let ion.The  American Socie ty  o f  
Bone and Mineral Research (ASBMR) 2021 
Annual  Meeting．  USA・ Online .  October  1-4．  
2021.  

24.  成田雅美：食物アレルギーの発症予防  アレルギー

マーチの観点から．第 676回日本小児科学会東京都
地方会懇話会．オンライン． 2021年 10月 9日．  

25 .  濵野翔，木村俊彦，濵野祥子，森久保美保，川原亜

友美，那須ゆかり，牧野篤司，川口明日香，成田雅
美：通年性アレルギー性鼻炎・各種鼻炎  アレルギ
ー性鼻炎に 対するダ ニ舌下 免疫療法開 始季節と副

作用の関係性についての検討．第 70回日本アレル
ギー学会学術大会．横浜． 2021年 10月 8日．  

26 .  牧野篤司，木村俊彦，川原亜友美，川口明日香，成

田雅美：複 数の柑橘 類によ る食物依存 性運動誘発
アナフィラキシーを確認した一例．第 70回日本ア
レ ル ギ ー 学 会 学 術 大 会 ． 横浜 ． 2021年 10月 10日 ． 

27 .  梶田直樹 1，吉田幸一 1，幡谷浩史 1，齋藤修 1，木下

和枝 1，足立はるよ（中嶋）2，高橋宣聖 3，成田雅美
（ 1東京都立小児総合医療センター，2東京大学，3
国立感染症研究所）：気管支喘息（小児）インフル
エンザ（ Flu）感染症患者の喘鳴と Flu抗原特異的
IgE抗体の関連性．第 70回日本アレルギー学会学術

大会．横浜． 2021年 10月 10日．  
28 .  荻原瑛由実，宮田世羽，大熊こずえ，保﨑明，成田

雅 美 ： 小 児 COVID-19 関 連 多 系 統 炎 症 性 症 候 群

(MIS-C)の一例～川崎病との鑑別～．第 132回多摩
小児科臨床懇話会．オンライン．2021年 10月 22日． 

29 .  成田雅美： 腸内細菌 叢をタ ーゲットと するプロバ

イオティクス．第 58回日本小児アレルギー学会学
術大会．横浜． 2021年 11月 13日．  

30 .  成田雅美： アレルギ ー疾患 予防とプロ バイオティ

クス．第 1回北関東プロバイオティクス小児セミナ
ー．オンライン． 2021年 11月 17日．  

31 .  森久保美保，吉野浩，宮澤永尚，木内善太郎，羽田

伊知郎，大久保結子，小池卓也，渡邉佳子，柴原純
二，成田雅美：常染色体優性多発性嚢胞腎を合併し
た卵黄嚢腫瘍の 13歳女児例．第 63回日本小児血液・

がん学会学術集会．オンライン． 2021年 11月 25日
-11月 27日．  

32 .  成田雅美： アレルギ ー発症 予防のため にできるこ

と～妊娠中から離乳食開始まで～．令和 3年度アレ
ルギー疾患治療専門研修．オンライン． 2021年 12
月 2日．  

33 .  宮田世羽： 杏林大学 での長 時間ビデオ 脳波同時記

録の活用状況．三鷹てんかん・脳波セミナー．オン
ライン． 2022年 2月 10日．  

34 .  鴇 田 雅 俊 ： Comfortable  Venti lat ion ～

NAVA&NIV-NAVA～．第 128回多摩新生児懇話会．
オンライン． 2021年 2月 16日．  

35 .  田中佐和子，布川紗彩，川原亜友美，木内善太郎，

保崎明，吉野浩，成田雅美：腸管出血性大腸菌 O80
による溶血性尿毒症症候群の一例．第 133回多摩小

児科臨床懇話会．オンライン． 2022年 2月 18日．  
36 .  鴇田雅俊：NAVApedia．第 4回 NAVAワークショッ

プ．オンライン． 2022年 2月 26日．  
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37.  成田雅美：小児喘息関連．第 14回 Oedo Pediatr ics 
Conference． 東 京 ・ オ ン ラ イ ン ． 2022年 3月 3日 ． 

38 .  宮田世羽：WDR81遺伝子の新規複合ヘテロ接合性

変異による小滑脳症の一例． 第 76回日本小児神経
学会関東地方会．オンライン． 2022年 3月 12日．  

39 .  成田雅美：実習「必ず役立つ！！吸入指導のポイン

ト（成人・小児）」責任者．第 8回総合アレルギー
講習会．横浜． 2022年 3月 26日， 27日．  

地域の講演会・一般向け公開講座  
1.  成田雅美：食物アレルギー（小児のアレルギーを中

心に）．栄養管理講習会．オンライン．2021年 6月
17日．  

2.  成田雅美： 食物アレ ルギー の基礎的な 知識と対応

について．都保健所アレルギー講演会．オンライン．
2021年７月 9日．  

3.  細井健一郎：医療的ケアにおける注意点．東京都立

府中けやきの森学園  職員研修会．府中市．2021年
7月 30日．  

4.  成田雅美： 小児アレ ルギー と小児アト ピー性皮膚

炎についての最新の知見．鳥居薬品株式会社  社内
勉強会．オンライン． 2021年 9月 8日．  

5.  成田雅美： アレルギ ーの基 礎知識と保 育所等にお

ける対応．令和 3年度アレルギー対応セミナー．オ
ンライン． 2021年 10月 21日．  

6.  川口明日香 ：アレル ギーの 専門家から 学ぼう！ス

キンケア虎の巻．市民公開講座  今日からできる！
乳幼児のスキンケア．オンライン． 2021年 10月 24
日．  

7.  成田雅美： 子どもの 食物ア レルギーに ついての正

しい理解と対応～「授乳・離乳の支援ガイド」2019
年改定の背 景も含め て～． 母子保健セ ミナー～子
どもの免疫とアレルギー～．横浜． 2021年 11月 11
日．  

8.  川口明日香 ：子ども の食物 アレルギー ～離乳食を

始める前の 基礎知識 ～三鷹 市市民食育 講座．三鷹
市 総 合 保 健 セ ン タ ー ． 三 鷹市 ． 2021年 12月 13日 ． 

論  文  

英語論文  

1.  Kiguchi T 1,  Yamamoto -Hanada K 1,  Saito -Abe M 1,  
Sato M1 ,  Irahara M 1,  Ogita  H1 ,  Miyagi Y 1,  
Inuzuka Y 1,  Toyokuni  K 1,  Nishimura K 1,  
Ishikawa F 1,  Miyaji  Y 1,  Kabashima S 1,  Fukuie  
T1,  Narita M, Ohya Y 1 ( 1 National Center for  
Child Health and Deve lopment) :Pol len- food 
al lergy  syndrome and component  sensit ization 
in  ado lescents:  A Japanese populat ion-based 
study.  PLoS One.16(4) .e0249649.2021.  

2.  Morita K1 ,  Yasudo  H 1 , 2 ,  Chiba T 1 , 3 ,  Kitazawa 
H1 , 4 ,  Narita M, Yamamoto-Hanada K 1,  Miyai M 5,  
Kishimoto J 5,  Shibata M5,  Hibino  T5 ,  Ohya 
Y1 ( 1National  Center for  Chi ld Health and 
Development, 2  Yamaguchi Univers ity, 3  Nakadori  
General Hospital , 4  Tohoku Medical  and 
Pharmaceutical  Univers ity, 5  Shise ido Research 
Center ):Seasonal variabil ity o f  epidermal 
Bleomycin Hydro lase activi ty  in  healthy 
chi ldren and pediatr ic  pat ients with atopic  
dermatit is .  J Dermato l Sc i .  102(2) .137-139.  2021.  

3.  Yoshida K1 ,  Shirane S 2,  Kinoshita  K 1,  Mor ikawa 
E 1,  Matsushita S 3,  Toda M 4 ,  Nakaj ima-Adachi H 5,  
Akasawa A1,  Narita  M( 1Tokyo  Metropol i tan 
Children's Medical  Center, 2 Machida Munic ipal 
Hospital , 3 Japanese Red Cross Medical  

Center, 4Tohoku Univers ity, 5The Univers ity o f  
Tokyo) :Macadamia nut  al lergy  in chi ldren:  
Cl inical  features and cross -reactiv ity with 
walnut and hazelnut .Pediatr  Allergy Immunol.  
32(5).1111-1114.  2021.  

4.  Yoshida M 1,  Miyahara Y2 ,  Or imo K3 ,  Kono 
N1,  Narita  M, Ohya Y4 ,  Matsumoto K 3,  
Nakagawa S2,  Ueki S 5,  Morita H 3,  Miyair i  
I 1( 1 Department of Medical  
Subspec ial ties, 2Department  of  Cr it ical  Care and 
Anesthesia, 3National Research Inst itute for  
Child Health and Development, 4National  Center  
for  Child Health and Development, 5 Akita 
Univers ity) :Eosinophil  Extracel lu lar Traps in  
the Casts  o f  P lastic  Bronchitis  Assoc iated With 
Inf luenza Virus Infection.  Chest.  160(3).854-857.  
2021 .  

5.  Kajita  N1,  Miyama S 1,  Kinoshita K 1,  Yoshida 
K1,  Nar ita M(1 Tokyo Metropol itan Children 
Medical Center ):  Green tea- induced 
anaphylaxis:  The first  pediatr ic  case report.  
Al lergology International.  70(4).507-508.2021.  

6.  Nagata N 1,  Hamasaki Y 1,  Inagaki S 2,  Nakamura 
T1,  Hor ikami D 1,  Yamamoto-Hanada K 2,  Inuzuka 
Y2 ,  Shimosawa T 3,  Kobayashi K 1,  Nar ita M, 
Ohya Y 2,  Murata T 1 ( 1  The Univers ity of  Tokyo, 2  

Nat ional Center for  Child Health and 
Development, 3  Internat ional Univers ity o f  
Health and Welfare ):Urinary l ipid pro fi le  o f  
atopic  dermatitis  in murine model and human 
pat ients.FASEB J.  35(11).  e21949.  2021.  

7.  Inagaki S1 , 2 ,  Nakamura T3,  Natsume O 1 , 4 ,  
Yamamoto -Hanada K 1,  Fukuie T 1,  Narita M, 
Shimosawa T5,  Murata T 2,  Ohya Y 1( 1National 
Center for  Child Health and 
Development, 2Nippon Medical  Schoo l, 3The  
Univers ity o f  Tokyo, 4Hamamatsu Univers ity 
Schoo l of  Medicine, 5Internat ional Univers i ty o f  
Health  and Welfare ):Urinary  prostaglandin 
D2  metabol i te  appears to  be a useful biomarker  
for  evaluating the status o f egg  oral  
immunotherapy in chi ldren.J  Al lergy Clin 
Immunol Pract.  9 (11).4164-4166.  2021.  

8.  Ogihara A ,Miyata Y,  Hosaki A ,Nar ita M ,Yan 
K :  A Japanese case of  mult isystem 
inflammatory syndrome in chi ldren.  Pediatr  Int.  
64(1).  e14869.  2022.  

9.  Kajita  N 1,  Futagawa H 1,  Yoshihashi H1 ,  Yoshida 
K1,  Nar ita M( 1Tokyo  Metropol itan Children's  
Medical  Center ):  Two cases of  an infant with 
Down syndrome with so l id  food prote in-induced 
enteroco li t is  syndrome.  Pediatr  Int.  
64(1).e14732.  2022.   

10.  Yoshino  H,  Gemma Y,  Miyazawa N,  Bessho  
F,  Yan K .Therapy-re lated acute  
megakaryoblastic  leukemia with  severe 
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外科学会定期学術集会．オンライン． 2021年 4月 8
日．  

27 .  下山勇人，藤澤顕徳，小川雄介，矢後彰一，大倉遊，

浦辺雅之，春田周宇介，上野正紀，宇田川晴司：再
建の観点か らみた食 道癌術 後縫合不全 に関わる物

理的因子の検討．第 121回日本外科学会学術集会．
オンライン． 2021年 4月 8日 -10日．  

28 .  松木亮太，百瀬博一，小暮正晴，鈴木裕，森俊幸，

阪本良弘． NCD r isk  calculatorを用いた 80歳以上
の高齢者に 対する膵 頭十二 指腸切除術 の評価と実
際．第 121回日本外科学会定期学術集会．オンライ

ン． 2021年 4月 8-10日．  
29 .  吉敷智和，正木忠彦，小嶋幸一郎，若松喬，麻生喜

祥，飯岡愛子，石井俊，磯部聡史，森俊幸，阪本良

弘，阿部展次，萬知子，長谷川浩，須並英二：高齢
者は術後に何を失い、どこまで改善するのか？．第
121回日本外科学会定期学術集会．幕張・オンライ

ン． 2021年 4月 8-10日 .  
30 .  小暮正晴，百瀬博一，松木亮太，鈴木裕，森俊幸，

阪本良弘： 肝外側区 域にお ける左肝静 脈の走行と

の intersegmental plane の 関 係 － 155例 の 3D-CT
画像の解析から－．第 121回日本外科学会定期学術
集会．オンライン． 2021年 4月 9日．  

31 .  鈴木裕，水野英彰，松木亮太，小暮正晴，正木忠彦，

森俊幸，須並英二，阿部展次，杉山政則，阪本良弘：
遊離アミノ 酸・オル ニチン の膵頭十二 指腸切除後

膵瘻の予防効果．第 121回日本外科学会定期学術集
会．オンライン． 2021年 4月 10日．  

32 .  杉山政則，松木亮太，百瀬博一，小暮正晴，鈴木裕，

森俊幸，阪本良弘，阿部展次：膵癌における腸回転
解除法を用いた膵頭十二指腸切除術．第 121回日本
外科学会定期学術集会．オンライン．2021年 4月 10
日 .  

33 .  田中佑治，大木亜津子，鶴見賢直，橋本佳和，長尾

玄，竹内弘久，鈴木裕，阪本良弘，須並英二，阿部

展次：若年 女性の家 族性大 腸腺腫症に 発生した胃
底線ポリポーシスを伴う早期胃癌の 1例．日本消化
器病学会関東支部第 364回例会．オンライン．2021
年 4月 24日．  

34 .  竹内弘久，阿部展次，大木亜津子，鶴見賢直，橋本

佳和，長尾玄，阪本良弘，須並英二，正木忠彦，森

俊幸：胃癌 悪性輸入 脚閉塞 症に対する 内視鏡的消
化管金属ステント留置術 (s tep法 )．第 101回日本消
化器内視鏡学会総会．オンライン．2021年 5月 14日． 

35 .  竹内弘久，鶴見賢直，橋本佳和，大木亜津子，長尾

玄，阪本良弘，須並英二，阿部展次：胃癌悪性輸入
脚 閉 塞 症 に 対 す る 経 口 摂 取 を 可 能 と す る 緩 和 医

療：内視鏡的自己拡張型金属ステント留置術 (s tep
法 )．第 12回日本臨床代謝栄養学会・首都圏支部会
学術集会．オンライン． 2021年 5月 15日．  

36 .  阿部展次：胃部分切除における EFTRの位置づけ．

第 2回 胃 粘 膜 下 腫 瘍 の 内 視 鏡 的 切 除 に 関 す る 研 究
会．京都． 2021年 5月 16日 .  

37 .  竹内弘久，鶴見賢直，橋本佳和，大木亜津子，長尾

玄，阪本良弘，須並英二，正木忠彦，森俊幸，阿部
展次：胃粘 膜下腫瘍 に対す る筋層以深 内視鏡切除

の周術期管理．第 2回胃粘膜下腫瘍の内視鏡切除に
関する研究会．オンライン． 2021年 5月 16日．  

38 .  竹内弘久，佐藤大，齋藤康一郎，甲能直幸，阿部展

次：頭頚部 腫瘍に対 する内 視鏡下経口 切除術の有
用性について．第 43回日本局所療法研究会．オンラ
イン． 2021年 5月 21日．  

39 .  竹内弘久： 十二指腸 および 胃切除後に 対する消化

管ステント留置のコツ．Next  Web Symposium．オ
ンライン． 2021年 5月 28日．  

40 .  Suzuki Y,  Mori  T,  Momose  H,  Matsuki  R,  Kogure 
M, Sakamoto Y.  Surgical  treatment for  
choledocholothiasis.  第 33回 日 本 肝 胆 膵 外 科 学 会

学術集会．オンライン． 2021年 6月 2-3日．  
41 .  Kogure  M, Momose H,  Matsuki R,  Suzuki Y,  

Sakamoto Y.  Rescur  partial  ALPPS for  le ft  
hemihepatectomy with  resection and 
reconstruct ion o f the middle  hepat ic  ve in in a  
pat ient with  intrahepatic  cho langiocarc inoma.  
第 33回日本肝胆膵外科学会学術集会．オンライン．
2021年 6月 2-3日．  

42 .  Matsuki  R,  Momose  H,  Kogure  M, Suzuki Y,  
Sakamoto Y.  Bisegmentectomy and venous  
reconstruct ion after portal  vein embpl ization for  
the remnant  hemil iver  in pat ient with  recurrent 
colorectal  l iver  metastasis .  第 33回日本肝胆膵外
科学会学術集会．オンライン． 2021年 6月 2-3日．  

43 .  竹内弘久，橋本佳和，大木亜津子，長尾玄，阿部展

次：胃粘膜 下腫瘍に 対する 筋層以深内 視鏡切除に
おける周術期管理の標準化に向けて．第 112回日本
消化器内視 鏡学会関 東支部 会例会．オ ンライン．

2021年 6月 13日．  
44 .  麻生喜祥，小島洋平，鶴見賢直，橋本佳和，大木亜

津子，竹内弘久，鈴木裕，大野亜希子，久松理一，

柴原純二，村元喬，大圃研，香田弘知，森川鉄平，
阪本良弘，阿部展次：十二指腸腺腫および腺癌の臨
床病理学的検討．第 112回日本消化器内視鏡学会関

東支部例会．オンライン． 2021年 6月 13日．  
45 .  片岡功，吉敷智和，小嶋幸一郎，麻生喜祥，飯岡愛

子，若松喬，金翔哲，石井俊，磯部聡史，森俊幸，

阪本良弘，阿部展次，正木忠彦，須並英二：SSI対
策としての 腹腔鏡下 大腸癌 手術での術 中内視鏡の
有用性の検討．第 46回日本外科系連合学会学術集

会．東京・オンライン． 2021年 6月 17日 -19日 .  
46 .  金翔哲，吉敷智和，小嶋幸一郎，麻生喜祥，飯岡愛

子，若松喬，片岡功，森俊幸，阪本良弘，阿部展次，

萬知子，長谷川浩，正木忠彦，須並英二：第 46回日
本外科系連 合学会学 術集会 ．東京・オ ンライン．
2021年 6月 17日 -19日．  

47 .  片岡功，吉敷智和，小嶋幸一郎，麻生喜祥，飯岡愛

子，若松喬，金翔哲，磯部聡史，石井俊，阪本良弘，
阿部展次，須並英二：高齢者 StageⅢ大腸癌に対す

る術後補助化学療法の現状と問題点．旭川・オンラ
イン．第 95回大腸癌研究会． 2021年 7月 1日 -2日 .  

48 .  竹内弘久，鶴見賢直，橋本佳和，大木亜津子，長尾

玄，阪本良弘，須並英二，正木忠彦，森俊幸，阿部
展次：成人女性鼠径管内嚢胞性腫瘤に対する検討．
第 76回日本消化器外科学会総会．オンライン．2021
年 7月 7日．  

49 .  橋本佳和：消化管外科手術と周術期感染症．第 8回
多摩がんと感染症薬物療法研究会（特別講演）．三

鷹市・オンライン． 2021年 7月 7日．  
50 .  磯部聡史，吉敷智和，小嶋幸一郎，麻生喜祥，若松

喬，森俊幸，阪本良弘，阿部展次，正木忠彦，須並

英二：クローン病に対する手術症例の検討．第 76回
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日本消化器外科学会総会．京都・オンライン．2021
年 7月 7日 -9日 .  

51 .  吉敷智和，小嶋幸一郎，麻生喜祥，飯岡愛子，若松

喬，片岡功，金翔哲，森俊幸，阪本良弘，阿部展次，
正木忠彦，須並英二：腹腔鏡手術 DST症例に対して
術中内視鏡の有効性の検討．第 76回日本消化器外

科学会総会．京都・オンライン．2021年 7月 7-9日 .  
52 .  小暮正晴，百瀬博一，松木亮太，鈴木裕，森俊幸，

阪本良弘： 肝尾状葉 下大静 脈部の腫瘍 に対する肝

実 質 を 温 存 し た 切 除 方 法 - 部 分 切 除 と Central  
hepatectomy．第 76回日本消化器外科学会．京都・
オンライン． 2021年 7月 7-9日．  

53 .  下山勇人，藤澤顕徳，小川雄介，矢後彰一，大倉遊，

浦辺雅之，春田周宇介，上野正紀，宇田川晴司：食
道癌術後の縫合不全と吻合部の位置の検討．第 78
回日本消化器外科学会学術集会．京都・オンライン．
2021年７月７日 -9日．  

54 .  松木亮太，百瀬博一，小暮正晴，鈴木裕，森俊幸，

須並英二，阿部展次，阪本良弘：脾静脈合併切除を
伴 う 膵 頭 十 二 指 腸 切 除 術 に お け る 脾 静 脈 -門 脈 直
接吻合による脾静脈再建法．第 76回日本消化器外

科学会総会．オンライン． 2021年 7月 7日 -9日．  
55 .  阿部展次：EFTRの現状と展望．第 38回 EGMR研究

会．オンライン． 2021年 7月 9日 .  
56 .  下山勇人，藤澤顕徳，小川雄介，矢後彰一，大倉遊，

浦辺雅之，春田周宇介，上野正紀，宇田川晴司：食
道癌に対す る食道切 除後の 縫合不全と 術前栄養状

態の検討．第 36回日本臨床栄養代謝学会学術集会．
神戸・オンライン． 2021年７月 21日 -22日．  

57 .  小暮正晴，百瀬博一，松木亮太，鈴木裕，森俊幸，

阪本良弘： Rescue  part ial  ALPPSを併用した中肝
静脈再建を伴う左肝切除．第 57回日本肝癌研究会．
鹿児島．オンライン． 2021年 7月 22日．  

58 .  松木亮太，吉田智幸，新井孝明，小暮正晴，鈴木裕，

阪本良弘： 80歳以上の高齢者における原発性肝癌
に対する肝切除術の安全性．第 57回日本肝癌研究

会．オンライン． 2021年 7月 22-23日．  
59 .  百瀬博一，松木亮太，河合桐男，成毛大輔，小暮正

晴，中里徹矢，関里和，岡野尚弘，川村直弘，大森

嘉彦，鈴木裕，久松理一，菅間博，柴原純二，古瀬
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肝 細 胞 癌 に 対 す る レ ン バ チ ニ ブ 療 法 後 に

Convers ion surgeryを施行 し病理学的完全寛解が
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60 .  Suzuki Y:  Complicated gallstone and CBD stones.  
IHPBA V-REACH PROGRAM. オンライン． Aug 
12,  2021．  

61 .  松木亮太，岡野尚弘，吉田智幸，新井孝明，権藤興

一，渡邉俊介，小暮正晴，土岐真朗，鈴木裕，古瀬
純司，阪本良弘：局所進行膵癌に対する化学療法後

の外科的切除の意義．第 48回日本膵切研究会．オン
ライン． 2021年 8月 27-28日．  

62 .  鈴木裕，新井孝明，松木亮太，小暮正晴，阪本良弘：

液晶タブレ ットを使 ったイ ラスト作成 とオペレコ
の工夫－術前オペレコと術後オペレコ－．第 48回
日本膵切研究会．オンライン． 2021年 8月 28日．  

63 .  吉田智幸，松木亮太，新井孝明，小暮正晴，鈴木裕，

阪本良弘： 膵頭十二 指腸切 除術におけ る直接的な
脾静脈再建と左 側門脈圧亢 進症への影響に ついて．

第 48回日本膵切研究会．オンライン．2021年 8月 28
日．  

64 .  杉山政則，松木亮太，百瀬博一，小暮正晴，鈴木裕，

阪 本 良 弘 ， 阿 部 展 次 ： 腸 回 転 解 除 法 に よ っ て
mesopancreasを可視化する．第 48回日本膵切研究
会．オンライン． 2021年 8月 28日．  

65 .  Kojima Y,  Wong H,  Kuchta K,  Denham W, 
Haggerty S,  Linn J,  Ujik i  M: RESIDENT 
PERFORMANCE IN SIMULATION MODULE IS 
CORRELATED WITH OPERATING ROOM 
PERFORMANCE FOR LAPAROSCOPIC 
CHOLECYSTECTOMY. Society o f  American 
Gastro intest inal & Endoscopic  Assoc iat ion  
SAGES.  USA. August 31 s t .  2021.  

66.  Kojima Y,  Wong H,  Kuchta K,  Denham W, 
Haggerty S,  L inn J,  Ujik i  M: SUBJECTIVE VS 
OBJECTIVE ASSESSMENT OF SIMULATION 
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Gastro intest inal & Endoscopic  Assoc iat ion  
SAGES.  USA. August 31 s t .  2021.  

67.  小暮正晴，新井孝明，松木亮太，鈴木裕，阪本良弘：

蛍 光 プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ  Medical  
Imaging Pro jection System (MIPS)を用いた系統
的肝切除の経験．第 15回肝癌ナビゲーション研究
会．徳島・オンライン． 2021年 9月 4日．  

68 .  吉敷智和：電気手術機器の理論と基礎．第 17回腹腔

鏡下手術の理論と基礎．オンライン． 2021年 9月 5
日 .  

69 .  小島洋平，阿部展次：ROBOTIC, LAPAROSCOPIC, 
OPEN PROCEDURES;  HOW SHOULD THE 
GENERAL SKILLS OF YOUNG RESIDETS BE 
NOW? 第 29 回 日 本 消 化 器 関 係 学 会 週 間
JDDW2021．神戸． 2021年 9月 8日．  

70 .  新井孝明，鈴木裕，服部健人，吉田智幸，松木亮太，

小暮正晴，土岐真朗，藤原正親，柴原純二，阪本良
弘：胆管原 発の小細 胞型神 経内分泌が んに対する
切 除 経 験－ cStage I症 例 に 対 す る 膵頭 十 二 指腸 切

除 － ． 第 9回 日 本 神 経 内 分 泌 腫 瘍 研 究 会 学 術 集 会  
JNETS．福岡． 2021年 9月 11日．  

71 .  斎藤勇利，金翔哲，片岡功，若松喬，飯岡愛子，麻

生喜祥，小嶋幸一郎，吉敷智和，加藤敦，松浦稔，
久松理一，阪本良弘，阿部展次，須並英二：S状結
腸 癌 術 後 ・ 化 学 療 法 後 に 発 症 し た Cronkhite -
Canada症候群の１例．東京・オンライン．2021年
9月 11日 .  

72 .  鈴木裕，森俊幸，松木亮太，小暮正晴，伊佐山浩通，

田妻進，田中篤，阪本良弘：膵・胆管合流異常およ
び先天性胆 道拡張症 術後肝 内結石症の 治療成績．
第 44回日本膵・胆管合流異常研究会．静岡・オンラ

イン． 2021年 9月 11日．  
73 .  竹内弘久，小島洋平，鶴見賢直，橋本佳和，大木亜

津子，阪本良弘，須並英二，正木忠彦，森俊幸，阿

部展次：悪性（胃癌）輸入脚閉塞症に対する内視鏡
的自己拡張型金属ステント留置術の工夫．第 366回
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74 .  田中佑治，鈴木裕，服部健人，吉田智幸，新井孝明，

松木亮太，小暮正晴，阿部展次，須並英二，阪本良
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理一，小野澤志郎，黒木一典，阪本良弘，阿部展次，
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須並英二： 結腸人工 肛門に 発症した出 血性人工肛
門静脈瘤に 対して経 皮経肝 的静脈瘤塞 栓術が奏功
した 1例．日本消化器病学会関東支部第 366回例会．
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て．消化器系ストーマのオストメイト講習会（東京

都社会適応訓練事業）．東京． 2021年 9月 19日 .  
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子，渋谷幸見，三ツ間智也，平田佳史，須田一晴，
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日本呼吸器 内視鏡学 会関東 支部会．オ ンライン．
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東京・オンライン． 2021年 10月 31日 -11月 3日．  
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らの肺がん診療に活かせること．第 183回  城西胸
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e87-e90.  2022.   

3.  佐藤幸夫，遠藤俊輔，岡田克典，近藤晴彦，新谷康，

豊岡伸一，中村廣繁，星川康，芳川豊史，吉野一郎，

千田雅之：各疾患登録と NCDの課題と将来  NCD
呼吸器外科領域の現況と展望．日本外科学会雑誌．
122(6)． 725-727． 2021年．  

令和 2年度追加分  

（単著）  

1.  Saitoh Y 1,  Miyazaki  M 1,  Arai  N,  Takahashi  Y 1 
( 1Department o f  Neuro logy,  National Center 
Hospital ) ： Pneumomediast inum while  us ing 
mechanical  insufflat ion-exsufflation after  
recovery  from ri luzo le- induced intersti t ia l  lung 
disease.  eNeurologicalSci .  22 .  100326.  2021．  

（共著）  

1.  安倍秀幸 1，河原明彦 1，貞嶋栄司 2，田中良太，村田

和也 1，髙瀬頼妃呼 1，牧野諒央 1，福満千容 1，篠田
由佳子 1，内藤嘉紀 1，秋葉純 1（ 1久留米大・病理診

断科・病理部， 2佐賀県医療センター好生館ライフ
サイエンス研究所）：液状化検体細胞診を用いたセ
ルブロック 法の核酸 品質の 解析と保管 への影響．

日臨細胞誌． 60(2)． 102-109． 2021.  
著  書  

1.  近藤晴彦（医学監修）：ナーシング・グラフィカ成

人看護学（ 4）『周術期看護』第 4版．中島恵美子，
山﨑智子，竹内佐智恵（編集）．メディカ出版．2022
年 1月 20日．  

2.  近藤晴彦，遠藤正浩（編集）：胸部画像診断と呼吸

器 外 科 手 術  画 像 診 断 を 究 め て 手 術 力 を 向 上 さ せ
る．学研メディカル秀潤社． 2022年 3月 15日．  

3.  平田佳史（分担執筆），近藤晴彦（分担執筆）： II
章  術前の画像診断  1 肺悪性腫瘍．胸部画像診断
と 呼 吸 器 外 科 手 術  画 像 診 断 を 究 め て 手 術 力 を 向

上させる．近藤晴彦，遠藤正浩（編集）．学研メデ
ィカル秀潤社． 2022． 54-93．  

4.  田中良太（分担執筆）：II章  術前の画像診断  2 縦
隔腫瘍，胸壁腫瘍．胸部画像診断と呼吸器外科手術  
画像診断を究めて手術力を向上させる．近藤晴彦，
遠藤正浩（編集）．学研メディカル秀潤社．2022．

94-108．  
5.  須田一晴（分担執筆）：II章  術前の画像診断  3 気

胸．胸部画像診断と呼吸器外科手術  画像診断を究

めて手術力を向上させる．近藤晴彦，遠藤正浩（編
集）．学研メディカル秀潤社． 2022． 109-117．  

6.  渋谷幸見，近藤晴彦（分担執筆）： II章  術前の画

像診断  4 転移性肺腫瘍．胸部画像診断と呼吸器外
科手術  画像診断を究めて手術力を向上させる．近
藤晴彦，遠藤正浩（編集）．  学研メディカル秀潤

社． 2022． 118-129．  
7.  橘啓盛（分担執筆）：II章  術前の画像診断  5 肺良

性腫瘍．胸部画像診断と呼吸器外科手術  画像診断

を究めて手術力を向上させる．近藤晴彦，遠藤正浩
（編集）．学研メディカル秀潤社．2022．130-137．  

8.  橘啓盛（分担執筆）：II章  術前の画像診断  6 胸膜

疾患，縦隔炎．胸部画像診断と呼吸器外科手術  画
像診断を究めて手術力を向上させる．近藤晴彦，遠
藤正浩（編集）．学研メディカル秀潤社． 2022．
138-154．  

9.  近藤晴彦（分担執筆）：II章  術前の画像診断  8 気
管 支 ・ 血 管 の variation,  anomaly 2 ） 大 血 管 の

anomaly．胸部画像診断と呼吸器外科手術  画像診
断を究めて手術力を向上させる．近藤晴彦，遠藤正
浩（編集）．学研メディカル秀潤社． 2022． 176-
188．  

10 .  伊藤未奈（分担執筆）：II章  術前の画像診断  8 気
管 支 ・ 血 管 の variation,  anomaly 3 ） そ の 他 の

var iat ion，anomaly．胸部画像診断と呼吸器外科手
術  画像診断を究めて手術力を向上させる．近藤晴
彦，遠藤正浩（編集）．学研メディカル秀潤社．2022．
189-199．  

11 .  中里陽子（分担執筆）：II章  術前の画像診断  9 気
管腫瘍・気管狭窄．胸部画像診断と呼吸器外科手術  
画像診断を究めて手術力を向上させる．近藤晴彦，
遠藤正浩（編集）．学研メディカル秀潤社．2022．
200-208．  

12 .  須田一晴（分担執筆）：III章  術後の画像診断  1 肺
葉切除後の 胸部画像 診断の 経過とチェ ックポイン
ト．胸部画像診断と呼吸器外科手術  画像診断を究

めて手術力を向上させる．近藤晴彦，遠藤正浩（編
集）．学研メディカル秀潤社． 2022． 210-221．  

13 .  須田一晴（分担執筆）：III章  術後の画像診断  2 肺
全摘後の胸部画 像診断の経 過とチェックポ イント．
胸 部 画 像 診 断 と 呼 吸 器 外 科 手 術  画 像 診 断 を 究 め
て手術力を向上させる．近藤晴彦，遠藤正浩（編集）．

学研メディカル秀潤社． 2022． 222-225．  
14 .  須田一晴（分担執筆）：III章  術後の画像診断  4 胸

腔ドレーン．胸部画像診断と呼吸器外科手術  画像

診断を究めて手術力を向上させる．近藤晴彦，遠藤
正浩（編集）．学研メディカル秀潤社．2022．235-
239．  

15 .  長島鎮（分担執筆）： III章  術後の画像診断  5 術
後の経過観 察におけ る再発 チェック， 再発例の画
像診断．胸部画像診断と呼吸器外科手術  画像診断

を究めて手術力を向上させる．近藤晴彦，遠藤正浩
（編集）．学研メディカル秀潤社．2022．240-243.  

16.  渋谷幸見（分担執筆）：IV章  コラム  2 胸部 X線動

画像－動き が見える とこん なに違う－ ．胸部画像
診 断 と 呼 吸 器 外 科 手 術  画 像 診 断 を 究 め て 手 術 力
を向上させる．近藤晴彦，遠藤正浩（編集）．学研

メディカル秀潤社 .  2022． 247．  
17 .  近藤晴彦（分担執筆）： IV章  コラム  5 術前 CTで

中 間 気 管 支 幹 の 背 側 に “ ポ ッ チ ”が あ っ た ら 要 注

意！．胸部画像診断と呼吸器外科手術  画像診断を
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究めて手術 力を向上 させる ．近藤晴彦 ，遠藤正浩
（編集）．学研メディカル秀潤社． 2022． 252．  

18 .  須田一晴（分担執筆）： IV章  コラム  6 左右誤認

のヒヤリハ ット．胸 部画像 診断と呼吸 器外科手術  
画像診断を究めて手術力を向上させる．近藤晴彦，
遠藤正浩（編集）．学研メディカル秀潤社．2022．
253．  

 
 

乳腺外科学教室  

 
講  演  

1.  麻賀創太：教育セミナー  治療編．第 17回日本乳癌

学会関東地方会．横浜． 2021年 12月 4日．  
2.  麻賀創太，宇井義典：当院における検診発見乳がん

の特徴－外来受診症例との比較－．第 31回日本乳
癌検診学会学術総会．京都． 2021年 11月 26-27日． 

3.  伊坂泰嗣，土屋あい，石坂欣大，麻賀創太，井本滋：

当科におけ る再発乳 癌症例 へのがん遺 伝子パネル
検査の検討．第 83回日本臨床外科学会総会．東京．
2021年 11月 18-20日．  

4.  土屋あい，石坂欣大，伊坂泰嗣，麻賀創太，戸成綾

子，江原威，井本滋：放射線治療により有効な局所
制御が得られた局所進行乳癌の２症例．第 83回日

本臨床外科学会総会．東京． 2021年 11月 18-20日． 
5.  Imoto S:  Update on OLIGO-BC1.  Presented at 

9th Internat ional Conference of FACO in  
conjunct ion with JSCO2021．横浜． 2021年 10月
23日．  

6.  土 屋 あ い ： 当 院 で の HBOC保 険 診 療 に 関 す る 現 状

と課題．第６回井の頭乳腺疾患研究会．三鷹．2021
年 10月 6日．  

7.  麻賀創太，土屋あい，石坂欣大，伊坂泰嗣，井本滋：

リ ン パ 節 転 移 陽 性 ま た は pT3以 上 の 症 例 に 対 す る
乳房再建は予後に影響するか．第 29回日本乳癌学
会学術総会．横浜． 2021年 7月 1日．  

8.  寺田満雄，宮下穣，隈丸拓，宮田浩章，田村研治，

吉田正行，淡河恵津世，永橋昌幸，麻賀創太，小島
康幸，角舎学行，青儀健二郎，新倉直樹，飯島耕太

郎，林直輝，山本豊，神野浩光：NCDを用いた Occult  
breast cancer (OBC)への治療変遷と乳房手術時の
乳房内原発巣の検討．第 29回日本乳癌学会学術総

会．横浜． 2021年 7月 1-3日．  
9.  戸成綾子，奥田俊，伊坂泰嗣，麻賀創太，石坂欣大，

土屋あい，長井美由紀，井本滋，江原威：左乳房術

後照射のお ける深呼 吸時照 射の適応に ついて（当
院の経験から）．第 29回日本乳癌学会学術総会．横
浜． 2021年 7月 1-3日．  

10 .  石坂欣大，麻賀創太，伊坂泰嗣，土屋あい，井本滋：

ラジオ波焼灼療法の長期予後．第 29回日本乳癌学
会学術総会．横浜． 2021年 7月 1-3日．  

11 .  伊坂泰嗣，土屋あい，石坂欣大，麻賀創太，井本滋：

ホ ル モ ン 受 容 体 陽 性 HER2陰 性 進 行 再 発 乳 癌 に 対
す る CDK4/6阻 害 薬 使 用 後 の mTOR阻 害 薬 使 用 に

ついての検討．第 29回日本乳癌学会学術総会．横
浜． 2021年 7月 1-3日．  

12 .  土屋あい，石坂欣大，麻賀創太，伊坂泰嗣，井本滋：

原発乳癌患者における血清 GP88値の測定．第 29回
日本乳癌学会学術総会．横浜． 2021年 7月 1-3日．  

13 .  Wang K,  Bi XW, Liu  G,  Ueno T,  Takao  S,  Sim SH, 
Im YH, Im SA, Ahn SG, Lee JE,  Park  YH,  
Futamura M,  To i  M,  Fuj iwara  Y,  Saito-Oba M, 

Kitagawa Y,  Nishiyama M, Imoto  S:  Favorable  
prognost ic  factors  o f  o l igometastat ic  breast 
cancer:  a subset  analysis o f  OLIGO-BC1.  
Presented at ASCO2021.  USA. 2021年 6月 4-8日 .  

14 .  麻賀創太：ワークショップ 7 乳がん治療の最前線  
乳房切除術 後放射線 治療の 適応症例に 対する乳房

再建の現状．第 46回外科系連合学会学術総会．東
京． 2021年 6月 17-19日．  

論  文  

1.  Asaga S,  Tsuchiya A,  Ishizaka Y,  Miyamoto K,  
Ito  H,  Isaka H,  Chiba T,  Imoto S,  Kamma H :  
Long-term results  o f  f luorescence  and indigo 
carmine  blue  dye -navigated sentinel  lymph node 
biopsy.  Int J Clin Oncol.  26(8).  1461-1468.  2021.  

2.  Toi M,  Imoto S,  Ishida T,  I to  Y,  Iwata H,  Masuda 
N,  Mukai H,  Saj i  S,  Shimizu A,  Ikeda T ,  Haga H,  
Saeki T,  Aogi K,  Sugie  T,  Ueno T,  Kinoshita T,  
Kai Y,  Kitada M, Sato Y,  J imbo  K,  Sato N,  
Ishiguro  H,  Takada M,  Ohashi  Y,  Ohno  S:  
Adjuvant  S-1 plus endocr ine  therapy for  
oestrogen receptor -pos it ive,  HER2-negative,  
pr imary breast cancer:  a multicentre ,  open-label ,  
randomised,  contro lled,  phase 3 trial .  Lancet  
Onco l .22(1).  74-84.  2021.  

3.  Yotsumoto D,  Sagara Y,  Kumamaru H,  Ni ikura 
N,  Miyata H,  Kanbayashi C,  Tsuda H,  Yamamoto 
Y,  Aogi K,  Kubo  M,  Tamura K,  Hayashi N,  
Miyashita M, Kadoya T,  Saj i  S,  To i  M, Imoto S,  
Jinno H:  Trends in adjuvant  therapy after  
breast-conserving surgery  for  ductal  carc inoma 
in s itu  o f breast:  a  retrospect ive  cohort study 
using the National Breast Cancer  Registry o f  
Japan.  Breast  Cancer.  29(1).  1-8.  2022.  

著  書  

1.  井本滋（分担執筆）：乳腺．標準外科学  第 16版．

田邉稔，池田徳彦，大木隆生編．医学書院．2022．
pp283-302．  

 
 

小児外科学教室  

 
講  演  

1.  渡邉佳子，浮山越史，阿部陽友：腸回転異常を伴わ

ない小腸軸捻転の 5例．第 34回日本小児救急医学会
学術集会．奈良・オンライン．2021年 6月 18-20日 .  

2.  渡邉佳子，浮山越史：急性虫垂炎に対する手術治療

の 適 応 と タ イ ミ ン グ - 超 音 波 検 査 と Active 
observat ion．第 58回日本腹部救急医学会総会．東

京・オンライン． 2022年 3月 24日 .  
論  文  

1.  Etsuji  Ukiyama (Editor ial ) :  Treatment  for  
congenital  diaphragmatic  hernia:  c l in ical  
guide l ines.  Pediatr  Int.  63(4) .  369-370.  2021.  

2.  浮山越史：理想の男女共同参加を目指して  日本小

児外科学会 における 男女共 同参画への 取り組み．
日外会誌． 123(2)． 147-149． 2022．  

著  書  

1.  渡邉佳子（分担執筆）：234 胃破裂．周産期医学必

修知識 (第 9版 )．周産期医学編集委員会編集．東京
医学社． 2021． 814-816．  

2.  渡邉佳子（分担執筆）： IV 肝・消化器疾患の処方  
2.胃食道逆流症．診断と治療のポイント．小児科臨

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33387497/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33387497/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33387497/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33387497/
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床編集委員会編集．日本小児医事出版社． 2021．
1764-1767．  

3.  渡邉佳子（分担執筆）：排泄専門外来の実際  小児

便秘外来．小児看護．へるす出版．2021．460-465．  
4.  浮山越史（分担執筆）：肛門周囲膿瘍．これだけは

知 っ て お き た い ！ よ く み る 小 児 疾 患 101—ベ テ ラ

ンに学ぶ初期対応と処方の実際 −［第 2版］．五十嵐
隆監修． 2021． 240-241．  

5.  浮山越史（分担執筆）：鼠径ヘルニア，臍ヘルニア．

こ れ だ け は 知 っ て お き た い ！ よ く み る 小 児 疾 患
101—ベテランに学ぶ初期対応と処方の実際 −［第 2
版］．五十嵐隆監修． 2021． 253-255．  

 
 

救急医学教室  

 
講  演  

1.  村田卓也，山田賢治，田端健二，海田賢彦，山口芳

裕：携帯型 サーモグ ラフィ ーカメラを 用いた救急
傷病者における体温測定の有用性の検討．第 24回
日本臨床救急医学会総会・学術集会．オンライン．

2021年 6月 10-12日．  
2.  吉川慧，海田賢彦，鈴木準，田中佑也，山口芳裕：

重症熱傷患 者に対す る感染 管理〜杏林 の戦略〜．

第 47回日本熱傷学会総会・学術集会．オンライン．
2021年 10月 21日．  

3.  海田賢彦，山口芳裕：人工真皮を生着させる術〜杏

林の現状と未来〜．第 47回日本熱傷学会総会・学術
集会．オンライン． 2021年 10月 21日．  

4.  海田賢彦：広範囲熱傷の手術戦略．第 47回日本熱傷

学会総会・学術集会．オンライン． 2021年 10月 22
日．  

5.  鈴木準，海田賢彦，田中佑也，吉川慧，加藤聡一郎，

井上孝隆，山口芳裕：熱傷患者における予後推定指
数の検討．第 47回日本熱傷学会総会・学術集会．オ
ンライン． 2021年 10月 21-22日．  

6.  池田憲祐，海田賢彦，田中佑也，鈴木準，吉川慧，

加藤聡一郎，井上孝隆，山口芳裕：血小板増加によ
り偽性高 K血症を認めた 13%熱傷の一例．第 47回日

本熱傷学会総会・学術集会．オンライン． 2021年
10月 21-22日．  

7.  田中佑也，海田賢彦，鈴木準，吉川慧，加藤聡一郎，

井上孝隆，山口芳裕：micrograftを用いた革新的植
皮戦略．第 47回日本熱傷学会総会・学術集会．オン
ライン． 2021年 10月 21-22日．  

8.  Kaita Y ， Yamaguchi  Y ： Usefulness o f  
surve i l lance wound cultures for  severe burn 
pat ients .  The 13th Asia Pac if ic  Burn Congress ．
Online  ． October 23． 2021．  

9.  西方亮太郎，吉川慧，相澤陽太，清水亮祐，原田巽

矢，清水裕介，田中佑也，海田賢彦，山口芳裕：ト

ラゾドンの 過量内服 により 致死性不整 脈を呈した
1例．第 49回日本救急医学会総会・学術集会．東京．
2021年 11月 21日．  

10 .  横堀將司，大友康裕，三宅康史，弘重壽一，田中秀

治，奥寺敬，山口芳裕，坂本哲也，有賀徹，横田裕
行：挑戦：災禍と対峙した救急医こそが社会を変え

る力を発揮する．第 49回日本救急医学会総会・学術
集会．東京． 2021年 11月 21日．  

11 .  池田憲祐，海田賢彦，小塙智志，緒方友紀，西方亮

太 郎 ， 吉 川 慧 ， 山 口 芳 裕 ： HIT(hepar in-induced 
thrombocytopenia)に よ り 両 側 副 腎 出 血 を き た し

副腎不全を呈した墜落外傷の 1例．第 49回日本救急
医 学 会 総 会 ・ 学 術 集 会 ． 東京 ． 2021年 11月 22日 ． 

12 .  持田勇希，海田賢彦，落合剛二，荻野聡之，宮国泰

彦，井上孝隆，山田賢治，山口芳裕：容易ではない
ダブルボードの技能取得・維持における心得とは．
第 49回日本救急医学会総会・学術集会．東京．2021
年 11月 22日．  

13 .  吉川慧，山田賢治，西沢良平，加藤総一郎，宮国泰

彦，海田賢彦，山口芳裕：コロナ禍の高度救命救急

センターにおける学生・研修医教育の現状．第 49回
日本救急医学会総会・学術集会．東京． 2021年 11
月 22日．  

14 .  笹沢俊吉，海田賢彦，吉田知礼，西沢良平，持田勇

希，宮国泰彦，井上孝隆，山田賢治，山口芳裕：東
京都母体救 命搬送に おける 多診療科・ 多職種連携

中核としての救命センターの役割．第 49回日本救
急医学会総会・学術集会．東京．2021年 11月 23日．  

15 .  野田祐司，海田賢彦，根田知明，大津晃康，鈴木準，

吉川慧，井上孝隆，山口芳裕：アトピー性皮膚炎を
基礎疾患と し肺動脈 弁感染 性心内膜炎 を発症した
一例．第 49回日本救急医学会総会・学術集会．東京．

2021年 11月 23日．  
16 .  山田賢治，長瀬美樹，松村讓兒，持田勇希，落合剛

二，宮方基行，海田賢彦，山口芳裕：微小神経電図

法による血管周囲神経活動電位の検出  ~  Sihler染
色による解剖体の検討．第 49回日本救急医学会総
会・学術集会．東京． 2021年 11月 23日．  

17 .  加藤聡一郎，落合剛二，海田賢彦，山田賢治，山口

芳裕：新型 コロナウ イルス 感染症患者 の航空医療
搬送に向けた東京都の取組と多機関連携．第 49回
日本救急医学会総会・学術集会．東京． 2021年 11
月 23日．  

論  文  

1.  堀野雅祥，荻野聡之，吉川慧，五十嵐昂 1，海田賢

彦，山口芳裕（ 1杏林大・保・救急救命学科）：ト
ラゾドン、リスペリドンによる薬剤性 QT延長症候

群から torsade de pointesを呈した重症患者の 1例．
日救急医会誌． 32（ 4）． 218-223． 2021．  

2.  Nakajima M1， Yamamoto  Y1， Kaszynski RH 1，

Yamauchi  Y1，Yamamoto  K 1，Nakaj ima Y 1，Goto  
H1， Yamaguchi Y， Ide T 1， Maeda Y1， Taj ir i  Y1

（ 1Tokyo  Metropol i tan Hiroo  Hospital ） ： A 
comparison on the  percentage o f  po lymerase 
chain reaction positivi ty for  SARS-CoV-2 
between Publ ic  Health Center re ferrals  and 
direct  walk-in pat ients :  A s ingle  center  
retrospect ive analysis in Tokyo ． J Infect  
Chemother． 27（ 6）． 852-856． 2021．  

3.  田中佑也，海田賢彦，鈴木準，吉川慧，山口芳裕：

Micrograft  sprayを併用した熱傷の治療経験．熱傷．
47（ 3）． 89-94． 2021．  

4.  Hamada S1，Nakaj ima M 1，Kaszynski  RH1，Otaka 
S2，Goto H1，Matsui  H 2，Fushimi  K 3，Yamaguchi  
Y ， Yasunaga H2 （ 1Tokyo Metropo li tan Hiroo 
Hospital ， 2The Universi ty o f  Tokyo ， 3Tokyo 
Medical  and Dental Universi ty Graduate Schoo l 
of  Medic ine ） ： Assoc iat ion between adjunct  
c l indamycin and in-hospital  mortal ity in 
pat ients with necrot iz ing  so ft  t issue infection 
due to  group A Streptococcus :  a nat ionwide  
cohort study． Eur J Clin Microbiol  Infect Dis．
2021． DOI： 10.1007/s10096-021-04376-2．  

5.  Kurihara S 1， Nakaj ima M 1， Kaszynski RH 1，

Yamamoto  Y 1，Santo K 1，Takane  R1，Tokuno  H 1，
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Ishihata A 1， Ando H 1， Miwa M 1， Hamada S 1，
Nakano T1，Shirokawa M 1，Goto  H 1，Yamaguchi  
Y （ 1Tokyo Metropol itan Hiroo Hospital ） ：

Prevalence of COVID-19 Mimics in the  
Emergency Department．Intern Med．60（ 19）．
3087-3092． 2021．  

6.  Nishimura H，Mochida Y，Ogino S，Fukushi  K 1，

Yamazaki H 1 ， Miyakuni Y ， Kaita Y ，
Minamishima T 1 ， Soejima K 1 ， Yamaguchi  Y
（ 1Department o f  Cardiovascular  Medic ine,  
Kyor in Universi ty Hospital）： Critical  anter ior  
mediast inal  hematoma without internal 
mammary artery  in jury  caused by 
cardiopulmonary resusci tation:  A case report．
Trauma Case Rep． 37． 100587． 2021．  

著  書  

1.  荻野聡之，山口芳裕（分担執筆）：質量分析装置に

よる薬毒物検査．医学のあゆみ．医歯薬出版．2021．
996-1001．  

2.  海田賢彦，山口芳裕（分担執筆）：Ⅳ外傷・熱傷の

診断・治療  44．熱傷患者の管理指針．救急・集中

治 療  最新 ガ イド ラ イン 2022- '23． 岡 本 和 文 編著 ．
総合医学社． 2022． 159-160．  

3.  海田賢彦（分担執筆）：熱傷創に対する感染対策の

進歩．医学のあゆみ．医歯薬出版．2022．1227-1230． 
その他  

1.  山口芳裕： 高齢者施 設での 感染拡大が 増加した新

型コロナウイルスの第 3波を振り返り（コメント）．
朝日新聞． 2021年 4月 5日．  

2.  山 口 芳 裕 ： 東 京 DMATは 東 京 消 防 庁 と と も に（ 寄

稿）． SAFETY LIFE TOKYO東京防災救急協会．
18． 5-6． 2021．  

3.  山口芳裕：実態を伴わなかった五輪の「安心・安全」

（寄稿）．正論． 602． 258-264． 2021．  
4.  山口芳裕：新型止血帯「ターニケット」が救急現場

で急速に普 及してい ること を受け，非 常事態への

対応力を高めていく必要性について（コメント）．
日本経済新聞． 2021年 7月 12日．  

5.  山口芳裕： 東京五輪 を支え る医療統括 責任者就任

への覚悟について（語る）．朝日新聞デジタル．2021
年 7月 23日．  

6.  山口芳裕：新型止血帯「ターニケット」が救急現場

で急速に普 及してい ること を受け，非 常事態への
対応力を高めていく必要性について（コメント）．
日本経済新聞． 2021年 7月 29日．  

7.  山口芳裕：国民の不利益「首相が説明を」（コメン

ト）．朝日新聞． 2021年 8月 3日．  
8.  山口芳裕：コロナと五輪・パラリンピックにより医

療に負荷が かかって いる現 状について （東京五輪
医療統括責任者としてコメント）．朝日新聞．2021
年 8月 5日．  

9.  山口芳裕： 新型コロ ナウイ ルス感染が 爆発的に増

えている現状について「都内の医療は崩壊した」と
（コメント）．朝日新聞デジタル．2021年 8月 11日．  

10 .  山口芳裕：酸素・医療提供ステーションの設置等に

ついて，医療体制のミスマッチや課題について（東
京都の入院調整担当としてコメント）．TBSテレビ

「 NEWS 23」． 2021年 8月 12日．  
11 .  吉川慧：重症熱傷患者の感染管理、ポイントは？症

例を提示して解説（学会発表紹介）．メディカルト

リビューン． 2021年 11月．  
12 .  山口芳裕：東京と共に杏林大学病院で 3月から運航

が開始され る小型ド クター ヘリについ て（コメン
ト）．日本経済新聞． 2022年 2月 28日．  

13 .  山口芳裕：東日本大震災「つなぐ、つながる」プロ

ジェクトの 一環とし て，災 害時の低体 温症のリス
クや防災の 備えに組 み込む ことの必要 性について
（コメント）． TBSテレビ「 NEWS 23」． 2022年
3月 9日．  

14 .  山口芳裕：「救える命」つなぐ連携カギ（紹介）．

日本経済新聞． 2022年 3月 21日．  
15 .  山口芳裕：3月 31日から東京都で運用が開始される

ドクターへ リの基地 病院と なる当院に ついて抱負
を（語る）．東京新聞． 2022年 3月 25日．  

16 .  山口芳裕： 東京都で 運用が 開始される ドクターヘ

リの基地病 院である 当院と して，基盤 づくりを指
揮した高度救命救急センター長のコメント（紹介）．

TBSテレビ「ひるおび」． 2022年 3月 30日．  
 
 

脳神経外科学教室  

 
講  演  

1.  齊藤邦昭：高精細 CT・ MRIにより変わる脳腫瘍外

科治療の最前線．第 44回日本脳神経 CI学会総会．
オンライン． 2021年 4月 9日．  

2.  岡田啓：未 破裂椎骨 動脈解 離性動脈瘤 の母血管閉

塞術後に傍正中動脈領域梗塞が判明した 1例．第 9
回東大血管内研究会．東京． 2021年 4月 14日．  

3.  齊藤邦昭，小林啓一，佐々木重嘉，松本淑恵，今井

大也，野澤隆志，塩川芳昭，永根基雄：外視鏡と磁
場式ナビゲ ーション を併用 したフルタ イムナビゲ

ーション手術．第 30回脳神経外科手術と機器学会．
オンライン． 2021年 4月 23日．  

4.  塩川芳昭：バイパス手術の流儀．第 30回脳神経外科

手術と機器学会．オンライン． 2021年 4月 24日．  
5.  齊藤邦昭：開頭術を支援する高分解能 CT/MRI画像．

第 21回日本術中画像情報学会．オンライン． 2021
年 4月 24日．  

6.  中冨浩文： 脳幹部海 綿状血 管腫手術に 於ける納棺

機能の可視化と術中操作への応用．第 41回日本脳

神経外科コングレス．オンライン．2021年 5月 15日． 
7.  塩川芳昭： 脳神経外 科診療 における診 療報酬制度

の現状と課題．第 41回日本脳神経外科コングレス．

オンライン． 2021年 5月 16日．  
8.  佐々木重嘉 ：再発中 枢神経 系原発悪性 リンパ腫に

対するチラ ブルチニ ブ治療 中の皮膚障 害の検討．

PCNSL Web Conference in  Tokyo．オンライン．
2021年 5月 27日．  

9.  永根基雄： 中枢神経 系原発 悪性リンパ 腫の病態と

治 療  ―ベ レ キ シ ブ ル 治 療 の 現 状 ―． PCNSL Web 
Conference in Kanagawa．オンライン． 2021年 6
月 10日．  

10 .  永根基雄： 中枢神経 系悪性 リンパ腫の 病態と治療  
―エビデンスと今後の展望 ―．第 61回日本リンパ網
内系学会総会．オンライン． 2021年 6月 26日．  

11 .  永根基雄： 中枢神経 系原発 悪性リンパ 腫の病態と

治療  ―最近のトピックスおよびベレキシブル治療
の現状 ―．ベレキシブル Web講演会．オンライン．

2021年 7月 7日．  
12 .  永根基雄： PCNSL治療  ―この 1年の新たな展開と

展望 ―．ベレキシブル発売 1周年記念 Webセミナー．

オンライン． 2021年 7月 8日．  
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13.  Nagane M： One-Year Fol low-up Data o f Phase 
I/ II  Study o f Tirabrutinib in Pat ients with 
Relapsed or Refractory Pr imary Central Nervous 
System Lymphoma (ONO-4059-02 study) ．
PROSPECT (ONO-4059-09)  Study Virtual  
Investigator Meet ing． Online． July 12th 2021． 

14 .  永根基雄：中枢神経系悪性リンパ腫の病態・治療と

BTK 阻 害 薬 の 意 義 ． Kyushu Velexbru 1st 
Anniversary Web Seminar．オンライン． 2021年
8月 12日．  

15 .  中冨浩文： 脳幹部海 綿状血 管手術に於 けるハイリ

スク伝導路 の解剖と 神経機 能の可視化 による機能

温存と合併症．第 26回日本脳腫瘍の外科学会、オン
ライン． 2021年 9月 9日．  

16 .  中冨浩文： 聴神経腫 瘍に対 する蝸牛， 顔面神経の

“解剖と神経機能の可視化 ”による機能温存手術．オ
ンライン． 2021年 9月 10日．  

17 .  齊藤邦昭，佐々木重嘉，清矢陽右，小野田凌，松本

淑恵，小林啓一，中冨浩文，塩川芳昭，永根基雄：
高精細画像 を用いた グリオ ーマ摘出術 前シミュレ
ーションと術中画像支援．第 26回日本脳腫瘍の外

科学会．東京． 2021年 9月 10日．  
18 .  中冨浩文，本郷博貴，宮脇哲，石神大一郎，寺西裕，

小原健太，酒井優，齊藤延人：脳海綿状血管奇形に

おける germline mutationの解析．第 21回日本分子
脳神経外科学会．オンライン． 2021年 9月 24日．  

19 .  中冨浩文，寺西裕，宮脇哲，酒井優，石神大一郎，

小原健太，本郷博貴，高柳俊作，齊藤延人：神経線
維 腫 症 2型 （ NF2） の 遺 伝 子 解 析 研 究  ―モ ザ イ ク
NF2の遺伝的・臨床的特徴の解析 ―．第 21回日本分

子脳神経外科学会．オンライン． 2021年 9月 25日． 
20 .  永根基雄： 中枢神経 系原発 悪性リンパ 腫の病態と

治 療  ―エビ デンス と最 近の話 題 ―． 多摩 血液 疾患

Web Seminar．オンライン． 2021年 10月 15日．  
21 .  Nagane M ： Standard of Care and Novel  

Therapeutic  Ins ights for  Primary Central  
Nervous System Lymphoma. 第 59回 日 本 癌 治 療
学会学術集会．オンライン． 2021年 10月 22日．  

22 .  佐々木重嘉：多科合同チームによる再発・難治性中

枢神経系悪 性リンパ 腫に対 する大量化 学療法の試
み．第 59回日本癌治療学会学術集会． 2021年 10月
21日．  

23 .  Nagane M :  Standard of  care and nove l 
therapeutic  ins ights for  pr imary central  nervous  
system lymphoma．第 59回日本癌治療学会学術集

会．横浜． 2021年 10月 22日．  
24 .  中冨浩文： 発生起源 と血管 構築に基づ く脳腫瘍の

手術戦略，手技，理論．第 80回脳神経外科学会総会．

横浜． 2021年 10月 27日．  
25 .  中冨浩文：臨床病理所見と CFD解析に基づく巨大，

大型 fusi form and dol ichoectatic  aneurysmの治療．

第 80回脳神経外科学会総会．横浜．2021年 10月 27
日．  

26 .  丸山啓介，中冨浩文，吉田裕毅，岡田啓，野口明男，

塩川芳昭： 微小血管 減圧術 の術前シミ ュレーショ
ン画像の有効性と限界．第 80回脳神経外科学会総
会．横浜． 2021年 10月 28日．  

27 .  齊藤邦昭，佐々木重嘉，清矢陽右，小野田凌，松本

淑恵，小林啓一，中冨浩文，塩川芳昭，永根基雄：
高精細画像 融合／持 続認識 ナビゲーシ ョン支援を

用いた外視鏡下腫瘍摘出術．第 80回脳神経外科学
会総会．横浜． 2021年 10月 28日．  

28 .  永根基雄，佐々木重嘉，小野田凌，清矢陽右，齊藤

邦昭，小林啓一，中冨浩文，大西宏明，高山信之，
塩川芳昭： 再発難治 性中枢 神経系原発 悪性リンパ
腫 に 対 す る 自 家 幹 細 胞 移 植 支 援 大 量 化 学 療 法

（ BuTT レ ジ メ ン ） ． High-dose chemotherapy 
supported by autologous stem cel l  transplant in 
relapsed and refractory pr imary CNS lymphoma．
第 80回日本脳神経外科学会学術総会．横浜． 2021
年 10月 29日．  

29 .  小林啓一，佐々木重嘉，齊藤邦昭，山岸夢希，中冨

浩文，塩川芳昭，永根基雄：再発中枢神経系原発悪
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artery aneurysms:  A report o f  two cases and a  
review of l i terature.  he 22nd Congress o f  the  
Asian Socie ty  for  Vascular 
Surgery.Online.October 11-13,  2021 

5.  市川洋平，古暮洸太，笹嶋寛史，藤巻圭介，伊佐治

寿彦，細井温，布川雅雄，窪田博：当科における脾
動脈瘤 30例の自然経過に関する検討．第 62回日本
脈管学会総会．オンライン．2021年 10月 14日 -16日． 

6.  Isaj i  T,  Kogure K,  Ichikawa Y,  Sasaj ima H,  
Fujimaki K,  Ikezoe T,  Mochizuki Y,  Hoso i  Y,  
Nunokawa H, Kubota H:  Management Strategies  
for  Visceral Arter ial  Aneurysms Based on the 

Natural History .  Compared to  the SVS 
Guide l ines .  第 62回日本脈管学会総会 .オンライン．
2021年 10月 14日 -16日．  

7.  古暮洸太，市川洋平，笹嶋寛史，藤巻圭介，伊佐治
寿彦，細井温，布川雅雄，窪田博：上腸間膜動脈分
枝 灌 流 障 害 を 伴 う B型 急 性 大 動 脈 解 離 に 対 し て 血

栓摘除術お よび上腸 間膜動 脈開窓術で 救命し得た
1例．第 62回日本脈管学会総会．オンライン．2021
年 10月 14日 -16日．  

8.  知見将宏，稲葉雄亮，土屋博司，峯岸祥人，遠藤英
仁，窪田博：上行大動脈血栓症に対して緊急上行大
動脈置換術を施行した一例．第 187回日本胸部外科

学会関東甲信越地方会．東京． 2021年 11月 6日．  
9.  峯岸祥人，稲葉雄亮，土屋博司，遠藤英仁，窪田博：

胸部感染性 大動脈瘤 ・人工 血管感染に 対するウシ

心膜グラフトを 用いた手術 治療の中期成績 の検討．
第 74回日本胸部外科学会定期学術集会．東京．2021
年 11月 3日．  

10 .  池添亨，布川雅雄，窪田博：脂質代謝異常の腹部大
動脈瘤への関与．第 50回杏林医学会総会．オンライ
ン． 2021年 11月 20日 -11月 29日．  

11 .  濱野繁，佐伯栞里，川瀬羽生加，峯岸祥人：当院に
おける体外 設置型補 助人工 心臓の固定 の工夫．第
59回日本人工臓器学会大会．千葉．2021年 11月 26
日 .  

12 .  稲葉雄亮，古暮洸太，峯岸祥人，遠藤英仁，窪田博：
A型急性大動脈解離に対する open stent graft偽腔

留置により腹 部 malper fusionを発症 した１例．第
18回多摩心臓外科学会．オンライン．2022年 2月 12
日．  

13 .  窪田博，遠藤英仁，峯岸祥人，稲葉雄亮，大塚俊哉
3，野中隆広 2，久木基至 2，冨樫郁子 1，上田明子 1，
三輪陽介 1， 佐藤俊明 1，河 野隆志 1，松 尾征一郎 1，

星田京子 1，勝目有美 1，副島京子 1．（ 1杏林大学循
環器内科， 2東京都立多摩総合医療センター心臓血
管外科， 3ニューハート渡邊国際病院心臓外科）：

Epicardial  Ablat ion Using an Infrared 
Coagulator  “Kyo-co” to  Treat  Atr ial  Fibr il lat ion  
on The Beating/Arrested Heart．第 86回日本循環

器学会 (JCS 2022)．オンライン． 2022年 3月 11日 -
3月 13日．  

14 .  古暮洸太，遠藤英仁，峯岸祥人，稲葉雄亮，窪田博：

広 範 囲 胸 部 大 動 脈 瘤 切 迫 破 裂 に 対 し open stent 
graft併施全弓部置換術で救命し得た 1例．第 188回
日本胸部外科学会関東甲信越地方会．東京． 2022
年 3月 19日．  

論  文  

1.  Kubota H,  Ohtsuka T,Ninomiya M, NonakaＴ ,  
Hisagi M, Endo  H,  Minegishi S ,  Tsuchiya H,  
Inaba Y ： Thoracoscopic  infrared ablation to  
create a box  lesion as a  treatment  for  atr ial  
f ibr i l lation．J Cardiothorac Surg．17(1).  1 .  2022.  

2.  Kubota H,  Endo H,  Ishi i  H,  Tsuchiya H,  Inaba Y,  
et  a l :  ALCAPA in adults:  Learning more about 
this rare congenital  disease in the coronary  
arteries.  Health & Medicine.  10.26904/RF-135-
12181923651.  2021.  

3.  Minegishi S,  Endo H,  Inaba Y,  Kubota H:  A large  
vegetation on a xenoper icardial  rol l  e lephant 
trunk graft .  JTCVS Techniques .6.  46-49．  2021.  

4.  Ikezoe T,  Shoj i  T,  Guo J,  Shen F,  Hong S Lu,  
Daugherty A,  Nunokawa M, Kubota H,  Miyata M, 
Baohui Xu,  Ronald L Dalman:  No Effect o f  
Hypercho lestero lemia on Elastase -Induced 
Exper imental Abdominal  Aort ic  Aneurysm 
Progression.  Biomolecules.11(10) .  1434.  2021.  
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5.  Baohui Xu,  Gang Li,  Jia Guo,  Ikezoe T,  
Kasirajan K,  Zhao S,  L Dalman R:  Angiotensin-
converting enzyme 2,  coronavirus disease 2019,  
and abdominal aort ic  aneurysms.  J Vasc Surg.  
74(5).  1740-1751.  2021.  

6.  市川洋平，細井温，笹嶋寛史，藤巻圭介，大森嘉彦

¹，菅間博 ¹，布川雅雄．窪田博 (1杏林大学医学部付
属病院病理部 )：膝窩動脈捕捉症候群に対して大伏
在静脈グラ フトを用 いて膝 窩動脈置換 術を実施し

た 10代女児の 1手術例．血管外科．第 40巻． 1号．
69-75． 2021年．  

7.  Inaba Y,  Minegishi S,  Endo H,  Kubota H:  
Removal  of  a  frozen elephant trunk using a  
polyvinyl tube.  General Thorac ic  and 
Cardiovascular Surgery.  2022.  
doi .org/10.1007/s11748-022-01790-x.  Epub.  

8.  Jia Guo,  Tahakiro Shoj i ,  Yingbin Ge,  Xiaoya 
Zheng,  Yankui Li,  Sihai  Zhao,  Toru Ikezoe,  
Shuai Liu,  Jianhua Huang,  Wei Wang,  Baohui 
Xu,  Ronald L Dalman:  Treatment  with  the  Pro ly l  
Hydroxylase Inhibitor JNJ Promotes Abdominal 
Aortic  Aneurysm Progress ion in  Diabet ic  Mice.  
Eur J Vasc Endovasc Surg.  63(3).  484-494.  2022.  

著  書  

1.  窪田博：企画「大動脈解離：治療の進歩と今後の展
望‐ステントグラフトの進歩と共に」、巻頭言．心
臓  SHINZO．公益財団法人日本心臓財団．第 53巻
4号． 2021． 317.  

2.  窪田博：循 環器医が 知って おくべき最 新のエビデ
ンス．心臓  SHINZO．公益財団法人日本心臓財団．

第 53巻 8号． 2021． 822-823．  
その他  

1.  窪田博：コメンテーター．一般演題（口演）26、症

例報告（不整脈）2．第 69回日本心臓病学会学術集
会． 2021年 9月 17日 -19日．  

受賞報告  

1.  市川洋平： 最優秀演 題．包 括的高度慢 性下肢虚血

(CLTI)予後予測因子として の血中多価不飽和脂肪
酸濃度の意義．第 49回日本血管外科学会学術総会．

2021年 5月 19日 -21日．  
2.  市 川 洋平 ：準 優勝 .  Senior  Class.  Distal  Bypass 

Olympic  Games 2021.  2021 Congress o f  Asian 
Socie ty for  Vascular Surgery /  Dr.  Nobuyoshi 
Azuma MD PhD.Supported by Japanese Soc iety 
for  Vascular Surgery.  Oct 13.  2021 

3.  知見将宏：優秀賞．第 187回日本胸部外科学会関東

甲信越地方会．東京． 2021年 11月 6日．  
4.  稲葉雄亮：一般演題奨励賞．第 18回多摩心臓外科学

会．オンライン． 2022年 2月 12日．  
 
 

整形外科学教室  

 
講  演  

A.講演  

1.  細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．防衛医科大学

校整形外科同門会教育研修講演．オンライン．2021
年 4月 3日．  

2.  竹内拓海：びまん性特発性骨増殖症（ DISH）に対

する Double endplates penetrat ing  screw(DEPS)
法の適応と応用‐ DEPS法に最適な implantとは？．
Depuy Synthes Spine TIME．オンライン．2021年

4月 8日．  
3.  細金直文：本邦における腰椎変性側弯症の現状．第

50回日本脊椎脊髄病学会．京都市・オンライン．

2021年 4月 23日．  
4.  市村正一：骨折リスクの高い骨粗鬆症の治療戦略．

骨粗鬆症治療 NEXT Strategy．オンライン． 2021
年 5月 31日．  

5.  細金直文： 脊椎外科 領域に おける神経 障害性疼痛

の治療と課題． Pain Live Symposium．オンライ

ン． 2021年 6月 30日．  
6.  竹内拓海：びまん性特発性骨増殖症（ DISH）に対

する Double endplates penetrat ing  screw(DEPS)
法の適応と応用‐ DEPS法に最適な implantとは？．
Depuy Small  seminar．オンライン．2021年 7月 29
日．  

7.  市村正一：骨粗鬆症治療の意義・薬物療法の適正使

用．Meet  the Expert  in KYOTO．オンライン．2021
年 8月 19日．  

8.  細金直文：脊椎変形疾患の評価と治療．第 8回両毛

地区痛み研究会．オンライン． 2021年 8月 20日．  
9.  市村正一： 骨粗鬆症 性椎体 骨折診療マ ニュアルと

薬物療法．テリボン Web講演会．オンライン．2021
年 9月 9日．  

10 .  細金直文： 神経障害 性疼痛 を来す腰椎 疾患につい

て． DSネット  Pain Webセミナー．オンライン．
2021年 9月 9日．  

11 .  細金直文：成人脊柱変形の診断と治療．第 70回東日

本整形災害外科学会．盛岡市・オンライン． 2021
年 9月 17日．  

12 .  市村正一：骨粗鬆症診療における医療安全．運動器

疾患 /骨・関節フォーラム松江会場．オンライン．
2021年 9月 25日．  

13 .  細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．西新宿整形外

科研究会オータムセミナー 2021．東京・オンライ
ン． 2021年 10月 2日．  

14 .  竹 内 拓 海 ： Double endplates penetrat ing 
screw(DEPS)法 の 治 療 成 績 と 応 用 ‐ DISH以 外 へ
の 適 応 は ？ ‐ ． Zimmer Round-Table  Case 
Discussion.  オンライン． 2021年 10月７日．  

15 .  竹 内 拓 海 ： Double endplates penetrat ing 
screw(DEPS)法 の 治 療 成 績 と 応 用 ‐ DISH以 外 へ
の 適 応 は ？ ‐ ． 第 11 回 最 小 侵 襲 脊 椎 治 療 学 会

（ MIST学会）．東京． 2021年 10月 30日．  
16 .  稲田成作：骨粗鬆症と血管石灰化．第 13回多摩整形

外科病診連携の会．オンライン．2021年 11月 17日． 
17 .  森井健司：がん骨転移診療の基本と実践‐ QOL維

持をめざし たがん患 者運動 器障害への 対応‐．西
多摩整形外科医会学術講演会．オンライン． 2021
年 11月 25日．  

18 .  市村正一： 骨粗鬆症 性椎体 骨折診療マ ニュアルか

ら 見 た イ ベ ニ テ ィ の 可 能 性 ． EVENITY Summit 
2021．オンライン． 2021年 12月 12日．  

19 .  竹 内 拓 海 ： Double Endplates Penetrat ing 
Screw(DEPS)法の 手技上の コツと問題点～どこま

で 使 え る ？ DEPS 法 ～ ． Chiba Spine Youth 
Meet ing  -25 t h -．千葉市． 2021年 12月 18日．  

20 .  細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．第 49回御茶ノ

水整形外科卒後研修セミナー．東京． 2021年 12月
19日．  

21 .  細金直文：高齢者成人脊柱変形の治療戦略．第 19回
神奈川 BRB整形外科研究会．オンライン． 2022年
2月 19日．  
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22.  細金直文： 成人脊柱 変形の 治療戦略  骨粗鬆症を

伴った高齢者の脊柱変形．第 31回神戸整形外科セ
ミナー．神戸市・オンライン． 2022年 2月 24日．  

23 .  細金直文：成人脊柱変形手術のピットフォール．第

12回日本成人脊柱変形学会．和歌山市・オンライ
ン． 2022年 3月 5日．  

B.国際学会  

1.  Mori i  T,  Asano N,  Nakayama R,  Kikuta K,  Susa 
M, Watanabe I,  Anazawa U,  Suzuki  Y,  Morioka 
H,  Ichimura S:  Per ioeprative complicat ions  o f  
giant ce l l  tumor  of  bone  in the extremities -
prevalence,  r isk  factors and impact on  funct ion 
and oncological  outcome- .  The 13 t h  APMSTS (the 
Asia Pac if ic  Musculoskeletal  Tumor Socie ty).  
Okayama. Apr i l  21 s t -23r d .  2021.   

2.  Udaka T,  Taj ima T,  Morii  T,  Ichimura S:  
Treatment  outcome o f  so l itary bone  cyst .  The 
13 t h  APMSTS (the Asia Paci fi c  Musculoske letal  
Tumor Soc ie ty).  Okayama.  Apr il  21 s t -23r d .  2021.  

3.  Taj ima T,  Morii  T,  Utaka T ,  Ichimura S:  Clinical  
signif icance  o f  sIL-2R in the early management 
of  bone and so ft  t issue  tumor.  The 13t h  APMSTS 
(the Asia Paci f ic  Musculoske letal  Tumor 
Socie ty).  Okayama. Apri l  21 s t -23 r d .  2021.  

4.  Hasegawa A,  Kioshita Y:  Comparison o f bal loon 
kyphoplasty and conservat ive  treatment  for  
osteoporotic  vertebral fractures in pat ients with  
dementia.  13th Combined Meet ing o f Asia  
Pac if ic  Spine Soc iety & Asia Paci f ic  Paediatric  
Orthopaedic  Soc iety (APSS-APPOS 2021).  
Onl ine .  June 9 t h -12 t h .  2021.  

5.  Takahashi  M,  Tsuj i  M,  Satomi K,  Takeuchi T ,  
Sano H,  Ichimura S,  Hosogane N:  Impact o f  
cervical  al ignment for  prognosis of  cervical  
spondylot ic  amyotrophy – Propensity score  
matching analys is –.  13th Combined Meeting o f 
Asia Pac i fic  Spine  Society & Asia Pacif ic  
Paediatric  Orthopaedic  Society (APSS-APPOS 
2021).  Onl ine.  June 10t h -30 t h .  2021.  

6.  Takeuchi T,  Yamagishi K,  Sano H,  Takahashi M, 
Ichimura S,  Hosogane N ： Usefulness and 
problems o f the double  endplates penetrating  
screw (DEPS) technique  for  pat ients  with 
dif fuse idiopathic  ske le tal  hyperostos is (DISH).  
13th Combined Meeting of Asia  Paci f ic  Spine  
Socie ty  & Asia Pac if ic  Paediatric  Orthopaedic  
Socie ty  (APSS-APPOS 2021).  Onl ine .  June 10 t h -
30 t h .  2021.   

7.  Takahashi  M,  Tsuj i  M,  Satomi K,  Takeuchi T ,  
Sano H,  Ichimura S,  Hosogane N:  Impact o f  
cervical  al ignment for  prognosis of  cervical  
spondylot ic  amyotrophy – Propensity score  
matching analysis –.  49th Cervical  Spine  
Research Socie ty  (CSRS)  Instructional Course 
and Annual Meet ing.USA・ Online.  December 1-
4.  2021.  

C.国内学会  

1.  竹内拓海，山岸賢一郎，辻将明，佐野秀仁，高橋雅

人，市村正一，河野仁，細金直文：びまん性特発性
骨 増 殖 症 （ DISH） を 合 併 し た 脊 椎 疾 患 に 対 す る

Double  end-plates  penetrating  screw(DEPS)法の
有用性と問題点．第 50回日本脊椎脊髄病学会．京都
市・オンライン． 2021年 4月 22日．  

2.  川野洋介，長谷川雅一，辻将明，竹内拓海，佐野秀

仁，高橋雅人，市村正一，細金直文：除圧術追加に
よる後方椎 体間固定 術後の 上位隣接椎 間障害への
影響．第 50回日本脊椎脊髄病学会．京都市・オンラ

イン． 2021年 4月 22日．  
3.  竹内拓海，山岸賢一郎，河野仁，小西一斉，辻将明，

佐野秀仁，高橋雅人，市村正一，長谷川雅一，細金

直文：下位腰椎化膿性脊椎炎に対する MISt手術の
治療成績．第 50回日本脊椎脊髄病学会．京都市・オ
ンライン． 2021年 4月 22日．  

4.  諸井威彦，佐野秀仁，小西一斉，五十嵐一峰，大木

紫，市村正一，細金直文：タブレット PCを用いた
新たな上肢巧緻運動機能評価法の開発（第三報）‐

頚髄症患者の評価と JOAス コアとの相関‐．第 50
回日本脊椎脊髄病学会．京都市・オンライン．2021
年 4月 23日．  

5.  諸井威彦，額賀唯至，高見澤悠平，佐野秀仁，高橋

雅人，小林裕明，細金直文：腰椎手術患者における
中枢感作の評価‐日本語版 CSIを用いた検討‐．第

50回日本脊椎脊髄病学会．京都市・オンライン．
2021年 4月 23日．  

6.  高橋雅人，今釜史郎，小林和克，吉田剛，山田圭，

山本直也，安藤宗治，川端茂徳，藤原靖，谷口愼一
郎，安藤圭，後迫宏紀，松山幸弘：日本脊椎脊髄病
学会ワーキ ンググル ープが 策定した脊 髄モニタリ

ン グ ア ラ ー ム ポ イ ン ト の 妥 当 性 ‐ 3,625例 の 多 施
設共同前向き研究‐．第 50回日本脊椎脊髄病学会．
京都市・オンライン． 2021年 4月 23日．  

7.  高橋雅人，辻将明，里見和彦，竹内拓海，佐野秀仁，

市村正一，細金直文：頚椎アライメントは頚椎症性
筋萎縮症の 予後に影 響する か‐傾向ス コアマッチ

ングによる解析‐．第 94回日本整形外科学会学術
総会．東京． 2021年 5月 20日．  

8.  坂倉健吾，佐々木茂，佐藤行紀，鈴木啓司，小谷明

弘，冨田哲也，菅本一臣，山崎隆治，森井健司，細
金直文：TKA術後生体内動態と設置位置の関連．第
94回日本整形外科学会学術総会．東京・オンライ

ン． 2021年 5月 20-23日．   
9.  小西一斉，佐野秀仁，細金直文，山岸賢一郎，長谷

川雅一，高橋雅人，竹内拓海，辻将明，谷戸祥之，

市村正一： 化膿性脊 椎炎手 術例の予後 に関わる因
子の検討．第 94回日本整形外科学会学術総会．東
京・オンライン． 2021年 5月 20-23日．  

10 .  森井健司，穴澤卯圭，佐藤ちあ紀，中村知樹，中山

ロバート，河本旭哉，鬼頭宗久，秋山達，永野昭仁，
上田孝文，森岡秀夫：四肢および後腹膜腔外体幹部

発生脱分化 脂肪肉腫 の予後 因子‐骨軟 部肉腫治療
研究会による多施設共同研究‐．第 94回日本整形
外科学会学術総会．東京． 2021年 5月 22日．  

11 .  浅野尚文，斎藤誠人，菊田一貴，小林英介，渡部逸

央，森井健司，川井章，森岡秀夫，中村雅也，松本
守雄，堀内圭輔，中山ロバート：デノスマブの術前

補助療法は 骨巨細胞 腫の掻 爬術後の局 所再発リス
クを増大させる．第 94回日本整形外科学会学術総
会．東京． 2021年 5月 22日．  

12 .  市村正一：（シンポジウム）骨代謝マーカーの変化

と異常値の意義．第 94回日本整形外科学会学術総
会．東京． 2021年 5月 21日．  

13 .  高橋雅人，今釜史郎，小林和克，山田圭，吉田剛，

山本直也，安藤宗治，川端茂徳，藤原靖，寒竹司，
谷俊一，松山幸弘：日本脊椎脊髄病学会ワーキング

グループが 策定した 脊髄モ ニタリング アラームポ
イ ン ト の 妥 当 性 ‐ 3,625例 の 多 施 設 共 同 前 向 き 研
究‐．第 94回日本整形外科学会学術総会．東京．

2021年 5月 23日．  
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14.  小西一斉，佐野秀仁，山岸賢一郎，高橋雅人，五十

嵐一峰，長谷川淳，竹内拓海，谷戸祥之，市村正一，
細金直文： 化膿性脊 椎炎手 術例の予後 に関わる因

子の検討．第 44回日本骨・関節感染症学会．横浜市．
2021年 6月 25-26日．  

15 .  稲田成作，大畑徹也，西野雅人，道廣岳，濱田尚一

郎，加藤聡一郎，細金直文，山口芳裕：不安定型骨
盤輪骨折に 上位横突 起骨折 を合併した 患者の臨床
的特徴．第 47回日本骨折治療学会学術集会．神戸

市・オンライン． 2021年 7月 2-3日．  
16 .  大畑徹也，稲田成作，小谷明弘，山口芳裕，市村正

一，細金直文：重症骨盤骨折を伴う多発外傷におけ

る 6時間後乳酸値改善の有無における検討．第 47回
日本骨折治療学会学術集会．神戸市・オンライン．
2021年 7月 2-3日．  

17 .  道廣岳，稲田成作，西野雅人，大畑徹也，丸野秀人，

細金直文：大腿骨頭の CT値はラグスクリューの挿
入トルクと相関する．第 47回日本骨折治療学会学

術集会．神戸市・オンライン． 2021年 7月 2-3日．  
18 .  西野雅人，稲田成作，道廣岳，大畑徹也，丸野秀人，

細金直文：大腿骨転子部骨折の新 AO分類における

外側壁厚と骨粗鬆症の関連性．第 47回日本骨折治
療学会学術集会．神戸市・オンライン．2021年 7月
2-3日．  

19 .  森井健司，岩田慎太郎，佐藤ちあ紀，中村知樹，河

本旭哉，中山ロバート，王谷英達，鬼頭宗久，佐々
恵太，末原義之，秋山達，佐藤健二，今西淳悟，河

野博隆，上田孝文，穴澤卯圭，森岡秀夫：二次性脱
分化脂肪肉腫の臨床像．第 54回日本整形外科学会
骨・軟部腫瘍学術集会．広島市・オンライン．2021
年 7月 15-16日．  

20 .  田島崇，森井健司，宇髙徹，岡部直太，柴原純二，

細金直文：骨・軟部腫瘍診療における可溶性 IL-2レ
セプター値の臨床的意義．第 54回日本整形外科学
会骨・軟部腫瘍学術集会．広島市・オンライン．2021
年 7月 15-16日．  

21 .  宇髙徹，田島崇，森井健司，市村正一，細金直文：

Dindo-Clavien compl icat ion gradeを 用 い た 悪 性
骨・軟部腫瘍の手術関連合併症の実態調査．第 54回
日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．広島市・
オンライン． 2021年 7月 15-16日．  

22 .  森智章，小林英介，中紀文，遠藤誠，中村知樹，森

井健司，吉田行弘，上田孝文，川井章：大腿に発生
した悪性腫 瘍に対す る大腿 骨全置換術 の治療成績
‐ 日 本 骨 軟 部 肉 腫 治 療 研 究 会 (JMOG)他 施 設 共 同

研究．第 54回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集
会．広島市・オンライン． 2021年 7月 15-16日．  

23 .  浅野尚文，齊藤誠人，菊田一貴，小林英介，竹内克

仁，須佐美智郎，渡辺逸央，西本和正，森井健司，
穴澤卯圭，鈴木禎寿，川井章，森岡秀夫，堀内圭輔，
中山ロバー ト：デノ スマブ の術前補助 療法は骨巨

細胞腫の掻把術 後の局所再 発リスクを増大 させる．
第 54回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．広
島市・オンライン． 2021年 7月 15-16日．  

24 .  浅野尚文，齊藤誠人，関田哲也，菊田一貴，小林英

介，渡辺逸央，森井健司，穴澤卯圭，鈴木禎寿，川
井章，森岡秀夫，中山ロバート：切除不能または再

発性骨巨細 胞腫に対 するデ ノスマブ単 剤療法の治
療成績．第 54回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集会．広島市・オンライン． 2021年 7月 15-16日．  

25 .  小澤英史，西田佳弘，岩田慎太郎，早川景子，薛宇

孝，川島寛之，石井猛，土屋弘行，筑紫聡，濱田健
一郎，矢澤康男，馬場一郎，永野昭仁，森井健司，

白井寿治， 今西淳悟 ，河野 博隆：脱分 化型および

Grade  3軟 骨 肉 腫 の 特 徴 と 治 療 成 績  JMOG他 施
設共同研究．第 54回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍
学術集会．広島市・オンライン． 2021年 7月 15-16
日．  

26 .  弘實透，山口さやか，森智章，浅野尚文，菊田一貴，

須佐美智郎，堀内圭輔，渡辺逸央，穴澤卯圭，鈴木

禎寿，森智章，吉山晶，森岡秀夫，小林英介，中山
ロバート： 若年の軟 骨芽細 胞腫におけ る治療の課
題‐当院および関連施設での治療経験．第 54回日

本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．広島市・オ
ンライン． 2021年 7月 15-16日．  

27 .  橘安津子，河野仁，伊賀隆史，諸井威彦，中道清広，

渡邉泰伸，片岡嗣和，細金直文：胸椎椎間板ヘルニ
アに対する PLIFおよび PLF．第 28回日本脊椎・脊
髄神経手術手技学会．京都市． 2021年 9月 3-4日．  

28 .  佐藤行紀，新井謙太郎，渡邊隼人，小谷明弘，細金

直文：ロッ キングを 呈した 外側半月板 単独損傷に
対する半月板縫合術の治療成績．第 70回東日本整

形災害外科学会．盛岡市・オンライン．2021年 9月
17日．  

29 .  坂倉健吾，佐々木茂，細金直文：広範囲腱板断裂に

対する腱板 修復術‐ 術式間 の比較‐特 に再断裂形
態に着目して．第 70回東日本整形災害外科学会．盛
岡市・オンライン． 2021年 9月 17日．  

30 .  森井健司，田島崇，宇髙徹，佐野秀仁，高橋雅人，

山田深，江原威，戸成綾子，須山淳平，鎮西美栄子，
池田哲也，細金直文：当院における骨転移診療支援

チームの初期診療実績．第 70回東日本整形災害外
科学会．盛岡市・オンライン． 2021年 9月 17日．  

31 .  竹内拓海，山岸賢一郎，小西一斉，佐野秀仁，高橋

雅人，市村正一，河野仁，細金直文：びまん性特発
性 骨 増 殖 症 (DISH)を 合 併 し た 脊 椎 疾 患 に 対 す る
Double  end- plates  penetrat ing screw (DEPS)法
の有用性と問題点．第 70回東日本整形災害外科学
会．盛岡市・オンライン． 2021年 9月 17日．  

32 .  若林俊夫，山田深，田代祥一，道廣岳，稲田成作，

細金直文： 交通外傷 による 骨折を伴わ ない開放性
前脛骨筋部 分断裂に 対して ，縫合術を 施行した症
例の術後理学療法介入報告．第 70回東日本整形災

害外科学会．盛岡市・オンライン．2021年 9月 17日．  
33 .  安部一平，家田良樹，黒崎祥一，有賀賢一，市村正

一，細金直文：高齢透析患者の転倒リスク第 70回東

日本整形災害外科学会．盛岡市・オンライン．2021
年 9月 17日．  

34 .  川野洋介，小西一斉，竹内拓海，佐野秀仁，高橋雅

人，市村正一，細金直文：腰椎除圧術追加による後
方椎体間固定術（ PLIF）後の上位隣接椎間障害へ
の影響．第 30回日本脊椎インストゥルメンテーシ

ョン学会．名古屋市・オンライン．2021年 10月 1-2
日．  

35 .  佐野秀仁，竹内拓海，小西一斉，高橋雅人，長谷川

雅一，市村正一，細金直文：骨粗鬆症性椎体骨折に
対する前後方固定術の手術成績．第 30回日本脊椎
インストゥルメンテーション学会．名古屋市・オン

ライン． 2021年 10月 1-2日．  
36 .  森井健司，細金直文，市村正一：（シンポジウム）

整 形 外 科 の SSI予 防 を 再 考 す る ‐ 抗 菌 薬 含 有 骨 セ

メントの是否．第 36回日本整形外科学会基礎学術
集会．伊勢市． 2021年 10月 14日．  

37 .  高橋雅人，滝徳宗，里見和彦，市村正一，小川潤，

細金直文： 経頭蓋電 気刺激 複合筋活動 電位の基礎
的研究‐賦活される部位と伝導路‐．第 36回日本
整形外科学会基礎学術集会．伊勢市・オンライン．

2021年 10月 14-15日．  
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38.  諸井威彦，額賀唯至，辻将明，小林裕明，佐野秀仁，

高橋雅人，市村正一，細金直文：腰椎手術患者にお
け る 中 枢 感 作 の 評 価 ‐ 日 本 語 版 CSIを 用 い た 検 討

‐．第 29回日本腰痛学会．東京・オンライン．2021
年 10月 22-23日．  

39 .  橘安津子，伊賀隆史，諸井威彦，中道清広，渡邉泰

伸，片岡嗣和，河野仁，細金直文：胸腰椎移行部椎
間板ヘルニ アに対す る後方 椎体間固定 術の手術成
績．第 29回日本腰痛学会．東京・オンライン．2021
年 10月 22-23日．  

40 .  佐野秀仁，竹内拓海，小西一斉，高橋雅人，長谷川

雅一，市村正一，細金直文：当院における骨粗鬆症

性椎体骨折 に対する 前後方 固定術の手 術成績．第
29回日本腰痛学会．東京・オンライン． 2021年 10
月 22-23日．  

41 .  小西一斉，佐野秀仁，山岸賢一郎，長谷川雅一，高

橋雅人，五十嵐一峰，長谷川淳，竹内拓海，辻将明，
川野洋介，諸井威彦，谷戸祥之，市村正一，細金直

文：化膿性 脊椎炎手 術例の 予後に関わ る因子の検
討．第 29回日本腰痛学会．東京・オンライン．2021
年 10月 22-23日．  

42 .  安部一平，小寺正純：人工股関節全置換術後の深部

静脈血栓形成に D-dimer以外の手術・血液データは
指標になり得るか．第 48回日本股関節学会学術集

会．奈良市・オンライン． 2021年 10月 22-23日．  
43 .  竹内拓海，小西一斉，佐野秀仁，高橋雅人，細金直

文：びまん 性特発性 骨増殖 症を伴う脊 椎外傷に対

する DEPS法の有用性と課題．第 11回最小侵襲脊椎
治療学会（ MIST学会）．東京・オンライン．2021
年 10月 29-30日．  

44 .  山岸賢一郎，竹内拓海：DISHを伴う胸椎に対する

PPS 刺 入 の 工 夫 ‐ Groove Entry Technique-  
Double endplates penetrat ing  screw(GET-DEPS)
法 の 短 期 成 績 ‐ ． 第 11回 最 小 侵 襲 脊 椎 治 療 学 会
（ MIST学会）．東京・オンライン．2021年 10月 29-
30日．  

45 .  細金直文，八木満，クリストファーエイムス，バー

ジニラファージ，河野仁，高橋雅人，佐野秀仁，竹
内拓海，小西一斉，市村正一：成人脊柱変形に対す

る矯正固定術が ADLへ及ぼ す影響の日米における
相違．第 55回日本側彎症学会学術集会．浜松．2021
年 11月 6日．  

46 .  竹内拓海，小西一斉，佐野秀仁，高橋雅人，市村正

一 ， 細 金 直 文 ： 成 人 脊 柱 変 形 手 術 に お け る
Computer-Assisted Rod Bending Systemを 用 い

た術中冠状面 alignmentの評価．第 55回日本側彎症
学会学術集会．オンライン． 2021年 11月 5-6日．  

47 .  渡邊隼人，佐藤行紀，新井謙太郎，細金直文： 8歳
に生じた外側半月板バケツ柄断裂の 1例．第 48回関
東膝を語る会．久喜市． 2021年 11月 20日．  

48 .  鵜狩育巳，小西一斉，高橋雅人，大祢英昭，竹内拓

海，佐野秀仁，長谷川雅一，市村正一，細金直文：
強直性脊椎 炎に頸椎 骨折を 合併し首下 がりを呈し
た 1例．第 50回杏林医学会総会．オンライン．2021
年 11月 20日．  

49 .  山下佑，安部一平，小寺正純，細金直文：線維性骨

異形成によ る二次性 変形性 股関節に対 して人工股

関節全置換術を施行した 1例．第 50回杏林医学会総
会．オンライン． 2021年 11月 20日．  

50 .  長慎太郎，宇髙徹，田島崇，森井健司，細金直文：

初発より 18年経過し再発が確認された単純性骨嚢
腫の 1例．第 50回杏林医学会総会．オンライン．2021
年 11月 20日．  

51 .  安部一平： 対側の手 術を回 避しえた可 能性のある

リウマチ性股関節症．第 68回多摩リウマチ研究会．
オンライン． 2021年 11月 20日．  

52 .  竹内拓海，小西一斉，佐野秀仁，高橋雅人，細金直

文：びまん性特発性骨増殖症（ DISH）を伴う脊椎
疾 患 に 対 す る Double endplates penetrat ing  
screw(DEPS)法の有 用性と 問題点． 第 24回日本低

侵襲脊椎外 科学会学 術集会 ．東京・オ ンライン．
2021年 11月 26日．  

53 .  安部一平，小寺正純，家田良樹，黒崎祥一：距骨下

関節脱臼の 1例．第 32回日本小児整形外科学会学術
集会．オンライン． 2021年 12月 2-3日．  

54 .  田島崇，森井健司，宇髙徹，細金直文：テモゾロミ

ド・イリノテカン併用療法が QOL維持に有効であ
っ た進 行骨 外性 Ewing肉 腫 の 1例 ．第 5回日 本サ ル
コーマ治療研究学会学術集会．オンライン． 2022
年 2月 4-5日．  

55 .  森井健司： 四肢骨内 局在で ある異形軟 骨腫瘍に広

範囲切除は 必要か‐ 悪性骨 腫瘍ガイド ライン策定

過程より‐．第 5回日本サルコーマ治療研究学会学
術集会．オンライン． 2022年 2月 5日．  

56 .  高橋雅人，小林和克，吉田剛，重松英樹，舩場真裕，

森戸伸治，町野正明，山本直也，安藤宗治，川端茂
徳，山田圭，岩崎博，谷口愼一郎，寒竹司，藤原靖，
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Sano H,  Ichimura S,  Kobayashi H:  Metastat ic  
intradural  extramedul lary spinal cord tumor 
from ovar ian cancer:  A case report with a 
l i terature review.  J Spinal Cord Med.  45(2).  320-
323.  2022.  

18.  Inada N,  Ohata T,  Maruno  H,  Mori i  T,  Hosogane 
N,  Ichimura S:  Optimal t iming for  intermittent 
administration o f  parathyroid hormone  (1–34) 
for  distraction osteogenesis in rabbits.  J  Orthop 
Surg Res.  17(1).  130.  2022.   

19.  Takeuchi  T,  Yamagishi K,  Koniishi K,  Sano H,  
Takahashi M, Ichimura,  Kono H,  Hasegawa M, 
Hosogane N:  Radio logical  evaluation of  
combined anteroposter ior fusion with vertebral 
body replacement using a minimally invasive 
lateral  approach for  osteoporot ic  vertebral  
fractures. -Ver i f icat ion o f opt imal surgical  
procedure -.  J Cl in Med.  11(1) .  629.  2022.   

B.日本語論文  

1.  竹内拓海，山岸賢一郎，河野仁，小西一斉，辻将明，

佐野秀仁，高橋雅人，市村正一，長谷川雅一，細金
直 文 ： 下 位 腰 椎 化 膿 性 脊 椎 炎 に 対 す る Minimally 
invasive spine stabi l izat ion(MISt)手 術 の 治 療 成
績‐腸骨スクリューの有用性．J Spine  Res．12（ 5）．
785-791． 2021．  

2.  高見澤悠平，坂倉健吾，森井健司，市村正一，細金

直文：肩関 節に生じ た滑膜 骨軟骨腫症 に対して鏡
視下手術を行った 2例．関東整災外会誌．52（ 3）．

92-97． 2021．  
3.  西野雅人，稲田成作，松隈卓徳，大畑徹也，安部学，

細金直文：大腿骨転子部骨折の新 AO分類における

単純Ｘ線と CT評価の相違．東日整災外会誌．33（ 2）．
115-119． 2021．  

4.  小西一斉，佐野秀仁，長谷川雅一，高橋雅人，市村

正一，細金直文：中下位頸椎脱臼骨折の麻痺改善に
関与する因子の検討．J Spine Res．13（ 2）．119-
125． 2022．  

5.  西野雅人，稲田成作，道廣岳，大畑徹也，丸野秀人，

細金直文：大腿骨転子部骨折の新 AO分類における
外側壁厚と骨粗鬆症の関連性．骨折．44（ 2）．353-
355． 2022．  

C.総説  

1.  細金直文：脊椎の外科基本手技．脊柱変形（ 3）成

人 脊 柱 変 形 に 対 す る 治 療 戦 略 ． Monthly Book 
Orthopaedics． 34（ 10）． 151-159． 2021．  

2.  細金直文：【骨粗鬆症性椎体骨折 -難治例の診断・

治療を中心に -】骨粗鬆症性椎体骨折に対する前後
合 併 手 術． 関 節外 科 ． 40（ 5） ． 552-558． 2021． 

3.  細金直文：成人脊柱変形  Up to  date．第 2章  疫学・

症候．成人脊柱変形の全身症状－歩行障害，消化器
症 状 ， メ ン タ ル ヘ ル ス ． 脊 椎 脊 髄 ジ ャ ー ナ ル ．
34(11)． 689-693． 2022．  

4.  森井健司，田島崇，宇髙徹，細金直文：【診断・治

療 に 難渋 し た Periprosthet ic  Joint  Infect ionへ の
対応】治療編‐ Megaprosthesis感染症例への対応．

臨整外． 57（ 3）． 273-279． 2022．  
5.  竹 内 拓 海 ， 細 金 直 文 ： 整 形 外 科 手 術 名 人 の know- 

howびまん性特発性骨増殖症（ DISH）に伴う脊椎

骨折に対す る椎体終 板貫通 スクリュー を用いた後
方固定‐ Single  or  double  endplates  penetrat ing 
screw（ SEPS／ DEPS）法‐．整形災外．65（ 3）．

214-217． 2022．  
著  書  

1.  細金直文（分担執筆）：VIII章  その他の脊柱変形

治療．形成不全性すべり．小児脊柱変形治療の最前
線．日本側弯症学会編．南江堂． 2021． 417-420． 

2.  竹内拓海（分担執筆）：第 18章脊柱変形  椎弓切除

後の脊柱変形．今日の整形外科治療指針第 8版．土
屋弘行編．医学書院． 2021． 605．  

3.  Ichimura S：  Bone  Turnover Markers.  Springer,  
Osteoporot ic  Fracture and Systemic Ske letal  
Disorders.  Takahashi  H,  David B.  B,  Yamamoto 
N.  Singapore.  2022.  187-205.  
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1.  下田由莉江：発汗のメカニズムとその障害． West 
Tokyo Sweat Disease Seminar．オンライン．2021
年 4月 9日．  
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2.  木下美咲：しなやかな脱毛症診療をめざして  患者

さんの質問 にこう答 える！ ～画像診断 の活用とと
もに～．第 37回日本臨床皮膚科医会総会・臨床学

会．東京・オンライン． 2021年 4月 24日．  
3.  大山学：脱 毛症の病 態と診 療のアップ デート．第

283回 日 本 皮 膚 科 学 会 岡 山 地 方 会 ． オ ン ラ イ ン ．

2021年 5月 15日   
4.  雨宮芽衣，福山雅大，下田由莉江，佐藤洋平，大山

学：Frontal  f ibros ing alopecia と考えた脱毛部に

多発した基底細胞癌の 1例．第 896回日本皮膚科学
会東京地方会．オンライン． 2021年 5月 15日．  

5.  早川玲那，木下美咲，波田野冴佳，下山田博明，大

山学： Pseudoxanthoma elasticum-l ike papil lary  
dermal  e lasto lysisに稗粒腫を伴った 1例．第 896回
日本皮膚科学会東京地方会．オンライン．2021年 5
月 15日．  

6.  大山学：男性型・女性型脱毛症診療のポイントを再

考する．第 120回日本皮膚科学会総会．横浜・オン

ライン． 2021年 6月 10日．  
7.  倉田麻衣子，佐藤洋平，大山学，水川良子：当院で

入 院 を 要 し た 帯 状 疱疹 の 解析 － 非 HIV免 疫 再 構 築

症候群としての病態への視点を加えて．第 120回日
本皮膚科学会総会．横浜・オンライン．2021年 6月
10日．  

8.  佐藤洋平，木下美咲，福山雅大，大山学：急速進行

性円形脱毛 症に対す る点滴 静注ステロ イドパルス
療法の長期予後の検討．第 120回日本皮膚科学会総

会．横浜・オンライン． 2021年 6月 10日．  
9.  大山学：円形脱毛症治療の新知見．第 120回日本皮

膚科学会総会．横浜・オンライン．2021年 6月 11日．  
10 .  成田陽子，大山学，水川良子：サイトメガロウイル

ス再活性化 を伴った 水疱性 類天疱瘡－ 重症度と再
活性化の予測因子の検討．第 120回日本皮膚科学会

総会．横浜・オンライン． 2021年 6月 10-13日．  
11 .  下田由莉江，井田陽子，下田真史，野田晃成，下山

田 博 明 ， 成田 陽 子 ，大 山 学： 皮 膚 Mycobacterium 
chelonae感染 症教室 経験例 の検討－ 細菌 学的検査
への考察を加えて．第 120回日本皮膚科学会総会．
横浜・オンライン． 2021年 6月 10-13日．  

12 .  大 山 学 ： 脱 毛 症 診 療 の 新 し い 知 見 ． Shining 
Univers ity Network Seminar （愛知医科大学・藤
田医科大学）．オンライン． 2021年 6月 18日．  

13 .  大山学：脱毛症診療で注意したいこと．第二回皮膚

科エキスバート Webセミナー．オンライン． 2021
年 6月 30日．  

14 .  水川良子：小児の薬疹－おとなの薬疹、こどもの薬

疹－ .  第 45回日本小児皮膚科学会学術大会．東京・
オンライン． 2021年 7月 3日．  

15 .  大山学：小児の脱毛症  診断と治療のコツ．第 45回
日本小児皮膚科学会学術大会．東京・オンライン．
2021年 7月 4日．  

16 .  佐藤洋平，小林英資，角田麻里，大山学：エンコラ

フェニブ・ ビニメチ ニブ内 服開始初日 に漿液性網
膜剥離を来した悪性黒色腫の 1例．第 37回日本皮膚

悪性腫瘍学会学術大会．松本・オンライン． 2021
年 7月 9日．  

17 .  早川玲那，木下美咲，福井香苗，宮川秀美，大山学：

脂漏性角化症に伴った皮膚悪性腫瘍の 2例：ダーモ
スコピー所 見から考 える発 生メカニズ ムの考察．
第 47回皮膚かたち研究学会学術大会．オンライン．

2021年 7月 10日．  
18 .  木村真衣，木下美咲，水川良子，大山学：臍帯血移

植後に生じた好酸球性膿疱性毛包炎の 1例．第 897

回日本皮膚科学会東京地方会．オンライン． 2021
年 7月 17日．  

19 .  大山学：杏 林大学皮 膚科の 最近の取り 組み－脱毛

症を中心に－．府中市医師会学術講演会．オンライ
ン． 2021年 7月 30日．  

20 .  Ohyama M: Use of human tissue-der ived or iPS 
cells  for  hair  fo l l icke  renegerat ion and 
treatment o f  hair  loss  diesases.  2021 
Australas ian Socie ty for  Dermatology Research 
Annual Sc ienti f ic  Meet ing.  Austral ia ･ Online .  
July 31st,  2021.  

21.  下田由莉江，山﨑好美，大山学，水川良子：特発性

後天性全身 性無汗症 教室例 の臨床及び 病理組織学
的特徴の検討．第 29回日本発汗学会総会．オンライ
ン． 2021年 9月 4日．  

22 .  野邊美月，倉田麻衣子，大山学，水川良子：BCG膀

胱内注入療法後に急性増悪した乾癬．第 36回日本
乾癬学会学術大会．東京・オンライン．2021年 9月
4日．  

23 .  下 田 由 莉 江 ： 当 教 室 に お け る dupilumabが 有 効 で

あ っ た ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 の 症 例 ． Type2 
Unflammation Area Meet ing in  TAMA- Type2炎
症を考える．オンライン． 2021年 9月 7日．  

24 .  大山学：脱毛症の診断と治療実践のコツ．並木皮膚

科ネットワーク．オンライン． 2021年 9月 8日．  
25 .  佐藤洋平，小林英資，慶野博，大山学：ニボルマブ

投与 11ヶ月後に反ぶどう膜炎を来した悪性黒色腫

の 1例．第 85 回日本皮膚科学会東部支部学術大会．
札幌・オンライン． 2021年 9月 18日．  

26 .  水川良子：Dupilumabの臨床効果 ~多面的な作用に

ついて考える ~．Tokyo AD Meet ing．オンライン．
2021年 9月 22日．  

27 .  倉田麻衣子 ：当科に おける アナフィラ キシー症例

の検討．第 21回皮膚合同カンファレンス．東京・オ
ンライン． 2021年 10月 2日．  

28 .  古明地久子 ，木下美 咲：局 所麻酔薬に よる悪性高

熱：鑑別すべき病態についての考察．第 22回皮膚合
同カンファレンス．東京・オンライン． 2021年 10
月 2日．  

29 .  水川良子： アトピー 性皮膚 炎と薬疹－ 概念の変革

と最新の治療を含めて－． 2021年度同窓会女性部
会．オンライン． 2021年 10月 16日．  

30 .  雨宮芽衣，佐藤洋平，大山学：恥丘部から陰部に多

発し SCC抗原高知を呈した Warty dyskeratomaの
1例．第 898回日本皮膚科学会東京地方会．オンラ

イン． 2021年 10月 16日．  
31 .  楢崎緑，福山雅大，波田野冴佳，大山学：慢性膿皮

症を疑った頸部石灰化上皮腫の 1例．第 898回日本

皮膚科学会東京地方会．オンライン． 2021年 10月
16日．  

32 .  水川良子： Dupilumabとアトピー性皮膚炎  ~アト

ピー性皮膚炎治療は変わったか ~．多摩重症喘息治
療研究会．オンライン． 2021年 10月 28日．  

33 .  大山学：円 形脱毛症 治療の 展望－既存 治療の最適

化とこれから期待される治療法について－．第 26
回日本臨床毛髪学会学術大会．オンライン． 2021
年 11月 7日．   

34 .  井坂圭孝，Brett  King，Just in  Ko，Seth Forman，

Natasha Meinkovska ， Guangle i  Yu ， Yves  
Dutronc，多喜田保志，大山学：重症円形脱毛症に

対するバリ シジチニ ブの有 効性および 安全性につ
いての検討： BRAVE-AA1第 2相部分．第 85回日本
皮膚科学会東京支部学術大会．東京・オンライン．
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2021年 11月 13日．  
35 .  木下美咲：脱毛症 Update:  教科書にはない実際の

はなし．第 85回日本皮膚科学会東京支部学術大会．

東京・オンライン． 2021年 11月 13日．  
36 .  小林英資，下田由莉江，鳥越美月，森重侑樹，加賀

谷優，大浦紀彦，佐藤洋平，大山学：壊死性軟部組

織感染症と鑑別を要した壊疽性膿皮症の 1例．第 85
回日本皮膚科学会東京支部学術大会．東京・オンラ
イン． 2021年 11月 13日．  

37 .  根本千絢，木下美咲，大山学：魚鱗癬様皮膚を呈し

narrow band UVB療法にて軽快した菌状息肉症の
1例．第 72回日本皮膚科学会中部支部学術大会．奈

良・オンライン． 2021年 11月 20日．  
38 .  水川良子：薬剤性過敏症症候群  －診断から治療、

後遺症を含めて－．第 72回日本皮膚科学会中部支

部学術大会．オンライン． 2021年 11月 21日．  
39 .  福山雅大，宮川総一郎，波田野冴佳，下田由莉江，

佐藤洋平，高橋勇人，大山  学：水疱性類天疱瘡の

経過中に生じた線状 IgA水疱性皮膚症の 1例．第 51
回日本皮膚 免疫アレ ルギー 学会総会学 術大会．東
京・オンライン． 2021年 11月 27日．  

40 .  古明池久子，倉田麻衣子，大山学，吉池信哉，下山

田博明，水川良子：美容鍼灸の反復刺激が誘因と考
えられた成 人の顔面 に生じ た単発性肥 満細胞腫の

1例．第 51回日本皮膚免疫アレルギー学会総会学術
大会．東京・オンライン． 2021年 11月 27日．  

41 .  水川良子：薬剤性過敏症症候群  －診断から治療、

後遺症を含めて－．第 51回日本皮膚免疫アレルギ
ー学会総会学術大会．東京・オンライン． 2021年
11月 28日．  

42 .  Kawasaki E,  Hirose T,  Ohyama M: Prevalence,  
comorbidities,  and treatment patternso f 
Japanese patients with  alopec ia areata:  a 
descript ive study using JMDC database.  The 
46th Annual Meet ing o f the Japanese Soc ie ty for  
Inveatigat ive Dermato logy.  Onl ine.  December  
3rd,  2021.  

43.  Hu L,  Kimura S,  Kashiwagi S,  Takagi  K,  Shimzu 
T,  Ishi i  T,  Ohyama M:  Vitamins and the ir  
der ivat ives synerget ical ly  promote hair  shaft  
e longation ex v ivo via PlGF/VEGFR-1 s ignaling  
act ivation.  The  46th Annual  Meeting  of  the 
Japanese Socie ty for  Inveatigat ive Dermatology.  
Onl ine .  December 3rd,  2021.  

44.  Takahashi R,  Sato Y,  Kimishima M, Ohyama M: 
Time course chages in per ipheral b lood 
mononuclear ce ll  subsets  during intravenous 
cort icostero id pulse theapyu for  severe alopec ia  
areata.  The  46th Annual  Meet ing  o f the  
Japanese Socie ty for  Inveatigat ive Dermatology.  
Onl ine .  December 4th,  2021.  

45.  Kinoshita-Ise  M, Ohyama M, Foster S,  Sade S,  
Shear NH: Ultra high-frequency ultrasound 
provides  a  nove l noninvasive diagnostic  method 
for  hair  diseases complementing conventional  
modal it ies .  The  46th Annual Meet ing o f the  
Japanese Socie ty for  Inveatigat ive Dermatology.  
Onl ine .  December 5th,  2021.  

46.  Shimoda Y,  Yamazaki Y,  Mizukawa M, Ohyama 
M: Inf lammatory type o f  acquired idiopathic  
general ized anhidros is is  character ized by 
dysregulation of sweat g land immune pr iv i lege.  
The 46th Annual Meet ing of the Japanese 
Socie ty for  Inveat igative Dermatology.  Online.  

December  5th,  2021.  
47.  早川玲那，佐藤洋平，下田由莉江，大山学：ネフロ

ーゼ症候群を合併した蜂窩織炎の 1例．第 899回日

本皮膚科学会東京地方会．オンライン． 2021年 12
月 18日．  

48 .  宮川総一郎，下田由莉江，春日啓介，皿谷健，大山

学 ： 間 質 性 肺 炎 を 合 併 し た Wong-type 
dermatomyosit isの 1例 ． 第 899回 日 本 皮 膚 科 学 会
東京地方会．オンライン． 2021年 12月 18日．  

49 .  大山学：病態を考慮した脱毛症診療・治療のポイン

ト．佐藤製薬皮膚科セミナー．オンライン． 2022
年 1月 28日．  

50 .  楢崎緑，下田由莉江，水川良子，嶋崎鉄兵，高山信

之，下山田博明，福田知雄，大山学：両鼠径部に多
発性結節を 呈した生 毛部急 性深在性白 癬の１例．

日本皮膚科学会第 900回東京地方会．オンライン．
2022年 2月 19日．  

51 .  大山学：病態に基づく脱毛症治療の考え方． SUN 
Derma Forum in Kagawa．オンライン． 2022年 2
月 24日．  

52 .  水川良子，小林英資，大山学：コロナワクチン接種

後に発症した結節性紅斑の 1例．日本皮膚科学会第
150回広島地方会．広島・オンライン． 2022年 2月
26日．  

53 .  水川良子： 免疫再構 築症候 群から考え る薬剤性過

敏症症候群．第 110回日本皮膚科学会大分地方会．
大分． 2022年 2月 27日．  

54 .  大山学：病態からみた脱毛症診療のポイント −円形

脱毛症を中心に −．日本皮膚科学会第 405回新潟地
方会．オンライン． 2022年 3月 6日．  

55 .  大山学：再 生医学の アプロ ーチを用い た脱毛症治

療の方法論と細胞の最適化について．第 21回日本
再生医療学会．オンライン． 2022年 3月 18日．  

56 .  福山雅大，下田由莉江，塚島明希，君島桃子，山﨑

好美，大山学：ヒト汗腺細胞の長期培養法確立の試
み．第 21回日本再生医療学会．オンライン． 2022
年 3月 18日．  

論  文  

1.  木下美咲：新・皮膚科セミナリウム  脱毛症  毛髪

疾患診療の ためのト リコス コピーの活 用法：病態
に基づいた フローチ ャート 法と診断の 実際．日皮
会誌． 131（ 4）． 671-678． 2021．  

2.  Takahashi  R,  Shiohara T,  Mizukawa Y:  
Monocyte -Independent  and -Dependent 
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1733-1742.  2021.   

3.  Kurata M, Ohyama M:  Long-term remiss ion o f 
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Dermatol .  48(6) .  e248-249.  2021.   

4.  Shimoda-Komatsu Y,  Fukui K,  Yamazaki Y,  
Ohyama M:  Deve lopment o f pemphigus fol iaceus 
in a mucous membrane pemphigo id patient:  An 
ins ight into  possible  mechanism el ic it ing a  
distinct  auto immune bullous disease  in a rare  
anti -basement membrane auto immunity.  J  
Dermatol .  48(5) .  710-714.  2021.   

5.  宜野座淳善，佐藤洋平，早川順，大山学：アカコッ

コマダニ刺咬症の 1例．臨皮． 75（ 6）． 433-447．
2021．  

6.  大山学：円形脱毛症  このまま治らないのではない
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でしょうか．皮膚臨床．63（ 6）．960-963．2021．   
7.  Kinoshita-Ise  M,  Ohyama M, Ramjist JM 1,  

Foster  SF 2,  Yang VXD 1,  Sachdeva M 2,  Sade S 3,  
Shear NH 2 ( 1 Ryerson Universi ty,  2Univers i ty o f  
Toronto,  3 Sunnybrook Health Sciences Centre ):  
Ultra high-frequency ultrasound with seventy-
MHz transducer in hair  disorders:  Deve lopment  
of a novel noninvasive diagnostic  methodology.  
J Dermatol Sc i .  102(3).  167-176.  2021.   

8.  Hirunagi  T1 ,  Sahashi  K 1,  Tachikawa K 2,  Leu AI 2,  
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Drive,  3 Aichi Medical  Univers ity,  4 Keio  
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polyglutamine-expanded protein by l ipid 
nanoparticle -del ivered s iRNA targeting CAG 
expansions  in the mouse  CNS. Mol Ther Nuc 
Ac ids.  24.  1-10.  2021.   

9.  King B 1,  Ko J 2,  Forman S 3,  Ohyama M,  
Mesinkovska N 4,  Yu G 5,  McCol lam J5,  Gamalo M 6,  
Janes J 5,  Edson-Heredia  E 5,  Holzwarth K5,  
Dutronc  Y 5  (1 Yale  Schoo l o f  Medicine,  2 Stanford 
Univers ity,  3 ForCare  Cl inical  Research,  
4Universi ty  o f  Cal ifornia,  5El i  L il ly  and 
Company,  6Pf izer  Inc. ) :  Ef ficacy and safety o f  
the oral  Janus k inase inhibitor baric i tinib in the 
treatment o f adults with alopecia areata:  Phase 
2 results from a randomized control led study.  J 
Am Acad Dermato l.  85(4).  847-853.  2021.   

10.  Miyagawa-Kanno H,  Fukuyama M, Saito  M, 
Kurai D 1,  Ohyama M ( 1 Division of  Infect ious 
Diseases,  Department o f  General Medicine) :  
Perianal  amebiasis cut is masked by g iant 
condyloma acuminatum in a HIV-seroposit ive 
pat ient.  J Dermatol.  48(7).  e333-e334.2021.   

11.  Aoki  K,  Ohyama M, Mizukawa Y:  A case  o f  l i chen 
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successful ly treated with  dupilumab:  A case 
report and l i terature review.  Dermatol  Ther .  
34(4).  e15005.  2021.   

12.  Ito -Muramatsu A,  Fukuyama M,  Hayakawa J,  
Ohyama M: Long-term remiss ion o f unusual 
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by intralesional cort icostero id inject ion:  
Insights into  the pathogenesis and treatment 
planning based on a l iterature review.  J 
Dermatol .  48(7) .  1081-1085.  2021.   

13.  小林英資，佐藤洋平，新田桐子，大山学：手指の皮

膚硬化を伴った好酸球性筋膜炎の 1例．臨皮．75（ 8）．
581-585． 2021．  

14 .  根本千絢，木下美咲，福山雅大，大山学：Central  
centr i fugal c icatric ial  a lopec iaと診断した黒人女

性 の 1例 人 種 差 を 考 慮 し た ト リ コ ス コ ピ ー 実 施 の
際の注意点を中心に．臨皮． 75（ 8）． 627-631．
2021．  

15 .  倉田麻衣子：【皮膚科医・ナースの素朴な疑問 Q＆

A】ナースとの連携で気をつけるポイント．Visual 
Dermatol． 20（ 9）． 894-895． 2021．   

16 .  倉田麻衣子：【皮膚科医・ナースの素朴な疑問 Q＆
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22 .  波田野冴佳，福山雅大，大山学：脱毛が特徴的であ

った抗 TIF1-γ抗体陽性皮膚筋炎の 1例．臨皮．75（ 9）．
649-654． 2021．  

23 .  伊藤有亜，倉田麻衣子，小林英資，下田由莉江，佐

藤洋平，大山学，水川良子：重症度スコアからステ
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薬剤性過敏症症候群の 1例．臨皮． 75（ 9）． 661-
666． 2021．  

24 .  Fukuyama M, Tsukashima A,  Kimishima M, 
Yamazaki Y,  Okano H 1,  Ohyama M (1 Keio  
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doi :  10.3389/ fce l l .2021.590333.  

25.  水川良子：最新の薬疹の動向と今後の課題．アレル

ギーの臨． 41（ 9）． 756． 2021．  
26 .  Kinoshita-Ise  M, Sachdeva M 1,  Mart inez-

Cabr iales SA 1 , 2 , 3 ,  Shear NH1 , 2 ,  Lansang P1 , 2 , 4  
( 1Universi ty o f  Toronto,  2Sunnybrook Health 
Sciences  Centre,  3 Autonomous Univers ity o f  
Nuevo Leon,  4The Hospital  for  Sick Children) :  
Oral Methotrexate Monotherapy for  Severe  
Alopec ia Areata:  A Single  Center Retrospect ive  
Case Ser ies.  J Cutan Med Surg.  25(5).  490-497.  
2021.  

27.  Almuhanna N 1 , 2 , 3 ,  Wortsman X 5 , 6 ,  Wohlmuth-
Wieser I 1 , 2 , 7 ,  Kinoshita-Ise  M, Alhusayen R1 , 2  
( 1Universi ty o f  Toronto,  2Sunnybrook Health 
Sciences  Centre ,  3 King Fahad Medical  City,  
4 Inst itute for  Diagnostic  Imaging and Research 
of the  Skin  and So ft  T issues,  5Univers idad de 
Chile ,  6Ponti fi c ia Univers idad Catól ica de Chi le ,  
7Universi ty Hospital  o f  the Paracelsus Medical  
Univers ity) :  Overview o f  Ultrasound Imaging 
Appl icat ions in Dermatology.  J Cutan Med Surg.  
25(5).  521-529.  2021.  

28.  Kinoshita-Ise  M,  Fukuyama M,  Ohyama M:  
Cl inicopathological  ins ight into  se l f -reported 
hair  loss with no findings :  How do we manage  
this enigmatic  condit ion?  J Dermato l.  48(9).  
1447-1452.  2021.  
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29.  Tahara U 1,  Ishihara S1 ,  Aoki  S1,  Ohyama M, 
Kubo A 1  ( 1Ke io  Universi ty  Schoo l o f  Medic ine ):  
Rol led hairs in two cases of  nevus comedonicus  
of  the  scalp.  Acta Dermatol  Venereo l .  101(9).  
adv00549.  2021.   

30.  福山雅大，大山学：【子どものコモンな微徴候・微

症状】皮膚・爪  脱毛と白髪．小児科．62(10)．1135-
1141． 2021．  

31 .  鳥越美月，福山雅大，佐藤洋平，木下美咲，中村雄
1，大山学（ 1杏林大・医・泌尿器科学）：壊疽性膿
皮症と考え た潰瘍病 変が先 行した汎発 型膿疱性乾
癬．皮病診療． 43（ 9）． 814-817． 2021．  

32 .  大山学：治療  円形脱毛症と鑑別疾患の見分け方．

日臨皮医誌． 38（ 4）． 611-617． 2021．  
33 .  早川玲那，大山学：円形脱毛症の病態・治療アップ

デート．皮病診療． 43（ 10）． 872-881． 2021．  
34 .  Fukuyama M, Ito  T1 ,  Ohayma M ( 1Hamamatsu 

Univers ity Schoo l o f  Medic ine ):  Alopecia  areata:  
Current understanding of  the pathophysio logy  
and update on therapeutic  approaches,  
featuring the Japanese Dermatological  
Assoc iation guide l ine.  J  Deramto l.  49(1).  19-36.  
2021.   

35.  大山学：間 葉系細胞 を用い た毛包再生 と脱毛症治

療のストラテジー．臨免疫・アレルギー科．76（ 5）．
516-522． 2021．  

36 .  Kinoshita-Ise  M: Refining the diagnosis and 
assessment methodology  in frontal f ibros ing  
alopec ia.  Br J Dermato l.  185(6).  1092-1093.  2021.   

37.  下田由莉江，山﨑好美，大山学，水川良子：特発性

後天性全身 性無汗症 教室例 の臨床及び 病理組織学
的 特 徴 の 検 討 ． 発 汗 学 ． 28（ 2） ． 58-60． 2021． 

38 .  Kinoshita-Ise  M,  Sachdeva M1 ( 1Universi ty  o f  
Toronto ):  Update on tr ichoscopy:  Integration of  
the termino logy by systematic  approach and a 
proposal o f  a diagnostic  f lowchart .  J Dermatol.  
49(1).  4 -18.  2022.   

39.  Kinoshita-Ise  M,  Fukuyama M,  Ohyama M:  
Dist inct ive age distr ibution and hair  loss  
pattern putat ive ly highl ight ing uniqueness o f  
Japanese cases of  f ibros ing alopecia in a pattern 
distribut ion.  J Dermato l.  49(1).  106-117.  2022.   

40.  Shimoda-Komatsu Y,  Ida Y1 ,  Noda M 2,  Oda M 2,  
Shimoda M 3,  Shimoyamada H 4,  Nar ita Y,  
Ohyama M ( 1Divis ion o f Cl inical  Laboratory,  2  

Department of Respiratory Medicine,  
3 Respiratory Disease  Center,  Fukujuj i  Hospital ,  
4Department  o f  Pathology):  Histological  
assessment o f granuloma formation for  the 
management o f  cutaneous Mycobacterium 
chelonae infection.  J Demato l.  49(1).  e32-e33.  
2022.  

41.  小林英資，下田由莉江，佐藤洋平，早川順，廣瀬美

希 1，大山学（ 1防衛医科大）：初診時落葉状天疱瘡

を考えた治療抵抗性尋常性天疱瘡の 1例．臨皮．76
（ 1）． 19-24． 2022．  

42 .  古明地久子，佐藤洋平，成田陽子，青木孝司，尾崎

峰 1，大山  学（ 1杏林大・医・形成外科学）：急速
に増大したが外科的に切除しえた外眼角部 Merkel
細胞癌の 1例．臨皮． 76（ 2）． 147-152． 2022．  

著  書  

1.  水川良子（分担執筆）：中毒性表皮壊死症．皮膚疾

患  最新の治療  2021-2022．高橋健造，佐伯秀久編．

南江堂． 2021． 117．  
2.  大山学（分担執筆）：円形脱毛症．皮膚疾患  最新

の治療  2021-2020．高橋健造，佐伯秀久編．南江

堂． 2021． 290-291．  
3.  大 山 学 （ 分 担 執 筆 ） ： 脱 毛 症 の 新 し い タ イ プ -

Fibros ing  alopec ia in  a pattern distribut ion．

What’s  new in 皮膚科学  2022-2023．常深祐一郎，
鶴田大輔編．メディカルレビュー社． 2022． 122-
123．  

4.  水川良子（分担執筆）：妊娠性痒疹．今日の皮膚疾

患治療指針  第 5版．佐藤伸一，藤本学，門野岳史，
椛島健治編．医学書院． 2022． 356-357．   

5.  水川良子（分担執筆）：色素性痒疹．今日の皮膚疾

患治療指針  第 5版．佐藤伸一，藤本学，門野岳史，
椛島健治編．医学書院． 2022． 358．  

その他  

1.  下田由莉江： Cutaneous  adverse  events  induced 
by azadit idine in myelodysplast ic  syndrome 
pat ients:  Case reports and a  lesson from 
published  work review.  第 10回杏林医学会研究
奨励賞．  

2.  下田由莉江 ：ヒト汗 腺細胞 の継代培養 系の確立に

よる皮膚疾 患の病態 が汗腺 機能に与え る影響の検
討． 2021年度杏林大学医学部若手支援研究費．  
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講  演  

1.  大浦紀彦，森重侑樹，加賀谷優：糖尿病性潰瘍に対

す る TKKT01に よ る 多 血 小 板 血 漿 の 臨 床 的 効 果 の
検討．第 64回日本形成外科学会総会・学術集会．東
京． 2021年 4月 14日 .  

2.  白石知大，今村三希子，菅浩隆，多久嶋亮彦：smooth 
type TE/SBI－ こ れ ま で に 分 か っ た こ と と 今 後 の
課題．第 64回日本形成外科学会総会・学術集会．東

京・オンライン． 2021年 4月 15日．  
3.  尾崎峰：身近な静脈奇形の治療戦略．第 64回日本形

成外科学会総会・学術集会．東京．2021年 4月 16日．  
4.  安田圭，多久嶋亮彦，尾崎峰，岩科裕己，大島直也：

側頭筋内静脈奇形に対する治療法の検討．第 64回
日本形成外科学会総会・学術集会．東京．2021年 4
月 16日．  

5.  屋宜佑利香，尾崎峰，岩科裕己，大島直也，多久嶋

亮彦：下肢 瀰漫性静 脈奇形 に対する硬 化療法の検

討－ OsiriXを用いた病変体 積の評価－．第 64回日
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16日．  

6.  成田圭吾，多久嶋亮彦： Bel l麻痺、 Hunt症候群の
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4月 16日．  
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関する検討．第 64回日本形成外科学会総会・学術集
会．東京． 2021年 4月 16日．  

8.  浅野悠，成田圭吾，北幸紘，多久嶋亮彦： DIEP皮

弁を用いた 上顎全摘 後の一 次再建：骨 弁なしでど
こまで整容性を保てるか ?．第 64回日本形成外科学
会総会・学術集会．東京．オンライン．2021年 4月
16日．  
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君 は もう DVAを 見 た か !?症例 提 示 1．オ ンラ イ ン．
2021年 5月 27日．  

10 .  大浦紀彦： 皮膚科医 が算定 できる新し い診療報酬

「静脈圧迫処置」．第 120回日本皮膚科学会学術集
会．横浜． 2021年 6月 12日．  

11 .  岩科裕己，尾崎峰，大島直也，成田圭吾，多久嶋亮

彦：頭蓋瘻 孔に対す るカス タムメイド 人工骨を用
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13.  Iwashina Y ,  Ozaki  M ,  Oshima N ,  Takushima 
A :  The Treatment o f Venous Malformation in  
the lower l imbs .  The 41st Annual Meet ing o f the 
Japanese Soc iety o f  Phlebology  ,  Online.  
September 7th.  2021.  

14.  大 浦 紀 彦 ， 大 浦 武 彦 ： Active Anti-Thrombotic
（ A.A.TH🄬🄬）繊維の血流改善効果の検討．第 23回
日本褥瘡学会学術総会．オンライン．2021年 9月 10
日 .  

15 .  大浦紀彦，森重侑樹，加賀谷優，木下幹雄：重症下

肢虚血に対する形成外科的アプローチ．第 69回日
本心臓病学会学術集会．米子． 2021年 9月 12日．  

16 .  白石知大：TE/SBIの被膜に関する研究（中間報告）．

第 9回 日 本 乳 房 オ ン コ プ ラ ス テ ィ ッ ク サ ー ジ ャ リ
ー学会総会．東京・オンライン． 2021年 9月 16日． 

17 .  屋宜佑利香，白石知大，今村三希子，中山大輔，菅

浩隆，多久嶋亮彦：乳房インプラントを用いた乳房
再建における乳房下溝の経時的変化－ TE挿入時の

位置との関係－．第 9回日本乳房オンコプラスティ
ックサージ ャリー学 会総会 ．東京・オ ンライン．
2021年 9月 16日．  

18 .  今村三希子，白石知大，多久嶋亮彦：アナトミカル

タ イ プ SBIか ら ラ ウ ン ド タ イ プ SBIへ の 交 換 を 行
った症例の再建乳房形態比較．第 9回オンコプラス

ティックサ ージャリ ー学会 ．東京・オ ンライン．
2021年 9月 17日．  

19 .  尾崎峰：静脈奇形．第 12回血管腫血管奇形講習会．

岐阜． 2021年 10月 2日．  
20 .  雪野彩乃，尾崎峰，大島直也，岩科裕己，赤木健一

郎，多久嶋亮彦：血管奇形病変における凝固異常症

の検討．第 17回日本血管腫血管奇形学会学術集会．
岐阜市． 2021年 10月 2日．  

21 .  大島直也，尾崎峰，岩科裕己，赤木健一郎，雪野彩

乃，多久嶋亮彦：咽頭部静脈奇形に対する治療成績．
第 17回日本血管腫血管奇形学会学術集会．岐阜．
2021年 10月 2日．  

22 .  尾崎峰：静 脈奇形に 対する モノエタノ ールアミン

オレイン酸 塩を用い た硬化 療法の有効 性を評価す
る医師主導治験．第 17回日本血管腫血管奇形学会

市民公開講座．岐阜市． 2021年 10月 3日．  
23 .  岩科裕己，尾崎峰，大島直也，多久嶋亮彦：血管腫

と診断され 当院血管 腫外来 を受診し血 管腫ではな

かった症例の検討．第 17回日本血管腫血管奇形学
会学術集会．岐阜市． 2021年 10月 3日．  

24 .  切石梨菜，尾崎峰，岩科裕己，大島直也，多久嶋亮

彦：凝固異 常を伴う 血管奇 形患者にお ける下肢エ
コー検査に関する検討．第 17回日本血管腫血管奇
形学会学術集会．岐阜市． 2021年 10月 3日．  

25 .  白石知大：乳房再建術の現状と課題．第 6回井の頭

乳腺疾患研究会．三鷹市・オンライン． 2021年 10
月 6日 .  

26 .  大浦紀彦：末梢動脈疾患・重症下肢虚血の臨床．第

53回日本動脈硬化学会総会・学術集会．京都・オン
ライン． 2021年 10月 23日 .  

27 .  白石知大： Smooth TE/SBIを用いた乳房再建－い

ま行っている工夫．第 2回乳房再建オンラインセミ
ナー．新潟・オンライン． 2021年 10月 25日 .  

28 .  尾崎峰，岩科裕己，大島直也，赤木健一郎：表在性

静脈奇形に 対する硬 化療法 の治療効果 に関する検
討．第 72回日本皮膚科学会中部支部学術大会．奈

良． 2021年 11月 21日．  
29 .  Narita K ，  Takushima A ： Combinat ion o f 

Masseter ic  Nerve Transfer  and Lat issimus Dorsi  
Muscle  Transfer for  Fac ial  Reanimation．The 5th 
Congress of  Asian Paci f ic  Federat ion o f Soc ie ties 
for  Reconstructive Microsurgery (APFSRM 2020).  
Tsukuba・ Online.  December 2th.  2021.  

30.  Takushima A ： Advancement  in fac ial  
reanimation surgery.  Asia-Paci f ic  Federation o f 
Socie t ies for  Reconstructive Microsurgery.  
Tukuba .  December 3th.  2021.  

31.  Narita K ， Takushima A ： Combination of  
Masseter ic  Nerve Transfer  and Lat issimus Dorsi  
Muscle  Transfer for  Fac ial  Reanimation．The 5th 
Congress of  Asian Paci f ic  Federat ion o f Soc ie ties 
for  Reconstructive Microsurgery (APFSRM 2020).  
Tsukuba・ Online.  December 2th.  2021.  

32.  尾崎峰：筋 肉内静脈 奇形に 対するモノ エタノール

アミンオレ イン酸塩 を用い た硬化療法 の治療効果
に関する検討．第 32回日本小児整形外科学会学術
集会．オンライン． 2021年 12月 3日．  

33 .  大 浦 紀 彦 ， 加 賀 谷 優 ： 血 流 評 価 New assessment 
modal ity of  CLTI.  第 2回日本フットケア足病医学
会学術集会．横浜． 2021年 12月 11日 .  

34 .  今村三希子，尾崎峰，多久嶋亮彦，小倉ふみ子：結

節型皮膚サ ルコイド ーシス 症に対して 炭酸ガスレ
ーザー照射とステロイド閉鎖療法を併用した 2例．

第 301回関東形成外科学会東京地方会．オンライン．
2021年 12月 4日 -12月 12日 .  

35 .  白石知大： Smooth TE/SBIを用いた乳房再建－い

ま行っている工夫． Smooth type TEと Implantを
考える会．神奈川・オンライン．2021年 12月 15日．  

36 .  成田圭吾，多久嶋亮彦：一期的遊離広背筋移植によ

る笑いの再建．第 27回日本形成外科手術手技学会．
千葉・オンライン． 2022年 2月 19日．  

37 .  白石知大，大島直也：乳房切除後早期に多発遠隔転

移で発見された乳癌の 1例．GID学会第 22回研究大
会・総会．オンライン． 2022年 3月 12日 .  

論  文  

1.  Matsuda T,  Ohura N,  Mineta K,  Ho M, Kaku I,  
Ishi i  K,  Inoue M, Ichioka S,  Tanaka R,  
Kawamoto A,  Terashi H,  Kishi K,  Kobayashi Y;  
Guidance Deve lopment  Committee for  Cl inical  
Trial  Protoco ls for  Chronic  Wound Treatment 
Medical  Devices.Hard-to -heal wound treatment  
medical  devices:  c l in ical  tr ial  protocol  in 
Japan.J Wound Care.  30(8).  666-676.  2021.  

2.  Gefen A,  Alves  P,  Ciprandi  G,  Coyer F,  Milne CT,  
Ousey K,  Ohura N,  Waters N,  Worsley PJ ：
Device -related pressure  ulcers :  SECURE 
prevent ion.  J Wound Care.29(Sup2a) .  S1-S52.  
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2021.  
3.  大浦紀彦，加賀谷優，森重侑樹，中山大輔，安田圭，

古川直樹，多久嶋亮彦：【足の再建外科  私のコツ】

足 部 再 建 に お け る NPWTi-dと Hydrosurgery の 役
割． PEPARS． 174． 56-62． 2021.  

4.  大浦紀彦，加賀谷優，森重侑樹，木下幹雄：包括的

高度慢性下肢虚血（ CLTI）の下肢血流と創傷評価．
Visual Dermatology． 20(9)． 932-936． 2021．  

5.  大浦紀彦：坐骨部褥瘡に対する手術適応や時期は ?
外来での処 置後、時 間的な 余裕ができ たタイミン
グで手術を行う．日本医事新報． 5081． P.46-47．
2021．  

6.  大浦紀彦，加賀谷優，森重侑樹，高田太一，毛利美

貴，木下幹雄：整形外科手術に活かす！創傷治療最
新ストラテ ジー急性 創傷と 慢性創傷． 臨床整形外

科． 56（ 12）． 1419-1422． 2021．  
7.  黄俐穎 １ ，石田友香 １ ，井上真 １ ，尾崎峰，大島直也，

平形明人 １（ １ 杏林大・医・眼科学）：金属片によ

る眼球二重穿孔をきたした 2例の手術経験．眼科．
63（ 11）． 1097-1105． 2021．  

8.  雪野彩乃，大島直也，尾崎峰，鬼塚彩由美，多久嶋

亮彦：高度 な鼻閉を 伴う外 傷性鞍鼻と 鼻腔狭窄に
対して腸骨 隆鼻と鼻 唇溝皮 弁を用いて 再建を行っ
た 1例．日本頭蓋顎顔面外科学会誌．37（ 4）．136-
143． 2021.12．  

9.  海野早織 １ (１ 帝京大学 )，尾崎峰：【顔面骨骨折を知

り尽くす】 顔面骨骨 折にお けるプレー ト選択の要

点． PEPARS． 180． 19-26． 2021．  
10 .  赤木健一郎，尾崎峰，藤原正規，大島直也，岩科裕

己，藤木政 英，多久 嶋亮彦 ：四肢以外 に発生した

f ibro -adipose vascular anomaly(FAVA)と 考 え ら
れた 2例．形成外科． 65（ 1）． 127-133． 2022．  

11 .  小倉ふみ子，尾崎峰，岩科裕己，大島直也，藤木政

英，中山大輔，多久嶋亮彦：舌部低流速型血管奇形
に対する舌切除術の検討．形成外科．65（ 1）．108-
115． 2022．  

12 .  古明地久子 １ ，佐藤洋平 １ ，成田陽子 １ ，青木孝司 １ ，

尾崎峰，大山学 １（ １ 杏林大・医・皮膚科学）：急
速 に 増 大 し た が 外 科 的 に 切 除 し え た 外 眼 角 部

Merkel細胞癌の 1例．臨床皮膚科． 76（ 2）． 147-
152． 2022．  

13 .  栗原茉奈，白石知大，岩科裕己，多久嶋亮彦：上後

腸骨棘尾側 から脊柱 起立筋 内に連続す る臀部皮下
皮様嚢腫の 1例．日本形成外科学会会誌．42．26-31．
2022．  

14 .  Ohura N ,  Hisamichi  K:CHAPTER 2:  Diabetic  
foot ulcers and their  wound Management.  The  
Science,  Et iology  and Mechanobio logy  o f 
Diabetes  and i ts  Complications.  13-34.  2021.  

著  書  

1.  大浦紀彦（分担執筆）：重症下肢虚血の治療におけ

る血行再建におけるコンセプト  ―血行再建は，直
接灌流か非 直接灌流 のどち らを行うべ きか．形成
外科増刊  形成外科専攻医への推奨論文 166選 ―原

典に触れる ―．克誠堂出版． 2021． S33．  
2.  白石知大（分担執筆）：第 4章乳房再建  腹直筋皮弁

を用いた再 建．形成 外科治 療療手術手 技全書Ⅳ再

建外科．波利井清紀監修．克誠堂出版．2022．209-
223 

3.  北幸紘（分担執筆）：耳鼻咽喉科外来処置での局所

麻酔．ENTONI．須納瀬弘．全日本病院出版．2021．
67-74．  

その他  

1.  大浦紀彦：学会主催．第 3回 SPARKS（ SCS研究会）．

オンライン． 2021年 4月 22日 .  
2.  大浦紀彦：学会主催．第 4回 SPARKS（ SCS研究会）．

オンライン． 2022年 2月 16日．  
3.  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 11．

オンライン． 2021年 4月 1日．  
4.  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 12．

オンライン． 2021年 5月 6日．  
5.  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 13．

オンライン． 2021年 6月 3日 .  
6.  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 14．

オンライン． 2021年 7月 1日 .  
7.  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 15．

オンライン． 2021年 8月 5日 .  
8.  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 16．

オンライン． 2021年 9月 2日．  
9.  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 17．

オンライン． 2021年 10月 7日 .  
10 .  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 18．

オンライン． 2021年 11月 4日 .  
11 .  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 19．

オンライン． 2021年 12月 2日 .  
12 .  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 20．

オンライン． 2022年 1月 6日 .  
13 .  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 21．

オンライン． 2022年 2月 3日 .  
14 .  大浦紀彦：学会主催． AAA case study c lub 22．

オンライン． 2022年 3月 3日 .  
 
 

泌尿器科学教室  

 
講  演  

1.  金城真実： 女性泌尿 器科外 来受診患者 における排

便障害の実態調査．第 34回日本老年泌尿器科学会．

オンライン． 2021年 5月 14日．  
2.  田口慧，中川徹，上村夕香理，赤松展彦，五ノ井渉，

内藤晶裕，川合剛人，久米春喜，福原浩：サルコペ

ニアの画像評価 における判 定基準の見直し の提言．
第 34回日本老年泌尿器科学会．オンライン． 2021
年 5月 15日．  

3.  福原浩：前 立腺癌の 最新治 療戦略－治 療トレンド

が 大 き く 変 化 し て い く 中 で － ． Prostate Cancer  
Expert WEB Seminer．オンライン．2021年 5月 20
日．  

4.  中村雄：ダ ロルタミ ドの最 適な患者像 を考える～

当院におけ る使用症 例を踏 まえて～． ニュベクオ

発 売 1周 年  ゾ ー フ ィ ゴ 発 売 5周 年  NUFIGO WEB
講演会．オンライン． 2021年 6月 4日．  

5.  金城真実： 当科にお けるロ ボット支援 腹腔鏡下仙

骨膣固定術の初期経験．第 9回多摩女性骨盤底勉強
会．オンライン． 2021年 6月 11日．  

6.  田口慧：限 局性前立 腺癌に 対して手術 と放射線は

どちらが良いのか？  Meet the Future Expert in 
TAMA．オンライン． 2021年 6月 25日．  

7.  田口慧：膀胱癌の最近の話題．第 152回多摩泌尿器

科医会．オンライン． 2021年 7月 16日．  
8.  金城真実： 女性骨盤 底障害 の実態調査 ～層別解析

～．第 23回日本女性骨盤底医学会．オンライン．
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2021年 7月 17日．  
9.  田口慧：尿路上皮癌の薬物療法～ GCa療法．第 122

回 Tokyo Expert  Urology  Seminar（ TEUS）．オン

ライン． 2021年 7月 19日．  
10 .  金城真実： 女性の下 部尿路 症状に潜む 疾患～骨盤

臓器脱～．Urology Expert Information Seminar．
オンライン． 2021年 8月 27日．  

11 .  宮川昌悟，坂本貴優，佐藤千紗，髙橋秀行，堀川幸

保，杉本一真，北村盾二，舛田一樹，中村雄，田口

慧，多武保光宏，福原浩：当院における PNL成功率
に関わる因子の検討．日本尿路結石症学会第 31回
学術集会．オンライン． 2021年 8月 28日  

12 .  福原浩：前立腺癌  ホルモン療法と手術，そしてウ

イルス療法．Takeda Cutting-edge Seminar．オン
ライン． 2021年 8月 30日．  

13 .  田口慧：筋層浸潤性膀胱癌の stage診断  最近の進

歩．第 86回日本泌尿器科学会東部総会．オンライ
ン． 2021年 9月 3日．  

14 .  桶川隆嗣，二宮直紀，板谷直，原秀彦，冨田良啓，

田口慧，多武保光宏，福原浩：内臓転移性去勢抵抗
性前立腺癌 における 末梢血 循環癌細胞 でのゲノム

解析．第 86回日本泌尿器科学会東部総会．オンライ
ン． 2021年 9月 3日．  

15 .  紀伊寿彦，中村雄，北村盾二，二宮直紀，舛田一樹，

田口慧，金城真実，多武保光宏，桶川隆嗣，福原浩：
当科におけ るイピリ ムマブ ・ニボルマ ブ併用療法
の初期使用経験．第 86回日本泌尿器科学会東部総

会．オンライン． 2021年 9月 3-4日．  
16 .  金城真実：女性骨盤底疾患における排便障害．便秘

攻略セミナー．オンライン． 2021年 9月 7日．  
17 .  福 原 浩 ： G47∆ in patients with castration -

resistant  cancer．第 27回日本遺伝子治療学会学術
集会．東京・オンライン． 2021年 9月 10日．  

18 .  金城真実，丹波光子，堀川幸保，髙橋秀行，佐藤千

紗，坂本貴優，宮川昌悟，杉本一真，北村盾二，舛
田一樹，中村雄，田口慧，多武保光宏，福原浩：女

性骨盤底障 害患者に おける 骨格筋量と 運動機能の
検討．第 28回日本排尿機能学会．オンライン．2021
年 9月 11日．  

19 .  北村盾二，田口慧，桶川隆嗣，舛田一樹，中村雄，

金城真実，多武保光宏，福原浩，磯村杏那，林玲匡，
菅間博，柴原純二：循環腫瘍細胞（ CTC）のゲノム

解析を施行した，前立腺の腺扁平上皮癌の一例．第
636回日本泌尿器科学会東京地方会．オンライン．
2021年 9月 16日．  

20 .  金城真実：プライマリ医における OAB診断及び治

療 選 択 と 連 携 の タ イ ミ ン グ に つ い て ． Expert  
Lecture  Conference ～ 排 尿 障 害 治 療 お よ び エ リ
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Univers ity Graduate School o f  Medicine,  
6Kyushu Univers i ty,  7National Hospital  
Organization Shikoku Cancer Center,  
8Harasanshin Hospital ,  9Kurashiki Central 
Hospital ,  1 0Wakayama Medical Universi ty,  
1 1Osaka Internat ional  Cancer Inst itute,  
1 2Saitama Cancer Center ,  1 3Hokkaido Cancer 
Center,  1 4 Chiba Universi ty Graduate School  o f  
Medic ine,  1 5Ni igata Cancer Center Hospital） :  
Deferred radical  prostatectomy in pat ients who 
in it ia l ly  e lected for  act ive surve i l lance:  a multi -
inst itut ional ,  prospect ive,  observational cohort 
of  the PRIAS-JAPAN study.  Int J Cl in  Oncol.  
27(1).194-201.  2022.  

19.  Oshina T 1,  Taguchi S,  Miyakawa J 1,  Akiyama Y 1,  
Sato Y 1,  Kawai T 1,  Fukuhara H,  Nakagawa T 2,  
Kume H 1 （ 1The  Universi ty  of  Tokyo,  2Te ikyo  
Univers ity Schoo l o f  Medic ine ） :  
Cl in icopathological  features and oncological  
outcomes o f urothel ial  carcinoma invo lv ing the  
ureterovesical  junct ion.  Jpn J Clin Oncol .  52(1) .  
65-72.  2022.  

20.  Yokomizo A1,  Yonese  J 2,  Egawa S 3,  Fukuhara H,  
Uemura H 4,  Nishimura K 5,  Nagata M 6,  Saito  A7 ,  
Lee T7,  Yamaguchi S7 ,  Nonomura N8

（ 1Harasanshin Hospital ,  2 Cancer Insti tute 
Hospital  of  Japanese Foundation for  Cancer  
Research,  3 Jike i  Univers ity School  o f  Medic ine,  
4Yokohama City Univers ity Medical  Center,  
5Osaka Internat ional  Cancer Insti tute,  
6 Juntendo Univers ity Graduate Schoo l o f  
Medic ine,  7 Aste l las Pharma Inc,  8Osaka 
Univers ity Graduate Schoo l of  Medicine） :  Real -
world use o f enzalutamide  in men with  
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nonmetastat ic  castrat ion-resistant prostate 
cancer in  Japan.  Int  J Cl in  Oncol.  27(2).  418-426.  
2022.  

21.  Taguchi S :  Editorial  Comment from Dr  Taguchi  
to  Ro le  of  Vesical  Imaging-Reporting and Data 
System (VI-RADS) in predicting musc le- invasive 
bladder cancer:  A diagnostic  meta-analysis.  Int 
J Uro l.  29(3).  195-196.  2022.   

22.  Kawai T 1,  Taguchi S ,  Nakagawa T 2,  Kamei J3 ,  
Nakamura Y,  Obinata D 4,  Yamaguchi K 4,  Kaneko  
T2,  Kakutani S5 ,  Tokunaga M6 ,  Uemura Y 7,  Sato  
Y1 ,  Enomoto Y 5,  Nishimatsu H 6,  Fujimura T 3,  
Fukuhara H,  Takahashi S4 ,  Kume H1 （ 1The 
Univers ity of  Tokyo,  2Te ikyo Universi ty Schoo l 
of  Medicine,  3 Jichi Medical  Univers ity,  4Nihon 
Univers ity School o f  Medic ine,  5Mitsui Memorial  
Hospital ,  6The Fraternity  Memorial  Hospital ,  
7National  Center for  Global  Health  and 
Medic ine） :  Impact o f  immune-related adverse 
events on the therapeutic  e ff icacy of  
pembrol izumab in urothel ial  carc inoma:  A 
mult icenter  re trospect ive  study using t ime-
dependent analysis.  J  Immunother Cancer.  10(2).  
e003965.  2022.  DOI:  10.1136/ j itc -2021-003965 

23.  Mochida Y1 , 2 ,  Ochiai  K1 , 2 ,  Nagase T 3,  Nonomura 
K4,  Akimoto Y 1,  Fukuhara H,  Sakai T 5 , 6 , 7 ,  
Matsumura G 1,  Yamaguchi Y 2,  Nagase M1 , 6

（ 1Department o f  Anatomy,  Kyorin Univers ity 
Schoo l of  Medic ine,  2Department o f Trauma and 
Crit ical  Care Medic ine,  Kyor in Universi ty  
Schoo l o f  Medic ine,  3 Kunitachi Aoyagien 
Tachikawa Ger iatr ic  Health Services Fac il ity,  
4National Insti tute for  Basic  Biology,  5 Juntendo  
Univers ity Faculty o f  Health Sc ience,  6 Juntendo 
Univers ity Graduate School o f  Medicine,  
7 Juntendo Univers ity Faculty o f  Medic ine ） :
 Piezo2 expression and its a l terat ion by  
mechanical  forces in mouse mesangial  cel ls  and 
renin-producing cel ls .  Sci  Rep.  12(1).  4197.  2022.  
DOI:  10.1038/s41598-022-07987-7 

24.  Nakamura Y,  Taguchi S ,  Kinjo  M, Tambo M, 
Okegawa T,  Fukuhara H:  Adrenal metastasis in 
nivo lumab-treated renal  cel l  carc inoma:  a 
unique  enti ty  as a sanctuary si te .  Int J Uro l.  
2022.  DOI:  10.1111/ i ju.14833.  Online ahead o f  
pr int.  

25.  Taguchi S,  Watanabe M 1,  Tambo  M,  Machida H 2,  
Yokoyama K 1,  Fukuhara H （ 1Department  of  
Radio logy ,  Kyor in Univers ity Schoo l o f  Medic ine,  
2Tokyo Women's Medical  Univers ity Medical  
Center East ） :  Proposal  for  a new Vesical  
Imaging-Report ing and Data System (VI-RADS)-
based algori thm for  the management o f bladder 
cancer:  A paradigm shi ft  from the current  
transurethral  resect ion  of b ladder  tumor 
(TURBT)-dependent pract ice .  Cl in Genitour in 
Cancer.  2022.  DOI:  10.1016/ j .c lgc .2022.03.002.  
Onl ine  ahead o f pr int.  

その他  

1.  福原浩：高 齢者前立 腺疾患  前立腺癌 と肥大症の

診断と治療．三鷹醫人往来． P.8-12． 2021年 5月 1
日．  

2.  田口慧：サ ルコペニ アの画 像評価にお ける判定基

準の見直しの提言．第 34回日本老年泌尿器科学会  
学会賞「医師部門」． 2021年 5月 15日．  

3.  田口慧：第 10回杏林医学会研究奨励賞．2021年 9月
30日．  

4.  舛田一樹：第 10回杏林医学会研究奨励賞． 2021年
9月 30日．  

5.  田口慧： JJCO Best Reviewer Award 2021． 2021
年 11月 10日．  

 
 

眼科学教室  

 
講  演  

1.  井上真：抗 VEGF治療から手術に移行するタイミン

グ．第 61回大阪眼科手術の会．オンライン． 2021
年 4月 3日．  

2.  Okada AA:  Di f ferential  diagnosis o f  posterior  
uveit is :  re tinal vasculi tis ,  white  dots and serous 
retinal detachment”  Internat ional Uve it is  Study 
Group,  Basic  Uve it is  Course Webinar 4.  
organized by Uveitis  Webinar.  オンライン．Apri l  
3r d .  2021.  

3.  中野友哉子，片岡恵子，武内潤，堀口悦代，太田光，

滝陽輔，伊藤逸毅，寺崎浩子：加齢黄斑変性に対す
る Treat and extend治療下の脈絡膜新生血管の拡
大．第 125回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．

2021年 4月 8日．  
4.  武内潤，片岡恵子，中野友哉子，堀口悦代，太田光，

滝 陽 輔 ， 伊 藤 逸 毅 ， 寺 崎 浩 子 ： Pachychoro id 
neovasculopathyに 対 す る ア フ リ ベ ル セ プ ト 併 用
半量光線力学療法．第 125回日本眼科学会総会．大
阪・オンライン． 2021年 4月 8日．  

5.  片岡恵子：OCTAを用いた新生血管形態と活動性の

相関．第 125回日本眼科学会総会．大阪・オンライ
ン． 2021年 4月 9日．  

6.  片 岡 恵 子 ： Pachychoro id neovasculopathy and 
exudat ive changes．第 125回日本眼科学会総会．
大阪・オンライン． 2021年 4月 10日．  

7.  林勇海，慶野博，中山真紀子，安藤良将，渡邊交世，

岡田アナベ ルあやめ ：杏林 アイセンタ ーにおける
特発性ぶどう膜炎患者の臨床像．第 125回日本眼科

学会総会．大阪・オンライン．2021年 4月 8日 -11日．  
8.  竹内正樹，河越龍方，澁谷悦子，山根敬浩，石原麻

美，岩田大樹，鴨居功樹，慶野博，毛塚剛司，酒井

勉，大黒伸行，岡田アナベルあやめ，川島秀俊，園
田康平，髙瀨博，北市伸義，南場研一，蕪城俊克，
竹内大，大野重昭，後藤浩，水木信久：ベーチェッ

ト病眼病変診療ガイドラインの策定．第 125回日本
眼科学会総会．大阪・オンライン．2021年 4月 9日．  

9.  丸子一朗，田中公二，坂垣可奈子，山本亜希子，玉

城環，中山真紀子，湧川空子，寺尾信宏，若月優，
小野江元，小笠原雅，菅野幸紀，笠井暁仁，新竹広
晃，和泉雅彦，河合萌子，丸子留佳，長谷川泰司，

森隆三郎，古泉英貴，石龍鉄樹，岡田アナベルあや
め ， 飯 田 知 弘 ： 滲 出 型 加 齢 黄 斑 変 性 に 対 す る  
bro luc izumab 硝 子 体 内 注 射 切 替 え 症 例 の 短 期 経

過．第 125回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．
2021年 4月 9日．  

10 .  田中公二，丸子一朗，坂垣可奈子，山本亜希子，中

山真紀子，玉城環，湧川空子，寺尾信宏，若月優，
小野江元，小笠原雅，菅野幸紀，笠井暁仁，新竹広
晃，和泉雅彦，河合萌子，丸子留佳，長谷川泰司，

森隆三郎，古泉英貴，石龍鉄樹，岡田アナベルあや
め，飯田知弘：治療歴のない滲出型加齢黄斑変性に
対する  bro luc izumab 硝子体内注射の短期成績．
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第 125回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．2021
年 4月 9日．  

11 .  井上真：視神経乳頭異常合併疾患への硝子体手術．

RETINAの会  特別講演．オンライン．2021年 4月
10日．  

12 .  厚 東 隆 志 ： モ ー ニ ン グ セ ミ ナ ー 21 Advanced 3D 
Vitreoretinal Surgery～進化の 5年～．第 125回日
本眼科学会総会．大阪・オンライン．2021年 4月 11
日．  

13 .  厚東隆志： (サブスペシャリティサンデー )  PVR手

術における術中デバイスの応用．第 125回日本眼科
学会総会．大阪・オンライン． 2021年 4月 11日．  

14 .  太田光，片岡恵子，武内潤，中野友哉子，堀口悦代，

伊藤逸毅，寺崎浩子：afl ibercept抵抗性の加齢黄斑
変性症例における broluc izumabへの切り替え効果．

第 125回日本眼科学会総会．大阪・オンライン．2021
年 4月 11日．  

15 .  平形明人：網膜分離様所見の鑑別と対応．第 162回
和歌山眼科学会．オンライン． 2021年 4月 18日．  

16 .  北善幸： inject W手技のポイント．iStent  inject  W
オンライン検討会．オンライン． 2021年 4月 22日．  

17 .  Tomita A,  Suzuki  Y,  Mitsukawa T,  Hama Y,  
Yamada M: Stereopsis in purely refuractive 
accommodative  esotropia.  ESA-ISA conference.  
France・オンライン． 2021年 4月 23-25日．  

18 .  Suzuki Y,  Mitsukawa T,  Yata N,  Hama Y,  Tomita 
A,  Yamada M:  Preoperative r isk factor for  
consecut ive exotropia after surgical  treatment  
of  chi ldhood onset esotropia .  ESA-ISA 
conference.  France・ onl ine.  2021年 4月 23-25日． 

19 .  Inoue M: ARTEVO800.  The  first  people  Hospital  
jo int meet ing.  Online.  Apr il  26.  2021.  

20.  Yamada M, Kamao T,  Shiraishi A,  Sakai J,  
Ohashi Y :  Pharmacokinetic  analysis o f  5-FU 
and tegafur in tears o f  patients treated with S-
1.  7th Asia Cornea Socie ty Biennial  Sc ienti f ic  
Meet ing .  Osaka・ onl ine.  Apr il  28t h .  2021.  

21.  Shigeyasu C,  Yamada M,  Fukuda M, Koh S,  
Toshida H,  Oie Y,  Nej ima R,  Eguchi H,  Suzuki T,  
Kawasaki R,  Nishida K :  Severe ocular  
complications  assoc iated with  contact  lens wear 
in Japan.  7th Asia Cornea Soc iety Biennial  
Scient i fi c  Meeting.  Osaka・ online.  Apri l  28 t h .  
2021.  

22.  Kamao T,  Yamada M, Shiraishi A,  Sakai J,  
Ohashi Y :  Factors re lated in onset o f  ocular  
complications by S-1.  7th  Asia Cornea Soc iety 
Biennial  Scient i fic  Meet ing .  Osaka ・ onl ine.  
Apr il  28 t h .  2021.  

23.  井上真：網 膜静脈閉 塞症に 伴う黄斑浮 腫の治療戦

略．Novart is Pharma Web Symposium．オンライ

ン． 2021年 4月 28日．  
24 .  厚 東隆 志： 糖尿病 黄斑 浮腫の 治療 戦略 ． Novart is  

Pharma Web Symposium．オンライン．  2021年 4
月 28日．  

25 .  山田昌和：AMRを考慮した眼感染症の予防と治療．

第 2回琉球オプサルミック セミナー．オンライン．

2021年 5月 7日．  
26 .  大岩未来，中山真紀子，慶野博，林勇海，嶋崎鉄兵，

倉井大輔，岡田アナベルあやめ：当院における梅毒

性ぶどう膜炎治療の近況報告．第 11回東京多摩眼
科連携セミナー．東京・オンライン．2021年 5月 15
日．  

27 .  井上真：「 ZIPANGU試験から考える BRVO診療の

今 後 」  実 臨 床 に お け る BRVO 診 療 ． Novart is  
Microso ft  teams Web．オンライン． 2021年 5月 20
日．  

28 .  井上真：黄斑疾患へのデジタル支援硝子体手術．第

104回網膜病変談話会．オンライン．2021年 5月 20
日．  

29 .  安藤良将，慶野博，井上真，高橋洋如，佐野公彦，

厚東隆志，廣田和成，佐藤智人，竹内大，平形明人：

裂孔原性網 膜剥離に おける 強度近視眼 と非強度近
視眼の硝子体中サイトカインの比較検討．第 3回日
本近視学会総会．東京・オンライン．2021年 5月 22
日．  

30 .  井上真，厚東隆志，平形明人：強膜内固定術におけ

る眼内レンズ傾斜と眼軸長．第 3回日本近視学会総

会．東京・オンライン． 2021年 5月 22日．  
31 .  厚東隆志： (シンポジウム )  近視眼における網膜剥

離．第 3回日本近視学会総 会．東京・オンライン．

2021年 5月 22日  
32 .  鎌田紗知衣，中山真紀子，篠原大佑，片岡恵子，山

本亜希子，岡田アナベルあやめ：当院における近視

性脈絡膜新生血管に対する治療成績．第 3回日本近
視学会．東京・オンライン． 2021年 5月 22日．  

33 .  満川忠宏，鈴木由美，百田陽介，鈴木駿，冨田茜，

山田昌和： 前眼部Ｏ ＣＴに よる低濃度 アトロピン
点眼前後の前眼部形態変化の検討．第 3回日本近視
学会．東京・オンライン． 2021年 5月 22日．  

34 .  立松由佳子，平塚義宗，川崎良，山田昌和：特定健

診を契機とした眼科検診受診者の屈折異常．第 3回
日本近視学会．東京・オンライン．2021年 5月 22日．  

35 .  日下真吾，厚東隆志，水野雅春，髙橋綾，今野公士，

井上真，平形明人： Implantable  col lamer lens挿
入眼の裂孔 原性網膜 剥離へ の水晶体温 存硝子体手

術の一例．第 3回日本近視学会総会．東京・オンラ
イン． 2021年 5月 22日．  

36 .  水野雅春，井上真，石田友香，厚東隆志，平形明人：

強度近視眼の黄斑上膜の特徴と手術成績．第 3回日
本近視学会総会．東京・オンライン．2021年 5月 22
日．  

37 .  江本宜暢，北善幸，齋藤恒浩，望月司，村井顕子，

平形明人： 近視眼の 原発開 放隅角緑内 障における
視神経乳頭周囲 毛細血管密 度と視野障害の 関連性．

第 3回日本近視学会総会．東京・オンライン．2021
年 5月 22日．  

38 .  井上真：近視の合併症の治療アップデート  ～緑内

障・網膜～ 近視性牽 引黄斑 症への外科 的治療の変
遷．第 3回日本近視学会イブニングセミナー．東京・
オンライン． 2021年 5月 22日．  

39 .  井 上 真 ： Visual izat ion in  Vitreoretinal  & 
Cataract  surgery．第 3回日本近視学会ランチョン
セミナー．東京・オンライン． 2021年 5月 23日．  

40 .  新井千賀子，玉田俊介，尾形真樹，厚東隆志，小田

浩一，平形明人：病的近視の Qual ity o f  l i feとロー
ビジョンケアの実態の分析．第 3回日本近視学会総

会．東京・オンライン． 2021年 5月 23日．  
41 .  山田昌和：ヒトの涙液油層の機能は蒸発抑制？．第

14回箱根ドライアイクラブ．オンライン． 2021年
5月 28日．  

42 .  慶野博：症例から学ぶぶどう膜炎診療．慶大眼科木

曜カンファレンス  教育講演．東京・オンライン．

2021年 6月 3日．  
43 .  Inoue  M:  Two components  of  multiple  subret inal 

f luid blebs after  pars plana v itrectomy for  
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rhegmatogenous ret inal  detachment.  APRIS 
Annual meeting 2020 Virtual.  Online.  June 2-3.  
2021.  

44.  北 善 幸 ： POAGの 治 療 に つ い て ． い つ か ら 治 療 す

る？多摩地区緑内障勉強会  AYR 2021．立川市．
2021年 6月 5日．  

45 .  井 上 真 ： 実 臨 床 に お け る BRVO 診 療 ． Retina 
Update  Meeting  Onl ine．オンライン． 2021年 6月
10日．  

46 .  厚東隆志：糖尿病網膜症最新の話題  内科・眼科の

連携．豊田加茂『糖尿病と網膜症  予防のための連
携会』．愛知． 2021年 6月 12日．  

47 .  北善幸：チ ューブシ ャント 手術－知っ ておくべき

こ と － ． 第 21 回 Tokyo Glaucoma Ret ina jo int  
conference．オンライン． 2021年 6月 18日．   

48 .  井上真：BRVO患者の長期フォロー．RVO全国講演

会．東京． 2021年 6月 20日．  
49 .  厚東隆志：BRVOに伴う黄斑浮腫の最新治療．横須

賀 市 眼 科 医 会 学 術 講 演 会  横 須 賀  Update  
Seminar．神奈川． 2021年 6月 22日．  

50 .  北善幸：iStent  inject Wのトリセツ．第 36回 JSCRS
学術集会モーニングセミナー（グラウコス）．オン
ライン． 2021年 6月 27日．  

51 .  井上真：糖 尿病網膜 症への デジタル支 援硝子体手

術．第 7回九州 DMEフォーラム．オンライン．2021
年 6月 30日．  

52 .  Hirakata A :  Retina world congress.  Retinaws.  
オンライン． June 27 t h .  2021.  

53.  大岩未来，鈴木由美，富田茜，満川忠宏，北善幸，

山田昌和： 斜視術後 ステロ イド点眼に よる眼圧へ

の影響．第 77回日本弱視斜視学会総会．横浜・オン
ライン． 2021年 7月 2日．  

54 .  井 上 真 ：３ D 第 20回  硝 子 体 手 術 ビデ オ セミ ナ ー

Web．オンライン． 2021年 7月 4日．  
55 .  井上真：日本人のエビデンスから見た BRVO診療．

網膜診療．Brush up Seminar in  Yamagata． オン

ライン． 2021年 7月 8日．  
56 .  岡田アナベルあやめ：ぶどう膜炎のイメージング．

特別講演．第 34回千葉臨床眼科フォーラム・オンラ

イン． 2021年 7月 17日．  
57 .  慶野博：  Non-coding RNAの視点からみたぶどう

膜炎の病態理解．第 54回日本眼炎症学会．仙台・オ

ンライン． 2021年 7月 23日．  
58 .  慶野博：ベ ーチェッ ト病ぶ どう膜炎の 鑑別診断と

生物学的製剤導入のタイミング．第 54回日本眼炎

症学会  ランチョンセミナー．仙台・オンライン．
2021年 7月 23日．  

59 .  佐藤康彦，慶野博，中山真紀子，狩野未来，岡田ア

ナ ベル あや め： IL-2に よ る 実 験的 自己 免疫 性ぶ ど
う膜網膜炎に対する炎症抑制効果の検討．第 54回
日本眼炎症学会．仙台・オンライン．2021年 7月 24
日．  

60 .  厚東隆志： 27G HYPERVITカッターを用いた PDR
手術． VIT Web Broadcast  meeting 2021．  オン

ライン． 2021年 7月 30日．  
61 .  北善幸：緑内障患者と薬．調布市薬剤師会学術講演

会．調布市． 2021年 8月 5日．  
62 .  平形明人：硝子体手術症例から学ぶ．第 20回九州黄

斑疾患研究会．オンライン． 2021年 8月 7日．  
63 .  鈴木由美：眼の機能・眼科疾患について学ぶ．小児

訪 問 看 護 研 修 会  一 般 社 団 法 人 全 国 訪 問 看 護 事 業
協会．オンデイマンド配信期間 2021年 9月 1日 -10月
31日．  

64 .  平形明人：糖尿病網膜症の診断と治療の現状．千代

田糖尿病セミナー．オンライン． 2021年 9月 2日．  
65 .  Inoue  M: Surgical  approach for  myopic  tract ion 

maculopathy.  Asia Retina Congress 2021.  
Korea・オンライン． September 3-4.  2021.  

66.  Kataoka K,  Takeuchi  J,  Nakano Y,  Horiguchi  E,  
Ota H,  Taki Y,  Ito  Y,  Terasaki H ： Vascular 
Morphology after Af l ibercept  and Half -dose PDT 
in Eyes with Pachychoroid Neovasculopathy.  
2021 Asia  Ret ina Congress .  Korea・オンライン．
2021年 9月 3日．  

67 .  Koto T:  PDR surgery with  27-gauge dual -blade 
HYPERVIT® cutter.  The 36th Asia-Paci f ic  
Academy o f Ophthalmology Congress.  Online.  
September 5-11 t h .  2021.  

68.  Hirakata A :  Vitrectomy for  myopic  tract ion 
maculopathy.  EURETINA 2021 vir tual． Online.  
Sept 9-11th.  2021.  

69.  Inoue  M, Koto  T,  Hirakata A:  Flow dynamics o f  
dual-blade beve led-t ip v itreous cutters during 
vi treous removal compared with s ingle -blade 
beve led-t ip  v itreous  cutters.  EURETINA 2021.  
Onl ine .  September  9-12,  2021.  

70.  Mekjavic  PJ,  Acon D,  Loewenstein A,  Lai  TYY, 
D’Amore PA,  Daien V,  Okada AA: Management 
of intraocular pressure  elevat ion in  patients 
with retinal diseases receiv ing intravitreal 
inject ions o f ant i -vascular endothe lial  growth 
factor .  EURETINA 2021 Virtual Meeting.  Sept 
9-11t h .  2021.  

71.  Ishida T,  Inoue M,  Kita  Y,  Koto T ,  Hirakata A:  
The f indings of f luorescein angiography and 
opt ical  coherence tomography of papl i l lomacular 

72.  retinoschisis in  eyes with glaucoma.  EURETINA 
2021 Virtual Meet ing .  Sept 9-11t h .  2021.  

73.  Noji  S ,  Mizuno M, Koto T,  Inoue M, Hirakata A:  
Characterist ics of  mult iple  subret inal f lu id 
blebs after pars plana v i trectomy for 
rhegmatogenous ret inal detachment.  
EURETINA 2021 Virtual Meet ing .  Sept 9-11 t h .  
2021.  

74.  井上真． BRVOマネージメントー ZIPANGU Study
からー ． 12th Kanagawa Ret ina Forum. 横浜．
2021年 9月 17日．  

75 .  中山真紀子，慶野博，岡田アナベルあやめ：コロナ

禍における 原田病の 治療選 択．ぶどう 膜炎カンフ
ァレンス．東京・オンライン． 2021年 9月 17日．  

76 .  玉城環，田中公二，板垣可奈子，中山真紀子，丸子

一朗，湧川空子，寺尾信宏，森隆三郎，石龍鉄樹，
岡田アナベルあやめ，飯田知弘，古泉英貴：滲出型

加齢黄斑変 性に対す るブロ ルシズマブ 治療後の脈
絡膜厚短期変化．第 37回日本眼循環学会．京都・オ
ンライン． 2021年 9月 25日．  

77 .  堀口悦代，片岡恵子，武内潤，冨田遼，中野夕哉子，

滝陽輔，太田光，伊藤逸毅，西口康二：中心性漿液
性脈絡網膜 症に対す る半量 光線力学療 法が及ぼす

脈絡膜血流の変化．第 37回日本眼循環学会．京都・
オンライン． 2021年 9月 25日．  
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78.  平形明人：知っておきたい眼底疾患．慶応大学眼科

招待講演．オンライン． 2021年 9月 30日．  
79 .  日下俊治，井上真，門之園一明，前野貴俊：強膜バ

ックリング法  revis ited． 大阪網膜硝子体研究会．
オンライン． 2021年 9月 30日．  

80 .  米谷昇子，篠崎優子，富田茜，鈴木由美：小児眼科

手術におけるプレパレーションの取り組み．第 37
回日本視機能看護学会学術総会．沖縄・オンライン．
2021年 10月 1-7日．  

81 .  Inoue  M, Koto  T,  Hirakata A:  Flow dynamics o f  
dual b lade beve led-t ip  vitreous cutters.  
American Soc iety o f  Ret ina Spec ialists  39th 
Annual Meet ing.  Onl ine .  Oct.  8-12t h .  2021.  

82.  井 上 真 ： 硝 子 体 手 術 ． Ngenuity  User 's  Meeting 
2021．オンライン． 2021年 10月 16日．  

83 .  福田泰雅，津田麻祐子，厚東隆志，山田昌和：前房

型有水晶体 眼内レン ズ挿入 術後に角膜 内皮細胞密
度の減少をきたした 1例．第 64回多摩地区眼科集談

会．東京． 2021年 10月 16日．  
84 .  厚東隆志：総合教養「現代医療について考える」眼

科手術の artと science ～手術教育と手術理念～．

麻布高等学校．東京． 2021年 10月 22日．  
85 .  北善幸： iStent in ject W 手技のコツ． iStent座談

会＠武蔵野．オンライン． 2021年 10月 22日．  
86 .  井上真．3Dモニター Heads-up Surgeryにおける画

像鮮明化ア ルゴリズ ム機能 搭載器の臨 床的有用性
について．よく見える化セミナー．大阪． 2021年
10月 24日．  

87 .  慶野博，齋藤翔子，佐藤康彦，髙﨑一朗，渡辺交世，

岡田アナベ ルあやめ ：実験 的自己免疫 性ぶどう膜

網膜炎 (EAU)における血清中 microRNA解析．第 49
回日本臨床免疫学会総会．東京・オンライン．2021
年 10月 28-30日．  

88 .  佐藤尚人，向後二郎，米田一仁，大澤俊介，平形明

人：硝子体 手術クエ スチョ ンバンクデ バイス戦略
編 1（教育講演インストラクションコース）．第 75
回日本臨床眼科学会．福岡・オンライン． 2021年
10月 28-31日．  

89 .  丸子一朗，田中公二，板垣可奈子，山本亜希子，玉

城環，中山真紀子，片岡恵子，湧川空子，寺尾信宏，
若月優，小野江元，小笠原雅，菅野幸紀，笠井暁仁，
新竹広晃，和泉雅彦，河合萌子，丸子留佳，長谷川

泰司，森隆三郎，古泉英貴，石龍鉄樹，岡田アナベ
ルあやめ，飯田知弘：broluc izumab 硝子体内注射
切替え症例における網膜フルイド．第 75回日本臨

床眼科学会．福岡・オンライン．2021年 10月 28日．  
90 .  井上真：徹底討論！最新の糖尿病網膜症・黄斑浮腫

診 療 2021． 「 再 発 を繰 り 返す DME難 治 例 に 対 し 、

硝子体手術を活用」．第 75回日本臨床眼科学会．福
岡・オンライン． 2021年 10月 28日．  

91 .  林勇海，慶野博，中山真紀子，安藤良将，渡邊交世，

岡田アナベ ルあやめ ：杏林 アイセンタ ーにおける
ぶどう膜炎患者の臨床像．第 75回日本臨床眼科学
会．福岡・オンライン． 2021年 10月 28日．  

92 .  石田友香，井上真，厚東隆志，平形明人：緑内障眼

に伴う網膜 分離症の 蛍光眼 底造影検査 所見と網膜
光干渉断層計所見の検討．第 75回日本臨床眼科学

会．福岡・オンライン． 2021年 10月 29日．  
93 .  新井千賀子，小田浩一，尾形真樹，平形明人：ロー

ジジョンエ イド処方 に関す るアウトカ ム研究．第

75回日本臨床眼科学会．福岡・オンライン． 2021
年 10月 29日．  

94 .  井上真：診療報酬改定ヒアリングを踏まえて「日本

網膜硝子体学会からの取り組み」．日本臨床眼科学
会シンポジウム  21．福岡・オンライン．2021年 10
月 31日．  

95 .  厚東隆志： 術中光干 渉断層 計による術 中診断～導

入から実使用まで～．第 75回日本臨床眼科学会総
会． 2021年 10月 28-31日．  

96 .  安藤良将，黄俐穎，井上真，平形明人：眼内長期残

留アルミニ ウム異物 による 増殖性硝子 体網膜症が
疑われた 1例．第 75回日本臨床眼科学会．福岡・オ

ンライン． 2021年 10月 28-31日．  
97 .  Inoue  M:  Next level  27+  surgery.  Ampli fy EYE 

Virtual Event 2021.  Online.  Oct.  30 t h .  2021.  
98.  井上真：デジタル支援硝子体手術の実践と応用．第

20回水道橋眼科フォーラム．オンライン． 2021年
11月 4日．  

99 .  平形明人：症例から学ぶ眼底疾患．Okinawa retina 
forum．オンライン． 2021年 11月 5日．  

100.  井上真：症例から学ぶ手術治療戦略．第 48回福岡眼

科研究会．オンライン． 2021年 11月 12日．  
101.  北善幸：緑内障の画像読影アップデート．尾張眼科

セミナー 2021．一宮市． 2021年 11月 13日．  
102.  Inoue  M, Koto  T,  Mizuno  M, Hirakata A:  Ir is  

Flutter ing detected with anterior segment 
opt ical  coherence tomography in eyes after  
intrasc leral  f ixat ion.  AAO. Onl ine.  Nov.  13-16.  
2021.  

103.  平形明人：症例から学ぶ眼底疾患．Retina cl in ical  
meeting in  筑後  2021．オンライン．2021年 11月
19日．  

104.  厚東隆志：だいたい何でも 27ゲージ．DR Clinical  
Practice．オンライン． 2021年 11月 19日．  

105.  水野雅春：術後未閉鎖黄斑円孔に対する再手術．第

2回 Surgical  Ret ina Seminar症例検討．オンライ

ン． 2021年 11月 24日．  
106.  井 上 真 ． 特 別 講 演 「 難 治 性 黄 斑 円 孔 」 ． 第 6 回

SAITAMA Young Surgeons Meet ing．川越市．2021
年 11月 25日．  

107.  Keino  H,  Sato  Y,  Nakayama M, Okada AA:  Effect 
of  in vivo expansion of  regulatory T ce lls  with 
IL-2 /ant i -IL-2 antibody complex plus rapamycin  
on exper imental  auto immune uveoretinitis .  The 
14th Jo int Meet ing o f  Japan-China-Korea 
Ophthalmologists.  東京・オンライン．Nov 27th.  
2021.  

108.  Maruko  I,  Tanaka K,  Tamashiro  T,  Itagaki K,  
Yamamoto  A,  Izumi T ,  Kawai  M,  Maruko R,  
Hasegawa T,  Wakatsuki Y,  Onoe H,  Wakugawa 
S,  Terao N,  Ogasawara M, Sugano Y,  Kasai  A,  
Shintake H,  Kataoka K,  Nakayama M, Mori R,  
Koizumi H,  Sekiryu T,  Okada AA, I ida T :  

Bro luc izumab treatment  retent ion in age-
related macular degeneration.  優 秀 演 題 シ ン ポ
ジウム 2．第 60回網膜硝子体学会．東京・オンライ

ン． 2021年 12月 3日．  
109.  井上真，厚東隆志，石田友香，水野雅春，平形明人，

大鹿哲郎： Heads up手術における画像鮮明化．第

60回日本網膜硝子体学会総会．東京・オンライン．
2021年 12月 3日．  

110.  篠﨑昌俊，厚東隆志，井上真，平形明人：特発性網

膜血管増殖 性腫瘍の 臨床像 と治療成績 の検討．第
60回日本網膜硝子体学会総会．東京・オンライン．
2021年 12月 3日．  
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111.  厚東隆志： イブニン グセミ ナー糖尿病 網膜症にお

ける 27Gの利点．第 60回日本網膜硝子体学会総会．
東京・オンライン． 2021年 12月 3日．  

112.  太田光，片岡恵子，浅井景子，武内潤，冨田遼，中

野友哉子，堀口悦代，滝陽輔：加齢黄斑変性に対す
る afl ibercept 硝 子 体 内 注 射 を 用 い た Treat and 
Extend療 法 の 5年 成 績 ． 第 60回 日 本 網 膜 硝 子 体 学
会総会．東京・オンライン． 2021年 12月 3日．  

113.  平形明人：病理組織を意識した網膜硝子体手術．第

24回盛賞受賞講演．第 60回日本網膜硝子体学会総
会．東京・オンライン． 2021年 12月 4日．  

114.  田中公二，丸子一朗，玉城環，板垣可奈子，中山真

紀子，若月優，小野江元，和泉雅彦，河合萌子，丸
子留佳，長谷川泰司，湧川空子，寺尾信宏，小笠原
雅，菅野幸紀，笠井暁仁，新竹広晃，山本亜希子，

片岡恵子，森隆三郎，古泉英貴，石龍鉄樹，岡田ア
ナベルあやめ，飯田知弘：治療歴のない滲出型加齢
黄斑変性に対する  bro luc izumab 硝子体内注射の

6ヶ月成績．第 60回網膜硝子体学会．東京・オンラ
イン． 2021年 12月 4日．  

115.  武内潤，片岡恵子，中野友哉子，堀口悦代，滝陽輔，

太田光，中村光一，西口康二： Brolucizumab関連
眼内炎を来した 10例の臨床像．第 60回日本網膜硝
子体学会総会．東京・オンライン．2021年 12月 4日．  

116.  滝陽輔，伊藤逸毅，武内潤，伊藤寛高，中野友哉子，

藤田愛，堀口悦代，太田光，兼子裕規，上野真治，
片岡恵子，寺崎浩子：黄斑上膜に対する内境界膜剥

離併用硝子 体手術術 後の中 心窩無血管 域の変化．
第 60回日本網膜硝子体学会総会．東京・オンライ
ン． 2021年 12月 4日．  

117.  近藤峰生，齋藤航，石田晋，國吉一樹，上野真治，

林孝彰，中野匡，早川卓浩，角田和繁，慶野博，岡
田アナベルあやめ，中村考介，秋山英雄：MEWDS
の日本人患者の特徴 (1)：患者背景、症状および季
節性について．第 60回網膜硝子体学会．東京・オン
ライン． 2021年 12月 5日．  

118.  前田菜津子，厚東隆志，石田友香，慶野博，井上真，

平形明人：自然寛解した小児の黄斑上膜の 1例．第
60回日本網膜硝子体学会総会．東京・オンライン．

2021年 12月 3-5日．  
119.  水野雅春，井上真，厚東隆志，平形明人：複数の眼

内異物を認めた穿孔性眼外傷の 1例．第 60回日本網

膜硝子体学会総会．東京・オンライン． 2021年 12
月 3-5日．  

120.  Inoue  M: Color Enhancement in  Digitally -
Assisted Vitrectomy Surgery.  PCV Summit 2021.  
Onl ine .  Dec.  4-5.  2021.  

121.  Keino H:  Management considerations in v iral  
anterior uve itis .  IOIS 2021 Meeting.  Greece・オ
ンライン． Dec.  2nd.  2021.  

122.  Keino  H:  The  changes of serum microRNA 

express ion pro f i le  dur ing the deve lopment o f 
exper imental  auto immune uveoretinit is .  IOIS 
2021 Meet ing.  Greece・オンライン．Dec 5th,  2021.  

123.  Hayashi I ,  Keino H,  Nakayama M, Ando Y,  
Watanabe T,  Okada AA :  Cl inical  features of  
unc lass i fied uve it is  at the  Kyor in Eye Center in 
Tokyo.  IOIS 2021 Meet ing .  Greece・オンライン．
December  3-5th.  2021.  

124.  Saito  S,  Keino H,  Takasaki I ,  Watanabe T,  
Okada AA :  Circulat ing microRNA alterations  in 
serum during the development o f experimental  
autoimmune uveoretinit is .  IOIS 2021 Meeting.  
Greece・オンライン .  December 3-5th.  2021.  

125.  Okada AA: “Risk factors o f  e levated intraocular 
pressure in uveitis”  Invited Lecture .  IOIS 2021 
Meet ing .  Greece ・ オ ン ラ イ ン ． December 4th.  
2021.  

126.  厚東隆志： 杏林アイ センタ ーにおける 硝子体注射
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Univers ity,  4  Yamagata Univers ity) :  Ef fect  o f  
surgeon-related factors  on outcome o f  ret inal  
detachment  surgery:  analyses  o f  data in  Japan-
retinal detachment registry.  Sci  Rep.  12(1).  4213.  
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57.  Nakayama M, Okada AA,  Hayashi I ,  Ando Y,  
Watanabe T,  Keino H ： A COVID-19 Risk  
Reduction Strategy for  the Treatment o f  Acute 
Vogt-Koyanagi -Harada Disease  Uti l izing  the  
Antiviral  Potential  o f  Cyclospor ine.  Ocul  
Immunol Inf lamm. 1-6.  2022．  

58 .  Yogeswaran K 1,  Furtado  JM 2,  Bodaghi B 3,  
Matthews JM,  International Ocular  
Toxoplasmosis Study Group ( inc luding Okada 
AA),  Smith JR 1  (1F l inders 
Univers ity,2Universi ty o f  São Paulo, 3Hopital  
Pit ie -Salpetr iere ):  Current  pract ice  in the  
management o f ocular toxoplasmosis.  Br J  
Ophthalmol .  2022.  do i :  10 .1136/bjophthalmol-
2022-321091.   

59.  Tamashiro T ,  Tanaka K,  Itagaki K,  Nakayama M,  
Maruko I,  Wakugawa S,  Terao N,  Onoe H,  
Wakatsuki Y,  Ogasawara M, Sugano Y,  
Yamamoto A,  Kataoka K,  Izumi T ,  Kawai M,  
Mori R,  Sekiryu T,  Okada AA, I ida T,  Ko izumi 
H;  Japan AMD Research Consortium (JARC):  
Subfoveal choroidal  thickness after  
bro luc izumab therapy for  neovascular age -
related macular degenerat ion:  a short -term 
mult icenter  study.  Graefes  Arch Clin Exp 
Ophthalmol  .  2022 Jan 16.  do i :  10.1007/s00417-
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60.  Ota H 1,  Takeuchi J 1,  Nakano Y 1,  Hor iguchi E 1,  
Taki Y 1,  I to  Y 1,  Terasaki  H 1,  Nishiguchi  KM 1,  
Kataoka K (1Nagoya Universi ty ):  Switching from 
afl ibercept to  bro luc izumab for  the treatment o f  
refractory neovascular age -re lated macular  
degenerat ion.  Jpn J Ophthalmol.  .  2022.Epub.  

61.  東範行 1，西田幸二 2，山田昌和，厚生労働科学研究

費 補助 金難 治性 疾患 政策 研究 事業 「角 膜難 病の 標
準 的診 断法 およ び治 療法 の確 立を 目指 した 調査 研

究」研究班  診療ガイドライン作成委員会（ 1国立
成育医療センター，２ 大阪大学）：無虹彩症の診療
ガイドライン．日眼会誌． 125． 38-76． 2021．  

62 .  森賢一郎 1，立花崇 1，納富昭司 1，石川桂二郎 1，武

田篤信 1，大島裕司 1，金本尚志 2，江内田寛 3，吉田
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茂生 4，平形明人，西田幸二 5，大路正人 6，木村和博
7，久保田敏昭 8，緒方奈保子 9，松井孝明 1 0，吉富文
昭 1 1，内尾英一 1 2，石橋達朗 1 3，園田康平 1  ( 1九州大，
2県立広島病院眼科，3佐賀大，4久留米大，5大阪大，
6滋賀医科大，7山口大，8大分大，9奈良県立医科大，
1 0大島眼科病院，1 1太宰府吉富眼科医院，1 2福岡大，
1 3九州大 )：バイオマーカー の視覚化による疾患病
態理解と治療法開発への挑戦 (分担研究 )．日眼会誌．
125． 266-284． 2021．  

63 .  山田昌和，東範行 1，西田幸二 2，厚生労働科学研究

費 補助 金難 治性 疾患 政策 研究 事業 「角 膜難 病の 標
準 的診 断法 およ び治 療法 の確 立を 目指 した 調査 研

究」研究班  診療ガイドライン作成委員会（ 1国立成
育医療センター， 2大阪大学）：前眼部形成異常の
診療ガイドライン．日眼会誌．125．605-629．2021． 

64 .  片岡恵子：【新しい薬剤、新しい適応】加齢黄斑変

性 (AMD)． Retina Medicine． 10巻１号． 16-21．
2021．  

65 .  平形明人：眼内長期滞留ガス（ SF６ ，C 3F 8）使用ガ

イドラインについて． OCULISTA． 96． 120-126．
2021.  

66.  平形明人：新型コロナウィルス感染症（ COVID-19）
禍 で 影 響 を 受 け た 医 学 部 学 生 教 育 ―杏 林 大 学 医 学
部の経験から ―．日本の眼科．92(4)．393-397．2021． 

67 .  平 塚 義宗 1， 山 田 昌和 ， 辻川 明 孝 ２ （ 1順 天 堂 大 学 、
２ 京都大学）：アイフレイルとは．日本の眼科．92(9)．
1099-1102． 2021．  

68 .  山 田昌 和： アイ フレ イル 対策 とし ての プチ ビジ ョ

ンケア．日本の眼科． 92(9)． 1112-1116． 2021．  
69 .  日下真吾，石田友香，厚東隆志，斉藤翔子，井上真，

平 形明 人： フェ ムト セカ ンド レー ザー 白内 障手 術
後の急性眼内炎の 1例．眼科．63(7)．657-662．2021． 

70 .  北 善幸 ：治 療法 の再 整理 とア ップ デー トの ため に  

専 門家 によ る私 の治 療  閉塞 隅角 緑内 障． 日本 医
事新報． 5082． 41． 2021．  

71 .  厚東隆志：【ぶどう膜炎の外科的処置 :入門】急性

網 膜壊 死に 合併 する 裂孔 原性 網膜 剥離 の硝 子体 手
術．あたらしい眼科． 38(10)． 1161-1165． 2021． 

72 .  重安千花，岡田アナベルあやめ：ぶどう膜炎の外科

的処置入門  硝子体手術、眼球摘出術、眼球内容除
去術の術後交感性眼炎のリスク．あたらしい眼科．
38(10)． 1167-1173． 2021．  

73 .  井 上真 ：病 診連 携に 基づ く疾 患別 眼科 診療 ガイ ド  
白内障術後眼内炎．臨床眼科増刊号． 75（ 11）．
168-172．医学書院． 2021．  

74 .  黄俐穎，石田友香，井上真，尾﨑峰 1，大島直也 1，

平形明人 (1杏林大・形成外科学 )：金属片による眼球
二重穿孔をきたした 2例の手術経験．眼科．63(11)．
1097-1105． 2021．  

75 .  厚東隆志：【強度近視・病的近視をどう診るか】黄

斑円孔網膜剥離．OCULISTA．105．23-29．2021．  
76 .  平 形明 人： 視神 経乳 頭先 天異 常に 伴う 網膜 剥離 に

対する 手術治 療の 方法 と考 え方を 教えて くだ さい．
あたらしい眼科．38（臨時増刊号）．133-139．2021． 

77 .  矢田長洋，鈴木由美，満川忠宏，浜由起子，富田茜，

山 田昌 和： 小児 期発 症の 内斜 視術 後に 外斜 視に 移
行した症例の検討．眼科．64(4)．365-371．2022．  

78 .  鈴 木由 美： 治療 法の 再整 理と アッ プデ ート のた め

に  専門家による私の治療  睫毛内反．   
日本医事新報． 5112． 50-51． 2022．  

79 .  厚東隆志：【網膜剥離の現在 -見えてきた実像と最

新の治療戦略】網膜剥離に対する手術成績．臨床眼
科． 75(12)． 1627-1631． 2021．  

80 .  三宅謙作 １ ，平塚義宗 2，山田昌和（ 1眼科三宅病院、
2順天堂大学）：人生 100年時代の眼科医療と社会的
コスト．日本の眼科． 93． 20-26． 2022．  

81 .  井上賢治 1 , 2，平塚義宗 1 , 3，五十嵐勉 4，加藤聡 5，久

保寛之 6，齋藤雄太 7，横田陽匡 8，篠崎和美 9，長岡
奈都子 1 0，野田知子 1 1，野田実香 1 2，平形明人，堀裕

一 1 3，溝田淳 1 4，倉本慶子 1 , 1 5，前田利根 1 , 1 6，福田敏
雅 1 , 1 7，福下公子 1 , 1 8（ 1東京都眼科医会， 2井上眼科
病院， 3順天堂大， 4日医大， 5東京大， 6東京慈恵医

科大，7昭和大，8日本大，9東京女子医科大，1 0東京
医科歯科大，1 1東京医科大，1 2慶應大，1 3東邦大，1 4

帝京大， 1 5小松眼科， 1 6前 田眼科クリニック， 1 7福

田眼科医院，1 8烏山眼科医院）：東京版スマートサ
イト「東京都ロービジョンケアネットワーク」3年
目の改良と変更．眼臨紀．15（ 3）．178-184．2022．  

著  書  

1.  平 形 明 人 （ 編 集 ） ： 第 17章  眼 科 疾 患 ． 私 の 治 療  
2021-2022年度版．猿田享男，北村惣一郎監修．日

本医事新報社． 2021． 1155-1255．  
2.  井上真（分担執筆）：感染性眼内炎．私の治療  2021-

2022年度版．平形明人編集．猿田享男，北村惣一郎

監修．日本医事新報社． 1196． 2021．  
3.  井上真（分担執筆）：黄斑上膜・黄斑円孔．私の治

療  2021-2022年度版．平形明人編集．猿田享男，

北村惣一郎監修．日本医事新報社． 1214． 2021．  
4.  山田昌和（共編著）：前眼部写真の撮影法．眼科検

査ガイド  第 3版．飯田知弘，近藤峰生，中村誠，山

田昌和編集．文光堂． 368-369． 2022．  
5.  鈴木由美（分担執筆）：第 3章  眼鏡・コンタクトレ

ンズ検査．小児の眼鏡処方．眼科検査ガイド  第 3版．

飯田知弘，近藤峰生，中村誠，山田昌和編集．文光
堂． 100-103． 2022．  

6.  井上真（分担執筆）：．第 17章  眼底検査．網膜硝

子体の細隙灯顕微鏡検査．眼科検査ガイド  第 3版．
飯田知弘，近藤峰生，中村誠，山田昌和編集．文光
堂． 490-499． 2022．  

7.  平形明人（分担執筆）： 7．乳頭ピット（小窩）黄

斑症． OCTと OCTAが、わかる！役立つ！新編  眼
科プラクティス 3．近藤峰生編集．文光堂．72-74．
2022．  

8.  井上真（分担執筆）：白内障手術後の急性眼内炎．

眼科疾患  最新の治療 2022-2024．村上晶，白石敦，

辻川明孝編集．南江堂． 191-192． 2022．  
9.  厚東隆志（分担執筆）：乳頭ピット黄斑症候群．眼

科疾患最新の治療 2022-2024．村上晶，白石敦，辻

川明孝編集．南江堂． P211． 2022．  
10 .  井上真（分担執筆）：7章  網膜硝子体手術．強膜バ

ックリング手術（強膜内陥術）．眼科レジデントの

ためのベーシック手術．谷戸正樹編著．日本医事新
報社． 348-353． 2021．  

11 .  中山真紀子（分担執筆）：「この所見見たらすぐ送

る！症例別  眼底疾患の考え方」 原田病． 眼科グ
ラフィック  6号．井上真編集．メディカ出版．654-
659． 2021．  

報告書  

1.  山田昌和，重安千花，久須見有美：分担研究報告書

「 前眼 部形 成異 常の 診療 ガイ ドラ イン の作 成と 公

表」．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政
策研究事業（難治性疾患政策研究事業））「前眼部
難 病の 標準 的診 断基 準お よび ガイ ドラ イン 作成 に
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関する研究」． 2021．  
その他  

1.  平形明人：知っておきたい目の病気  第 1回飛蚊症．

保健総合大百科 2021．少年写真新聞社．2021．p117． 
2.  平形明人：知っておきたい目の病気  第 2回緑内障．

保健総合大百科 2021．少年写真新聞社．2021．p118． 
3.  平形明人：知っておきたい目の病気  第 3回（最終回）

白内障．保健総合大百科 2021．少年写真新聞社．
2021． p119．  

4.  平形明人：なんでも健康相談  網膜前膜について教

え て く だ さい ． NHKき ょう の 健 康 8月 号 ． 2021．
p106．  

5.  平形明人：会員追悼  藤原隆明先生を偲ぶ．東京都

眼科医会会報  第 256号． 2021． 89-90．  
6.  山田昌和：暗所で TVやゲームは目に悪い？．朝日

新聞． 2022年 2月 12日．  
7.  鈴木由美：症例クイズ眼科編  スポットビジョンス

ク リ ー ナ ー (SVS) に よ る 屈 折 検 査 ． Medical  
Tribune．  

8.  杏林大学医学部眼科学教室：第 3回日本近視学会総

会開催．会長  平形明人．2021年 5月 22-23日．東京．  
9.  鈴木由美：改善できる子供の弱視  -3歳児健診で早

期発見を -．岩手日日新聞． 2021年 6月 21日．  
10 .  鈴木由美：改善できる子供の弱視  -3歳児健診で早

期発見を -．神戸新聞． 2021年 6月 21日．  
11 .  鈴木由美：改善できる子供の弱視  -3歳児健診で早

期発見を -．苫小牧民報． 2021年 6月 24日．  
12 .  鈴木由美：改善できる子供の弱視  -3歳児健診で早

期発見を -．北国新聞． 2021年 7月 1日．  
13 .  鈴木由美：改善できる子供の弱視  -3歳児健診で早

期発見を -．釧路新聞． 2021年 7月 3日．  
14 .  鈴木由美：改善できる子供の弱視  -3歳児健診で早

期発見を -．宇部日報． 2021年 7月 28日．  
15 .  北 善 幸 ： 症 例 ク イ ズ 眼 科 編 ． Medical Tr ibune．

54(14)．  2021年 7月 15日．  
16 .  山田昌和：オリパラ中継に熱中、画面に釘付け  疲

れ目注意．朝日新聞． 2021年 9月 9日．  
17 .  中 山 真 紀 子 ： 症 例 ク イ ズ ⑳ 帯 状 疱 疹 の 角 膜 炎 ．

Medical Tr ibune． 54(16)． 2021．  
 
 

耳鼻咽喉科学教室  

 
講  演  

1.  増田正次：鼓膜形成術、鼓室形成術、リティンパど

れ を選 択す るか ？． ノー ベル ファ ーマ 株式 会社 社
内研修会．東京． 2021年 4月 16日．  

2.  池田哲也，里見貴史，湯本愛実，萬知子，齋藤康一

郎 ：周 術期 管理 セン ター にて 全症 例の 口腔 内評 価
を 行う シス テム の構 築と 新型 コロ ナウ イル ス感 染
蔓延による影響．第 18回日本口腔ケア学会総会・学

術大会．東京・オンライン． 2021年 4月 17日．  
3.  増田正次：耳管開放症・めまい・難聴患者の精神特

性分析．第 122回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講

演会．京都・オンライン． 2021年 5月 12日．  
4.  宮本真，齋藤康一郎，中川秀樹：喉頭微細手術時に

測定した成人声帯長、膜様部長の解析．第 122回日

本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会．京都・オンラ
イン． 2021年 5月 13日．  

5.  大谷真喜子，宮本真，木村恵梨，宮本真衣，河野正

充，杉田玄，保富宗城：運動誘発性喉頭閉鎖症に対
し て手 術加 療を 行っ た女 子水 泳選 手の 治療 経過 ．

第 122回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会．京
都・オンライン． 2021年 5月 14日．  

6.  齋 藤康 一郎 ：教 育セ ミナ ー  成人 の外 科的 気道 確

保 を 巡 る 注 意 点 ． 第 122回 日 本 耳 鼻 咽 喉 科 学 会 総
会・学術講演会．京都・オンライン．2021年 5月 15
日．  

7.  横井秀格：Type2炎症が病態である好酸球性副鼻腔

炎 -そ の managementに つ い て -． Tokyo AIRWAY 
Meet ing．オンライン． 2021年 5月 18日．  

8.  横井秀格：Type2炎症が病態である好酸球性副鼻腔

炎 －重 症喘 息と の関 連に つい て． 領域 を越 えた ア
レルギー疾患へのアプローチ．オンライン． 2021
年 5月 26日．  

9.  Saito  K:  Office  based intralesional steroid 
inject ion for  re fractory vocal fo ld disorders.  13t h  
Congress of  the European Laryngo logical  Soc iety.  
Onl ine .  28 May 2021.  

10.  Miyamoto M, Watanabe I,  Mogi A,  Osakabe K,  
Saito  K:  Supraglottoplasty for  laryngomalac ia  
with congenital  comorbidities.  13 t h  Congress o f  
the European Laryngo logical  Socie ty.  Onl ine.  28 
May 2021.  

11.  手塚里奈，池田哲也，里見貴史，湯本愛実，佐藤毅，

横井秀格，齋藤康一郎：副鼻腔真菌症と歯性上顎洞

炎との関連について．第 211回日本口腔外科学会関
東支部学術集会．オンライン． 2021年 5月 29日．  

12 .  佐藤大，奥羽譲，齋藤康一郎：下咽頭癌治療後の縦
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41  片山紗弥，西ケ谷順子，中野紗弓，岡愛子，森定徹，

谷垣伸治，小林陽一：不妊治療終了後における婦人
科 疾患 の定 期フ ォロ ーは 重要 であ る〜 ポス トコ ン

セプション・ケアの必要性について．第 36回日本女
性医学学会学術集会．大阪． 2021年 11月 6-7日．  

42  浅野史男，徳丸友美，石川美佳，佐藤泰紀，北村亜

也，小林千絵，森定徹，田嶋敦，谷垣伸治，小林陽
一：妊 娠 27週に Covid-19肺 炎を発 症し ECMO下で
の周産期管理を施行した一例．第 385回四水会．オ

ンライン． 2021年 11月 17日．  
43  森定徹，寺本勝寛，高野浩邦，河野可奈子，原田智

佳子，中川陽子，寺綱正典，吉村理一榮，手良向聡，

小林陽一，佐々木寛，青木大輔：HPV検査を用いた
子 宮 頸が ん検 診 を検 証す る RCTの 進 捗 と検 診プ ロ
グラムとしての課題．第 60回日本臨床細胞学会秋

期大会．米子・オンライン． 2021年 11月 20-21日． 
44  百村麻衣，渋谷英里子，西ケ谷順子，松本浩範，坂

本憲彦，岸本浩次，長濱清隆，下山田博明，森定徹，
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藤原正親，柴原純二，小林陽一：子宮頸部異形成の
フォローアップにおける 細 胞診の検討．第 60回日
本臨床細胞学会秋期大会．米子・オンライン．2021
年 11月 20-21日．  

45  木内健士朗，戸田友美，徳丸友美，古田紗季，高屋

敷瑞穂，野口健朗，岡愛子，田嶋敦，谷垣伸治，小

林 陽一 ：妊 娠中 に化 学療 法を 行い 良好 な周 産期 管
理ができた急性リンパ性白血病合併妊娠の 2例．第
142回関東連合産科婦人科学会学術集会．横浜・オ

ンライン． 2021年 11月 20日．  
46  中野紗弓，西ヶ谷順子，片山紗弥，渋谷英里子，澁

谷裕美，百村麻衣，松本浩範，森定徹，小林陽一：

タ モキ シフ ェン 内服 中に 発生 した 子宮 内膜 ポリ ー
プの検討．第 142回関東連合産科婦人科学会学術集
会．横浜・オンライン． 2021年 11月 20日．  

47  金村彰香，對馬可菜，春名佑美，富岡紀子，百村麻

衣，西ヶ谷順子，澁谷裕美，松本浩範，森定徹，小
林 陽一 ：腹 膜癌 肉腫 に漿 液性 卵管 上皮 内癌 を合 併

した 1例．第 399回東京産科婦人科学会例会．東京・
オンライン． 2021年 12月 3日．  

48  田嶋敦，松島実穂，竹森聖，友澤周子，谷垣伸治，

小林陽一：35歳未満の NIPTを希望する妊婦の希望
理由についての調査．第 7回日本産科婦人科遺伝診
療学会学術集会．大阪． 2021年 12月 17日．  

49  渡邉百恵，澁谷裕美，百村麻衣，松本浩範，森定徹，

小林陽一：進行卵巣癌（腹膜癌）に対して審査腹腔
鏡を施行した症例の検討 ． 第 10回東京低侵 襲婦人

科手術研究会．東京・オンライン．2022年 2月 5日．  
50  川竹博史，岡愛子，平野稚子，野口健朗，竹森聖，

戸田友美，松島実穂，田嶋敦，谷垣伸治，小林陽一：

MRIが 診 断 に 有 用 だっ た 卵管 切 除 後 に同 時 卵管 間
質部妊娠をきたした 1例．第 400回東京産科婦人科
学会例会．東京・オンライン． 2022年 2月 19日．  

51  森定徹：子宮頸 がん予防と しての HPV検査 を用い

た検診について．第 307回東京産婦人科医会臨床研
究会．東京・オンライン． 2022年 3月 6日．  

52  森 定徹 ：わ が国 の子 宮頸 がん 検診 の運 用方 法を 考

える．日本婦人科腫瘍学会 webセミナー．東京・オ
ンライン． 2022年 3月 29日．  

令和 2年度追加分  

1  内海裕汰郎，北村亜也，浅井和貴，三ツ矢紫音，對

馬可奈，竹森聖，小林千絵，田嶋敦，小林陽一：複

数 回 の 腹 水 穿 刺 を 施 行 し た 胎 児 総 排 泄 腔 遺 残 の 1
例．第 396回東京産科婦人科学会例会．東京・オン
ライン． 2021年 2月 13日．  

論  文  

1.  村岡由真，西ヶ谷順子，堂園渓，小山典宏，小林陽

一 ：卵 巣腫 瘍手 術症 例に おけ る年 齢別 組織 型の 検

討．産と婦． 88． 643-647． 2021．  
2.  森向日留 1，田嶋敦，清水幸子 1（ 1亀田総合病院）：

子 宮頸 部潰 瘍と 外陰 部潰 瘍を 契機 に診 断さ れた 腸

管ベーチェット病疑いの 1例．産婦の実際．70(4)．
453-459． 2021．  

3.  Kobayashi  Y,  Fukutomi T 1,  Mita S 2,  Watanabe M,  
Suzuki S 3  ( 1 Department  of  Pharmaco logy,  Kyor in  
Univers ity Faculty o f  Medicine,  2Mochida 
Pharmaceutical  Co,  3 Kose i  Hospital )  
Identi f icat ion o f b iomarkers for  drug-res istant  
endometrios is us ing  cl in ical  proteomics .  Hum 
Cel l .  34.  394-399.  2021.  

4.  Tokunaga H 1,  Mikami M 2,  Nagase S 3,  Kobayashi 
Y,  Tabata T 4,  Kaneuchi  M 5 ,  Satoh T 6,  Hirashima 
Y7 ,  Matsumura N 8,  Yokoyama Y 9,  Kawana K 1 0,  

Kyo S 1 1,  Aoki D 1 2 ,  Katabuchi H1 3  (1Tohoku 
Univers ity Hospital ,  2Tokai Universi ty Schoo l o f  
Medic ine,  3Faculty o f  Medic ine,  Yamagata 
Univers ity,  4Tokyo Women's Medical  Univers ity,  
5Otaru General Hospital ,  6Faculty of  Medic ine,  
Univers ity o f  Tsukuba,  7 Shizuoka Cancer Center,  
8Kindai  Univers ity Faculty  of  Medic ine,  
9Hirosaki Universi ty Graduate School o f  
Medic ine,  1 0Nihon Univers ity School  of  Medicine,  
1 1Shimane Univers i ty School o f  Medic ine,  1 2Ke io  
Univers ity Schoo l of  Medicine,  1 3Faculty o f  L i fe  
Sciences ,  Kumamoto Universi ty ):  The 2020 
Japan Soc ie ty o f  Gynecologic  Onocology  
Guide l ines for  the treatment o f ovarian cancer,  
fal lopian tube  cancer,  and primary per itoneal  
caner .  J Gyneco l  Onco l  
2021;32:e49.https: / /do i .org /10.3802/ jgo .2021.  
32.e49.  

著  書  

1  田嶋敦（分担執筆）：4）胎盤の異常，B常位胎盤早

期剥離．THE分娩，ビジュアルで学ぶ生理学・助産

診断・分娩介助のすべて．石川紀子，中川有加，村
越穀  編．メディカ出版． 2021． 198-201．  

2  百村麻衣（分担執筆）：末梢神経障害．婦人科がん

薬物療法パーフェクトガイド．渡部洋  編．診断と
治療社． 2021． 164-166．  

3  田嶋敦（分担執筆）： D．産褥異常の管理と治療，

２．乳汁分泌異常（乳汁うっ滞，乳汁分泌不全），
乳腺炎．産科婦人科疾患，最新の治療 2022-2024．
吉川史隆，大須賀穣，杉山隆  編，南江堂． 2021．
116-117．  

4  田嶋敦（監修）：ペリネイタルケア第 40巻 10号．メ

ディカ出版． 2021．  
5  戸田友美，田嶋敦（分担執筆）：陣痛の異常（微弱

陣痛・頻収縮）．周産期医学必修知識  第 9版．「周
産期医学」編集委員会  編．東京医学社．315-317．
2021．  

令和 2年度追加分  

1  Kobayashi  Y:  Molecular perspective in  
endometrial  carc inoma.  Molecular diagnosis  and 
target ing for  gynecologic  mal ignancy.  Editors :  
Isonishi S ,  Kikuchi  Y.  Spr inger.  Co l td.  2021.  

2  田嶋敦（分担執筆）：外陰・腟壁・後腹膜血種に対

す る IVR ． Obstetrics and Gyneco logic  Surgery  
NOW Basic5，産科手術を極める．平松裕司，竹田

省，万代昌紀 ，小林裕明  編．メジカル ビュー社．
2021． 174-177．  

 
 

放射線医学教室  

 
講  演  

1  東田智彦，林高樹，小野澤志郎，浅川靖真，渕岡絢，

多湖正夫：当院での腹部仮性動脈瘤の IVR．第 50回
日本 IVR学会総会．オンライン．2021年 5月 20日 -22
日．  

2  村田智，小野澤志郎，安井大祐，上田達夫，穴井洋，

松 山 琴 音 ， 近 藤 浩 史 ， 田 島 廣 之 ： Percutaneous  
iso lated pe lv ic  per fusion chemotheraphy for  
advanced cancers．第 50回日本 IVR学会総会．オン

ライン． 2021年 5月 20日 -22日．  
3  小野澤志郎，村田智，穴井洋，松山琴音：灌流療法

(NIPP)の 実 際 と 医 師 主 導 治 験 に 向 け て  NIPPの
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手技詳細と注意点．第 50回日本 IVR学会総会．オン
ライン． 2021年 5月 20日 -22日．  

4  宮 内亮 輔： 脳梗 塞で 入院 中に 肺腫 瘤と 骨の 多発 病

変を指摘された 50代女性の 1例．第 2回東京レント
ゲンカンファレンス．オンライン・東京．2021年 5
月 27日 .  

5  横山健一：心臓 MRI 基礎的疾患診断のポイント．

多摩 RESONANCE研究会  特別講演．オンライン．
2021年 6月 18日 .  

6  須山淳平： BSIを臨床に活かす  ～解析アルゴリズ

ムから確認しよう～．第  58回多摩核医学技術検討
会．立川・オンライン． 2021年 6月 18日．  

7  渡邉正中，町田治彦，福島啓太，竹下祐平，苅安俊

哉，西川真木子，吉岡達也，清水裕太，高橋早苗，
斎藤俊，立石秀勝，田口慧，多武保光宏，福原浩，

横 山 健 一 ：高 精 細 MRIが あ た え る 画 像診 断 イン パ
クト -膀胱がんガイドライン（ VI-RADS）の臨床応
用とその展望 -．第 34回日本腹部放射線学会．福岡・

オンライン． 2021年 6月 19日 .  
8  宮 内亮 輔： 急性 下肢 虚血 に対 する バル ーン 閉塞 下

血栓回収術が奏効した 2例．第 27回日本血管内治療

学会学術総会．オンライン． 2021年 7月 9日 -7月 10
日．  

9  須山淳平，沈金花，横山健一，河田宗之，茂手木弘

美：骨シンチ解析ソフトウェアにおける BSIの考察．
第 95回日本核医学会関東甲信越地方会．東京・オン
ライン． 2021年 7月 10日．  

10  深谷香瑠，白川佑也，河田宗之，茂手木弘美，市川

浩三，中西章仁，須山淳平，横山健一：当院におけ
る 18F-FDG自動投与装置の使用経験．第 95回日本

核 医学 会関 東甲 信越 地方 会． 東京 ・オ ンラ イン ．
2021年 7月 10日．  

11  須 山淳 平： 多血 性腫 瘍の 転移 と鑑 別を 要し た軟 部

腫瘍の一例．第 18回 TOPIC．東京・オンライン．  
2021年 9月 4日．  

12  矢那瀬拓哉，片岡功，吉敷智和，小嶋幸一郎，飯岡

愛子，麻生喜祥，若松喬，金翔哲，石井俊，磯部聡
史，岡野尚弘，古瀬純司，川村直弘，森秀明，久松  
理一，小野澤志郎，黒木一典，阪本良弘，阿部展次，

須 並英 二： 結腸 人工 肛門 に発 症し た出 血性 人工 肛
門 静脈 瘤に 対し て経 皮的 静脈 瘤硬 化療 法が 奏功 し
た 1例．第 366回日本消化器病学会関東支部例会．

オンライン． 2021年 9月 18日．  
13  横 山健 一： 新型 コロ ナウ イル ス感 染症 の心 血管 病

変 の 画像 診断 .第 15回 SCCT研 究 会  教育 講演 ．オ

ンライン． 2021年 10月 1日 -29日 .  
14  高橋沙奈江，横山健一，須山淳平，福島啓太，吉岡

達也，中西章仁，小林邦典，國光健二： CSを用い

た膝関節高速撮像における AiCE併用による画質改
善効果の基礎的検討．第 49回日本磁気共鳴医学会．
横浜・オンライン． 2021年 10月 11-12日．  

15  白川佑也，深谷香瑠，河田宗之，茂手木弘美，市川

浩三，須山淳平，中西章仁：デジタル PET/CTにお
け る 低 コン ト ラ スト 描 出能の 基 礎 的検 討 .  第 49回
日本放射線技術学会秋季学術大会．熊本市・オンラ
イン． 2021年 10月 15日 .  

16  白川佑也，深谷香瑠，河田宗之，茂手木弘美，市川

浩三，須山淳平，中西章仁：デジタル PET/CTにお
け る コ ント ラ ス トと PSF補 正 に 関 する 検 討 ．第 41
回日本核医学技術学会総会学術大会．名古屋．2021
年 11月 4日．  

17  白川佑也，深谷香瑠，河田宗之，茂手木弘美，市川

浩三，須山淳平，中西章仁：デジタル PET/CTにお

ける低コントラスト描出 能 の基礎的検討．第 41回
日本核医学技術学会総会学術大会．名古屋． 2021
年 11月 4日 .  

18  須山淳平，竹下祐平，沈金花，志賀久恵，片瀬七朗，

白川佑也，河田宗之，茂手木弘美，市川浩三，横山
健一： Digital  PET-CTの PSF使用時の SUVと腫瘍

サイズの関係について． 第 61回日本核医学 会学術
総会．名古屋． 2021年 11月 5日．  

19  横 山 健 一 ： COVID-19 の 心 血 管 病 変 の 画 像 診 断 :  
Part1．第 94回日本心臓血管放射線研究会  教育講
演．オンライン． 2022年 1月 29日 .  

20  須山淳平，高橋正輝，竹下祐平，長井美由紀，横山

健一，河田宗之，白川佑也，深谷香瑠，茂手木弘美，
市 川浩 三： ピロ リン 酸シ ンチ で心 臓と 重な る肋 骨
骨折が存在した場合の H/CL比についての考察．第

96回日本核医学会関東甲信越地方会．東京・オンラ
イン． 2022年 1月 29日．  

21  須山淳平，竹下祐平，長井美由紀，宮内亮輔，白川

佑也，河田宗之，茂手木弘美，深谷香瑠，市川浩三，
横山健一：臨床データからみた Digital  PET-CTに
おける CaLMの有用性の検討．第 41回日本画像医学

会学術集会．東京． 2021年 2月 18-19日．  
22  五明美穂，土屋一洋，高橋沙奈江，片瀬七朗，大原

有 紗 ， 福 島 啓 太 ， 吉 岡 達 也 ， 横 山 健 一 ： Deep 
learningを 用 い た 高 分 解 能 T２ 強 調 像 に よ る 下 垂
体 microadenomaの検出能．第 51回日本神経放射線
学会．東京・オンライン． 2022年 2月 18日．  

23  小野澤志郎，宮内亮輔，黒木一典：喀血に対する IVR．

第 41回日本画像医学会学術総会．オンライン．2022
年 2月 19日．  

24  五明美穂：急性期脳梗塞の画像診断．第 41回日本画

像医学会学術集会．東京・オンライン．2022年 2月
19日．  

25  岡田樹，安達卓哉，斎藤駿，中西章仁，五明美穂，

河 野 浩 之 ， 平 野 照 之 ： ベ イ ズ 推 定 法 を 用 い た CT 
Perfusionに お け る ラ ク ナ 梗 塞 の 検 出 精 度 の 検 討 ．

STROKE2022．大阪・オンライン．2022年 2月 -5月
31日．  

論  文  

1.  須山淳平：「画像診断・画像下治療の最前線」PET-
CTの新たな展開について．杏林医学会雑誌． 52巻
3号． 141-145． 2021．  

2.  須山淳平，寺本明，平野克治，市田隆文，福村由紀，

荒川敦，八尾隆史，竹下祐平，横山健一：異なる FDG
集積を呈した肝重複癌の１例．臨床核医学．Vol.54 
No.5． 66-69． 2021．  

3.  大森春佑，松木亮太，小暮正晴，小野澤志郎，鈴木

裕，阪本良弘：膵頭部動静脈奇形による十二指腸潰

瘍 から の出 血に 対し 二期 的膵 空腸 吻合 を用 いて 緊
急に膵頭十二指腸切除術を施行した 1例．手術．75
巻 13号． Page2013-2020． 2021年．  

4.  小野澤志郎：【画像診断・画像下治療の最前線】画

像下治療 (IVR)の最前線． 杏林医学会雑誌． 52巻 3
号． Page157-161． 2021．  

5.  Takano T,  Katada Y,  Komaki N,  Onozawa S,  
Yokoyama H. :  A technique for  creat ing an 
exper imental type Ia endoleak model in the  
thorac ic  aorta o f swine.  Jpn J  Radiol .  
39(11) .1127-1132.   2021．  

6.  Yamaguchi H,  Murata S,  Ueda T,  Mine T ,  
Onozawa S,  Hayashi H,  Kumita SI:  New 
technique for  false  lumen coil ing o f spontaneous  
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iso lated super ior  mesenteric  artery dissect ion.  
CVIR Endovasc.  4(1) .  35.  2021.  

7.  Saito  M, Kawano H,  Koyanagi M, Gomyo M, 
Yokoyama K,  Hirano T  :  Teaching Video 
NeuroImages:  ECG-gated 4D-CTA Can Detect  
Aortic  P laque Mobil i ty in  Cryptogenic  Stroke.  
Neurology.  97(4).  E431-e432.2021.  

8.  Gomyo M, Tsuchiya K,  Goto S,  Hoso i  S,  Tahara 
T,  Yokoyama K:  Usefulness o f  b lack-blood 
magnet ic  resonance angiography generated from 
vesse l  wall  imaging after the stent-assisted 
treatment o f  intracranial  arter ial  diseases.  
Neuroradiol  J.  35(1) .  36-41.2022.  

9.  大原有紗：眼窩腫瘤  眼窩 SFT，視神経鞘髄膜腫と

海綿状血管奇形．臨床放射線．66．1299-1308．2021． 
10  渡邉正中，町田治彦 1，田口慧 2，多武保光宏 2，苅安

俊哉 1，竹下祐平，福島啓太 3，斎藤  駿 3，福原浩 2，
横山健一 (1東京女子医大付属東医療センタ  ー，2杏

林大・医・泌尿器科学， 3杏林大学医学部付属病院
放射線部 )：VI-RADS の基本と最新 MRI 装置によ
る新たな撮像法．映像情報メディカル．53(8)．14-
20． 2021.  

11  渡邉正中，町田治彦 1，田口慧 2，多武保光宏 2，苅安

俊哉 1，竹下祐平，福島啓太 3，斎藤  駿 3，福原浩 2，

横山健一 (1東京女子医大付属東医療センタ  ー，2杏
林大・医・泌尿器科学， 3杏林大学医学部付属病院
放射線部 )：次世代 3テスラ MRI Vantage Centur ian 
の最新技術と泌尿器科領域への応用．泌尿器科．第
14巻 2号． 233-239． 2021年．  

12  Taguchi S 1,  Watanabe  M, Tambo  M 1,  Machida H 2 , ,  
Yokoyama K,  Fukuhara H 1 ( 1Department o f  
Urology,  Kyor in Univers ity School  of  Medicine,  
2 Adachi  Medical  Center,  Tokyo Women’s  Medical  
Univers ity)  :  Proposal  for  a  new Vesical  
Imaging-Report ing and Data System (VI-RADS)-
based algori thm for the management o f b ladder 
cancer:  A paradigm shi ft  from the  current  
transurethral  resect ion  of  b ladder tumor  
(TURBT)-dependent  practice .  Cl inical  
Genitourinary Cancer .  2022.  DOI:  
10.1016/ j .c lgc .2022.03.002.  Online ahead o f  
pr int.  

13  須山淳平，白川佑也：半導体 PET・SPECT装置の最

近の話題  デジタル PET/CT装置  Cartesion Pr ime．
臨床放射線． 66(9)． 855-865． 2021．  

14  須 山 淳 平 ： 特 集  Nuclear  Medic ine Today 2021 
キ ーワ ード から 展望 する 核医 学の 技術 開発 と臨 床
応用  1）当施設の最新 PET-CT装置の特長と実際．

インナービジョン． 36(10)． 4-6． 2021．  
15  保本卓，石川雅基，井上政則，小野澤志郎，作原祐

介，佐藤洋造 ，高木治行 ， 中塚誠之，中 村  一彦，

藤原寛康，清水淳市，山上卓士，三村秀文，上嶋英
介，ウッドハムス玲子，大内泰文，我那覇文清，桑
鶴良平，高良真一，小金丸雅道，駒田智大，米虫敦，

塩山靖和，菅原俊祐，杉山  宗弘，瀧川政和，徳江
浩之，中村恩，西村潤一，野口智幸，橋爪卓也，橋
本政幸，長谷部光泉，東浦渉，松浦克彦，松本知博，

村上優，矢田晋作，山西伴明，日本 IVR学会：CTガ
イド下肺生検の手技に関するガイドライン 2020．
日本イ ンター ベン ショ ナル ラジオ ロジー 学会 雑誌．

36巻 1号． Page82-98． 2021．  
16  Mo M, Hirokawa M, Satokawa H, Yasugi  T,  

Yamaki T,  I to  T,  Onozawa S,  Kobata T,  
Shirasugi  N,  Shokoku S,  Sugano N,  Sugiyama S,  

Hoshina K,  On Behal f  Of Guide l ine Committee  
Japanese Socie ty  Of Phlebology,  Ogawa T :  On 
Behal f  Of Japanese Commitee Of Endovenous 
Treatment For Var icose Veins.  Supplement o f  
Cl inical  Pract ice  Guide lines for  Endovenous 
Thermal Ablation for  Var icose  Ve ins:  Overuse  
for  the Inappropriate  Indicat ion.  Ann Vasc  
Dis.14(4).  323-327.  2021 .  

17  五明美穂，土屋一洋 1（ 1JR東京総合病院放射線科）：

絶 対苦 手分 野に しな い脳 梗塞 の画 像診 断  特殊 な
栓子による脳梗塞．臨床画像．38．321-329．2022.  

著  書  

1.  横山健一（分担執筆）：心血管領域の標準的撮像法：

MRI.画像診断ガイドライン 2021年版．日本医学放
射線学会編．金原出版株式会社． 2021． 169-174.  

2.  須山淳平（分担執筆）：第 3章  2 心臓核医学に親し

む  大血管・心臓  画像診断 の勘ドコロ．横山健一  
編集．メジカルビュー社． 2021． 56-61．  

3.  後藤俊 1，五明美穂，土屋一洋 1（ 1埼玉医科大学総合

医療センター放射線科）：脊髄血管芽腫の診断にお
ける MRDSAの有用性．CI研究．43(1)．55-59．2021.  

4.  宮内亮輔  (分担執筆 )：  :  急性大動脈解離．臨床画

像．メディカルビュー社． 2021． 50-58．  
5.  横山健一（分担執筆）：Ⅰ章  画像診断の基礎知識．

3 MRIか ら 何 を 読 み 取 るか？  胸 部画 像 診断 と 呼
吸 器外 科手 術． 画像 診断 を究 めて 手術 力を 向上 さ
せる．東京，株式会社学研メディカル秀潤社．2022．
34-43．  

その他  

1.  横山健一，桶川隆嗣：対談  AIの時代における放射

線科医の役割と今後の展望．杏林医学会誌．52巻 4
号．  

2.  須山淳平，岡崎隆，橋本順，鳥井原彰，岩渕雄：出

題編（第 921回  放射線診療研究会  報告）．臨床核
医学． 54(3)． 50-52．  

3.  須山淳平，岡崎隆，橋本順，鳥井原彰，岩渕雄：解

答編（第 921回  放射線診療研究会  報告），臨床核
医学． 54(4).34-38．  

 
 

放射線腫瘍学教室  

 
講  演  

1.  安藤謙，永島潤，小林大二郎，中村和人，山下宗一，

木暮圭子，東杏莉，鹿沼達哉，江原威：骨盤リンパ

節転移を有する子宮頸癌（ FIGO2018 IIIC1期）に
対する根治的放射線治療 成 績の検討．第 63回日本
婦人科腫瘍学会学術講演会．大阪．2021年 7月 16日
-18日．  

2.  江原威，鹿間直人，高橋健夫，茂松直之：放射線治

療 およ び緩 和ケ アに 対す るイ メー ジと ニー ズの 把

握．日本放射線腫瘍学会第 34回学術大会．オンライ
ン． 2021年 11月 12日 -14日．  

3.  奥田俊，戸成綾子，長井美由紀，江原威：左乳癌術

後の深吸気息止め照射． 日 本放射線腫瘍学会第 34
回学術大会．オンライン．2021年 11月 12日 -2022年
1月 15日 .  

論  文  

1.  Yoshida D 1,  Kusunoki T 1,  Takayama Y 1,  Kusano  
Y1 ,  Minohara S1 ,  Kano K1 ,  Anno W 1,  Tsuchida K1 ,  
Takakusagi  Y1,  Mizoguchi  N1,  Serizawa I 1,  
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Ebara T ,  Katoh H 1 ( 1Kanagawa Cancer  Center,  
Kyor in Universi ty School of  Medic ine ) :  
Comparison o f  Dose Distr ibut ion Between 
VMAT-SBRT and Scanning Carbon-ion 
Radiotherapy for  Ear ly-stage NSCLCAnticancer  
Res.  41(9).  4571-4575.  2021.  

2.  Okano N1,  Kubo N1,  Yamaguchi K 1,  Kouno S 1,  
Miyasaka Y 1,  Mizukami T 1,  Shirai  K 2,  Saitoh JI 3,  
Ebara T,  Kawamura H 1,  Maeno T 1,  Ohno  T1  ( 1  
Gunma Universi ty Graduate School o f  Medicine,  
2  J ichi  Medical  Universi ty,  3Universi ty  o f  
Toyama, Kyorin Universi ty,  Schoo l of  
Medic ine ) :  Ef f icacy  and Safety o f  Carbon-Ion 
Radiotherapy for  Stage I  Non-Small  Cel l  Lung 
Cancer with Coexisting Interst it ial  Lung 
Disease.  Cancers (Basel ) .  2021.  DOI:  
10.3390/cancers13164204.  

3.  Kobayashi N 1,  Oike T 1 , 2 ,  Kubo N 1,  Miyasaka Y 1,  
Mizukami T3,  Sato H 2,  Adachi A 1,  Katoh H 4,  
Kawamura H2,  & Ohno T1 , 2  ( 1 Department of  
Radiat ion Onco logy,  Gunma Universi ty  
Graduate School  of  Medicine,  2 Gunma 
Univers ity Heavy Ion Medical  Center,  
3Department o f  Radio logy,  Univers ity of  Toyama,  
4Department  of  Radiation Onco logy,  Kanagawa 
Cancer Center )：  Colorectal  Cancer Screening 
Outcomes of 2412 Prostate Cancer Pat ients  
Considered for  Carbon Ion Radiotherapy.  
Cancers.13 .  4481.  2021.  

4.  Imai  H 1 , 2 ,  Kobayashi D 1,  Kaira K 2,  Kawashima 
S1 ,  Masubuchi  K 1,  Murata M1,  Ebara T,  Kitamoto 
Y1 ,  Minato  K 1 ( 1 Gunma Pre fectural  Cancer  
Center,  2 Comprehensive  Cancer Center,  
Internat ional Medical  Center,  Saitama Medical  
Univers ity,  Kyorin Universi ty,  Schoo l of  
Medic ine ) :  Clinical  impact o f  post-progress ion 
survival in pat ients with local ly advanced non-
small  ce l l  lung cancer after chemoradiotherapy.  
Radio l  Onco l.  2022.  DOI:  10.2478/raon-2022-
0006.  

 
 

麻酔科学教室  

 
講  演  

1.  徳嶺譲芳：第 143回 CVC指導者養成コース．日本医

学シミュレーション学会．オンライン．2021年 5月
9日．  

2.  徳嶺譲芳：第 211回 CVC実践セミナー．日本医学シ

ミュレーション学会．オンライン．2021年 5月 9日．  
3.  萬知子，関博志，中澤春政，神山智幾，渡辺邦太郎，

本保晃，安藤直朗，辻大介：周術期モニタリングと

患者予後．Covidien周術期セミナー．武蔵野市・オ

ンライン． 2021年 5月 22日．  
4.  中澤春政 ：周 術期の β遮断 薬使用法  up to  date．

Meet the  Expert  Remote Seminar．オンライン．

2021年 5月 25日．  
5.  徳嶺譲芳：リークに耐える麻酔器：あなたは知って

いますか麻酔器の進歩 ?．日本麻酔科学会第 68回学

術集会．神戸・オンライン．2021年 6月 3日 -7月 9日 .  
6.  渡辺邦太郎：デクスメデトミジン・デキサメタゾン

の 局所 麻酔 薬へ の添 加： 末梢 神経 ブロ ック を活 か

す．日本麻酔科学会第 68回学術集会．神戸・オンラ

イン． 2021年 6月 3日 -7月 9日．  
7.  渡辺邦太郎，中澤春政，山本勝也，唐澤弘行，徳嶺

譲芳，萬知子：光音響効果を用いた神経ブロック針

の視認性の向上 :ヒト解剖体研究．日本麻酔科学会

第 68回学術集会．神戸・オンライン． 2021年 6月 3
日 -7月 9日．  

8.  関博志，志賀俊哉，水原敬洋，星島宏，細川幸希，

大 内貴 志： 帝王 切開 の際 にく も膜 下腔 に投 与さ れ

たオピオイドの効果： Bayesianネットワークメタ

アナリシスによる比較． 日 本麻酔科学会第 68回学

術集会．神戸・オンライン．2021年 6月 3日 -7月 9日 .  
9.  伊東真吾，関博志，深潟康二，岡田玲奈，出口喜彦，

大 内貴 志： 術中 の高 流量 酸素 カニ ュラ 使用 が患 者

周 囲の 酸素 濃度 に及 ぼす 影響 につ いて の研 究． 日

本麻酔科学会第 68回学術集会．神戸・オンライン．

2021年 6月 3日 -7月 9日．  
10 .  小谷真理子，元山宏展，神山智幾，森山潔，萬知子：

肺 高 血 圧 症 を 基 礎 疾 患 に も つ COVID-19患 者 の 呼

吸 不全 に対 して 経鼻 高流 量酸 素療 法で 良好 に管 理

できた 1例．日本集 中治療 医学会第 5回関東甲 信越

支部学術集会．浜松・オンライン．2021年 6月 12日．  
11 .  徳嶺譲芳：第 152回 CVC指導者養成コース．日本医

学シミュレーション学会．オンライン．2021年 7月
31日．  

12 .  徳嶺譲芳：第 224回 CVC実践セミナー．日本医学シ

ミュレーション学会．オンライン．2021年 7月 31日
-2022年 8月 1日．  

13 .  徳 嶺譲 芳： 安全 な超 音波 ガイ ド下 中心 静脈 穿刺 の

た め の 実 践 ガ イド  (日 本 専門 医 機 構 認 定 麻酔 科 領

域講習リフレッシャー・ベーシック )．オンライン．

2021年 7月 31日 .  
14 .  本保晃： Baxter Anesthesia Onl ine Training．オ

ンライン． 2021年 8月 12日．  
15 .  徳嶺譲芳：CVCハンズオン・セミナー．杏林大学．

オンライン． 2021年 8月 14日 .  
16 .  小野元彰，関博志，田渕沙織，箱根雅子，田口敦子，

萬 知子 ：左 肩部 血管 腫に 対す る全 身麻 酔下 硬化 療

法 で、 抜管 直前 に気 管粘 膜の 異常 血管 から の出 血

が 明ら かと なっ た一 例． 日本 麻酔 科学 会関 東甲 信

越・東京支部第 61回合同学 術集会．オンライン．

2021年 9月 4日 -10月 4日 .  
17 .  川船麦，渡辺英伸，関博志，萬知子：加工した経鼻

的 高流 量酸 素療 法用 の気 管切 開ア ダプ タを 利用 し

て 気切 孔縁 から 高流 量酸 素の 投与 を行 うこ とで 安

全 に術 中管 理を 行う こと がで きた 一症 例． 日本 麻

酔科学会関東甲信越・東 京 支部第 61回合同 学術集

会．オンライン． 2021年 9月 4日 -10月 4日．  
18 .  松田伶奈，本保晃，鵜澤康二，萬知子：重症肺動脈

性 肺高 血圧 症が ある 妊婦 帝王 切開 術に 対す る区 域

麻酔．日本麻酔科学会関東甲信越・東京支部第 61回
合同学術集会．オンライン． 2021年 9月 4日 -10月 4
日．  

19 .  齊藤由希子，元山宏展，安藤直朗，田口敦子，徳嶺

譲芳，萬知子：末梢静脈路確保困難症例での超音波

ガ イド 下橈 骨静 脈ラ イン 確保 ．日 本麻 酔科 学会 関

東甲信越・東京支部第 61回合同学術集会．オンライ

ン． 2021年 9月 4日 -10月 4日．  
20 .  中 澤春 政： ミト コン ドリ ア機 能と 心臓 血管 外科 手

術．日本心臓血管麻酔学会第 26回学術集会．オンラ

イン． 2021年 9月 17日 -11月 15日．  
21 .  中 澤春 政： 心臓 血管 麻酔 にお ける 近赤 外線 脳酸 素
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モ ニ タ ー の 実 践 的 使 用 法  ―こ ん な と き ど う 対 応

しますか ?― ．日本心臓血管麻酔学会第 26回学術集

会．オンライン． 2021年 9月 17日 -11月 15日．  
22 .  渡辺英伸，関博志，萬知子：経カテーテル大動脈弁

置 換術 患者 で発 生し たダ パグ リフ ロジ ンに 関連 し

た 術後 低血 糖ケ トア シド ーシ ス． 日本 臨床 麻酔 学

会第 41回大会．札幌． 2021年 11月 6日．  
23 .  関 博志 ：一 歩進 んだ 術前 評価  〜 術後 アウ トカ ム

を見据えた術前評価〜． 日 本臨床麻酔学会第 41回
大会．札幌． 2021年 11月 5日．  

24 .  中 澤 春 政 :  近 赤 外 線 脳 酸 素 モ ニ タ ー を 使 用 し た 周

術期脳保護戦略．日本臨床麻酔学会第 41回大会．札

幌． 2021年 11月 5日 .  
25 .  本保晃，徳嶺譲芳，萬知子：中心静脈穿刺のシミュ

レーション教育のための Tele-s imulat ion．第 50回
杏林医学会総会．東京． 2021年 11月 20日 .  

26 .  渡辺英伸，関博志，萬知子：経カテーテル大動脈弁

置 換術 患者 で発 生し たダ パグ リフ ロジ ンに 関連 し

た術後低血糖とケトアシ ド ーシス．第 50回 杏林医

学会総会．東京． 2021年 11月 20日．  
27 .  徳嶺譲芳：CVC指導者養成コース．杏林大学．オン

ライン． 2021年 11月 20日．  
28 .  徳嶺譲芳：CVC実践セミナー．杏林大学．オンライ

ン． 2021年 11月 20日．  
29 .  中澤春政：術後疼痛管理チーム．日本麻酔科学会事

務局セミナー．オンライン． 2021年 12月 14日 .  
30 .  中澤春政：周術期の輸液管理・輸血管理．看護士・

コメディカルの為の麻酔セミナー 2021．オンライ

ン． 2021年 12月 15日 -2022年 3月 31日 .  
31 .  齊藤由希子，徳嶺譲芳，萬知子：腹腔鏡下胃部分切

除 術後 に生 じた 前皮 神経 絞扼 症候 群に 腹直 筋鞘 ブ

ロック および 腹横 筋膜 面ブ ロック が著効 した １例．

多摩麻酔懇話会第 32回大会．オンライン． 2022年
2月 5日 .  

32 .  野口ひかり，中澤春政，萬知子： TAVI施行後遅発

性に発症した大動脈解離の一例，TAVI麻酔情報交

換会．オンライン． 2022年 2月 4日．  
33 .  関博志，志賀俊哉：帝王切開の際にくも膜下腔に投

与されたオピオイドの効果： Bayesianネットワー

クメタアナリシスによる比較．第 1回日本周産期麻

酔科学会学術集会．オンライン． 2022年 3月 12日． 
34 .  徳 嶺譲 芳： 中心 静脈 穿刺 のシ ミュ レー ショ ン教 育

（教育講演１）．第 17回日本医学シミュレーション

学会学術集会．東京． 2022年 3月 20日．  
35 .  本保晃，徳嶺譲芳，萬知子：中心静脈穿刺のシミュ

レーション教育のための telesimulat ion．第 17回日

本医学シミュレーション学会学術集会．東京．2022
年 3月 20日．  

論  文  

1.  Watanabe K,  Tokumine  J ,  Lefor AK 1,  Nakazawa 
H, Yamamoto K2 ,  Karasawa H 2,  Nagase M 3,  
Yorozu T  (  1J ichi medical  univers i ty,  2Fuj if i lm,  
3Department o f  anatomy,  Kyor in universi ty  
schoo l o f  medicine) :  Photoacoust ic  needle  
improves  needle  t ip visibi l ity dur ing deep 
per ipheral  nerve block.  Sci  Rep.  11(1):8432.  
2021.  

2.  渡辺邦太郎，徳嶺譲芳：中心静脈穿刺の理屈  適応

と解剖を理解して効率の良い技術習得を． LiSA．

28(4)． 396-402． 2021．  

3.  Tokumine J,  Watanabe H,  Moriyama K,  Tabuchi  
S,  Motoyasu A,  Kageyama E,  Yorozu T:  In  
Response:  Massive leak  in CO2 absorber  o f  
Perseus A500 did not  inhibit  mechanical  
vent i lation but manual  bag vent ilat ion :  A case  
report with experimental  reproduct ion.  A & A 
Pract.  15(7).  e01498.  2021.   

4.  Uzawa K,  Seki H,  Yorozu T:  Residual paralys is  
caused by 50  mg rocuronium after reversal with  
4  mg/kg sugammadex:  a  case report.  BMC 
Anesthesiol  21(1).  154.  2021.  

5.  中澤春政，萬知子：左室収縮能が低下した患者の全

身麻酔管理について．臨床麻酔．45(4)．599-602．
2021．  

6.  中澤春政： 2021のシェヘラザードたち  手術成功

率 30%の手術  -あなたは麻酔を引き受けますか ?．
LiSA別冊 ‘ 21． 65-69． 2021．  

7.  小野元彰，関博志，萬知子：左肩の静脈奇形に対す

る 全身 麻酔 下硬 化療 法術 で気 管壁 の異 常血 管よ り

出血をきたした 1症例．臨床麻酔．45(8).  1101-1103．
2021．  

8.  Seki  H,  Shiga T 1,  Mihara T 2,  Hoshij ima H3 ,  
Hosokawa Y4,  Hyuga S 5,  Fuji ta T 5,  Koshika K 6,  
Okada R 6,  Kurose  H 7,  Ideno S 8,  Ouchi T 6  
( 1Internat ional universi ty of  health and wel fare  
Ichikawa hospital ,  2 Yokohama c i ty universi ty  
schoo l of  medicine,  3Tohoku universi ty schoo l of  
medicine,  4 Showa univers i ty school  of  medic ine ,  
5Kitasato univers ity schoo l of  medic ine,  6Tokyo  
dental  co llage  Ichikawa general hospital ,  7 Keio  
univers i ty schoo l o f  medicine,  8Kawasaki  
munic ipal  hospital ) :  Ef fects  o f  intrathecal  
opio ids on cesarean section:  a systematic  review 
and Bayesian network meta-analysis o f  
randomized control led tr ials.  J Anesth.  35(6).  
911-927.  2021.   

9.  Seki  H,  Fukagata K 1,  I to  S 2,  Okada R2,  Ouchi T 2  
( 1Keio  universi ty schoo l  of  medic ine,  2Tokyo  
dental  col lage  Ichikawa general hospital) :  The 
ef fect o f  h igh-f low nasal oxygen use on oxygen 
flow at the surgical  s ite :  A pilo t s tudy.  Br J  
Anaesth.  127(6).  192-195.  2021.  

10.  Okano H 1,  Mayumi T 2,  Kataoka Y 3,  Banno M 4,  
Tsuj imoto Y 5,  Shiroshita A 6,  Taito  S 7,  Tokumine  
J(1 Yokohama medical  center,  2 Kanazawa 
univers i ty schoo l o f  medicine,  3 Kyoto min- iren 
asukai hospital ,  4 Seichiryo hospital ,  5Kyor itsu  
hospital ,  6Ichinomiyanishi  hospital ,  7Hiroshima 
univers i ty  hospital ) :  Outcomes o f Simulation-
Based Educat ion for  Vascular  Access:  A 
Systematic  Review and Meta-Analys is.  Cureus .  
13(8).  17188.  2021.   

11.  Kikuchi M1 ,  Asao T 1,  Tokumine  J ,  Le for AK2,  
Matsushima H 3,  Andoh H4,  Tanaka K 1,  
Kanamoto M1 ,  Ideno Y 1  ( 1 Gunma universi ty  
schoo l o f  medic ine,  2 J ichi medical  univers ity,  
3Dokkyo medical  univers i ty,  4 Akita univers ity 
schoo l o f  medic ine,  ) :  A novel system for teaching 
the in-plane vascular access technique:  A 
simulat ion study.  Medicine (Baltimore ).  100(37).  
e27201.  2021.  

12.  Seki  H,  Kuratani  N1,  Shiga T 2,  Iwasaki  Y3,  
Kar ita  K,  Yasuda K,  Yorozu T( 1 Saitama 
pre fectual chi ldren ’s  medical  center,  
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2 Internat ional universi ty of  health and wel fare  
Ichikawa hospital ,  3Tohoku universi ty schoo l o f  
medicine,  ) :  Mult icenter prospect ive  
observat ional study of sodium-glucose  
cotransporter -2  inhibitor -associated 
postoperat ive ketoac idos is:  the SAPKA study 
protocol .  BMJ Open.  11(11).  e049592.  2021.   

13.  Mitsuda S,  Uzawa K,  Sawa M, Ando  T,  
Yoshikawa Y,  Miyao H,  Yorozu T,  Ushiyama T 1  
( 1National inst itute o f  publ ic  health) :  Vascular  
Endothel ial  Glycocalyx Plays a Role  in the  
Obesity  Paradox According to  Intravital  
Observation.  Frontiers  in Cardiovascular  
Medic ine.  (8).  727888.  2021.   

14.  渡辺邦太郎，木下尚之，伊藤美里，井上鉄夫，坂本

英 明： 小児 の脊 椎側 弯症 矯正 術の 術後 痛に 対し プ

レガバリンが有効であった 1例．日本ペインクリニ

ック学会誌． 28(9)． 199-203． 2021．  
15 .  渡辺邦太郎，木下尚之，伊藤美里，井上鉄夫，坂本

英 明： 母指 手根 中手 関節 症の 病状 理解 と治 療継 続

に超音波画像診断が有用であった 1例．日臨麻会誌．

41(7)． 580-584． 2021．  
16 .  中澤春政：気道エコーの過去・現在・未来．臨床麻

酔． 45(12)． 1511-1520． 2021.  
17.  中澤春政：カテーテルアブレーションの麻酔．LiSA．

29(2)． 149． 2022．  
18 .  関 博志 ：帝 王切 開麻 酔に おけ るく も膜 下オ ピオ イ

ド．臨床麻酔． 46(2)． 129-36． 2022．  
19 .  Sawada R,  Watanabe  K,  Tokumine  J,  Le for  AK1,  

Ando T,  Yorozu T( 1Jichi medical  univers i ty ) :  
Ultrasound-guided rectus sheath block for  
anterior cutaneous nerve entrapment  syndrome 
after  laparoscopic  surgery :  A case report.  World 
J Cl in Cases.  10(7).  2357-2362.  2022.   

20.  Seki  H,  Watanabe H,  Yorozu T :  Postoperat ive  
Ketoac idosis With Hypoglycemia in a  
Nondiabetic  Pat ient Taking Dapagl i flozin for  
Heart Failure:  A Case Report.  A & A Pract.  16(3).  
e01570.  2022.   

著  書  

1.  渡辺邦太郎（分担執筆），徳嶺譲芳 (監修 )：第 3章
鎖 骨下 静脈 穿刺 ．成 功に つな がる 中心 静脈 穿刺 ビ

ジュアルガイド．松島久雄  編集．羊土社． 2021．
49-62．  

2.  渡辺邦太郎，徳嶺譲芳（分担執筆）：総論 7 局所麻

酔の添加薬 .レベルアップ超音波ガイド下末梢神経

ブロック．森本康裕  編集．メディカル・サイエン

ス・インターナショナル． 2021． 49-55．  
3.  中澤春政，渡辺邦太郎，徳嶺譲芳：PBLで学ぶ安全

な中心静脈穿刺．克誠堂出版． 2021．  
4.  徳嶺譲芳（分担執筆）：第 6章中心静脈カテーテル

挿 入に 必要 な解 剖． スキ ルア ップ のた めの 麻酔 科

臨床解剖 -麻酔科プラクティス 4．垣花学  編集．文

光堂． 2021． 106-113．  
5.  関博志（分担執筆）：Q33高齢者での術後悪心・嘔

吐 (PONV)予防法を教えてください．高齢者麻酔の

ポイント 50．川口昌彦，川股知之，小板橋俊哉  編
集．克誠堂出版． 2021． 126-129．  

6.  関博志（分担執筆）： II．酸塩基平衡・電解質・脱

水  電解質異常（ナトリウム，カリウム，カルシウ

ム，リン，マグネシウム）．救急・集中治療 33巻 2
号  特集  輸液管理  2021- '22 ―ガイドライン，スタ

ンダード，論点そして私見 ―．鈴木武志  編集．総

合医学社． 2021． 403-413．  
7.  鵜澤康二，安藤直朗，吉川貴紘（共著）：VI．輸液

管理  アドバンス編  38．重症患者に対して代用血

漿製剤はどのように使用すべきか ?．救急・集中治

療 33巻 2号  特集  輸液管理  2021- ' 22  ―ガイドライ

ン，スタンダード，論点そして私見 ―．鈴木武志  編
集．総合医学社． 2021． 628-637．  

8.  中澤春政（分担執筆）：IV．周術期管理における輸

液管理．心臓血管外科手術患者の輸液管理．救急・

集中治療 33巻 2号  特集  輸液管理  2021- ' 22 ―ガイ

ドライン，スタンダード，論点そして私見 ―．鈴木

武志  編集．総合医学社． 2021． 569-576．  
9.  鵜澤康二，安藤直朗，吉川貴紘（共著）：術中の麻

酔管理を任された !．術中輸液管理と尿量の考え方．

レジデントノート 2021年 10月号．川口昌彦編集．

羊土社． 2021． 1555-1562．  
10 .  徳嶺譲芳，箱根雅子，辻大介（共著）：26章中心静

脈穿刺の空気塞栓「空気読んで！」． LiSA vo l .28
別冊秋号  麻酔科医なら知っておきたい血栓症・塞

栓症．坪川恒久  編集．メディカル・サイエンス・

インターナショナル． 2021． 193-197．  
11 .  関博志：SectionⅠ  患者管理  7 脳神経外科患者の

術後管理．MGH術後管理  PACUの手引．仙頭佳起，

長坂安子監訳．メディカル・サイエンス・インター

ナショナル． 2021． 63-69．  
12 .  関博志：SectionⅠ  患者管理  8 内分泌外科患者の

術後管理．MGH術後管理  PACUの手引．仙頭佳起，

長坂安子監訳．メディカル・サイエンス・インター

ナショナル． 2021． 71-82．  
13 .  関博志，須田康一：SectionⅠ  患者管理  9 消化器，

腹部，直腸肛門疾患患者の術後管理． MGH術後管

理  PACUの手引．仙頭佳起，長坂安子監訳．メデ

ィカル・サイエンス・インターナショナル．2021．
83-92．  

14 .  関博志： SectionⅠ  患者管 理  10 泌尿生殖器手術

患者の術後管理．MGH術後管理  PACUの手引．仙

頭佳起，長坂安子監訳．メディカル・サイエンス・

インターナショナル． 2021． 93-99．  
15 .  関博志：SectionⅡ  術後合併症  15  術後悪心・嘔吐．

MGH術後管理  PACUの手引．仙頭佳起，長坂安子

監訳．メディカル・サイエンス・インターナショナ

ル． 2021． 145-151．  
16 .  中澤春政：Ⅱドプラ法の基本  第 5章～第 7章．周術

期経食道心エコー実践法第 4版．野村実監修．小出

康弘，岡本浩嗣編集．真興交易医学出版部．2021．
162-243．  

17 .  徳嶺譲芳（分担執筆）：第 1章 8 中心静脈穿刺．研

修 医に なっ たら 必ず この 手技 を身 につ けて くだ さ

い  改訂版．上嶋浩順，森本康裕編集．羊土社．2022．
73-84．  

18 .  徳嶺譲芳（分担執筆）：第 1章 9 末梢挿入型中心静

脈カテーテル (PICC)挿入． 研修医になったら必ず

こ の手 技を 身に つけ てく ださ い  改訂 版． 上嶋 浩

順，森本康裕編集．羊土社． 2022． 85-94．  
その他  

1.  徳嶺譲芳：第 153回 CVC指 導者養成コース  インス

トラクター．日本医学シミュレーション学会．オン

ライン． 2022年 1月 29日 .  
2.  徳嶺譲芳：第 226回 CVC実 践セミナー  インストラ

クター．日本医学シミュレーション学会．オンライ
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ン． 2022年 1月 29日 .  
3.  徳嶺譲芳：第 17回日本医学 シミュレーション学会

学術集会  主催．東京． 2022年 3月 20日 .  
4.  本保晃，徳嶺譲芳，萬知子：中心静脈穿刺のシミュ

レーション教育のための telesimulat ion．第 17回日

本 医学 シミ ュレ ーシ ョン 学会 学術 集会 ．一 般演 題

優秀演題賞．東京． 2022年 3月 20日．  
 
 

臨床検査医学教室  

 

講  演  

1.  山崎聡子，鈴木早紀，石関彩乃，小高知美，山本美

里，岩崎恵，牧野博，小島直美，関口久美子，高山
信之，大西宏明，渡邊  卓：当院における多発性骨

髄 腫に 対す る自 家末 梢血 幹細 胞移 植の 治療 成績 ．
第 69回日本輸血・細胞治療学会学術総会．誌上開催．
2021年 6月 4日 -6日．  

2.  鈴木早紀，細江みずき，石関彩乃，小高知美，山本

美里，岩崎恵，牧野博，小島直美，関口久美子，山
崎聡子，大西宏明：当院における輸血後感染症検査

実施に関する方向性の検討．第 69回日本輸血・細胞
治療学会学術総会．誌上開催．2021年 6月 4日 -6日．  

3.  山崎聡子，鈴木早紀，石関彩乃，小高知美，山本美

里，岩崎  恵，牧野博，小島直美，関口久美子，高
山信之，大西宏明，渡邊卓：当院における幹細胞動
員 方法 別に みた 多発 性骨 髄腫 自己 末梢 血幹 細胞 採

取の後方視的検討．第 69回日本輸血・細胞治療学会
学術総会．誌上開催． 2021年 6月 4日 -6日．  

4.  臼倉健世，坂本大典，宮城博幸，関口久美子，大西

宏明：当院における SARS-CoV-2抗原定量検査の性
能比較と運用について．第 70回日本医学検査学会．
オンライン． 2021年 5月 15日 -6月 4日．  

5.  芝崎翔平，岸野智則，砂原さくら，横山智美，原島

敬一郎，中島哲，川村直弘，森秀明，大西宏明，渡
邊 卓： 健常 若年 女性 にお ける 夕方 の生 理的 下腿 浮

腫について．超音波医学会第 94会学術集会．神戸・
オンライン． 2021年 5月 23日．  

6.  山崎聡子，千葉直子，坂本大典，大塚弘毅，岸野智

則，高山信之，大西宏明，渡邊卓：B/T両形質を有
す る リ ン パ 球 性 急 性 転 化 で 発 症 し た minor BCR-
ABL1陽性 CMLの 1例．第 22回日本検査血液学会学

術集会．平塚・オンライン． 2021年 9月 14日～ 9月
20日．  

7.  本間慎太郎，米谷正太，井田陽子，荒木光二，大西

宏明： Candida rugosaによるカテーテル関連血流
感染症の 1例．第 70回日本感染症学会  東日本地方
会学術集会．オンライン． 2021年 10月 27日 -29日． 

8.  小倉航，大塚弘毅，松浦幸子，山崎聡子，宮城博幸，

関口久美子，大西宏明，渡邊卓：流行性ウイルス感
染 症予 防接 種後 の抗 体低 反応 者に 対す る新 型コ ロ

ナワクチン接種後の中和 抗 体．第 68回日本 臨床検
査医学会学術集会．富山・オンライン． 2021年 11
月 12日～ 12月 24日．  

9.  臼倉健世，坂本大典，宮城博幸，関口久美子，大西

宏明：当院における SARS-CoV-2抗原定量検査の性
能比較と運用について． 第 68回日本臨床検 査医学

会学術集会．富山・オンライン． 2021年 11月 12日
-12月 24日．  

10 .  松浦幸子，田中麻里菜，本山拓也，石井隆浩，小山

田崇，関口久美子，宮城博幸，山崎聡子，大塚弘毅，
大西宏明，渡邊卓：健常人における新型コロナウイ

ル スワ クチ ン接 種後 の抗 体価 の推 移お よび 各種 要
因との関連．第 68回日本臨床検査医学会学術集会．
富山・オンライン．  

11 .  嶌森直子，岸野智則，森井健司，萬昂士，山崎聡子，

大塚弘毅，関口久美子，柴原純二，大西宏明，渡邊
卓：悪性末梢神経鞘腫瘍 (MPNST)の 2例  超音波画

像所見の考察．第 68回日本 臨床検査医学会学術集
会．富山・オンライン．2021年 11月 12日 -12月 24日． 

12 .  大塚弘毅，苣田慎一，松島早月，山崎聡子，岸野智

則，大西宏明，苅田香苗，渡邊卓：RAD50機能喪失
変 異に よる 発癌 性を 検証 する メダ カ発 癌実 験． 第
68回日本臨床検査医学会学術集会．富山・オンライ

ン． 2021年 11月 12日 -12月 24日．  
13 .  本山拓也，宮城博幸，関口久美子，大西宏明，渡邊  

卓：全自動薬物分析装置を用いた LC/MS/MSによる

薬物スクリーニング法の 検 討．第 68回日本 臨床検
査医学会学術集会．富山・オンライン． 2021年 11
月 12日 -12月 24日．  

14 .  松浦幸子，小山田崇，宮城博幸，関口久美子，山崎

聡子，大西宏明：健常人における新型コロナウイル
ス ワク チン 接種 後の 抗体 価の 推移 およ び各 種要 因

との関連．第 10回杏林メディカルフォーラム．オン
ライン． 2021年 11月 27日 -12月 24日．  

15 .  麻生喜祥，大塚弘毅，小島洋平，鶴見賢直，橋本佳

和，大木亜津子，竹内弘久，鈴木裕，大野亜希子，
久松理一，阪本良弘，柴原純二，大西宏明，阿部展
次 ：病 期分 類別 にみ た十 二指 腸腺 癌に おけ るマ イ

クロサテライト不安定性の検討．第 113回日本消化
器内視鏡学会関東支部例会．オンライン． 2021年
12月 5日．  

16 .  須藤由美子，米山正芳，櫻井美智恵，加藤欣一，宮

城博幸，関口久美子，大西宏明：尿中有形成分分析
装置 Ate ll ica  UAS800の性能評価．第 57回関甲信支

部・首都圏支部医学検査学会．  
17 .  木崎直人，吉澤美枝，加藤里絵，中冨浩文，大西宏

明：聴神経腫瘍 (前庭神経鞘腫 )摘出手術における顔

面 神 経 根 誘 発 筋 活 動 電 位 (FREMAP)と 蝸 牛 神 経 背
側 核 活動 電位 (DNAP)を 用 い た 神経 モニ タリ ング ．
第 51回日本臨床神経生理学会学術大会．仙台．2021
年 12月 16日．  

18 .  佐々木重嘉，小野田凌，清矢陽右，齊藤邦昭，小林

啓一，中冨浩文，塩川芳昭，大西宏明，高山信之，

永根基雄：多科合同チームによる再発・難治性中枢
神経系 悪性リ ンパ 腫に 対す る大量 化学療 法の 試み．
第 59回日本癌治療学会学術集会．横浜・オンライン．

2021年 10月 23日．  
19 .  鈴木美音，高木愛美，堀口彩花，平尾千尋，本間慎

太郎，奥山貴洋，井田陽子，米谷正太，荒木光二，

関 口 久 美 子 ， 大 西  宏 明 ： Purpureoc i l l ium 
li lacinumによる角膜真菌症の一例．第 33回日本臨
床微生物学会学術集会．仙台・オンライン．2022年
1月 28日．  

論  文  

1.  Sakuraba A1， Nemoto  N 1， Hibi N 1， Ozaki R1，

Tokunaga S 1，Kikuchi O 1，Minowa S 1，Mutsui T1，
Miura M1，Saito  D 1，Hayashida M 1，Miyoshi  J 1，
Matsuura M 1 ， Yoneyama M 2 ， Ohnishi H ，

Hisamatsu T1（ 1Department  of  Gastroentero logy  
and Hepato logy ， 2Department o f  Clinical  
Laboratory,  Kyor in  Universi ty  Hospital）：Extent 
of  disease af fects the  use fulness o f  fecal  
biomarkers in ulcerative coli t is ． BMC 
Gastroentero l． 21（ 1）． 197． 2021.  

2.  大西宏明：【臨床検査の考え方と進め方】 (第 1章 )
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総論  検体採取と取り扱い  血液．Medical Pract ice．
38． 8-10． 2021．  

3.  大西宏明：【臨床検査を使いこなす】 (第 1章 )総論  
正しい検体採取・取り扱いの重要性．日本医師会雑
誌． 150． S26-S29． 2021．  

4.  大西宏明：臨床検査 Q&A 乳がん術後の患側から採

血 で き な い の は な ぜ で す か ？  Medical  
Technology． 49（ 7）． 790-791． 2021．  

5.  大塚弘毅，大西宏明：いま知っておきたい最新の臨

床 検 査  身 近 な 疾 患 を 先 端 技 術 で 診 断 (Vol .13) 新
型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 (COVID-19)病 原 体 検 査 ．
医学のあゆみ． 278（ 4）． 307-315． 2021．  

6.  大 西宏 明： 臨床 応用 に向 かう 疾患 メタ ボロ ミク ス

の最前線  アミノイン デッ クスの開発例 から見た、
臨 床を 見据 えた メタ ボロ ミク ス研 究に 求め られ る

分析前条件．日本臨床検査医学会誌． 69（ 10）．
786-791． 2021.  

7.  大西宏明：採血時の問題点とその予防．人間ドック．

36（ 2）． 217． 2021.  
8.  Yonetani  S1， Hirao C 2， Ohnishi H( 1 Department  

of  Medical  Technology faculty of  Health Sciences，
2Department  o f  Cl inical  Laboratory,  Kyorin 
Univers ity Hospital ) ： Background o f pat ients  
with Aerococcus spp.  detected in blood cultures ,  
and drug sensitivi ty  o f  Aerococcus spp． Diagn 
Microbi lo  Infect Dis． 101（ 3）． 2021．  

9.  Okuyama T1， Ohtsuka K， Ogura W 1， Yonetani 
S2 ， Yamasaki S ， Miyagi  H1 ， Sekiguchi K1 ，
Ohnishi H， Watanabe T(1 Department of  Clinical  
Laboratory,  Kyor in Univers ity Hospital ，
2Department  of  Medical  Technology,  Faculty o f  
Health Sc iences,  Kyorin Univers ity ) ：
Establishing an internal quali ty contro l  method 
for  the stable  extract ion  of nuc leic  ac ids o f  
severe  acute  respiratory  syndrome coronavirus  2 
and RT-PCR-based detect ion． J Clin Lab Anal．
35（ 11）． 2021．  

10 .  井田陽子 1，荒木光二 1， 米谷正太 2，奥山貴洋 1，高

木愛美 1，平尾千尋 1，本間慎太郎 1，小倉航 1，鈴木

美音 1，伊藤彩花 1，堀口彩花 1，関口久美子 1，大西
宏明（ 1杏林大学医学部付属病院  臨床検査部， 2保
健 学 部 臨 床 検 査 技 術 学 科 ） ： 血 液 培 養 か ら

Desul fovibrio属が分離された 8症例．日本臨床微生
物学会雑誌． 32（ 1）． 38-43． 2021.  

11.  吉田博 1，大西  宏明（ 1東京慈恵会医科大学）：臨

床 検 査 点 数 委 員 会 活 動 と 2020診 療 報 酬 改 定  臨 床
検 査の ガイ ドラ イン トあ るべ き臨 床検 査室 ．日 本
臨床検査医学会誌． 69（ 12）． 951-953． 2021.  

12.  Nakao H 1 ， Kashiwakura C 1 ， Shibasaki S 1 ，

Harashima K 1 ， Nakaj ima S1 ， Ohnishi H ，
Watanabe T ， Kishino T 1 ( 1  Ffaculty o f  Health  
Sciences，Kyorin  Univers i ty )：Possible  e f fects  o f  
short rest  after  lunch on hemodynamics in  the  
afternoon． Eur J Appl Physiol． 122（ 2）． 523-
530． 2022 

13.  Ida Y 1， Okuyama T 1， Araki K1， Sekiguchi K1，

Watanabe T，Ohnishi  H（ 1 Department o f  Cl inical  
Laboratory,  Kyor in  Universi ty  Hospital）：First 
descript ion o f Lachnoanaerobaculum orale  as a  
possible  cause  of  human bacteremia．Anaerobe．
73． 102506． 2022．  

 
 

総合医療学教室  

 
講  演  

1.  長谷川浩：みんなでささえる認知症．佼成病院認知

症研修会．東京． 2021年 4月 20日．  
2.  倉井大輔，名執真希子，鄭日川，山田万穂，田村宏，

高橋洋：日本の 65歳以上の成人における RSウイル

ス感染症罹患率を推定す る 前向き疫学研究．第 95
回 日 本 感 染 症 学 会 学 術 講 演 会  第 69回 日 本 化 学 療
法学会総会  合同学会．横浜・オンライン．2021年
5月 7日 -9日．  

3.  嶋崎鉄兵：壊死性軟部組織感染症（感染症学の観点

から）．AAA Case  Study Club 13t h．オンライン．

2021年 6月 3日．  
4.  Noritaka Hata,  Rina Suzuki,  Kazukuni Hirabuki,  

Takahiro Uechi,  Ai Hirasawa,  Takeaki Matsuda,  
Shigeki Shibata:   Cardiac  function dur ing long-
term aerobic  exercise  in healthy adults  
evaluated with 3-dimensional echocardiography.  
American Col lege o f Sports Medic ine 2021 
Annual  Meeting.   USA ･オ ン ラ イ ン .  June 1-5 ,  
2021.  

5.  倉 井 大 輔 ： COVID-19環 境 下 に お け る COPD診 療 ．

小金井市医師会学術講演会．オンライン．2021年 6
月 25日．  

6.  倉井大輔：COVID-19の現状と感染対策．第 68回多

摩整形外科医会．オンライン． 2021年 9月 4日．  
7.  徳永健吾，井田陽介，三好佐和子，山本実，岡本晋：

ピロリ陰性時代におけ る Helicobacter suis感染症
の人間ドックでの位置付 け ．第 62回日本人 間ドッ
ク学会学術大会．オンライン． 2021年 9月 10日 -24
日．  

8.  徳 永 健 吾 ： Beyond ピ ロ リ 菌 ～  ス イ ス 菌

（ Helicobacter suis）の時代は到来するか？～．第

27回日本ヘリコ バクター学 会学術集会ランチョン
セミナー．オンライン． 2021年 9月 24日．  

9.  林原絵美子，鈴木仁人，徳永健吾，間部克裕，南條

宗八，松井英則，青木沙恵，森茂太郎，大野耕一，
柴山恵吾，見理剛： Helicobacter suisなどの Non-
Helicobacter pylor i  Helicobacterの細菌学的特徴

およびゲノム比較．第 27回 日本ヘリコバクター学
会学術集会．オンライン． 2021年 9月 24日．  

10 .  鈴木仁人，林原絵美子，松井英則，徳永健吾，柴山

恵吾：Helicobacter  suis胃粘膜感染と病態発症．第
27回日本ヘリコ バクター学 会学術集会．オンライ
ン． 2021年 9月 24日．  

11 .  沖本忠義，安藤貴志，小林寅喆，佐々木誠人，珍田

大輔，徳永健吾，中島滋美，村上和成，大崎敬子：
わ が 国 に お け る 薬 剤 耐 性 Helicobacter pylor iの 現

状 ―2018〜 2020年 度 耐 性菌サ ーベ イラ ンスの 集 計
報告 ―．第 27回日本ヘリコバクター学会学術集会．
オンライン． 2021年 9月 24日．  

12 .  佐々木仁，川上浩平，森英毅，佐野正弥，嶋田裕慈，

正岡建洋，浅岡大介，徳永健吾，荒川廣志，水野滋
章，栗原直人，鈴木雅之，永原章仁，小俣富美雄，

河合隆，伊藤慎芳，川村洋，榊信廣，高橋信一（東
京 HP 研 究 会 ） ： 多 施 設 共 同 調 査 に よ る  
Helicobacter  pylori  一次・二次除菌率の経年変化．

第 27回日本ヘリ コバクター 学会学術集会．オンラ
イン． 2021年 9月 24日．  

13 .  倉井大輔：COVID-19の治療の現状とワクチン接種

の 影響 ．三 鷹市 医師 会学 術講 演会 ．オ ンラ イン ．
2021年 9月 24日．  

14 .  徳永健吾，加藤はる，根井貴仁，木下善詞，平木将
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之，三好佐和子，井田陽介，岡本晋，大野亜希子，
米澤英雄，三好潤，久松理一，大崎敬子：H.pylor i
感 染 除 菌 の た め の 対 策 と 課 題  Helicobacter  
pylor i除菌治療による劇症 Clostridio ides di ff ic i le
感染症．第 27回日本ヘリコバクター学会学術集会．
オンライン． 2021年 9月 24日 -26日．  

15 .  倉 井大 輔： 新型 コロ ナウ イル ス感 染症 の今 後の 動

向、対面授業時における注意点について .杏林大学
FD・ SD講演会．三鷹市． 2021年 10月 27日．  

16 .  嶋崎鉄兵： EBMと病理生理で考える新型コロナウ

イルス感染症治療．第 10回日本プライマリ・ケア連
合学会・関東甲信越ブロック地方会．オンライン．

2021年 10月 31日．  
17 .  倉井大輔：糖尿病患者の感染症．第 7回西東京糖尿

病と感染症フォーラム．オンライン． 2021年 11月
4日．  

18 .  倉 井大 輔： 新型 コロ ナウ イル ス感 染症 流行 下で の

インフルエンザ診療．行田市医師会学術講演会．オ

ンライン． 2021年 11月 10日．  
19 .  倉井大輔：新型コロナウイルスの現状について．杏

林 大学 医学 部付 属病 院医 療連 携フ ォー ラム ．オ ン

ライン． 2021年 11月 18日．  
20 .  木村彬，平岡修，池脇宏嗣，平吹一訓，須田智也，

畑典孝，井坂葵，吉本恵理，柴田茂貴，長谷川浩，

松 田剛 明： 救急 受診 した 失神 患者 に対 する 脳血 管
機能評価の有効性につい て の検討．第 49回 日本救
急医学会総会・学術集会．東京・オンライン．2021
年 11月 21日．  

21 .  平岡修，木村彬，池脇宏嗣，平吹一訓，須田智也，

畑典孝，井坂葵，吉本恵理，柴田茂貴，長谷川浩，

松 田剛 明： 救急 外来 にお ける 末梢 性め まい の性 状
および再診に関する検討 ． 第 49回日本救急 医学会
総会・学術集会．東京・オンライン． 2021年 11月
21日．  

22 .  畑典孝，柴田茂貴，平岡修，木村彬，平吹一訓，須

田智也，長谷川浩，松田剛明：長時間運動中におけ

る酸化ストレスの変化に 関 する報告．第 49回日本
救急医学会総会・学術集会．東京・オンライン．2021
年 11月 22日．  

23 .  嶋 崎鉄 兵： 抗生 剤の 基本 的な 使用 方法 につ いて ．

AAA Case Study Club 19 t h．オンライン． 2021年
12月 2日．  

24 .  長谷川浩：認知症について．武蔵野市介護保険研修

会．武蔵野市． 2021年 12月 8日．  
25 .  嶋崎鉄兵：糖尿病と足の感染．第 2回日本フットケ

ア・足病医学会年次学術集会．横浜・オンライン．
2021年 12月 10日．  

26 .  嶋崎鉄兵：感染症治療における抗菌薬の選択．東京

都 病 院 薬 剤 師 会  基 本 を 学 ぼ う ！ 感 染 制 御 と 感 染
症治療．東京・オンライン． 2022年 2月 5日．  

27 .  三好潤，前田翼，松岡克善，齋藤大祐，三好佐和子，

松浦稔，岡本晋，田村哲嗣，久松理一：炎症性消化
管疾患の最前線  IBD治療と外科・内科のコラボレ
ー シ ョ ン  潰 瘍 性 大 腸 炎 患 者 に お け る ベ ド リ ズ マ

ブ に よ る 臨 床 的 寛 解 達 成 の 予 測  投 与 開 始 時 臨 床
データを用いた機械学習 の 有用性．第 18回 日本消
化管学会総会学術集会．東京・オンライン．2022年
2月 12日．  

28 .  徳永健吾，林原絵美子，鈴木仁人，柴山恵吾，松井

英則： H.pylor iと胃がん以外の疾患  ここまで解明

された－ Helicobacter  suisを中心に－．第 94回日
本胃癌学会総会．横浜・オンライン． 2022年 3月 4
日．  

29 .  Aoi  Isaka,  Konomi Sakata,  Junnosuke  Ito ,  
Tomoko Nishi,  Mayumi Fukushima,  Toshinori  
Minamishima,  Ayumi Goda,  Takashi  Kohno,  
Kyoko Soe jima:   Evaluat ion of Left  Ventr icular  
Diastol ic  Dysfunction Using Diasto lic  Stress  
Echocardiography and Cardiopulmonary 
Exercise  Test ing  in Pat ients with  Heart Failure.  
第 86回日本循環器学会学術集会．オンライン．2022
年 3月 12日．  

30 .  倉 井大 輔： オミ クロ ン株 流行 下の 医療 機関 の対 応

について．三鷹市医師会学術講演会．オンライン．
2022年 3月 15日．  

論  文  

1.  Tokunaga K,  Suzuki C1,  Hasegawa M 1,  Fujimor i  
I1 ： ( 1 Japan Medical  Off ice ,  Takeda 
Pharmaceutical  Company Limited) ： Cost  
Analys is in Hel icobacter  pylor i  Eradicat ion 
Therapy Based on a Database  of Health  
Insurance  Claims in  Japan.  Cl inicoecon 
Outcomes Res.  13.  241-250.  2021.  

2.  Miyoshi J1 ,  Maeda T2,  Matsuoka K 3,  Saito  D 1,  
Miyoshi S,  Matsuura M1,  Okamoto  S,  Tamura S 2,  
Hisamatsu T 1  ( 1 Department o f  Gastroenterology  
and Hepatology,  Kyor in Univers ity,  2 Gi fu  
Univers ity,  3Toho Universi ty  Sakura Medical  
Center ):  Machine  learning using c l in ical  data at  
basel ine  predicts  the e ff icacy  of  vedol izumab at  
week 22 in patients with  ulcerative co l it is .  Sci  
Rep.  11(1).  16440.  2021.  

3.  Miyoshi  J 1 , 2 #，Miyoshi  S 1 #，Delmont  TO 1 , 3，Cham 
C 1， Lee STM 1 , 4， Sakatani  A1， Yang K 1，  Shan 
Y1， Kennedy M 1， Kief l  E 1， Yousef  M 1， Crosson 
S5， Sogin M 1， Antonopoulos DA 6，  Eren AM1，

Leone V 1 , 7 ， Chang EB 1  ( 1The Universi ty o f  
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tract dysfunction in individuals with spinal cord 
injury:  A retrospect ive study.  Spinal Cord.  2022.  
DOI:  10.1038/s41393-022-00766-1.  Epub ahead 
of pr int.   

その他  

1.  田 代祥 一： 介護 保険 制度 と高 齢者 のリ ハビ リテ ー

ション．2021年度柔道整復師専科教員認定講習会．
オンライン． 2021年 7月 17日．  

2.  田 代祥 一： リハ ビリ テー ショ ンの 対象 と高 齢者 の

実態．柔道整復師専科教員認定講習会．オンライン．
2021年 7月 17日．  

3.  田代祥一：リハビリテーション治療学．バイオフィ

ードバック・痛みの治療  柔道整復師専科教員認
定講習会．オンライン． 2021年 7月 31日．  

4.  田 代祥 一： 護保 険制 度と 高齢 者の リハ ビリ テー シ

ョン．柔道整復師専科教員認定講習会．オンライン．
2021年 7月 31日．  

5.  山田深： NHKきょうの健康．進化するリハビリテ

ーション  脳卒中リハビリ． 2021年 8月 18日．  
6.  山田深：月・惑星社会でのフィットネス．月・惑星

社会  医学・ライフ分野検討グループ意見交換会．
オンライン． 2021年 8月 17日．  

7.  山田深：宇宙医学とリハビリテーション．産業医科

大学大学院講義．オンライン． 2021年 10月 25日．  
8.  田代祥一：リハビリテーション医学総論． 2021年

度 フラ ンス ベッ ド財 団福 祉用 具専 門相 談員 指定 講

習会．オンライン． 2021年 11月 13日．  
9.  山田深：宇宙飛行とリハビリテーション． 2021年

度京都大学有人宇宙医学講義．オンライン． 2021
年 11月 17日．  

 
 

脳卒中医学教室  

 
講  演  

【国際学会】  

1.  Kawano H,  Hirano T,  Inoue M,  Fukuda-Doi  M,  
Iwasaki K,  Omae K,  Yamamoto H,  Koga M,  Sakai  
N,  Nagao T,  Sasaki M, Hayakawa N,  Toyoda K,  

T-FLAVOR invest igators:  Tenecteplase versus  
al teplase for  large  vessel  occ lusion 
recanalizat ion (T-FLAVOR):  Tr ial  protoco l .  
Internat ional Stroke Conference 2022．  USA・
Online .  February  10 th.  2022.  

【国内学会】  

1.  平 野照 之： 脳主 幹動 脈閉 塞急 性期 の再 灌流 療法 決

定における画像解析ソフト．第 44回日本脳神経 CI
学会総会．札幌・オンライン． 2021年 4月 9日．  

2.  平野照之：塞栓源不明脳塞栓症の最新治療戦略．第

8回日本心血管脳卒中学会．大阪・オンライン．2021
年 4月 17日．  

3.  本田有子，河野浩之，藤田沙由里，小柳正道，天野

達雄，海野佳子，平野照之：頚部回旋と嚥下動作を
組み合わせた動的 CT撮影により診断した無症候性  
舌骨関連内頚動脈病変の一例．第 8回日本心血管脳
卒中学会学術集会．吹田・オンライン．2021年 4月
17日．  

4.  平野照之： COVID-19が脳 卒中診療に及ぼす影響．

第 30回脳神経外 科手術と機 器学会．オンライン．
2021年 4月 23日．  

5.  平野照之：登録事業と研究の促進．第 62回日本神経

学会学術大会．京都・オンライン．2021年 5月 20日．  
6.  海 野 佳 子 ： Will  new medicat ions for  acute  

treatment o f  migraine  exceed tr iptans?．第 62回
日本神経学会学術大会．京都・オンライン．2021年
5月 20日．  

7.  河野浩之：ESUSの原因〜卵円孔開存の位置づけ〜．

第 62回日本神経学会学術集大会．京都・オンライン．
2021年 5月 21日．  

8.  平野照之：新規血栓溶解薬の導入．第 62回日本神経

学会学術大会．京都・オンライン．2021年 5月 22日．  
9.  岡﨑太一，中西郁，天野達雄，萬昴士，河野浩之，

海野佳子，柴原純二，平野照之：回収された腫瘍細
胞 が契 機と なり 診断 に至 った 腫瘍 塞栓 症の 一例 ．
第 75回三鷹ニューロ研究会．オンライン． 2021年
6月 3日．  

10 .  岡﨑太一，中西郁，天野達雄，萬昴士，河野浩之，

海野佳子，柴原純二，平野照之：回収された腫瘍細

胞 が契 機と なり 診断 に至 った 腫瘍 塞栓 症の 一例 ．
第 237回日本神経学会関東・甲信越地方会．オンラ
イン． 2021年 6月 5日．  

11 .  平 野 照 之 ： TARGET:STROKE 脳 卒 中 治 療 に お け

る Door-to -Device  Timeの短縮．第 40回日本脳神経
超音波学会総会・第 24回日本栓子検出と治療学会．

オンライン． 2021年 6月 4日．  
12 .  平野照之：COVID-19における血栓形成機序の基礎

的解説．第 40回日本脳神経超音波学会総会・第 24
回日本栓子検出と治療学会．オンライン．2021年 6
月 4日．  

13 .  河野浩之：脳卒中と癌の今．第 40回日本脳神経超音

波学会総会．オンライン． 2021年 6月 5日．  
14 .  平 野 照 之 ： 日 本 脳 卒 中 学 会 版 Protected Code  

Stroke(JSS-PCS)と そ の 運 用 の 実 際 ． 第 35回 日 本

神経救急学会学術集会．東京・オンライン．2021年
6月 19日．  

15 .  齋藤幹人，河野浩之，天野達雄，本田有子，海野佳

子，塩川芳昭，平野照之：CT per fusionは急性期脳
梗 塞に 対す る血 管再 開通 療法 に要 する 時間 を短 縮
する．第 35回日本神経救急学会学術集会．オンライ

ン． 2021年 6月 19日．  
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16.  河野浩之，平野照之，塩川芳昭：がんと脳卒中．第

30回日本脳ドッ ク学会総会 ．伊勢・オンライン．
2021年 6月 26日．  

17 .  平野照之：塞栓源探しの旅．第 39回 The Mt.  Fuji  
Workshop on CVD．仙台・オンライン．2021年 8月
28日．  

18 .  河野浩之： CT灌流画像を活用した急性期脳梗塞治

療．第 30回日本 脳神経血管 内治療学会中国四国地
方会．岡山・オンライン． 2021年 9月 25日．  

19 .  平野照之：COVID-19に脳卒中を発症した患者の臨

床的特徴．日本脳神経外科学会第 80回学術総会．横
浜・オンライン． 2021年 10月 27日．  

20 .  川竹彩音，河野浩之，丸岡響，天野達雄，本田有子，

海 野 佳 子 ， 平 野 照 之 ： DOAC 内 服 下 の Capsular  
warning syndromeに抗血小板薬が有効であった 1
例．第 39回日本神経治療学会学術集会．オンライン．
2021年 10月 28日．  

21 .  河野浩之：Stroke Oncologyの現状．第 5回日本リハ

ビリテーション医学会秋季学術集会．名古屋・オン
ライン． 2021年 11月 13日．  

22 .  海野佳子：今さら聞けない ! ?  頭痛の問診と説明～

短 時間 の外 来で ，ど う聞 き出 しど う伝 える のか ～  
Ask Now!? Common knowledge to  help improve  
your history taking and explanat ion ski l ls  in  
headache  medic ine．第 49回日本頭痛学会総会．静
岡・オンライン． 2021年 11月 21日．  

23 .  天 野達 雄： 血栓 回収 療法 アッ プデ ート 〜文 献レ ビ

ュー〜．第 37回 日本脳神経 血管内治療学会学術集
会．福岡・オンライン． 2021年 11月 26日．  

24 .  平野照之：Stroke Onco logyの展望．第 19回日本臨

床腫瘍学会学術集会．京都・オンライン．2022年 2
月 17日．  

25 .  河野浩之：SARS-CoV-2ワクチンと血小板減少症を

伴う血栓性，脳静脈血栓症．第 16回日本血栓止血学
会 学術 標準 化委 員会 シン ポジ ウム ．オ ンラ イン ．
2022年 2月 19日 .  

26 .  天野達雄： CT灌流画像をフル活用した血栓回収療

法．第 51回日本神経放射線学会．東京・オンライン．
2022年 2月 19日．  

27 .  岡田樹，安達卓哉，齋藤駿，中西章仁，五明美穂，

河 野 浩 之 ， 平 野 照 之 ： ベ イ ズ 推 定 法 を 用 い た CT 
per fusionにおけるラクナ梗塞の検出精度の検討．

STROKE2022．大阪・オンライン．2022年 3月 17日
-20日．  

28 .  河野浩之，平野照之，高野利実，辻哲也，成田善孝，

藤本茂，塩川芳昭：Stroke Onco logy,  第 2次アンケ
ートにみる現状． STROKE2022．大阪・オンライ
ン． 2022年 3月 17日．  

29 .  塩川芳昭，河野浩之，平野照之，高野利実，辻哲也，

成田善孝，藤本茂： Stroke Onco logy提唱の背景：
が んと 脳卒 中の 併発 例に 対す る領 域横 断的 なコ ン

センサス形成の必要性．STROKE2022．大阪・オン
ライン． 2022年 3月 17日．  

30 .  橋本眞慧，池田光代，石田幸平，田代祥一，山田深，

塩川芳昭，平野照之：脳卒中 Pusher症状に対する
腹臥位療法の効果．STROKE2022．大阪・オンライ
ン． 2022年 3月 17日 -5月 31日．  

【講演会・研究会】  

1.  平 野 照 之 ： Time Every Brain dur ing Covid-19 
pandemic． Stroke Seminar．京都・オンライン．

2021年 4月 8日．  

2.  平野照之： Time Every Brain：脳梗塞治療の最新

の考え方．第 8回 Brain & Heart  Attack  Conference．
大阪・オンライン． 2021年 4月 10日．  

3.  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

Web講演会．オンライン． 2021年 4月 22日．  
4.  平野照之：COVID-19禍の脳卒中対応で学んだこと．

Tokyo Cerebrovascular Seminar 2021．東京・オ
ンライン． 2021年 4月 23日．  

5.  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

Web Seminar．オンライン． 2021年 5月 12日．  
6.  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛診療

アップデート Web Seminar．オンライン． 2021年
5月 13日．  

7.  平野照之：心房細動と脳卒中．第 2回 Metropo l itan 
Heart & Brain Conference．東京・オンライン．

2021年 5月 14日．  
8.  平野照之：脳卒中の連携医療 2021．札幌ストロー

クセミナー．札幌・オンライン． 2021年 5月 25日． 
9.  平野照之： Time Every Brain．尾張東部 Strokeカ

ンファレンス．名古屋・オンライン．2021年 5月 26
日．  

10 .  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

Web Seminar．オンライン． 2021年 5月 27日．  
11 .  平野照之：コロナ禍での脳卒中医療連携 /体制につ

いて．ストップ !  NO卒中第 14回エリアエキスパー
ト会議．大阪・オンライン． 2021年 5月 29日．  

12 .  海野佳子：慢性化させない片頭痛治療とは．HMSJ 
2021 Web： Headache Master Schoo l Japan 2021 
Spring Seminar．オンライン． 2021年 6月 5日．  

13 .  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

Up to Date．オンライン． 2021年 6月 15日．  
14 .  海野佳子：納得，満足の片頭痛診療に必要なのは？

〜コツとピットフォール〜．第 9回神戸内科塾．オ

ンライン． 2021年 6月 17日．  
15 .  海 野佳 子： 急性 期病 院に おけ る脳 卒中 診療 ～急 性

期 治療 と再 発予 防に つい て～ ．脳 卒中 診療 を考 え

る会．東京． 2021年 6月 24日．  
16 .  平野照之：高齢者の二次予防：抗凝固療法の勘どこ

ろ．脳卒中リハビリテーション講演会．東京・オン

ライン． 2021年 6月 28日．  
17 .  平野照之： Life  goes on〜人生 100年時代の抗凝固

療法について考える〜．プラザキサ・プリズバイン

ド Web講演会．東京・オンライン．2021年 7月 7日．  
18 .  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

Web Seminar．オンライン． 2021年 7月 8日．  
19 .  平野照之：令 和の脳卒 中： 3つ のゼロを 目指して．

Stroke Care  Network Web Meet ing．大阪・オン
ライン． 2021年 7月 9日．  

20 .  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

Web Seminar．オンライン． 2021年 7月 9日．  
21 .  平野照之：脳卒 中医は AFIREをどう 解釈した か．

Expert Meet ing on Cardio logy  〜 Road to  NEJM
〜．大阪・オンライン． 2021年 7月 11日．  

22 .  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

講演会 on web～片頭痛治療のパラダイムシフト～．
オンライン． 2021年 7月 15日．  

23 .  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

Web Seminar．オンライン． 2021年 7月 19日．  
24 .  海野佳子：頭痛の診かた．杏林頭痛懇談会．東京．

2021年 7月 29日．  
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25.  海野佳子：片頭痛のお話．アムジェン株式会社社内

勉強会．オンライン． 2021年 7月 30日．  
26 .  天野達雄：脳出血  穿通動脈と微小動脈瘤〜高血圧

性脳出血について調べてみた〜．第 7回軽井沢脳血
管内治療セミナー．軽井沢． 2021年 7月 31日．  

27 .  海野佳子：脳梗塞治療の進歩と今後の展望．杏林大

学医学部医学研究科共通講義．オンライン． 2021
年 8月 5日 -11日．  

28 .  河 野 浩 之 ： 国 内 で の PFO 閉 鎖 術 の あ ゆ み ． PFO 
Brain Conference．オンライン． 2021年 8月 6日．  

29 .  平野照之： TARGET:STROKE．脳卒中診療〜超急

性期から再発予防まで〜．東京・オンライン．2021
年 8月 17日．  

30 .  河野浩之：Stroke Onco logyの現状と課題．Eliquis
インターネット講演会．オンライン．2021年 8月 18
日．  

31 .  河野浩之：COVID-19ワクチンと血小板減少症を伴

う血栓症．第 3回脳卒中ネットワーク．オンライン．

2021年 8月 19日．  
32 .  天 野 達雄 ： Stryker血 栓 回収 デ バイ スの 活か し方 ．

第 2回日本脳 神経内科血 管 内治療研究会 学術集会．

オンライン． 2021年 8月 21日．  
33 .  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

連 携講 演会 ～片 頭痛 患者 さん への 貢献 ～． オン ラ

イン． 2021年 8月 26日．  
34 .  平野照之：脳卒中治療ガイドライン 2021．イグザ

レ ル ト ウ ェ ブ カ ン フ ァ レ ン ス Thrombo-Embolism 
Management  on AF/VTE．東京・オンライン．2021
年 8月 30日．  

35 .  河野浩之：画像診断を極める．日本神経学会第 4回
特別教育研修会脳卒中コース．東京． 2021年 9月 5
日．  

36 .  天野達雄：脳出血と微小動脈瘤〜シャルコー・ブシ

ャール動脈瘤〜．第 15回東 京脳卒中の血管内治療
セミナー．オンライン． 2021年 9月 5日．  

37 .  平 野 照 之 ： 脳 卒 中 治 療 update． New Normal  for  
Stroke Web Conference．熊本・オンライン．2021
年 9月 8日．  

38 .  平野照之：令 和の脳卒 中： 3つ のゼロを 目指して．

Stroke Care Meet ing令 和 時 代 の 脳 卒 中 治 療 を 考
える．横浜・オンライン． 2021年 9月 10日．  

39 .  天野達雄：脳梗塞診療アップデート．Brain Heart
セミナー．立川． 2021年 9月 10日．  

40 .  平 野照 之： 東京 都対 策推 進計 画と 私た ちが やる べ

きこと．城南エリア脳卒中連携フォーラム．東京・

オンライン． 2021年 9月 14日．  
41 .  平野照之：脳卒中の地域連携医療：TREAT．第 2回

Wakayama脳卒中 Seminar．和歌山・オンライン．

2021年 9月 16日．  
42 .  平 野 照 之 ： 脳 卒 中 治 療 update ． 天 草 郡 市 医 師 会

WEBセミナー〜これからの脳卒中診療を考える〜．

熊本・オンライン． 2021年 9月 21日．  
43 .  平野照之： Time Every Brain：杏林脳卒中センタ

ーの取り組み．新宿脳卒中カンファレンス．東京・

オンライン． 2021年 9月 27日．  
44 .  平野照之：令和の脳卒中：３つのゼロを目指して．

脳 疾患 ケア ネッ トー ワー クミ ーテ ィン グ〜 健康 長

寿を達成するための明日へのシナリオ〜．京都・オ
ンライン． 2021年 10月 2日．  

45 .  海 野 佳 子 ： 服 薬 ア ド ヒ ア ラ ン ス ．

CONVERSATIONS in MOTION ワークショップ．
オンライン． 2021年 10月 3日．  

46 .  平野照之：GL2021で読み解く心原性脳塞栓症の予

防．高齢者の心房細動治療セミナー．小樽・オンラ
イン． 2021年 10月 5日．  

47 .  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．片頭痛治療

Web Seminar．オンライン． 2021年 10月 6日．  
48 .  平 野 照 之 ： 超 高 齢 社 会 に おけ る PSCコ ア 施 設 の 役

割．抗血栓シアター．東京・オンライン．2021年 10
月 13日．  

49 .  海野佳子：片頭痛治療の新たな可能性．武蔵野市薬

剤師会．オンライン． 2021年 10月 14日．  
50 .  平野照之： Life  goes on〜人生 100年時代の抗凝固

療 法 に つ い て 考 える 〜 ． 心房 細 動 Web講 演 会 ． 大

分・オンライン． 2021年 10月 15日．  
51 .  河野浩之：がん関連脳卒中について考える．心房細

動 Web講演会．オンライン． 2021年 10月 15日．  
52 .  天野達雄：私の履歴書〜脳卒中専門医・脳血管内治

療専門医として〜． Expert  Meet ing on Cerebral  
Circulat ion．オンライン． 2021年 10月 15日．  

53 .  平野照之：コロナ禍での脳卒中医療連携 /体制につ

いて．ストップ !  NO卒中プロジェクト  in MIYAGI．
仙台・オンライン． 2021年 10月 18日．  

54 .  平野照之：コロナ禍での脳卒中医療連携 /体制につ

いて．ストップ !  NO卒中プロジェクト支部講演会
in徳島県．徳島・オンライン． 2021年 10月 19日．  

55 .  天野達雄：末梢領域での combine〜 TronFXⅡ  2-15
の有用性〜．AISデバイス戦国時代〜私が考えるデ
バイス選択〜．オンライン． 2021年 10月 19日．  

56 .  平野照之：コロナ禍での脳卒中医療連携 /体制につ

いて．ストップ !  NO卒中プロジェクトエリア会議
in岐阜．岐阜・オンライン． 2021年 10月 20日．  

57 .  平野照之：令 和の脳卒 中： 3つ のゼロを 目指して．

第 20回高知県脳神経外科研究会．オンライン．2021
年 10月 22日．  

58 .  平 野 照 之 ： Stroke Oncology Overview ． Stroke  
Onco logyに関する社内研修会（第一三共）．東京・
オンライン． 2021年 10月 25日．  

59 .  海 野佳 子： ガイ ドラ イン に基 づい た新 しい 片頭 痛

診療．片頭痛 WEBセミナー．オンライン． 2021年
10月 26日．  

60 .  天 野達 雄： 心原 性脳 塞栓 症ア ップ デー ト〜 血栓 回

収療法から再発予防まで〜．循環器 Webセミナー．
立川． 2021年 11月 1日．  

61 .  平野照之：コロナ禍での脳卒中医療連携 /体制につ

いて．ストップ !  NO卒中プロジェクトエリア会議  
in 福島 2021．福島・オンライン．2021年 11月 2日．  

62 .  平野照之：コロナ禍での脳卒中医療連携 /体制につ

いて．ストップ !  NO卒中プロジェクトエリア会議  
in 滋賀．滋賀・オンライン． 2021年 11月 4日．  

63 .  天 野達 雄： 血栓 回収 デバ イス を最 大限 に活 かす 画

像診断．Medtronic  AIS Seminar 血栓回収療法〜
私の流儀〜．鹿児島． 2021年 11月 5日．  

64 .  平野照之：コロナ禍での脳卒中医療連携 /体制につ

いて．ストップ !  NO卒中エリア Web講演会 2021 in 
Kyoto．京都・オンライン． 2021年 11月 6日．  

65 .  河 野 浩之 ：治 療 方針 に悩 んだ PFO関 連 脳梗 塞の 症

例．第 8回循環器疾患における診療連携を促進する
会．オンライン． 2021年 11月 6日．  
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66.  平野照之：コロナ禍での脳卒中医療連携 /体制につ

いて．ストップ !  NO卒中プロジェクトエリア会議  
in 熊本．熊本・オンライン． 2021年 11月 8日．  

67 .  平野照之：コロナ禍での脳卒中医療連携 /体制につ

いて．オホーツク脳卒中医療連携講演会．旭川・オ
ンライン． 2021年 11月 10日．  

68 .  海 野 佳 子 ： 慢 性 化 さ せ な い 頭 痛 治 療 と は ．

Headache Master Schoo l Japan 2021 Web 
Autumnal Seminar．東京・オンライン．2021年 11
月 14日．  

69 .  平野照之：高齢 AF患者における服薬管理のコツ．

メディセオ XRA Web講演会．東京・オンライン．

2021年 11月 16日．  
70 .  平野照之：令 和の脳卒 中： 3つ のゼロを 目指して．

塩筑医師会学術研究会．松本・オンライン．2021年
11月 16日．  

71 .  海 野佳 子： 頭痛 の診 かた ～国 際頭 痛分 類と 頭痛 診

療ガイドライン 2021．武蔵 野市医師会講演．オン

ライン． 2021年 11月 24日．  
72 .  海野佳子：最新の片頭痛治療．片頭痛診療を考える

会．オンライン． 2021年 11月 26日．  
73 .  平野照之： 2021改訂からみる脳卒中治療の最新ト

レンド．脳卒中治療 Up To Date．東京・オンライ
ン． 2021年 11月 29日．  

74 .  平野照之：令 和の脳卒 中： 3つ のゼロを 目指して．

阿 蘇 郡 市 医 師 会 Web講 演 会〜 脳 卒 中 ネ ッ ト ワー ク
〜．阿蘇・オンライン． 2021年 11月 30日．  

75 .  平野照之：令 和の脳卒 中： 3つ のゼロを 目指して．

New Normal  for  Stroke  Web Conference Vo l.2．
熊本・オンライン． 2021年 12月 1日．  

76 .  海野佳子：新しい片頭痛治療～抗 CGRP関連薬剤に

できること～．Migraine  Free Web Seminar．オン
ライン． 2021年 12月 2日．  

77 .  海 野佳 子： 新し くな った 片頭 痛治 療～ 頭痛 の診 療

ガイドライン 2021～．Migraine Free Seminar．オ
ンライン． 2021年 12月 2日．  

78 .  平野照之：脳梗塞の診断と治療：黒本から 20年．第

5回広小路脳卒中 Meeting．京都・オンライン．2021
年 12月 3日．  

79 .  平野照之：脳卒中のトータルマネジメント．Total  
Management  o f Stroke & Epi lepsy Seminar．オ
ンライン． 2021年 12月 4日．  

80 .  平野照之：COVID-19と脳卒中．2021年度日本神経

学会関東・甲信越地区生涯教育講演会．オンライン．
2021年 12月 5日．  

81 .  天 野達 雄： 今シ ーズ ン調 べた こと 〜微 小動 脈瘤 ＆

末 梢 血 管 閉 塞 〜 ． Chikugo Neuro Intervent ion 
Seminar．福岡． 2021年 12月 5日．  

82 .  河 野 浩 之 ： Stroke Oncology の 現 状 ． Meet the  
Expert．がんと脳卒中を考える．オンライン．2021
年 12月 9日．  

83 .  平野照之： 2021改訂にみる脳卒中診療 update．栃

木から世界の脳卒中を知る．宇都宮・オンライン．
2021年 12月 10日．  

84 .  天野達雄：灌流 CTを 3年間 使ってみて．第 2回 AIS 
CLOUD Meet ing．オンライン．2021年 12月 15日．  

85 .  平 野 照 之 ： LINQing AF detect ion and stroke  
prevent ion． Stop!  Secondary Stroke Week．オン
ライン． 2021年 12月 16日．  

86 .  海野佳子：片頭痛のお話．大塚製薬株式会社社内勉

強会．オンライン． 2021年 12月 23日．  

87 .  平野照之：令 和の脳卒 中： 3つ のゼロを 目指して．

脳 卒 中 Webセ ミ ナ ー in新 潟 ． 新 潟 ・ オ ン ラ イ ン ．
2022年 1月 14日．  

88 .  平野照之：心房細動と脳卒中．脳神経・循環器カン

ファランス．東京・オンライン． 2022年 1月 18日． 
89 .  平野照之：脳卒中のトータルマネジメント．脳卒中

とてんかんを考える会．東京・オンライン．2022年
1月 19日．  

90 .  平 野照 之： 脳領 域に おけ るプ ラス グレ ルの 役割 ．

Stroke Hot Topics @Web Seminar．東京・オンラ
イン． 2022年 1月 24日．  

91 .  平野照之：ポストコロナをみすえた脳卒中連携．北

多摩南部脳卒中ネットワーク研究会・令和 3年度脳
卒中地域連携診療計画合同委員会．東京・オンライ
ン． 2022年 1月 28日．  

92 .  平野照之：脳卒中診療のトピックス 2022．イグザ

レルト発売 10周年記念講演会 in山口．オンライン．
2022年 2月 3日．  

93 .  平野照之：脳卒中の地域連携医療： TREAT．岐阜

県 脳 卒 中 連 携 Webセ ミ ナ ー． 岐 阜 ・ オ ン ラ イン ．
2022年 2月 8日．  

94 .  海 野 佳 子 ： 「 女 性 」 を 意 識 し た 片 頭 痛 治 療 ．

MIGRAINE WEBセミナー．三鷹．2022年 2月 10日． 
95 .  平 野 照 之 ： 脳 卒 中 サ バ イ バ ー の レ ジ リ エ ン ス ．

Stroke Care Network Meet ing．東京・オンライン．
2022年 2月 9日．  

96 .  平野照之：令和のキーワード：脳循法・PSC・ガイ

ドライン 2021．わが街の脳卒中診療を考える会〜
地 域ご との 新し い脳 卒中 救急 診療 体制 と共 に脳 卒
中 の治 療戦 略を 再考 する 〜． 水戸 ・オ ンラ イン ．

2022年 2月 15日．  
97 .  平野照之：脳卒中の地域連携医療： TREAT．京都

南部脳卒中連携講演会．京都・オンライン．2022年
2月 19日．  

98 .  平野照之：超高齢社会ニッポンの脳卒中連携医療．

Epilepsy Seminar 〜 脳 卒 中 後 て ん か ん を 考 え る

〜．東京・オンライン． 2022年 2月 21日．  
99 .  平野照之：Time Every Brain．第 1回脳卒中と血管

障 害 の 勉 強 会  気 楽 に 学 ん で 臨 床 に 活 か す ． 宇 都

宮・オンライン． 2022年 2月 22日．  
100.  平 野照 之： 令和 の脳 卒中 〜３ つの ゼロ を目 指し て

〜． Stroke  Care  Network Meet ing  TAMA 2022．
東京・オンライン． 2022年 3月 4日．  

101.  河野浩之：CT灌流画像の活用，一過性脳虚血発作，

てんかん．第 33回良い画像 を作るための神経放射

線カンファレンス．オンライン． 2022年 3月 10日． 
102.  海野佳子：意外と知らない ⁈片頭痛のこと～最新の

標 準的 片頭 痛診 療～ ．医 療従 事者 に知 って 欲し い

片頭痛診療．東京． 2022年 3月 11日．  
103.  海野佳子：頭痛の診かた ―国際頭痛分類と頭痛診療

ガイドライン 2021―．東名古屋医師会臨床懇談会．

水戸． 2022年 3月 12日．  
104.  平野照之：失われた 10年を 繰り返さないために．

STROKE 2022 海外招請講演（卒中）基調講演．オ

ンライン． 2022年 3月 13日．  
105.  平野照之：脳卒中のトータルマネジメント．南加賀

て んか ん診 療を 考え る会 〜て んか ん連 携を 考え る

〜．石川・オンライン． 2022年 3月 23日．  
106.  平 野照 之： 脳領 域で のプ ラス グレ ルの 有用 性と 今

後 の課 題． 脳領 域に おけ るエ フィ エン ト適 応追 加

講 演 会 〜 心 臓 領 域 に お け る 知 見 &脳 領 域 に お け る
期待〜．東京・オンライン． 2022年 3月 29日．  
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Univers ity School o f  Medic ine,  2Tokyo  
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6Tokyo Medical  Univers i ty Hachioj i  Medical  
Center,  7 Japanese Red Cross Musashino  
Hospital ,  8Hino Municipal Hospital ,  
9Department o f  Neurosurgery,  Kyorin 
Univers ity) (TREAT study group) ： Negative 
impact o f  Interhospital  Transfer on Cl inical  
Outcomes o f Mechanical Thrombectomy for Fast 
Progressive  Stroke． J Stroke Cerebrovasc  Dis．
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( 1Sanda City Hospital ,  2Hyogo Co llege o f  
Medic ine,  3NHO Kyushu Medical  Center,  
4National Cerebral and Cardiovascular Center,  
5Osaka Univers i ty,  6The  George Washington 
Univers ity,  7NHO Osaka National Hospital ,  
8Nippon Medical  School,  9Internat ional  
Univers ity o f  Health and Welfare):  Sex  
dif ferences in management and outcomes of  

cardioembolic  s troke:  Post hoc analysis o f  The  
RELAXED Study.  J Stroke Cerebrovasc Dis .  
30(4).  105613.  2021.  

5.  Saito  M1 ,  Kawano H,  Koyanagi M 2,  Gomyo  M 3,  
Yokoyama K 3,  Hirano  T ( 1 Department o f  Stroke  
and Cerebrovascular  Medic ine,  Kyorin 
Univers ity Hospital ,  2 Radio logy Department  
Kyor in Univers i ty Hospital ,  3 Departemnt o f  
Radio logy ,  Kyor in Universi ty  School  o f  
Medic ine ):  Teaching Video NeuroImages:  ECG-
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in Cryptogenic  Stroke.  Neurology.  97(4).  e431-
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( 1Goushi Hospital ,  2Hyogo  Col lege o f Medic ine,  
3NHO Kyushu Medical  Center,  4National  
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Univers ity,  6George Washington Univers ity  
Biostatics Center,  7NHO Osaka National  
Hospital ,  8Nippon Medical Schoo l,  
9 Internat ional Univers ity o f  Health and 
Welfare ):  ASPECTS-region-dependent 
Functional Outcomes after  Endovascular  
Therapy in Pat ients with Cardioembol ic  Stroke.  
J Stroke Cerebrovasc Dis.  30(7).  105814.  2021.   
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2021.   

8.  Shigeta K 1,  Suzuki K2 ,  Matsumaru Y 3,  Takeuchi  
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2.  関口進一郎：第 27回小児科 医のための臨床研修指

導医講習会．代表世話人．公益社団法人日本小児科

学会．オンライン． 2021年 7月 3-4日．  
3.  関口進一郎：杏林大学医 学 部付属病院第 31回指導

医養成ワークショップ，チーフタスクフォース．三

鷹市． 2021年 11月 20日 -21日 .  
4.  関口進一郎：第 28回小児科 医のための臨床研修指

導医講習会．代表世話人．公益社団法人日本小児科

学会．オンライン． 2022年 1月 8-9日．  
5.  江頭説子：日本労働社会学会主催「日本労働社会学

会第 33回大会」．大会実行委員．大阪． 2021年 10
月 23日 -24日．  

6.  江頭節子：杏林大学医学部付属病院  第 31回指導医

養 成ワ ーク ショ ップ ．タ スク フォ ース ．三 鷹市 ．

2021年 11月 20日 -21日 .  
7.  冨田泰彦：杏林大学医学部付属病院  第 31回指導医

養成ワークショップ．ディレクター．三鷹市．2021
年 11月 20日 -21日 .  

8.  冨田泰彦：全国自治体病院協議会主催  第 161回臨

床研修指導医養成講習会．タスクフォース．オンラ

イン． 2022年 2月 19日 -20日．  
9.  矢島知治：杏林大学医学部付属病院  第 31回指導医

養 成ワ ーク ショ ップ ．タ スク フォ ース ．三 鷹市 ．

2021年 11月 20日 -21日 .  
 
 

肉眼解剖学教室  

 

講  演  

1.  山田賢治，関谷繁樹，吉澤貴弘，佐藤文香，林進，

長瀬美樹，松村讓兒：稀な長母指伸筋腱の走行変異
がみられた４症例．第 64回 日本手外科学会学術集

会．オンライン． 2021年 4月 22-23日．  
2.  長 瀬美 樹： 鉱質 コル チコ イド 受容 体活 性化 と食 塩

感受性高血圧、慢性腎臓病．第 50回日本心脈管作動
物質学会．松本市． 2021年 7月 16日．  

3.  長瀬美樹：MR関連高血圧の新たな展開．第 51回日

本腎臓学会東部学術大会．オンライン．2021年 9月
25日．  

4.  山田賢治，宮方基行，山口芳裕，丹羽正利，島田厚

良，長瀬美樹，松村讓兒：クラッシュ症候群におけ
る 虚 血 ・ 再 灌 流 障 害 予 防 効 果 に 関 す る 研 究 ―ラ ッ
ト・クラッシュ症候群モデルの確立 ―．第 36回日本

整形外科学会基礎学術集会．オンライン． 2021年
10月 14-15日．  

5.  長瀬美樹：プリザーブド法（ピロリドン固定法）．

第 4回 CST研究会．千葉市． 2021年 11月 3日．  
6.  山田賢治，長瀬美樹，松村讓兒：長母指伸筋腱の走

行変異についての疫学調査．令和 3年度第 50回杏林

医学会総会．三鷹市． 2021年 11月 20-29日．  
7.  山田賢治，長瀬美樹，松村讓兒，持田勇希，落合剛

二，宮方基行，山口芳裕：微小神経電図法による血

管周囲神経活動電位の検出～ Sihler 染色による解
剖体の検討．第 49回日本救急医学会総会・学術集会．
東京． 2021年 11月 23日．  

8.  長瀬美樹：解剖学でキャリアをどう築くか ?内科医

から転向した解剖学教員からの提言．第 127回日本
解剖学会総会・全国学術集会．オンライン．2022年
3月 27日．  

9.  上野仁之，只野喜一，山本智朗，大石篤郎，松村讓

兒，長瀬美樹：脳解剖学実習と MRI画像の統合的教

育の試み．第 127回日本解剖学会総会・全国学術集
会．オンライン． 2022年 3月 27日．  

10 .  濱田知宏，西堀元樹，山本智朗，松村讓兒，長瀬美

樹：両肺の分葉異常を呈したご遺体の 1例．第 127
回日本解剖学会総会・全国学術集会．オンライン．
2022年 3月 28日．  

11 .  大竹もも，山本智朗，長濱清隆，柴原純二，松村讓

兒，長瀬美樹：解剖実習体のオートプシーイメージ
ン グ で 発 見 さ れ た 前 立 腺 癌 骨 転 移 の 1例 ～ 医 療 画

像と肉眼解剖所見、病理所見の比較〜．第 127回日
本解剖学会総会・全国学術集会．オンライン．2022
年 3月 28日．  

論  文  

1.  Watanabe K 1,  Tokumine J 1,  Le for AK 2,  
Nakazawa H 1,  Yamamoto K3,  Karasawa H 3,  
Nagase  M,  Yorozu T 1 （ 1 Department o f  
Anesthesiology,  2Department of Surgery ,  J ichi  
Medical  Univers ity,  3Medical  System Research & 
Development  Center ,  FUJIFILM Corporat ion）：
Photoacoust ic  needle  improves needle  t ip  
visibi l ity dur ing deep peripheral nerve block.  
Sci  Rep.  11(1).  8432.  2021.   

2.  Oishi A,  Gbahou F 1,  and Jockers R1 (1 Insti tut  
Cochin,  Univers i te  de Paris,  Par is,  France. )：
Meatonin receptors,  brain funct ions and 
therapies.  Handb Cl in Neurol.  179.  345-356.  
2021.  

3.  Duquenne M 1,  Fo lgue ira C 1,  Bourrouh C 1,  Mil le t  
M2,  Si lva A 3,  Clasadonte J 1,  Imbernon M1 ,  
Fernandois D 1,  Mart inez-Corral  I 1 ,  Kusumakshi  
S1 ,  Caron E 1,  Rasika S1 ,  Del ig lia E1 ,  Jouy N 1,  
Oishi A,  Mazzone M 1,  Tr inquet E 1,  Tavernier J 1,  
Kim Y1 ,  Ory S1 ,  Jockers R 3,  Schwaninger M 1,  
Boehm U 1,  Nogueiras  R1,  Annicotte  J 1,  Gasman 
A 2,  Dam J 3,  Prévot V 1.  ( 1Univ.  L i l le ,  Inserm,  
CHU Lil le ,  Laboratory of Development and 
Plast ic i ty o f  the Neuroendocrine Brain,  L i l le  
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Neurosc ience & Cognit ion ,  UMR-S1172,  EGID,  
DISTALZ,  Li l le ,  France.  2Univers i te  de  
Strasbourg,  Insti tut  des  Neurosciences  
Cel lulaires  et  Integrat ives ,  Strasbourg,  France.  

3 Inst itut Cochin,  Universi te  de Par is,  Par is,  
France)  :Lept in  brain  entry v ia a tanycytic  
LepR–EGFR shuttle  controls l ipid metabo lism 
and pancreas funct ion.  Nature Metabol ism. 3(8).  
1071-1090.  2021.  

4.  Lucey M 1,  Ashik  T 1,  Marzook A 1,  Wang Y1 ,  
Goulding J 1,  Oishi A,  Broichhagen J 1,  Hodson D 1,  
Minnion J 1,  Elani Yv1 ,  Jockers R2,  Br iddon S 1,  
Bloom S 1,  Alejandra Tomas A 1,  Jones B 1.  
( 1Imper ial  Col lege  London,  London,  United 
Kingdom.  2 Inst itut Cochin ,  Univers i te  de Par is,  
Par is,  France ) ： Acylat ion o f the  incret in  
pept ide exendin-4 directly impacts  GLP-1 
receptor  s ignall ing and traf ficking.  Mol  
Pharmaco l.  100(4).  319-334.  2021.  

5.  Mochida Y 1,  Ochiai  K1 ,  Nagase T 2,  Nonomura K 3,  
Akimoto Y4,  Fukuhara H5,  Sakai T 6,  Matsumura 
G,  Yamaguchi Y1 ,  Nagase M （ 1 Department o f  
Trauma and Critical  Care  Medic ine,  2Kunitachi  
Aoyagien Tachikawa Ger iatr ic  Health  Services  
Fac il ity,  3Divis ion o f Embryo logy,  National  
Inst itute for  Basic  Bio logy,  4Department o f 
Microscopic  Anatomy,  5Department o f  Uro logy,  
6 Juntendo  Universi ty  Faculty  of  Health  
Science）： Piezo2 express ion and i ts a lteration 
by  mechanical  forces in  mouse mesangial  cel ls  
and renin-producing cel ls .  Sc i  Rep.  12(1).  4197.  
2022.   

6.  Miyamoto M1,  Nagase  M, Watanabe I1 ,  
Nakagawa H 1,  Karita K 2,  Tsuj i  DH5 ,  Montagnol i  
AN 6,  Matsumura G,  Saito  K1 （ 1 Department o f  
Oto laryngology-Head and Neck 
Surgery,  2Department o f  Hygiene  and Public  
Health ,  3 Department  of Otolaryngology,  
Univers ity o f  São  Paulo  Schoo l o f  Medicine,  
4Department  o f Electric  Engineering,  Federal  
Univers ity o f  São  Car los）：Excised human larynx 
in N-vinyl -2-pyrro lidone-embalmed cadavers can 
produce voiced sound by pliable  vocal fo ld 
vibrat ion.  Anat  Sc i  Int.2022.  
DOI:10.1007/s12565-021-00646-3.  

7.  山本智朗 1，阿部竜馬 1，川口廉 1，小山瑠奈 1，西田

陽 1，小林邦典 1，松友紀和 1，只野喜一 1，深見光葉
1，長瀨美樹（ 1杏林大・保・診療放射線技術学科）：

X線撮影、X線 CT、MRIおよび頭部 DSAを用いた死
後画像撮像について．Rad Fan．20．86-91．2022.  

8.  上野仁之，長瀬美樹，山本智朗 1（ 1杏林大・保・診

療放射線技術学科）：解剖実習における肉眼解剖所
見とご遺 体の CT・ MRI画像 対比によ る教育 ． Rad 
Fan． 20． 92-95． 2022.  

著  書  

1.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．1精神神

経系：中枢神経系．解剖生理・病態生理・薬学管理

へ  お薬立ち  BOOK2022．南山堂． 2022． 2-14.  
2.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．2精神神

経系：末梢神経系．解剖生理・病態生理・薬学管理

へ  お薬立ち  BOOK2022．南山堂． 2022． 15-25.  
3.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．3呼吸器

系 ． 解 剖 生 理 ・ 病 態 生 理 ・ 薬 学 管 理 へ  お 薬 立 ち  
BOOK2022．南山堂． 2022． 26-33.  

4.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．4循環器

系 ． 解 剖 生 理 ・ 病 態 生 理 ・ 薬 学 管 理 へ  お 薬 立 ち  
BOOK2022．南山堂． 2022． 34-49.   

5.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．5血液・

造血器系．解剖生理・病態生理・薬学管理へ  お薬
立ち  BOOK2022．南山堂． 2022． 50-62.   

6.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．6消化器

系 ． 解 剖 生 理 ・ 病 態 生 理 ・ 薬 学 管 理 へ  お 薬 立 ち  
BOOK2022．南山堂． 2022． 63-72.   

7.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．7代謝系．

解 剖 生 理 ・ 病 態 生 理 ・ 薬 学 管 理 へ  お 薬 立 ち  
BOOK2022．南山堂． 2022． 73-80.   

8.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．8内分泌

系 ． 解 剖 生 理 ・ 病 態 生 理 ・ 薬 学 管 理 へ  お 薬 立 ち  
BOOK2022．南山堂． 2022． 81-94.   

9.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．9免疫・

炎症・アレルギー．解剖生理・病態生理・薬学管理
へ  お薬立ち  BOOK2022．南山堂．2022．95-105.   

10.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理． 10骨・

関節・カルシウム代謝．解剖生理・病態生理・薬学
管理へ  お薬立ち  BOOK2022．南山堂．2022．106-
114.   

11.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．11泌尿

器・生殖器系．解剖生理・病態生理・薬学管理へ  お
薬立ち  BOOK2022．南山堂． 2022． 115-131.  

12.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理． 12眼．

解 剖 生 理 ・ 病 態 生 理 ・ 薬 学 管 理 へ  お 薬 立 ち  
BOOK2022．南山堂． 2022． 132-137.  

13.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．13耳鼻

咽喉系．解剖生理・病態生理・薬学管理へ  お薬立

ち  BOOK2022．南山堂． 2022． 138-146.  
14.  松村讓兒：Ⅰ  薬物治療に向けた解剖生理．14皮膚．

解 剖 生 理 ・ 病 態 生 理 ・ 薬 学 管 理 へ  お 薬 立 ち  
BOOK2022．南山堂． 2022． 147-153.  

 
 

顕微解剖学教室  

 
講  演  

1.  青柳共太，山下俊一，西脇知世乃，中道洋子，秋元

義弘，神吉智丈，今泉美佳：膵 β細胞におけるミト
コ ンド リア 品質 管理 の破 綻は イン スリ ン分 泌不 全

を誘導する．第 64回日本糖尿病学会年次学術集会．
オンライン． 2021年 5月 20-22日．  

2.  Itoh K,  Akimoto Y,  Kondo S,  Ichimiya T,  Aoki K,  
Tiemeyer M, Nishihara S:  The roles o f  
glucuronylated core 1  g lycans in  the local izat ion 
of neuromuscular junct ions and the formation o f  
basement membranes  on drosophila musc les .  日
本顕微鏡学会第 77回学術講演会．つくば市・オンラ
イン． 2021年 6月 14-16日．  

3.  宮 東昭 彦： デジ タル 画像 の取 り扱 いと デー タ数 値

化の基礎．第 46回組織細胞化学講習会．オンライン．
2021年 8月 18日 -9月 14日．  

4.  山本陽香，浜田真美加，高橋勝彦，小林恒雄，秋元

義弘，中島元夫，入村達郎，東伸昭：ヘパラナーゼ
が細胞外小胞産生に与え る 影響．第 65回日 本薬学

会関東支部大会．オンライン． 2021年 9月 11日．  
5.  内田あや，鈴木穂香，高瀬比菜子，平手良和，平松

竜司，宮東昭彦，秋元義弘，金井正美，金井克晃：

マ ウス 精巣 網を 介し たセ ルト リバ ルブ の形 成お よ
び精子発生制御機構の解明．第 114回日本繁殖生物
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学会大会．オンライン． 2021年 9月 21-24日．  
6.  秋元義弘：組織細胞化学の最新研究．電子顕微鏡を

用いた糖質の組織細胞化 学 ．第 62回日本組 織細胞

化学会総会・学術集会．オンライン．2021年 9月 24-
26日．  

7.  寺本直弥，前澤善朗，遠藤裕介，秋元義弘，横手幸

太郎：糖尿病性腎臓病における転写因子 Tcf21の機
能解析．第 36回日本糖尿病合併症学会．オンライン．
2021年 10月 8-9日．  

8.  寺本直弥，前澤善朗，遠藤裕介，秋元義弘，横手幸

太郎：糖尿病性腎臓病における転写因子 Tcf21の機
能解析．第 53回日本動脈硬化学会総会・学術集会．

京都市・オンライン．2021年 10月 23日 -11月 30日．  
9.  和田晴香，三好潤，黒沼智，日比則孝，西成田悠，

小栗典明，松浦稔，竹内修，小林拓，秋元義弘，日

比紀文，久松理一：5-アミノサリチル酸の抗炎症作
用における腸管微生物叢 の 関与．第 49回日 本臨床
免疫学会総会．オンライン． 2021年 10月 28-30日． 

10 .  青柳共太，山下俊一，西脇知世乃，中道洋子，秋元

義弘，神吉智丈，今泉美佳：膵 β細胞におけるミト
コ ンド リア 品質 管理 の破 綻は イン スリ ン分 泌不 全

を誘導する．第 94回日本生化学会大会．オンライン．
2021年 11月 3-5日．  

11 .  山田竜一，小栗晶，藤木克則，白髭克彦，平手良和，

金井正美，竹添裕高，秋元義弘，高橋直樹，金井克
晃 ： 頭 部 外 胚 葉 に お け る レ ン ズ 誘 導 に お け る
Mab21l1の機能．第 44回日本分子生物学会年会．横

浜市・オンライン． 2021年 12月 1-3日．  
12 .  小川裕子，池本守，三浦ゆり，津元裕樹，遠藤玉夫，

本車田悠希，堤周平，長島茉央，松岡千裕，原紅音，

秋元義弘，川上速人，矢ノ下良平：アミノペプチダ
ー ゼに 着目 した ヒト 唾液 由来 細胞 外小 胞の 性状 解
析．日本薬学会第 142年会．オンライン． 2022年 3
月 25-28日．  

13 .  秋元義弘，三浦ゆり，宮東昭彦， Gerald W Hart，
遠藤玉夫：核内で糖修飾 β-アクチンと相互作用する

タンパク質の解析．第 127回日本解剖学会総会・全
国学術集会．オンライン．2022年 3月 27日 -5月 27日． 

14 .  菅原大介，秋元義弘，川上速人：H型フコシル化糖

鎖 を発 現す る大 腸上 皮細 胞と ，そ の機 能的 意義 の
解析．第 127回日本解剖学 会総会・全国学術集会．
オンライン． 2022年 3月 27日 -5月 27日．  

論  文  

1.  Yamada R1 , 2 ,  Oguri  A 1,  Fujik i  K1 ,  Shirahige K 1,  
Hirate Y 3,  Kanai -Azuma M 3,  Takezoe H 4,  
Akimoto Y,  Takahashi N1 , 2 ,  Kanai Y 1 (1The  
Univers ity o f  Tokyo,  2 RNA Company Limited,  
3Tokyo Medical  and Dental Univers i ty,  4Genble  
Inc. ) :  MAB21L1 modulates  gene express ion and 
DNA metabo lic  processes in the lens placode.  Dis  
Model Mech.  14(12).  dmm.049251.  2021.   

2.  Ogawa Y1,  Akimoto Y,  Ikemoto M 1,  Goto Y 1,  
Ishikawa A1,  Ohta S 1,  Takase Y 1,  Kawakami H,  
Tsuj imoto  M 1,  Yanoshita  R 1 ( 1Te ikyo  Heisei  
Univers ity) :  Stabi l ity of  human sal ivary  
extrace llular ves icles containing dipeptidyl  
pept idase  IV under simulated gastro intestinal  
tract  condit ions.  Biochem Biophys Rep.  27.  
101034.  2021.  

3.  Yoshida Y 1,  Yamada A1 ,  Akimoto Y,  Abe K1 ,  
Matsubara S2,  Hayakawa J 2,  Tanaka J 1,  
Kinoshita M 1,  Kato T3,  Ogata H 3,  Sakashita A3,  
Mishima K 1,  Kubota Y 4,  Kawakami H,  Kamijo  R1,  
Ii j ima T 1 ( 1Showa Universi ty,  2Laboratory for  

Electron Microscopy,  Kyorin  Universi ty School  
of  Medicine,  3 Showa Univers ity Yokohama 
Northern Hospital ,  4 Keio  Univers ity School o f  
Medic ine ):  Cdc42 has important ro les in  
postnatal angiogenesis  and vasculature 
formation.  Deve lop Bio l .  477.  64-69.  2021.   

4.  Wada H 1 , 2* ,  Nakamura M 2*,  Inoue S 3,  Kudo A,  
Hanawa T 4,  Iwakura Y 5,  Kobayashi F 6,  Kamma 
H7,  Kamiya S 4,  I to  K8 ,  Barnes PJ 8,  Takizawa H2  
( 1Juntendo Univers ity,  2 Department o f  
Respiratory Medic ine,  Kyorin Univers i ty Schoo l  
of  Medicine,  3Nagasaki Universi ty,  4 Department  
of  Infect ious Diseases ,  Kyorin Univers ity Schoo l  
of  Medic ine ,  5Tokyo  Universi ty  o f  Science,  
6 Azabu Univers ity,  7 Department o f  Patho logy,  
Kyor in Univers ity School of  Medic ine,  8 Imperial  
Col lege London,  *equal ly contributed):  Dual  
interleukin-17A/F de fic iency protects against  
acute and chronic  response to  c igarette  smoke  
exposure in  mice.  Sc i  Rep.  11(1).  11508.  2021.   

5.  Mochida Y 1 , 2 ,  Ochiai  K 1 , 2 ,  Nagase  T 3,  Nonomura 
K4,  Akimoto Y,  Fukuhara H5 ,  Sakai T 6,  
Matsumura G 1,  Yamaguchi Y 2,  Nagase M 1 , 6  
( 1Department  of  Anatomy,  Kyor in Univers i ty  
Schoo l o f  Medicine,  2 Department o f  Trauma and 
Crit ical  Care Medic ine,  Kyor in Univers ity  
Schoo l o f  Medic ine,  3 Kunitachi  Aoyagien 
Tachikawa Ger iatr ic  Health Services Fac il i ty,  
4National Inst i tute for  Basic  Bio logy,  
5Department  of  Urology ,  Kyor in Univers i ty  
Schoo l o f  Medic ine,  6 Juntendo  Universi ty ):  
Piezo2 expression and its al terat ion by 
mechanical  forces in  mouse mesangial  ce lls  and 
renin-producing ce l ls .  Sc i  Rep.  12(1).  4197.  2022.   

6.  大﨑敬子 1，菅原大介，大野亜希子 2，楠原光謹 2，蔵

田訓 3，米澤英雄 1，徳永健吾 4（ 1杏林大・医・感染

症学， 2杏林大・医・消化器内科学， 3杏林大・保，
4杏林大・医・総合医療学）：胃癌予防をめざした
胃内細菌叢の研究．杏林医会雑誌． 53(1)． s1-4．
2022年 .  

著  書  

1.  Akimoto Y,  Miura Y,  Endo  T,  Hart GW: O-
GlcNAcylation and diabetes.  Comprehensive 
Glycosc ience.  2nd ed.  Barchi J ed.  Elsevier.  2021.  
133-148.  

2.  宮東昭彦，秋元義弘（共著）：デジタル画像の取り

扱いとデータ数値化の基礎．組織細胞化学 2021．
日本組織細胞化学会編．学際企画．2021．213-225．  

 
 

統合生理学教室  

 
講  演  

1.  中島剛：脊髄反射の神経生理学．BiNI Perspect ive  
Conference 2022．オンライン．2022年 8月 29日（招
待講演）．  

論  文  

1.  Nakajima T,  Ohtsuka H,  Irie  S,  Suzuki S 1,  
Ar iyasu R,  Komiyama T 2,  Ohki  Y ( 1Health  
Sciences  Universi ty o f  Hokkaido,  2 Chiba 
Univers ity) :  Visual information increases the  
indirect  corticospinal  excitation v ia cervical  
interneurons in  humans.  J Neurophysio l .  125.  
828-842.  2021.  
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2.  Suzuki S ,  Nakaj ima T,  Ir ie  S,  Ariyasu R,  
Ohtsuka H,  Komiyama T1,  Ohki Y ( 1 Chiba 
Univers ity) :  Subcort ical  contr ibut ion o f  
cort icospinal transmiss ion dur ing visual guided 
switching movement o f  arm. Cereb Cortex.  32(2).  
380-396.  2022.  

3.  Ohtsuka H,  Nakaj ima T,  Komiyama T1 ,  Suzuki  
S2 ,  Ir ie  S,  Ar iyasu R ( 1Chiba Universi ty,  2Health  
Sciences  Universi ty o f  Hokkaido):  Execut ion o f  
natural manipulation in  the air  enhances the  
beta-rhythm intermuscular coherences o f  the  
human arm depending on musc le  pairs.  J  
Neurophysio l .  2021.  do i :  10.1152/ jn.00421.  

4.  Ito  S 1,  Nakagawa K 1,  Nakaj ima T,  I teya M 1,  
Crawshaw L 1,  Kanosue K 1.  ( 1Waseda 
Univers ity) :  Dynamic Contro l  o f  Upper Limb 
Stretch Ref lex in Wrestlers.  Med Sc i  Sports  
Exerc.  54(2).  313-320.  2022.  

5.  Shibuya S,  Unenaka S 1,  Shimada S 2,  Ohki Y 
( 1Hokusho  Universi ty,  2 Meij i  Univers ity ):  
Dist inct  modulation o f mu and beta rhythm 
desynchronization during observat ion o f  
embodied fake hand rotation.  Neuropsycho logia.  
159.  107952.  2021.  

6.  Shibuya S,  Unenaka S1 ,  Ohki Y ( 1Hokusho 
Univers ity) :  Predictabil ity o f  delayed v isual  
feedback under rubber hand i l lusion modulates  
local ization but not  ownership o f  the  hand.  
Front iers  in Psycho logy.  12.  771284.  2021.   

 
 

病態生理学教室  

 
講  演  

1.  Atsumi T,  Ide M, Terao Y:  Atypical  Temporal  
Distraction in Processing Visual Temporal Order  
in Individuals  with Autism Spectrum Disorders.  
Internat ional Socie ty for  Autism Research 
(INSAR) 2021 Annual Meet ing .  USA-Online.  
May 3-5,  2021.  

2.  徳重真一，松田俊一，大山彦光，下泰司，梅村淳，

濱田雅，宇川義一，辻省次，服部信孝，寺尾安生：

脳 深 部 刺 激 療 法 が saccadeの 加 減 速 時 間 に 及 ぼ す
影響．第 62回日本神経学会学術大会．京都・オンラ
イン． 2021年 5月 19日．  

3.  寺田さとみ，徳重真一，市川弥栄子，宮崎泰，  内
堀歩，富樫尚彦，長谷川一子，高橋祐二，松田俊一，
濱田雅，千葉厚郎，宇川義一，辻省次，寺尾安生：

Eye-hand coupl ing in reaching tasks is  impaired 
in  spinocerebe llar  ataxia．第 62回日本神経学会学
術大会．京都・オンライン． 2021年 5月 19日．  

4.  寺尾安生，浅原有揮，宮崎泰，徳重真一，寺田さと

み，内堀あゆみ，市川弥生子，  千葉厚郎，宇川義
一， 須田真千子，向井泰司，宮川晋治，鈴木正彦：

パーキンソニズム患者では表情は乏しいか ?．第 62
回日本神経学会学術大会．京都・オンライン．2021
年 5月 21日．  

5.  渥美剛史，井手正和，寺尾安生：自閉スペクトラム

症 者に おけ る視 覚順 序処 理へ の非 定型 な妨 害効 果
と感覚過敏との関連．第 44回日本神経科学大会．神

戸・オンライン． 2021年 7月 28-31日．  
6.  井手正和，渥美剛史：知覚されない瞬時の刺激オン

セ ット ・オ フセ ット 変化 によ る時 間順 序判 断の 精

度の向上．第 44回日本神経科学大会．神戸・オンラ
イン． 2021年 7月 28-31日．  

7.  松島佳苗，渥美剛史， Mrinmoy Chakrabarty，井

手 正和 ：児 童青 年期 にお ける 視覚 の時 間的 感度 と
自 律 神 経 活 動 に 対 す る 情 動 的 シ グ ナ ル の 影 響
―ASDの 感 覚 処 理 の 神 経 生 理 学 的 基 盤 に 関 す る 予

備的研究 ―．第 44回日本神経科学大会．神戸・オン
ライン． 2021年 7月 28-31日．  

8.  渥美剛史，井手正和，寺尾安生：Mult isensory prior  
entry in  mouse．日本動物心理学会第 81回大会．オ
ンライン． 2021年 10月 30-31日．  

9.  三嶋竜弥，小藤剛史，寺尾安生：シンタキシン 1B
の ハプ ロ不 全に よる 熱性 けい れん の発 症機 序の 解
明．杏林医学会．オンライン．2021年 11月 20-29日．  

10 .  古林俊晃，沼田純希，寺尾安生，宇川義一：運動に

関 連し た擬 音語 が大 脳皮 質運 動野 の興 奮性 に及 ぼ
す影響．第 51回日本臨床神経生理学会学術大会．仙
台・オンライン． 2021年 12月 17日．  

11 .  沼田純希，寺尾安生，菅原憲一，宇川義一，古林俊

晃 ：電 気刺 激に よる 体性 感覚 情報 が下 肢の リズ ム
形成に与える影響．第 51回 日本臨床神経生理学会

学術大会．仙台・オンライン． 2021年 12月 17日．  
12 .  徳重真一，松田俊一，大山彦光，下泰司，梅村淳，

濱田雅，宇川義一，辻省次，服部信孝，寺尾安生：

視 床 下 核 に 対 す る 脳 深 部 刺 激 療 法 は saccadeの 加
減速時間を短縮する．第 51回日本臨床神経生理学
会学術大会．仙台・オンライン．2021年 12月 18日．  

13 .  寺田さとみ，徳重真一，市川弥生子，宮崎泰，内堀

歩，冨樫尚彦，高橋祐二，松田俊一，濱田雅，千葉
厚郎，長谷川一子，宇川義一，辻省次，寺尾安生：

純 粋小 脳型 脊髄 小脳 変性 症に おけ る眼 －指 運動 協
調の時間空間的特徴．第 51回日本臨床神経生理学
会学術大会．仙台・オンライン．2021年 12月 18日．  

14 .  渥美剛史，井手正和，ムリンモイ・チャクラバティ，

寺 尾安 生： 自閉 スペ クト ラム 症者 にお ける 情動 刺
激 への 応答 と視 覚時 間順 序判 断と の神 経相 関． 新

学術領域研究「時間生成学」領域会議．オンライン．
2022年 2月 13日．  

論  文  

1.  Honma M 1,  Hidetomo M 1,  Yabe Y 2 ,  Kuroda T  1 ,  
Futamura A 1,  Sugimoto A1 ,  Terao Y,  Masaoka Y1 ,  
Izumizaki M 1,  Kawamura M1,  Ono K1  ( 1Showa 
Univers ity Schoo l o f  Medicine,  2NTT 
Communicat ion Sc ience Laboratories ):  
Stopwatch training improves cognit ive functions  
in pat ients  with Parkinson ’s disease.  J Neurosci  
Res.  99(5).  1325-1336.  2021.  

2.  Honma M, Saito  S,  Atsumi T,  Tokushige S-I 1 ,  
Inomata-Terada S,  Chiba A1,  Terao Y 
( 1Department  of  Neuro logy,  Kyor in Univers i ty  
Schoo l o f  Medic ine ):  Inducing cort ical  plast ic ity 
to  manipulate and consol idate subject ive time  
duration.  Neuromodulat ion.  Neuromodulat ion.  
2021.   

3.  Fujiwara T 1,  Kofuji  T,  Akagawa K ( 1Saitama 
Medical Univers ity ):  Disturbance of the 
reciprocal- interaction between the OXTergic  and 
DAergic  systems in the CNS causes atypical  
social  behavior  in syntaxin  1A knockout  mice.  
Behav Brain Res .  413.  11347.  2021.   

4.  Nakayama T,  Fukutomi T 1 ,  Terao Y,  Akagawa K 
( 1Department o f  Pharmacology and Toxico logy ,  
Kyor in Universi ty Schoo l o f  Medicine ):  Syntaxin 
1A gene is  negatively regulated in a ce ll / t issue  
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speci f ic  manner by  YY1 transcr ipt ion factor,  
which binds to  the -183 to  -137 promoter region 
together with gene s i lenc ing factors including 
histone deacetylase.  Biomolecules.  11(2).  146.  
2021.  

5.  Chakrabarty M 1,  Atsumi T ,  Kaneko A 2,  Fukatsu 
R 2,  Masakazu Ide 2  ( 1Indraprastha Inst itute o f  
Information Technology  Delhi,  2 Research 
Inst itute  o f  National Rehabi li tat ion  Center  for  
Persons with Disabil i t ies) :  State -Anxiety  
Modulates the Effect o f  Emotion Cues on Visual  
Temporal Sensit iv ity in Autism Spectrum 
Disorder.  Eur J Neurosc i .  54(2).  4682-4694.  2021.  

著  書  

1.  寺尾安生： Neuromechanobiology  overview.  Clin.  
Neurosc i .  40(2):  652-653.  2022.  

その他  

1.  渥美剛史：発達障害シンポジウム 2021『絵は感覚

のふしぎなのぞき窓』 .（企画運営・司会）．「課
題 設定 によ る先 導的 人文 学・ 社会 科学 研究 推進 事
業  領域開拓プログラム」公開シンポジウム（ライ

ト・イット・アップ・ブルー所沢共催）．オンライ
ン． 2021年 4月 3日．  

 
 

代謝生化学教室  

 
講  演  

1.  Takashi Yamamoto,  Takanari Gotoda:  Genetic  
intervent ion in  kynurenine pathway alters 
glucose  metabo l ism in  mice.  The 19t h  
Internat ional Symposium on Atherosc lerosis.  京
都・オンライン． 2021年 10月 24日 -27日 .  

論  文  

1.  Takeuchi  F 1,  L iang YQ 1,  Isono M 1,  Tajima M1 ,  
Cui ZH 2,  I izuka Y 3,  Gotoda T,  Nabika T 2,  Kato  
N1 （ 1National Center for  Global Health and 
Medic ine,  2 Shimane Universi ty,  3Univers i ty o f  
Tokyo） :  Integrat ive genomic analysis o f  b lood 
pressure and re lated phenotypes in rats.  Dis  
Model Mech.  14(5).  dmm.048090.  2021.   

2.  Okazaki H1 ,  Gotoda T,  Ogura M 2,  Ishibashi S 3,  
Inagaki K 4,  Daida H 5,  Hayashi  T 6,  Hor i  M6 ,  
Masuda D 7,  Matsuki K 8,  Yokoyama S 9,  Harada-
Shiba M 2 （ 1Univers ity of  Tokyo,  2National  
Cerebral  and Cardiovascular Center  Research 
Inst itute,  3 J ichi Medical  Univers ity,  4Nippon 
Medical School,  5 Juntendo  Univers ity,  6Nagoya 
Univers ity,  7 Rinku General Medical  Center,  
8Hirosaki Univers ity,  9 Chubu Univers ity ） :  
Current Diagnosis and Management o f Pr imary 
Chylomicronemia.  Committee on Pr imary 
Dysl ipidemia under the Research Program on 
Rare and Intractable  Disease o f the Ministry o f  
Health ,  Labour  and Welfare  o f  Japan.  J  
Atheroscler Thromb.  28(9) .  883-904.  2021.   

 
 

細胞生化学教室  

 
講  演  

1.  青柳共太，山下俊一，西脇知世乃，中道洋子，秋元

義弘，神吉智丈，今泉美佳：膵 β細胞におけるミト
コ ンド リア 品質 管理 の破 綻は イン スリ ン分 泌不 全

を誘導する．第 64回日本糖尿病学会年次学術集会．
オンライン． 2021年 5月 20-22日．  

2.  宇田川陽秀，舟橋伸昭，中野堅太，柳田圭介，岡村

匡史，添田光太郎，南茂隆生，平本正樹，西村渉，
進藤英雄，今泉美佳，植木浩二郎，安田和基．内臓
脂 肪組 織の 脂肪 細胞 と中 皮細 胞に おけ る転 写因 子

Gata5の機能解析．第 64回日本糖尿病学会年次学術
集 会  若 手 研 究 助 成 金 成 果 報 告 会 ． オ ン ラ イ ン ．
2021年 5月 20-22日．  

3.  南塚拓也，前澤善朗，宇田川陽秀，馬場雄介，遠藤

裕介，安田和基，横手幸太郎：内臓脂肪前駆細胞に
発 現 す る 転 写 因 子 Tcf21は 脂 肪 分 化 を 抑 制 し 炎 症

保護的に機能する．第 64回 日本糖尿病学会年次学
術集会．オンライン． 2021年 5月 20-22日．  

4.  青柳共太，山下俊一，西脇知世乃，中道洋子，秋元

義弘，神吉智丈，今泉美佳．膵 β細胞におけるミト
コ ンド リア 品質 管理 の破 綻は イン スリ ン分 泌不 全
を誘導する．第 94回日本生化学会大会．オンライン．

2021年 11月 3-5日．  
5.  南塚拓也，前澤善朗，宇田川陽秀，馬場雄介，遠藤

裕介，安田和基，横手幸太郎，血管壁の脂肪前駆細

胞 に 発 現 す る 転 写 因 子 Tcf21は 脂 肪 分 化 と 炎 症 を
抑制する．第 42回日本肥満学会．横浜・オンライン．
2022年 3月 26-27日．  

 
 

薬理学教室  

 
論  文  

1.  Kawada M 1,  Yokoi H 1,  Kimura T,  Matsumoto Y1 ,  
Sakurai H,  Matsumoto K 2,  Fujiwara M 3,  Saito  K1  
( 1Department  of  Otorhinolaryngology,  Kyorin  
Univers ity School  of  Medic ine,  2National  
Research Inst i tute  for  Chi ld Health and 
Development,  3 Department o f  Pathology,  Kyorin  
Univers ity Schoo l of  Medicine ):  Involvement o f 
galanin and galanin receptor 2 in a mouse model  
of  a llergic  rhinit is .  Al lergol  Int.  71(1).  83-93.  
2022.  

2.  Yamaga T,  Suehiro J,  Wada Y 1,  Sakurai H ( 1The 
Univers ity o f  Tokyo):  Induct ion of  CTH 
express ion in response to  amino acid starvat ion 
confers res istance to  ant i-LAT1 therapy in MDA-
MB-231 cel ls .  Sc i  Rep.  12(1).  1021.  2022.  

3.  Kanki  Y 1,  Muramatsu M 2,  Miyamura Y2 ,  Kikuchi  
K2,  Higashi j ima Y 1,  Nakaki  R1,  Suehiro  JI,  
Sasaki Y 1,  Kubota Y3 ,  Koseki H4,  Mor ioka H 2,  
Kodama T1,  Nakao M 2,  Kurotaki D 3,  Aburatani  
H1,  Minami T2  (1 The Univers ity o f  Tokyo,  
2Kumamoto Universi ty ,  3 Keio  Universi ty School  
of  Medic ine,  4 RIKEN):  Bivalent-histone-marked 
immediate -early gene regulation is  v i tal  for  
VEGF-responsive angiogenesis.  Ce ll  Rep.  38(6).  
110332.  2022.  

4.  Niikura M 1,  Fukutomi T,  Mineo S 2,  Mitobe J,  
Kobayashi  F 3  ( 1 Department o f  Infectious  
Diseases,  Kyorin Univers i ty School  of  Medic ine,  
2Tokyo Medical  Universi ty ,  3 Azabu Univers ity ):  
The associat ion  between acute  fatty l iver  
disease and nitric  ox ide  during malaria in  
pregnancy.  Malar J.  20(1).  462.  2021.  

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/34010951/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/34010951/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33980761/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33980761/
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5.  Niikura M 1,  Fukutomi  T,  Mineo S2 ,  Mitobe  J1 ,  
Kobayashi  F 3  ( 1 Department o f  Infectious  
Diseases,  Kyorin Univers i ty School  of  Medic ine,  
2Tokyo Medical  Universi ty ,  3 Azabu Univers ity ):  
Malaria in the postpartum per iod causes damage  
to  the mammary g land.  PLoS One .  16(10).  
e0258491.  2021.  

6.  Sakurai  T 1,  Fukutomi  T,  Yamamoto  S 2,  Nozaki  
E 3,  Kizaki  T1  ( 1Department o f Molecular  
Predictive Medic ine  and Sport  Science,  Kyor in  
Univers ity School o f  Medicine,  2Department o f  
Chemistry,  Kyorin Universi ty School o f  
Medic ine,  3 Core Laboratory for  Proteomics and 
Genomics,  Kyor in  Univers ity Schoo l o f  
Medic ine ):  Physical  Activi ty Attenuates the  
Obesity-Induced Dysregulated Expression o f  
Brown Adipokines in  Murine Interscapular 
Brown Adipose Tissue.  Int J Mol Sc i .  22(19).  
10391.  2021.  

7.  Niikura M1 ,  Fukutomi T ,  Mitobe  J 1,  Kobayashi  
F2 ( 1 Department of  Infectious Diseases,  Kyorin  
Univers ity Schoo l o f  Medicine ,  2 Azabu 
Univers ity) :  Ro les and Cellular Localizat ion o f 
GBP2 and NAB2 During the Blood Stage  o f 
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1.  川口明日香，尾戸真由，保崎明，成田雅美，木村真

衣，佐藤洋平，磯村杏耶，下山田博明，尾崎峰：抜
歯後に発症した肉芽腫性口唇炎の 1例．第 125回日
本小児科学会学術集会．福島． 2021年 4月 17日．  

2.  牧瀬尚大，森泰昌，元井亨，柴原純二，牛久哲男，

吉田朗彦：増殖性筋膜炎 /筋炎は FOS遺伝子再構成
を有する．第 110回日本病理学会総会．東京．2021
年 4月 22日．  

3.  田中麻理子 ,  柴原純二，石川俊平，加藤洋人，長谷

川潔，有田淳一，柴田龍弘，山岸誠，深山正久，牛
久哲男：肝内胆管癌における KRASの意義．第 110
回日本病理学会総会．東京． 2021年 4月 22日．  

4.  萬昂士，長濱清隆，大森嘉彦，高山信之，林玲匡，

北濱圭一郎，柴原純二：医原性免疫不全症関連リン

パ増殖性疾患の臨床病理学的・分子遺伝学的検討．
オンライン． 2021年 4月 22日 -6月 28日．  

5.  吉池信哉，田邉一成，野口由香，菅間博，井本滋：

HER2発 現 の heterogene ityを 示 す 乳 癌 の 一 例 ． 第
110回日本病理学会総会．オンライン． 2021年 4月
22日 -6月 28日．  

6.  山内直子，林玲匡，柴原純二，牛久哲男：肝細胞癌

に お ける H3S10リ ン 酸 化 に関 す る臨 床 病理 学的 検
討．第 110回日本病理学会総会．オンライン．2021
年 4月 22日 -6月 28日．  

7.  菅間博：甲状腺腫瘍の病理診断と遺伝子異常．第 94
回日本内分泌学会学術総会．オンライン．2021年 4
月 22日．  

8.  北濱圭一郎，萬昂士，林玲匡，森田茂樹，池田純一

郎，柴原純二：脾臓原発組織球肉腫における Cycl in  
D1の高発現： 3例の報告．第 110回日本病理学会総
会．東京． 2021年 4月 23日．  

9.  林玲匡：膵癌の非翻訳領域のクローン進展動態．第

110回 日 本 病 理 学 会 総 会．東 京 ． 2021年 4月 23日 ． 
10 .  林玲匡：膵癌の発生・進展過程におけるエピゲノム

異常．第 110回日本病理学会総会．東京． 2021年 4
月 24日．  

11 .  田中佑治，大木亜津子，北濱圭一郎，鶴見賢直，橋

本佳和，長尾玄，竹内弘久，鈴木裕，阪本良弘，須

並英二，藤原正親，菅間博，阿部展次：若年女性の
家 族性 大腸 腺腫 症に 発症 した 胃底 腺ポ リポ ーシ ス
を伴う早期胃癌の 1例．日本消化器病学会関東支部

第 364回例会．オンライン． 2021年 4月 24日．  
12 .  芳鐘一，権藤興一，神林孔明，北田修一，野坂岳志，

後藤知之，落合一成，渡邉俊介，土岐真朗，磯谷一

暢，岡部直太，大森嘉彦，藤原正親，柴原純二，久
松理一：EUS-FNAで診断し得た膵悪性リンパ腫の
1例．日本消化器病学会関東支部第 364回例会．オ

ンライン． 2021年 4月 24日．  
13 .  松本淑恵，齊藤邦明，佐々木重嘉，小林啓一，長濱

清隆，柴原純二，竹内賢吾，塩川芳昭，永根基雄：

EBウィルス陽性異型リンパ球の増殖を伴った中枢
神経梅毒の一例．第 39回日 本脳腫瘍病理学会．宮
崎・オンライン．2021年 5月 21日 -22日・2021年 5月
28日 -6月 12日 .  

14 .  土屋博司，遠藤英仁，稲葉雄亮，峯岸祥人，城野喬

史，河野浩之，松本淑恵，長濱清隆，藤原正親，窪

田 博： 上行 大動 脈巨 大血 栓に 対し 緊急 上行 置換 術
にて救命し得た一例．第 186回日本胸部外科学会関
東甲信越地方会．オンライン． 2021年 6月 5日．  

15 .  西ヶ谷順子，渋谷英里子，百村麻衣，松本浩範，坂

口碧，菅野瞳，田邉一成，下山田博明， 柴原純二，
小 林陽 一： 子宮 頸部 扁平 上皮 癌の 寛骨 転移 診断 に

CTガイド下穿刺吸引細胞診が有用であった一例．
第 62回日本臨床細胞学会総会．千葉． 2021年 6月 5
日．  

16 .  羽田裕，大野亜希子，加藤敦士，宮本尚彦，八谷隆

仁，楠原光謹，神保陽子，吉敷智和，須並英二，藤
原正親，柴原純二，久松理一：ESDから移行した外

科 的切 除に より 病理 学的 に偽 浸潤 が明 らか にな っ
た早期大腸癌の 1例．第 112回日本消化器内視鏡学
会関東支部例会．オンライン． 2021年 6月 13日．  
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17.  麻生かおり，石川周成，春日啓介，小田未来，皿谷

健，藤原正親，石井晴之：薬剤性肺障害を契機に診
断された、い草染土塵肺の 1例．第 177回日本呼吸

器内視鏡学会関東支部会．オンライン．2021年 6月
19日．  

18 .  菅間博：甲状腺腫瘍の分類について．第 8回日本甲

状腺病理学会．前橋． 2021年 7月 3日．  
19 .  堀秀有，須田一晴，渡部こずえ，鳥羽麻友子，渋谷

幸見，平田佳史，橘啓盛，長島鎮，田中良太，宮敏

路，近藤晴彦，萬昴士，藤原正親，菅間博：術前診
断が困難であった孤在性線維性腫瘍の 1例．第 190
回日本肺癌学会関東支部会．オンライン．2021年 7
月 3日．  

20 .  渡邉百恵，澁谷裕美，松本浩範，西ヶ谷順子，百村

麻衣，大森嘉彦，藤原正親，菅間博，小林陽一：子

宮 頸 部上 皮内 癌 (CIS)術 後 に 再 発を 繰り 返し た 1例 ．
第 63回日本婦人科腫瘍学会学術講演会．大阪市・オ
ンライン． 2021年 7月 16-18日．  

21 .  谷川珠美子，百村麻衣，冨岡紀子，澁谷裕美，西ヶ

谷順子，松本浩範，岡部直太，長濱清隆，大森嘉彦，
藤原正親，柴原純二，小林陽一：初回再発部位が脳

であった腹膜癌の 1例．第 63回日本婦人科腫瘍学会
学術講演会．大阪市・オンライン．2021年 7月 16-18
日．  

22 .  荻本直尭，権藤興一，山田貴大，川本翔，小松悠香，

神林孔明，野坂岳志，落合一成，渡邉俊介，松木亮
太，小暮正晴，土岐真朗，鈴木裕，萬昂士，下山田

博明，藤原正親，柴原純二，阪本良弘，久松理一：
胆 管内 への 膨張 性発 育を 呈し た肝 外胆 管神 経内 分
泌癌の 1例．日本消化器病学会関東支部第 366回例

会．オンライン． 2021年 9月 18日．  
23 .  松原秀史，長濱清隆，駒形嘉紀，要伸也：シェーグ

レ ン 症 候 群 の 患 者 に 発 症 し た membranous 
nephropathy with  masked po lyclonal  IgG 
deposits の一例．第 51回日本腎臓学会東部学術大
会．東京． 2021年 9月 25日．  

24 .  田中佑樹，塩路慎吾，寺井あゆみ，大谷恵，高橋郁

太，平澤卓，安藝昇太，長濱清隆，田中啓之：脳梗
塞 を契 機に ネフ ロー ゼ症 候群 を指 摘さ れ膜 性腎 症

と診断した 1例．第 51回日本腎臓学会東部学術大会．
東京． 2021年 9月 25日．  

25 .  内田裕子，川上貴久，佐藤良輔，伊達友香，竹森愛，

長濱清隆，岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：C3 腎症
と して 施行 した 免疫 抑制 療法 が奏 功し たが 電顕 所
見 を契 機に フィ ブロ ネク チン 腎症 の診 断に 至っ た

1例．第 51回日本腎臓学会東部学術大会．東京．2021
年 9月 25日．  

26 .  國友理恵，川上貴久，長濱清隆，日比野智，磯村杏

耶，福岡利仁，岸本暢将，駒形嘉紀，要伸也：フィ
ブ ロネ クチ ン腎 症の 確定 診断 に質 量分 析法 を要 し
たネフローゼ症候群の一 例 ．第 51回日本腎 臓学会

東部学術大会．東京． 2021年 9月 25日．  
27 .  寺井あゆみ，田中佑樹，高橋郁太，大谷恵，塩路慎

吾，平澤卓，安藝昇太，長濱清隆，田中啓之：ペム

ブロリ ズマブ によ る急 性薬 剤性間 質性腎 炎を 来し，
ステロイド加療が奏功し た 一例．第 51回日 本腎臓
学会東部学術大会．東京． 2021年 9月 25日．  

28 .  山下優衣，川上貴久，竹森愛，内田裕子，長濱清隆，

岸本暢將，駒形嘉紀，要伸也：免疫抑制療法開始直
後に急激な病勢悪化を認めた IgA 腎症の一例．第

51回日本腎臓学会東部学術大会．東京．2021年 9月
25日．  

29 .  松野裕樹，松原秀史，國友理恵，小野慶介，國沢恭

平，長濱清隆，駒形嘉紀，要伸也：C3腎症との鑑別

を 要 し た MPGN-l ike glomerulopathy with  
masked IgG—κ deposits の 1例．第 51回日本腎臓
学会東部学術大会．東京． 2021年 9月 26日．  

30 .  早川怜那，木下美咲，波田野冴佳，大山学，下山田

博明： Pseudoxanthoma e lasticum-l ike papil lary  
dermal  e lasto lysisに稗粒腫を伴った 1例．第 131回
日本皮膚科学会．静岡． 2021年 10月 16日．  

31 .  福井香苗，木下美咲，大山学，下山田博明：下顎部

に 生 じ た 結 節 性 皮 膚 ア ミ ロ イ ド ー シ ス の 1例 ． 第

131回日本皮膚科学会．静岡． 2021年 10月 16日．  
32 .  下田由莉江，井田陽子，下田真史，野田晃成，下山

田 博 明 ， 成 田 陽 子 ， 大 山 学 ： 皮 膚 Mycobacterium 
chelonae感 染 症 教 室経 験 例の 検 討  細 菌学 的 検査
への考察を加えて．第 131回日本皮膚科学会．静岡．
2021年 10月 16日．  

33 .  戸瀬颯斗，川嶋聡子，前田啓造，長濱清隆，岸本暢

將，駒形嘉紀，要伸也：好中球減少症の経過中に全
身 性エ リテ マト ーデ ス・ ルー プス 腎炎 を発 症し た

一例．第 51回日本腎臓学会東部学術大会．オンライ
ン． 2021年 10月 21日 -11月 10日．  

34 .  塩路慎吾，田中佑樹，寺井あゆみ，高橋郁太，大谷

恵，平澤卓，安藝昇太，長濱清隆，田中啓之： IgA 
腎症加療後，ループス腎炎を発症した 1例．第 51回
日本腎臓学会東部学術大会．オンライン． 2021年
10月 21日 -11月 10日．  

35 .  宮崎貴規，戸張佑美，平井俊行，西田秀範，藤井徹

郎，長濱清隆：MPGNの組織像を呈し，多飲酒歴か

ら肝性糸球体硬化症と診 断 した一例．第 51回日本
腎臓学会東部学術大会．オンライン． 2021年 10月
21日 -11月 10日．  

36 .  堀秀有，平田佳史，渡部こずえ，鳥羽麻友子，渋谷

幸見，橘啓盛，須田一晴，長島鎮，田中良太，宮敏
路，吉池信哉，藤原正親，近藤晴彦：術前化学療法

が著効し切除した縦隔原発 Yolk  sac tumorの 1例．
第 187回 日 本 胸 部 外 科 学 会 関 東 甲 信 越 地 方 会 ． 東
京・オンライン． 2021年 11月 6日．  

37 .  菅間博：甲状腺癌病理組織分類と遺伝子変異．第 64
回日本甲状腺学会．オンライン．2021年 11月 18日．  

38 .  百村麻衣，渋谷英里子，西ヶ谷順子，松本浩範，坂

本憲彦，岸本浩次，長濱清隆，下山田博明，森徹，
藤原正親，柴原純二，小林陽一：子宮頸部異形成の
フォローアップにおける 細 胞診の検討．第 60回日

本臨床細胞学会秋期大会．オンライン． 2021年 11
月 20日 -2022年 1月 13日．  

39 .  菅間博：90分でだいたいわかる甲状腺細胞診の今．

第 60回日本臨床細胞学会．米子．2021年 11月 21日． 
40 .  里見介史，藤本健二，有田英之，山崎夏維，松下裕

子，中村大志，宮北康二，梅原徹，小林啓一，田村

郁，田中將太，樋口芙未，沖田典子，金村米博，深
井順也，阪本大輔，宇田武弘，前原健寿，永根基雄，
西川亮，鈴木博義，澁谷誠，小森隆司，成田善孝，

市 村 幸 一 :  IDH野 生 型 び ま ん 性 星 細 胞 腫 は 存 在 す
るか ?．第 39回日本脳腫瘍学会学術集会．神戸・オ
ンライン． 2021年 12月 5-7日．  

41 .  原田耕佑，關里和，加藤敦士，箕輪慎太郎，三井達

也，河合桐男，三浦みき，磯村杏耶，林玲匡，川村
直弘，藤原正親，柴原純二，古瀬純司，森秀明，久

松理一．平滑筋腫術後 10年 後に多発肝転移として
指摘された平滑筋肉腫の一例．第 368回日本消化器
病学会関東支部例会．オンライン．2022年 2月 5日．  

42 .  馬上伊織，麻生純平，齊藤正興，渡邊崇靖，小田未

来，田島崇，宇高徹，森井健司，磯谷一暢，藤原正
親，柴原純二，高田佐織，皿谷健，石井晴之：ALK
陽性肺腺癌に対する ALK-TKI治療中に扁平上皮癌
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へ形質転換した女性の一例．第 181回日本結核・非
結核性抗酸菌症学会関東支部学会・第 248回日本呼
吸器学会関東地方会合同学会．東京．2022年 2月 26
日．  

43 .  里 見介 史： より 良い がん 遺伝 子パ ネル 検査 のた め

に．第 4回 Cancer  Genome Symposium． オンライ

ン． 2022年 3月 7日．  
44 .  Kaishi Satomi,  Hirokazu Takami,  Shintaro  

Fukushima,  Satoshi  Yamashita,  Yuko  
Matsushita ,  Yoichi  Nakazato,  Tomonari Suzuki,  
Shota Tanaka,  Akitake  Mukasa,  Nobuhito  Saito ,  
Masayuki Kanamori,  Toshihiro  Kumabe,  Te ij i  
Tominaga,  Keiichi  Kobayashi,  Motoo  Nagane,  
Toshihiko Iuchi,  Koj i  Yoshimoto,  Kaoru Tamura,  
Taketoshi Maehara,  Ke iichi Sakai,  Kazuhiko  
Sugiyama,  Kiyotaka Yokogami,  Hideo 
Takeshima,  Masahiro Nonaka,  Akio Asai,  
Toshikazu Ushij ima,  Masao Matsutani,  Ryo  
Nishikawa,  Koichi Ichimura,  On behal f  o f  The  
Intracranial  Germ Cell  Tumor Genome Analysis  
Consort ium (The iGCT Consortium):  12p gain is  
predominantly observed in non-germinomatous  
germ cel l  tumors and ident if ies an unfavorable  
subgroup o f central nervous system germ cel l  
tumors .  The 6th Quadrennial Meeting o f the  
World Federat ion of Neuro-oncology Soc ie ties  
(WFNOS 2022).  Korea・オンライン .  2022年 3月 24-
27日 .  

45 .  Kaishi Satomi,  Kenji  Fuj imoto,  Hideyuki Ar ita ,  
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2.  花輪智子，松田剛明：宿主免疫を介した黄色ブドウ

球菌ファージ phiMR003の効果の解析．第 95回日本
感染症学会学術講演会． 2021年 5月 7-9日．  

3.  平塚智也，楠原光謹，宮本尚彦，羽田裕，神保陽子，

大野亜希子，新倉保，三戸部治郎，久松理一：ミト
コ ンド リア 遺伝 子解 析で 診断 され た日 本海 裂頭 条
虫の一例．第 366回日本消化器病学会関東支部例会．

オンライン． 2021年 9月 18日．  
4.  米澤英雄，北条史，大﨑敬子，神谷茂：口腔内細菌

が 産 生 す る lant ibio ticsは 腸 内 dysbios isの 原 因 と
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なる可能性の検討．第 27回 日本ヘリコバクター学
会学術集会．オンライン． 2021年 9月 24-26日．  

5.  北条史，米澤英雄，神谷茂，大﨑敬子：Analysis  of  
gastr ic  micro f lora in  Helicobacter pylor i  
in fected MPS mice．第 27回日本ヘリコバクター学
会学術集会．オンライン． 2021年 9月 24-26日．  

6.  沖本忠義，安藤貴志，小野尚子，小林寅喆，佐々木

誠人，珍田大輔，徳永健吾，中島滋美，村上和成，
大 﨑 敬 子 ： わ が 国 に お け る 薬 剤 耐 性 Helicobacter  
pylor i  の現状 ―2018〜 2020年度耐性菌サーベイラ
ンスの集計報告 ―．第 27回日本ヘリコバクター学会
学術集会．オンライン． 2021年 9月 24-26日．  

7.  林  俊治，横田憲治，大﨑敬子，横田伸一，竹内啓

晃，林原絵美子：薬剤耐性 Helicobacter pylor i  菌
株の基準パネル．第 27回日 本ヘリコバクター学会

学術集会．オンライン． 2021年 9月 24-26日．  
8.  大﨑敬子： Helicobacter属の基礎研究．第 6回日本

ヘリコバクター学会教育講演会．オンライン．2022
年 1月 11-25日．  

9.  花輪智子，須田智也，田中真由子，丹治保典，宮永

一彦，松田剛明：MRSA創傷感染に対するバクテリ

オ ファ ージ の影 響． 日本 ファ ージ セラ ピー 研究 会
第１回研究集会．オンライン． 2021年 11月 13日．  

10 .  Le Nhat  Minh,  Tomoya Suda,  Mayuko Tanaka,  
Yasunori  Tanj i ,  Kazuhiko Miyanaga,  Tomoko 
Hanawa,  Takeaki Matsuda:  Bacter iophages  
iso lated from domest ic  sewage inf luent  and 
sensit ivi ties to  extended-spectrum beta-
lactamase producing Escherichia co l i  strain.  日
本 ファ ージ セラ ピー 研究 会第 １回 研究 集会 ．オ ン

ライン． 2021年 11月 13日．  
11 .  大 﨑敬 子： 細菌 学の 分野 をベ ース にし た腸 内細 菌

叢 の最 新情 報． 日本 腸内 環境 栄養 学会 設立 記念 講

演会．オンライン． 2021年 11月 14日．  
12 .  石井さなえ，三島由祐子，浅野妃南，大﨑敬子：新

生 仔鼻 腔炎 症に 起因 する 腸内 細菌 叢の 変動 と脳 組

織損傷．第 55回 日本無菌生 物ノートバイオロジー
学会学術集会．オンライン． 2022年 1月 22-23日．  

13 .  三戸部治郎，米澤英雄，花輪智子，大﨑敬子：バク

テリアの形態形成に必須な RodZによる転写後調節
2．第 95回日本細菌学会総会．オンライン．2022年
3月 29-31日．  

14 .  後藤雅貴，桑江朝臣，花輪智子，阿部章夫：気管支

敗 血 症 が 産 生 す る Bcr4に よ る III型 分 泌 装 置 制 御
機構の解析．第 95回  日本細菌学会総会．オンライ

ン． 2022年 3月 29-31日．  
15 .  Le Nhat  Minh,  Tomoya Suda,  Mayuko Tanaka,  

Shota Yonetani,  Takeaki Matsuda and Tomoko  
Hanawa:  Characterist ics of  E.  co l i  iso lated from 
urinary tract infect ions at  the Kyor in  Universi ty  
Hospital .  第 95回日本細菌学会総会．オンライン．

2022年 3月 29-31日．  
16 .  花輪智子，Le Nhat  Minh，須田智也，田中真由子，

丹治保典，宮永一彦，松田剛明：臨床分離株を用い

た ESBL産生大腸菌フ ァー ジの単離と感受性解析．
第 95回日本細菌学会総会．オンライン．2022年 3月
29-31日．  

17 .  北条史，米澤英雄，神谷茂，岡健太郎，高橋志達，

花 輪 智 子 ， 三 戸 部 治 郎 ， 大 﨑 敬 子 ： MPS マ ウ ス
Helicobacter pylor i感 染 モ デ ル を 用 い た 胃 内 細 菌

叢の変化について．第 95回日本細菌学会総会．オン
ライン． 2022年 3月 29-31日．  

18 .  新倉保：寄生虫感染症の臨床ならびにその検査法．

第 15回寄生虫検査法技術講習会．オンライン．2021
年 7月 25日．  

19 .  大﨑敬子：腸内細菌叢を整え健やかな毎日を．稲城

市「いきいきシニアライフ講座」．稲城市立第 2公
民館． 2021年 10月 21日， 28日．  

論  文  

1.  Wada H 1 , 2 ,  Nakamura M3 , 4 ,  Inoue  SI 5,  Kudo  A 6,  
Hanawa T,  Iwakura Y 7,  Kobayashi F 8,  Kamma H 9,  
Kamiya S,  Ito  K 1 0,  Barnes PJ1 0,  Takizawa H 3  
( 1Juntendo Univers ity,  2 Department o f  
Respiratory Medic ine,  Kyorin Univers i ty Schoo l  
of  Medic ine,  3 Department o f Respiratory  
Medic ine,  Kyorin Univers i ty Schoo l o f  Medicine ,  
4  Nakamura Cl inic ,  5 Graduate  School  o f  
Biomedical  Sc iences,  Nagasaki Universi ty ,  
6Department  of  Microscopic  Anatomy,  Kyor in  
Univers ity School o f  Medic ine,  7Tokyo  
Univers ity of  Sc ience,  8 Azabu Univers ity,  
9Department  of  Patho logy,  Kyor in Univers ity  
Schoo l o f  Medic ine,  1 0National Heart and Lung 
Inst itute,  Imper ial  Col lege London):  Dual  
interleukin-17A/F de fic iency protects against  
acute and chronic  response to  c igarette  smoke  
exposure in mice.  Sc ienti f i c  reports.  11(1):11508.  
2021.  

2.  須田智也 1，花輪智子，海田賢彦 2，長谷川浩 1，山口

芳裕 2，松田剛明 2（ 1杏林大学医学部総合医療学， 2

杏林大学医学部救急医学）：  脆弱性恥骨骨折後に
生 じた 化膿 性恥 骨骨 髄炎 およ び左 大腿 内転 筋膿 瘍
から敗血症性ショックに至った 1例．日本救急医学

会雑誌． 32(7)． 357-63． 2021．  
3.  Niikura M, Fukutomi T 1,  Mitobe J,  Kobayashi F 2  

( 1Department o f  Pharmacology and Toxico logy ,  
Kyor in Univers ity School  of  Medicine,  2Azabu 
Univers ity) :  Roles and ce llular local izat ion o f  
GBP2 and NAB2 during the blood stage o f  
malar ia parasites.  Front iers in Cel lular and 
Infection Microbiology.  11.  737457.  2021.   

4.  Niikura M, Fukutomi T 1,  Mineo S 2,  Mitobe J,  
Kobayashi F 3  ( 1Department of  Pharmaco logy and 
Toxico logy,  Kyor in  Universi ty  Schoo l o f  
Medic ine,  2Tokyo Medical  Univers ity,  3Azabu 
Univers ity) :  Malar ia in the postpartum per iod 
causes damage to  the mammary g land.  PLOS 
ONE.  16(10).  e0258491.  2021.  

5.  Niikura M, Fukutomi T 1,  Mineo S 2,  Mitobe J,  
Kobayashi F 3  ( 1Department of  Pharmaco logy and 
Toxico logy,  Kyor in  Universi ty  Schoo l o f  
Medic ine,  2Tokyo Medical  Univers ity,  3Azabu 
Univers ity) :  The association between acute fatty  
l iver disease and nitr ic  ox ide during malar ia in  
pregnancy.  Malar J.  20.  462.  2021.  

6.  高木泰介 １ ，大崎敬子（ 1杏林大学医学部消化器一般

外科学）：胃切除モデルラットを試用した胃癌術後

の 体重 減少 とマ イク ロバ イオ ータ の検 討． 無菌 生
物． 51巻 2号． 37-38． 2021．  

7.  Osaki T,  L in,  Y １ ,  Sasahira N2,  Ueno M3 ,  
Yonezawa H, Hojo  F 4,  Okuda M 5,  Matsuyama M 2,  
Sasaki  T2 ,  Kobayashi S  3 ,  Tezuka S 3,  Tanaka K 6,  
Dan N 6,  Kuruma S 7,  Egawa N 8,  Kamiya S & 
Kikuchi S１ （ １ Aichi  Medical  Univers ity School  
of  Medic ine ,  2Cancer Inst i tute Hospital  o f  
Japanese Foundation for  Cancer Research,  
3Kanagawa Cancer Center,  4 Insti tute o f  
Laboratory Animals,  Graduate  Schoo l o f  
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Medic ine,  Kyorin Universi ty,  5Hyogo Co llege o f  
Medic ine,  6Tokyo Metropol itan Ohtsuka 
Hospital ,  7Tokyo Metropol i tan Komagome 
Hospital ,  8Tokyo Metropol i tan Matsuzawa 
Hospital）  Prevalence  est imates o f  Hel icobacter 
species infection in  pancreat ic  and bil iary  tract  
cancers.  Hel icobacter.  27(1).  e12866.  2022.  

8.  Yokota,  K１ ,  Osaki T,  Hayashi S 2,  Yokota SI  3 ,  
Takeuchi H 4,  Rimbara E5 ,  Ojima H 1,  Sato T 3,  
Yonezawa H, Shibayama K6,  Tokunaga K 7,  
Kamiya S,  Murakami K 8,  Kato M 9,  & Sugiyama 
T1 0 (１ Okayama Univers ity,  2 Kitasato  Universi ty,  
3Sapporo Medical  Universi ty,  4 International  
Univers ity o f  Health and Welfare,  5National  
Inst itute o f  Infect ious  Diseases,  6Nagoya 
Univers ity,  7 Department of  General Medic ine,  
8Oita  Universi ty ,  9 National  Hospital  
Organization National  Hakodate  Hospital ,  
1 0Hokkaido  Universi ty  Hospital）:  Establ ishment  
of a reference panel of  Helicobacter pylor i  
strains  for  ant imicrobial  suscept ibi l i ty test ing.  
Helicobacter.  27(3).  e12874.  2022.  

9.  大﨑敬子，菅原大輔 1，大野亜希子 2，楠原光謹 2，蔵

田訓 3，米澤英雄，徳永健吾 4（ 1杏林大学医学部顕微

解剖学，2杏林大学医学部消化器内科学，3杏林大学
保健学部臨床検査技術学科， 4杏林大学医学部総合
医療学）：胃癌予防をめざした胃内細菌叢の研究．

杏林医学会雑誌． 53巻 No1．ｓ 1-4． 2022．  
報告書  

1.  三戸部治郎（分担）：アジア各国の感染症研究機関

と のネ ット ワー ク構 築に よる 共同 研究 推進 に関 す
る研究．令和 2年度医療研究開発推進事業費補助金
実 績報 告書 （国 立研 究開 発法 人日 本医 療研 究開 発

機構）新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開
発推進研究事業．  2021年 5月 31日．  

その他  

1.  福井花菜，新倉保：杏林医学会第 10回学生リサーチ

賞 受賞 報告 「赤 血球 感染 期の マラ リア 原虫 にお け
る G-strand Binding Protein 2の役割」．杏林医学

会雑誌． 52（ 2）． s9-10． 2021．  
 
 

衛生学公衆衛生学教室  
 

講  演  

1.  吉 田正 雄： 新型 コロ ナウ イル スワ クチ ンの 問診 お
よび接種の注意点．中央大学．八王子市・オンライ
ン． 2021年 6月 22日．  

2.  白土健，高成準，木崎節子：SARS-CoV-2スパイク
タ ンパ ク質 によ るマ クロ ファ ージ の炎 症性 応答 に
対する ETAS(R)50の抑制効果．第 75回日本栄養・

食糧学会大会．オンライン． 2021年 7月 3-4日．  
3.  佐々木美幸，津久井清美，岳眞一郎，吉田正雄：医

療 療養 型病 院の 地域 包括 ケア 病棟 にお ける 退院 支

援の実際．第 62回全日本病院学会 in岡山．岡山・オ
ンライン． 2021年 8月 22日．  

4.  田村憲治，原邦夫，佐々木俊介，苅田香苗，矢野栄

二．測定局における PM2 . 5と SPM測定値の関係につ
いて．第 62回大気環境学会．オンライン．2021年 9
月 16日．  

5.  櫻井拓也，福冨俊之，山本幸子，野崎江里子，木崎
節 子： 運動 は肥 満に よる マウ ス褐 色脂 肪組 織に お
け るブ ラウ ンア デイ ポカ イン の発 現異 常を 減弱 す

る．第 76回日本体力医学会大会．オンライン．2021
年 9月 17-19日．  

6.  苅 田香 苗： コロ ナ禍 の先 を見 据え たワ ーク ・ラ イ

フ・バランスのすすめ．福島県立医科大学男女共同
参画推進員研修会．オンライン． 2021年 9月 29日． 

7.  大塚弘毅，苣田慎一，松島五月，山崎聡子，岸野智

則，苅田香苗，大西宏明，渡邊卓：RAD50機能喪失
変 異に よる 発癌 性を 検証 する メダ カ発 癌実 験． 第
68回日本臨床検査医学会学術集会．富山・オンライ

ン． 2021年 11月 11日．  
8.  白土健，木崎節子：マクロファージの誘導型一酸化

窒 素合 成酵 素と アル ギナ ーゼ の基 質競 合に おけ る

O -結合型 N -アセチルグルコサミン転移酵素の役
割．第 50回杏林医学会総会．オンライン． 2021年
11月 20日．  

9.  福室自子，苣田慎一，吉田正雄，苅田香苗：COVID-
19流行下におけ るプラスチ ック類廃棄物の環境汚
染問題に関する文献レビ ュ ー．第 80回日本 公衆衛

生学会総会．東京・オンライン．2021年 12月 21-23
日．  

10 .  苅田香苗，苣田慎一：マイクロプラスチック環境汚

染の課題．第 80回日本公衆衛生学会総会（シンポジ
ウム 4）．東京． 2021年 12月 21日．  

11 .  苅 田香 苗： 鉛に 係る 健康 影響 評価 につ いて ‐食 品

安全委員会報告‐．第 80回 日本公衆衛生学会総会
（教育講演 5）．東京． 2021年 12月 22日．  

12 .  鈴木裕，吉田正雄，森俊幸，露口利夫，島谷昌明，

藤澤聡郎，田妻進，伊佐山浩通，田中篤：二次性肝
内 結石 にお ける 治療 モダ リテ ィ別 の短 期・ 長期 成
績．難治性疾患政策研究事業「難治性の肝・胆道疾

患に関する調査研究」令和 3年度第二回総会．オン
ライン． 2022年 1月 15日．  

13 .  鈴木裕，吉田正雄，森俊幸，露口利夫，島谷昌明，

藤澤聡郎，田妻進，伊佐山浩通，田中篤：肝内結石
症 肝切 除後 の異 時性 肝内 胆管 癌発 生に 関す る疫 学
研究．難治性疾患政策研究事業「難治性の肝・胆道

疾患に関する調査研究」令和 3年度第二回総会．オ
ンライン． 2022年 1月 15日．  

14 .  Nomiyama T,  Hor ie  S,  Ichiba M, Karita K,  
Miyagawa M, Morimoto Y,  Takeshita T,  Yamano  
Y :  Current status  o f Occupat ional  Exposure  
Limits (OELs) for  chemical substances and 
physical  hazards recommended by the Japan 
Socie ty for  Occupat ional Health (JSOH).  33rd 
Internat ional Congress on Occupat ion Health  
(ICOH).  Digital  Congress .  2022,  Feb.8.  

15.  白土健，木崎節子：マクロファージの NO産生にお
ける O -結合型 N -アセチルグルコサミン転移酵素

の生理的役割．第 92回日本衛生学会学術総会．オン
ライン． 2022年 3月 21-23日．  

16 .  櫻井拓也，福冨俊之，山本幸子，野崎江里子，木崎

節 子： 運動 は肥 満に よる ブラ ウン アデ イポ カイ ン
の発現異常を減弱する． 第 92回日本衛生学 会学術
総会．オンライン． 2022年 3月 21-23日．  

17 .  白土健，高成準，木崎節子： SARS-CoV-2 Sタンパ
ク質によるマクロファージの IL-6/1β発現誘導に対
する EASの阻害 機序．第 92回日本衛 生学会 学術総

会．オンライン． 2022年 3月 21-23日．  
18 .  苣田慎一，吉田正雄，苅田香苗：経口摂取されたマ

イ クロ プラ スチ ック から 溶出 する 化学 物質 と生 態

影響への検討．第 92回日本衛生学会学術総会．オン
ライン． 2022年 3月 21-23日．  

19 .  小笠原準悦，アリムアミラ，白土健，吉田貴彦：3T3-
L1脂肪細胞のキャラクターはヘキサクロロシクロ
ヘキサンにより変化する ． 第 92回日本衛生 学会学
術総会．オンライン． 2022年 3月 21-23日．  

論  文  
1.  Sakurai  T,  Fukutomi  T 1,  Yamamoto  S 2,  Nozaki  

E 3,  Kizaki T  (1 Department  of  Pharmaco logy and 
Toxico logy,  Kyor in  Universi ty  Schoo l o f  
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Medic ine,  2 Department o f Chemistry ,  Kyor in  
Univers ity Schoo l o f  Medic ine,  3 Core Laboratory  
for  Proteomics  and Genomics,  Kyor in Univers i ty  
Schoo l of  Medicine):  Physical  activi ty attenuates 
the obesity - induced dysregulated expression of  
brown adipokines in  murine interscapular  brown 
adipose tissue .  Int.  J.  Mol.  Sc i .  22 (19).  10391.  
2021.  

2.  Shirato K,  Takanari J 1,  Kizaki T ( 1Amino Up Co. ,  
Ltd. ) :  Standardized extract  o f  Asparagus 
of fic inalis  stem attenuates SARS-CoV-2 spike  
protein- induced IL-6 and IL-1β production by  
suppressing p44/42 MAPK and Akt  
phosphorylat ion  in  murine pr imary macrophages.  
Molecules.  26(20) .   6189.  2021.  

3.  Shirato K,  Sato S 1  ( 1Center for  Biological  Clocks  
Research, ) :  Macrophage meets the circadian 
clock:  Impl icat ion  o f the  circadian c lock  in  the  
role  o f  macrophages in acute lower respiratory 
tract infection .  Front Ce ll  Infect Microbio l .  12.  
826738.  2022.  

4.  Seki  H 1,  Kuratani N 2,  Shiga T 3,  Iwasaki Y 4,  
Kar ita K,  Yasuda K 5,  Yorozu T 1 ( 1 Department of  
Anesthesiology,  Kyor in Univers ity School o f  
Medic ine,  2 Saitama Chi ldren’s Medical  Center,  
3 Internat ional Univers ity of  Health and Welfare  
Ichikawa Hospital ,  4 Tohoku Univers i ty,  
5Department  o f Diabetes ,  Endocr ino logy  and 
Metabo l ism, Kyor in Univers ity School o f  
Medic ine ):  Multicentre prospect ive  
observat ional study of sodium-glucose  
cotransporter -2  inhibitor -associated 
postoperat ive ketoac idos is:  the SAPKA study 
protocol .  BMJ Open.  11(11):  e049592.  2021.   

5.  Miyamoto M 1,  Nagase  M2,  Watanabe I 1 ,  
Nakagawa H 1,  Kar ita K,  Tsuj i  DH3,  Montagnoli  
AN 4,  Matsumura G 2,  Saito  K1 ( 1Department of  
Oto laryngology-Head and Neck Surgery,  Kyor in  
Univers ity School o f  Medicine,  2Department o f  
Anatomy,  Kyorin Univers i ty School o f  Medic ine,  
3Universi ty  of  São Paulo  Schoo l o f  Medic ine,  
4Federal Univers ity) :  Excised human larynx in  
N-vinyl -2-pyrro l idone-embalmed cadavers can 
produce voiced sound by pliable  vocal fo ld  
vibrat ion.  Anatomical Science  Internat ional.  
2022.  DOI:  10.1007/s12565-021-00646-3.  Onl ine  
ahead o f print .  

6.  Takeuchi  M1 ,  Meguro A 1,  Yoshida M,  Yamane  T 1,  
Yatsu K2 ,  Okada E 3,  Mizuki N 1  ( 1 Yokohama City  
Univers ity Graduate School o f  Medic ine,  
2Yokohama City Univers ity School  of  Medic ine,  
3Okada Eye Clinic) :  Longitudinal analysis o f  
5 ‑year re fractive changes  in  a  large  Japanese 
populat ion.  Sc i  Rep.  12(1).  2879.  2022.  

著  書  
1.  苅田香苗（分担翻訳）：PART III 第 6部  女性の健

康の社会的決定要因 -49章：社会政策は女性とその

子 ども の健 康に 影響 を与 える か． 女性 と健 康の 百
科事典（全 4巻）．女性と健康の百科事典翻訳刊行
編集委員会編．丸善出版． 2022． 733-749．  

2.  苅 田 香 苗 （ 分 担 執 筆 ） ： Minamata Disease.  In:  
Overcoming Environmental Risks to  Achieve  
Sustainable  Deve lopment Goals.  Eds .  Nakaj ima 
T,  Nakamura K,  Nohara K,  Kondoh A.  Springer.  
2022.  9-19.   

3.  苅田香苗（分 担執筆） ：保 健編 6章－健 康と環境．

中学校保健体育教師用指導書．大日本図書．2021．

147-185．  
4.  吉田正雄（分担執筆）：第 115回医師国家試験解説．

メディックメディア． 2021．  
5.  吉田正雄（分担執筆）：メディックメディア医師国

試模試 2021（電子メディア）．メディックメディ
ア． 2021．  

6.  吉田正雄（分担執筆）：食習慣．エッセンシャル  社
会・環境と健康第 2版第 12刷．髙島豊，櫻井裕編．
医歯薬出版． 2022． 111-114．  

7.  吉田正雄（分担執筆）：  学校保健対策．エッセン
シャル  社会・環境と健康第 2版第 12刷．  高島豊，
櫻井裕編．医歯薬出版． 2022． 237-242．  

報告書  
1.  苅田香苗，苣田慎一（分担）：メチル水銀曝露によ

る健康影響に関するレビュー；「水俣病に関する総

合 的研 究（ 重金 属等 によ る健 康影 響に 関す る総 合
的研究）」．令和 3年度環境省委託業務報告書．2022．
1-45．  

2.  白土健，木崎節子：運動の抗炎症効果におけるマク
ロファ ージの イン スリ ン感 受性低 下の生 理的 意義．
公益財団法人中冨健康科 学 振興財団第 32回 研究助

成業績集令和 3年版． 2021． 1-4．  
その他  
1.  苅 田香 苗： ポス トコ ロナ 時代 のジ ェン ダー 平等 社

会の実現 -「黄金の 3割」を目指して．日本健康学会
誌  88(1)： 1-2， 2022．   

2.  苣 田慎 一： 体内 に入 った マイ クロ プラ スチ ック ビ

ー ズの 生体 への 影響 を透 明メ ダカ の観 察に より 明
らかに．医学部の基礎研究や臨床研究について．杏
林大学案内  2022． p.65．  

3.  苣田慎一（資料提供）：夏休みおすすめ実験，飼育
が 簡単 ！自 由研 究に もぴ った り！ メダ カは どう 飼
う ?何食べる ?．文：山村紳一郎．監修：成瀬清（基

礎生物学研究所特任教授）．子供の科学  第 84巻 8
号．（株）誠文堂新光社． 2021．  

 
 

法医学教室  

 
講  演  

1.  山田真嗣，武市敏明，北村修：パラコート肺形成過

程の検討：亜急性期動物モデルの確立を目指して．

第 62回日本組織細胞化学会総会．オンライン．2021
年 9月 26日．  

2.  武市敏明，山田真嗣，桐生京佳，吉田昌記，高篠智，

高橋かすみ，北村修：致死性不整脈が推定された心
臓 組 織 に お け る Connexin43の 脱 リ ン 酸 化 比 を 用
いた免疫組織学的解析．第 105次日本法医学会学術

全国集会．オンライン． 2021年 10月 4日 -2021年 10
月 31日．  

3.  高木徹也，山田千歩，奈良明奈，吉田昌記，岩原香

織 ：ネ グレ クト が疑 われ た無 甲状 腺症 の高 齢女 性
の一剖検例．第 105次日本 法医学会学術全国集会．
オンライン． 2021年 10月 4日 -2021年 10月 31日．  

4.  奈良明奈，山田千歩，吉田昌記，岩原香織，高木徹

也 ：海 外製 の三 環系 抗う つ剤 を含 む多 剤併 用に よ
る急性薬物中毒死の一剖検例．第 105次日本法医学

会学術全国集会．オンライン．2021年 10月 4日 -2021
年 10月 31日．  

5.  山田真嗣，武市敏明，吉田昌記，高篠智，桐生京佳，

高 橋 か す み ， 北 村 修 ： Double right coronary  
artery  :  重複右冠動脈の剖検例．第 105次日本法医
学会学術全国集会．オンライン．2021年 10月 4日－

2021年 10月 31日．  
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6.  山田真嗣，武市敏明，吉田昌記，高篠智，桐生京佳，

高 橋 か す み ， 北 村 修 ： Pulmonary capi l lary  
hemangiomatosis：肺毛細血管腫症の剖検例．第 90
回 日本 法医 学会 学術 関東 地方 集会 ．オ ンラ イン ．
2021年 10月 9日．  

7.  北村修，山田真嗣：多摩地域の登録検案医確保及び

検案業務サポート事業．令 和 3年度第 2回検案業務
サポート研修会．三鷹市． 2021年 10月 27日．  

論  文  

1.  Yamada A1,  Unuma K 1,  Arai N 2,  Kitamura O,  
Uemura K 1 (1Tokyo Medical  and Dental 
Univers ity,  2Tokyo Metropol i tan Insti tute o f  
Medical  Sc ience ) :  Inappropr iate  die t and fatal  
malnutri t ion in a 10-year-o ld chi ld fed only  
infant  formula throughout l i fe :  nove l  
pathological  diagnost ic  cr iter ion for  starvation 
via l ipophagy.  Forensic  Sci  Int.  325.  110896.  
2021.   

2.  Yamada A1,  Demitsu T 1,  Umemoto N1,  Kitamura 
O (1 Jichi Medical  Universi ty Saitama Medical  
Center ) :  Video image of genital  melanosis 
provides  strong evidence to  support 
ident i fi cat ion  of  a sexual of fender.  Forensic  Sc i  
Med Patho l.  17(3).  510-512.  2021.  

3.  Yamada A 1,  Kawase M1 , 2 ,  Matsumoto T 1,  
Demitsu T1 ,  Etoh T3  ( 1 Jichi Medical  Universi ty  
Saitama Medical  Center,  2The Jikei  Universi ty  
Schoo l o f  Medicine,  3Tokyo Teishin Hospital )  :  
Papular acantho lytic  dyskeratos is in a male  
pat ient local ized to  the anogenital  area 
mimicking condyloma acuminatum. J Dermatol.  
49(2).  e57-e58.  2022.   

4.  Yamada A,  Takeichi T,  Kiryu K,  Takashino S,  
Yoshida M, Kitamura O :  Fatal human herpes  
virus 6B myocarditis :  Postmortem diagnosis o f  
HHV-6B based on CD134+ T-cel l  tropism.  Leg 
Med (Tokyo).  54:102007.  2022.   

 
 

共同研究施設  RI部門  

 
論  文  

1.  Fujiwara T 1,  Kofuji  T,  Akagawa K ( 1Saitama 
Medical Univers ity ):  Disturbance of the 
reciprocal- interaction between the OXTergic  and 
DAergic  systems in the CNS causes atypical  
social  behavior  in syntaxin  1A knockout  mice.  
Behav Brain Res .  413.  11347.  2021.  

 
 

フローサイトメトリー部門  

 
講  演  

1.  Takahashi R,  Sato Y 1,  Kimishima M 1,  Ohyama M 
( 1Department o f  Dermatology):  Time course  
changes in per ipheral b lood mononuclear ce ll  
subsets dur ing intravenous cort icostero id pulse  
therapy for  severe alopecia areata.The 46th 
Annual Meet ing of the Japanese Socie ty for  
Investigat ive Dermatology.  Onl ine.  December  
3rd-5th,  2021.  

論  文  

1.  Mizukawa Y 1,  Aoyama Y2 ,  Takahashi H 3,  
Takahashi R,  and Shiohara T1 ( 1Department o f  
Dermatology,  2Department of  Dermato logy ,  
Kawasaki  Medical  School,  3 Department o f  
Dermatology,  Ke io  Universi ty  School  o f  
Medic ine ):  Risk o f Progress ion to  Auto immune 
Disease in Severe  Drug Eruption:  Risk  Factors  
and the Factor -Guided Strat i fi cation.  Journal of  
Investigat ive Dermato logy.  142.  960-968.e9.  
2021.  

2.  Takahashi  R,  Shiohara T 1,  and Mizukawa Y 1  
( 1Department o f Dermato logy):  Monocyte -
Independent and -Dependent Regulat ion o f  
Regulatory T-Cell  Development in Mycoplasma 
Infection.  The Journal of  Infect ious Diseases.  
223.  1724-1732.  2021.  

その他  

1.  高橋良：フローサイトメトリー de Night [第二夜 ]  
細 胞 増 殖 マ ー カ ー 編 ． YouTube.  2021.  
https: / /youtu.be/ fyDOEaDXb6o  

2.  高橋良：フローサイトメトリー de Night [第三夜 ]  
代 替 サ ン プ ル チ ュ ー ブ 編 ． YouTube.  2021.  
https: / /youtu.be/J8RPBAw8xwQ 

 
 

実験動物施設  

 
講  演  

1.  米澤英雄，北条史，大﨑敬子，神谷茂：口腔内細菌

が 産 生 す る lant ibio ticsは 腸 内 dysbios isの 原 因 と

なる可能性の検討．第 27回 日本ヘリコバクター学
会学術集会．オンライン． 2021年 9月 24-26日．  

2.  北条史，米澤英雄，神谷茂，大﨑敬子：Analysis  of  
gastr ic  micro f lora in  Helicobacter pylor i  
in fected MPS mice．第 27回日本ヘリコバクター学
会学術集会．オンライン． 2021年 9月 24-26日．  

3.  北条史，米澤英雄，神谷茂，岡健太郎，高橋志達，

花 輪 智 子 ， 三 戸 部 治 郎 ， 大 﨑 敬 子 ： MPS マ ウ ス
Helicobacter pylor i感 染 モ デ ル を 用 い た 胃 内 細 菌

叢の変化について．第 95回日本細菌学会総会．オン
ライン． 2022年 3月 29-31日．  

論  文  

1.  Osaki T,  L in,  Y １ ,  Sasahira N2,  Ueno M3 ,  
Yonezawa H, Hojo  F 4,  Okuda M 5,  Matsuyama M 2,  
Sasaki  T2 ,  Kobayashi S  3 ,  Tezuka S 3,  Tanaka K 6,  
Dan N 6,  Kuruma S 7,  Egawa N 8,  Kamiya S & 
Kikuchi S１ （ １ Aichi  Medical  Univers ity School  
of  Medic ine ,  2Cancer Inst i tute Hospital  o f  
Japanese Foundation for  Cancer Research,  
3Kanagawa Cancer Center,  4 Insti tute o f  
Laboratory Animals,  Graduate  Schoo l o f  
Medic ine,  Kyorin Universi ty,  5Hyogo Co llege o f  
Medic ine,  6Tokyo Metropol itan Ohtsuka 
Hospital ,  7Tokyo Metropol i tan Komagome 
Hospital ,  8Tokyo Metropol i tan Matsuzawa 
Hospital） :  Prevalence  est imates o f  Hel icobacter 
species infection in  pancreat ic  and bil iary  tract  
cancers.  Hel icobacter.  27(1).  e12866.  2022.  

 
 

生物学教室  
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講  演  

1.  Ohashi T,  Ishikawa Y,  Awasaki T,  Su M,  
Kamikouchi A:  Identi fying auditory neurons  
that shape song se lect iv i ty in two Drosophila  
species.  第 44回日本神経科学会大会．神戸・オン
ライン． 2021年 7月 28日 -31日．  

2.  大橋拓朗，石川由希，粟崎健， Su M，上川内あづ

さ ：シ ョウ ジョ ウバ エの 種特 異的 な求 愛歌 選好 性
の 背景 にあ る聴 覚情 報処 理の 進化 ．日 本進 化学 会

第 23回東京大会．オンライン．2021年 8月 18-21日．  
3.  粟崎健，伊藤史博：ショウジョウバエ近縁種におけ

る温度嗜好性．日本遺伝学会第 93回大会．オンライ

ン． 2021年 9月 8日．  
4.  澤村京一，平井和之，坂本大季，計良陽子，石川裕

之，山添幹太，井上喜博：ショウジョウバエの核膜

孔複合体リクルート因子  ELYS－近縁種間の比較．
日本遺伝学会第 93回大会．オンライン．2021年 9月
9日．  

5.  Orihara-Ono  M,  Kato  K,  Awasaki T :  
Identi f icat ion o f  genes essential  for  
dif ferent iat ion o f neuropi l -g l ia in adult  
Drosophi la brain.  14th Japan Drosophi la  
Research Conference  (JDRC14).  Online.  
September 13th.  2021.  

6.  Awasaki T,  Or ihara-Ono M, Kato K :  
Development and funct ion of neuropi l  gl ia in the  
adult  Drosophila brain.  International  
Drosophi la Gl ia Workshop 2021.  Onl ine.  
September 29th.  2021.  

7.  Sawamura K,  Hirai K,  Sakamoto H,  Keira Y,  
Ishikawa H. O. ,  Yamazoe K,  Ozaki M, Inoue Y.  
H:  ELYS,  a  factor  recruiting  nuc lear  pore 
complex,  is  invo lved in  reproduct ive iso lat ion.  
14th Japan Drosophila Research Conference  
(JDRC14).  Online.  September 14th.  2021.  

8.  Ohashi T,  Ishikawa Y,  Awasaki T,  Su M,  
Kamikouchi A:  Di f ferences  in auditory neuronal  
process ing under ly di f ferences  in  courtship song 
selectivi ty  between two Drosophi la species.  14th 
Japan Drosophi la Research Conference 
(JDRC14).  Online.  September 14th-15th.  2021.  

9.  齋藤都暁，高野敏行，粟崎健，近藤周，矢野弘之，

三好啓太，都丸雅敏，大迫隆史，平井和之，明石良：
シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ  – 高 次 機 能 研 究 を 支 え る 先 端
リソース拠点．第 44回日本分子生物学会．横浜・オ

ンライン． 2021年 12月 1日 -3日．  
10 .  織原 -小野美奈子，加藤健太郎，粟崎健：ショウジ

ョウバエ成虫 脳の neuropi l  gl iaの発 生に関与する

因子の新規同定．第 44回日本分子生物学会．横浜・
オンライン． 2021年 12月 1日．  

11 .  粟崎健：脳グリア組織の可塑的形成機構．「認識と

形成」 2022 冬の討論会．福井． 2022年 1月 7日．  
 
 

物理学教室  

 
論  文  

1.  Tohyama M: Propert ies  o f  Skyrme force as  a  
residual interaction in  beyond mean-f ie ld 
theor ies.  Prog Theor Exp Phys.  083D0.  2021.  
DOI:10.1093/ptep/ptab092.  

2.  Schuck P 1,  De lion D 2,  Dukelsky J 3,  Jemai M4,  

Litvinova E 5,  Röpke G 6,  Tohyama M ( 1Univers ité  
Par is -Sac lay,  2 Academy o f  Romanian Scient ists ,  
3 Inst ituto de Estructura de la Materia,  4 El-
Manar Universi ty ,  5 Western Michigan 
Univers ity,  6Universi tӓ t  Rostock):  Equation o f  
Motion Method for  strongly  corre lated Fermi  
systems and Extended RPA approaches.  Phys 
Rep.  929.  1-84.  2021.  

3.  Tohyama M: Effects of  ground-state corre lat ions  
on damping of giant dipole  resonances in LS 
closed shel l  nucle i .  Prog Theor Exp Phys.  
ptac037.  2022.   DOI:10.1093/ptep/ptac037.  

 
 

化学教室  

 
口  演  

ポスター含む  

1.  山本 -土方幸子，須賀圭，誉田晴夫，丑丸真：ゴル

ジ 体 局 在 Ca 2 +/Mn2 +ポ ン プ SPCA1の 阻 害 剤 PPTの
哺乳類培養細胞を用いた 解 析．第 94回日本 生化学

会大会．オンライン． 2021年 11月 3-5日．  
2.  Suga K,  Yamamoto S,  Terao Y,  Ushimaru M.:  

Organelle  stress alters Aβpept ide product ion 
and induces  Caspase3-dependent  apoptos is.  第
64回日本神経化学会大会．オンライン．2021年 9月
30日  

論  文  

1.  Sakurai  T 1,  Fukutomi  T 2,  Yamamoto S,  Nozaki  
N3,  & Kizaki  T1  ( 1Department o f Molecular 
Predictive Medic ine  and Sport  Science,  Kyor in  
Univers ity School o f  Medicine,  2Department o f  
Pharmaco logy and Toxico logy,  Kyorin Universi ty  
Schoo l o f  Medic ine,  3 Core Laboratory  for  
Proteomics and Genomics,  Kyor in Univers i ty  
Schoo l of  Medicine) :  Physical  Act iv ity 
Attenuates the Obesity-Induced Dysregulated 
Express ion o f Brown Adipokines in  Murine  
Interscapular  Brown Adipose Tissue.  Int .  J.  Mol.  
Sci .  22(19).10391.  2021.   

 
 

英語学教室  

 
講  演  

1.  黒田航，阿部慶賀，粟津俊二，寺井あすか and土屋

智行：ARDJの刺激文の読み時間の回帰木解析を使
った要因分析．日本認知科学会第 38回大会．オンラ

イン． 2021年 9月 3-4日．  
2.  Kuroda K,  Yokono  H,  Abe  K,  Tsuchiya T,  Asao Y,  

Kobayashi  Y,  Kanamaru T,  Tagawa T:  How 
near ly random mutat ions to  sentence af fect  
the ir  acceptabi l i t ies:  Pre l iminary quantitative 
analyses based on ARDJ data.  Annual Meet ing  
of Assoc iat ion for  Natural Language Process ing.  
Onl ine ,  2022年 3月 15-17日 .  

3.  黒田航，相良かおる：医療用語の  is -a オントロジ

ー構築の FCAを使っ た効率 化．言語処理学 会第 28
回年次大会．オンライン． 2022年 3月 15-17日．  

https://doi.org/10.1093/ptep/ptab092
https://doi.org/10.1093/ptep/ptac037

